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１．調査概要 
1.1 目的 

石狩湾に面する石狩浜海岸林（石狩森林管理署管内国有林 67林班、4100 林班及び 4182 林班）につい

ては、現在も原生的な森林が多く残されている。 

また、石狩浜海岸林と連続した森林は存在していないことから、鳥類をはじめ石狩湾周辺に生息する

多くの生物が石狩浜海岸林に依存して生息していることが考えられる。 

さらに、石狩浜海岸林から石狩湾に向けては海岸草原が広がっており、石狩市が石狩川河口海浜植物

等保護条例を制定し保護している海岸草原と同質の草原が存在していることが考えられる。 

以上から、石狩浜海岸林が地域固有の生物群集を有しているか検証するため、調査を実施するもので

ある。 

 

1.2 調査内容 

調査は、表 1に示す項目について実施した。 

各項目における調査内容の詳細はそれぞれの項において述べることとする。 

 

表1 調査項目とその内容 

No. 項目 内容 

1 自然環境に関する資料調査 

石狩浜海岸林とそれに隣接する海岸草原の自然環境に関する文献や資

料を収集して、内容を整理した。 

また、生息する動植物の目録を作成し、植物・鳥類・昆虫等において地域

の特徴を表すような種、希少で保全対象となるような種を抽出して整理し

た。 

2 環境(植生)類型の把握 
植生図及び林況図を作成し、対象地域に分布する植生や森林の類型を

分類しそれぞれの特徴をまとめた。 

3 

環境類型の特性及び 

現況の把握 

(現地における植生調査) 

現地を踏査し、上記 2 で抽出した類型ごとに特徴的な場所に調査区を設

定して植生調査・森林調査を実施した。調査内容は以下のとおり。 

・海岸林（カシワ群落等）6 箇所における毎木調査、林床植生調査 

・隣接海岸草原 4 箇所における植生調査 

4 
希少種・特徴的な動植物の 

分布・生態の把握 

各環境類型を代表するような特徴的な動植物について、生態情報を元に

生育環境の特徴についてまとめ、文献調査及び現地調査の結果を元に分

布状況等を図化した。 

5 有識者ヒアリング 

対象地域周辺で自然環境の調査研究等を行っている有識者(長谷

川榮農学博士)にヒアリングを行い、保全上重要な動植物、重要な

エリア、保全上の課題などについて、本調査の取りまとめに対する

ご助言をいただいた。 

6 
保全上重要な区域の分析、

ポテンシャルマップの作成 

GIS(地理情報システム)上に環境類型や特徴的な動植物の分布、森林調

査簿等の情報を重ねてまとめ、石狩浜の特性をポテンシャルマップ（本業

務では自然状況を点数として表した図を示す）に表した。 

7 保護林設定案の作成 
6 で作成したポテンシャルマップを元に、石狩浜の生物多様性を評価し保

護林に適した林小班を抽出して設定案を作成した。 

 

 

1.3 調査対象箇所 

本業務で対象とする石狩浜の国有林を図 1及び 2に示す。 
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図 1 石狩浜国有林 位置図（地形図ベース）
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図 2 石狩浜国有林 位置図（航空写真ベース） 
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２．自然環境に関する資料調査 
2.1 収集した文献 

石狩浜海岸林とそれに隣接する海岸草原の自然環境に関する文献や資料を収集した。収集した文献を表 2に示す。合計 86文献となった。 

 

表2 収集した文献(1) 

 

目録
使用

文献
番号

文献名 著者 誌名 ページ 発行年 発行元 石狩 小樽 植物 鳥類 哺乳 両爬 昆虫 保全
その
他

海岸
林

海岸
草原

砂浜 内容
文献の
形態

備考

1
海岸線と海浜堆積物にみられる石狩湾新港の影響につ
いて

新井健司
環境科学 : 北海道大学大学院環境科
学研究科紀要 第4巻2号

149-
159

1982
北海道大学大学院環境科学研究
科

● ● ○ ●
海浜堆積物の分析と海岸線の変化を検討し新港建設
による地形への影響を調査。汀線の変化について考
察。

pdf

2 キタホウネンエビの生息する融雪プールの水質 五十嵐聖貴,三上英敏
北海道環境科学研究センター所報 第
26号

31-34 1999 北海道環境科学研究センター ● ●
甲殻
類

●
キタホウネンエビの融雪プールにおいて水温や溶存
酸素量等を調査。時間経過による濃度の変化等の考
察。

pdf

3
石狩海岸フットパス　新川河口・旧小樽内川跡とカシ
ワ林の道

いしかり海辺ファン
クラブ

- - 2013 いしかり海辺ファンクラブ ● ● ○ ○
甲殻
類

● ● ●
銭函から石狩市望来までの海岸沿いのフットパス
コースを紹介するパンフレット。海岸沿いで見られ
る動植物や砂丘の特徴的な植生についても記述。

pdf

● 4 石狩浜の野鳥リスト 石狩市 - - 2010 石狩市 ● ○ ● ● ●

石狩市の調査・研究報告のページに記載されている
もの。1997～2009年の間に確認されて鳥類を海
域、河川水域、海岸草原、海岸林の4つに分けて記
述。

pdf
石狩市のHPより
（https://www.city.ishikari.hokkaido.j
p/soshiki/ihama/673.html）

5 石狩海岸林の植生概要
石狩市生活環境部石
狩浜海浜植物保護セ
ンター

石狩浜海浜植物保護センター調査研
究報告 第3号

- 2006
石狩市生活環境部石狩浜海浜植
物保護センター

● ○ ●
新港東から親船町の海岸林に12箇所の調査区を設置
して踏査し、出現種、林分タイプ、貴重種を記録。

pdf

6 石狩川河口地域植物調査報告書 石狩町 - - 1989 石狩町 ● ○ ● ●
石狩川河口の砂嘴に生育する植物について、植物相
調査、群落組成調査、代表的な海浜植物11種の分布
状況調査、地形断面図の作成、標本作成を実施。

pdf

● 7
石狩浜定期観察による植物開花状況および野鳥の記録
（2007）

石狩浜海浜植物保護
センター

石狩浜海浜植物保護センター調査研
究報告 第7号

- 2009 石狩浜海浜植物保護センター ● ○ ○ ○ ○ ●
春～秋季に石狩川河口地区を踏査して開花状況を記
録。同時に確認された野鳥と哺乳類、爬虫類も記
録。

pdf

● 8 1989年以降に記録された石狩浜の植物種リスト
石狩浜海浜植物保護
センター

石狩浜海浜植物保護センター調査研
究報告 第8号

- 2009 石狩浜海浜植物保護センター ● ○ ● ● ●
新港東から石狩川河口の地域を対象とした、過年度
の報告書及び現地調査をもとにした植物リスト。

pdf

● 9
2008 年から2010 年の石狩浜定期観察による植物開花
状況等の記録

石狩浜海浜植物保護
センター

石狩浜海浜植物保護センター調査研
究報告 第9号

- 2012 石狩浜海浜植物保護センター ● ○ ○ ●
春～秋季に石狩川河口地区を踏査して開花状況を記
録。同時に確認された野鳥も記録。

pdf

10  石狩市海浜植物等保護地区
石狩浜海浜植物保護
センター

- -
2023(
更新年)

石狩市 ● ○ ●
 石狩市海浜植物等保護地区の概要について。指定
範囲、指定区分など。

web

石狩浜海浜植物保護センターHP内のペー
ジ
（https://www.city.ishikari.hokkaido.j
p/site/kaihinsyokubutu/700.html）
2023年9月21日閲覧。

11 石狩浜のエゾアカヤマアリ 今村伸児 北海道の自然 第23号 95-98 1984
一般社団法人 北海道自然保護協
会

● ● ○ ●
石狩浜のエゾアカヤマアリのスーパーコロニーの生
態について記述。

pdf

● 12 石狩湾新港風力発電所に係る環境影響評価書
エコ・パワー株式会
社

- - 2016 エコ・パワー株式会社 ● ● ○ ○ ○ ○ ○
甲殻
類

● ● ● 新港地域の風力発電所建設に伴う環境影響評価書。 書籍

● 13 北海道におけるオオヨシゴイの確実な初繁殖記録 大倉史雄 日本鳥類標識協会誌 29巻1号 47-51 2017 日本鳥類標識協会 ● ○ ●
銭函の海岸草地で確認されたオオヨシゴイの繁殖行
動についての報告。

pdf 種の保存法・絶滅危惧IA類

● 14
小樽市銭函で得られた日本初記録のハギホソクチゾウ
ムシ（新称）の記録

柏崎昭,佐藤隆志 小樽市総合博物館紀要 第32号 5-7 2019 小樽市総合博物館 ● ○
銭函で採集されたハギホソクチゾウムシについての
報告。

印刷物

● 15
小樽市銭函で得られた北海道初記録のヘラオオバココ
バンゾウムシの記録

柏崎昭 小樽市総合博物館紀要 第34号 29−30 2021 小樽市総合博物館 ● ○
銭函で採集されたヘラオオバココバンゾウムシにつ
いての報告。

印刷物

● 16 日本から再発見された3 種のスッポンタケ属菌
糟谷大河,竹橋誠司
他

日本菌学会会報 48巻2号 44-56 2007 日本菌学会 ● 菌類 ●
日本から再発見されたスッポンタケ属菌3種につい
ての報告。

pdf アカダマスッポンタケ→絶滅危惧IB類

17
北海道石狩海岸におけるシデムシ相とその時・空間的
分布に関する予備的研究

片倉晴雄,上野隆平 日本生態学会誌 35巻4号
461-
468

1985 一般社団法人日本生態学会 ● ○ ● ●
石狩海岸のシデムシ相についての調査。種による時
空間的棲み分けについて考察。

pdf

18 道央地方に分布するアカモズの重要性 北沢宗大 北海道野鳥だより 第181号 10 2015 北海道野鳥愛護会 ● ● ○ ●
道央地方におけるアカモズの生息状況と個体数減少
について記述。

pdf

19

Drastic decline in the endemic brown shrike
subspecies Lanius cristatus superciliosus in
Japan（日本における亜種アカモズLanius cristatus
superciliosus の劇的な減少）

北沢宗大,先崎理之
他

Bird Conservation International 78-86 2022
Cambridge University Press on
behalf of BirdLife International

● ● ○ ●
アカモズの繁殖個体数と繁殖分布域の縮小率を明ら
かにした。

印刷物

● 20 河川環境データベース　河川水辺の国勢調査 国土交通省 - - - 国土交通省 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
5～10年ごとに実施される河川水辺の国勢調査の
データ。植物・鳥類・両爬哺・陸昆のエクセルデー
タを取得し、石狩川河口左岸の調査地点のみ抽出。

web

データは2023年9月21日に国土交通省河
川水辺の国勢調査内のページ
（https://www.nilim.go.jp/lab/fbg/ks
nkankyo/dl_81_index.html）より取
得。
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表2 収集した文献(2) 

 

目録
使用

文献
番号

文献名 著者 誌名 ページ 発行年 発行元 石狩 小樽 植物 鳥類 哺乳 両爬 昆虫 保全
その
他

海岸
林

海岸
草原

砂浜 内容
文献の
形態

備考

21 海岸砂丘の微地形変化と植物指標 小林佐保里,東三郎
北海道大學農學部 演習林研究報告 第
47巻1号

191-
213

1990
北方生物圏フィールド科学セン
ター森林圏ステーション

● ○ 地形 ●
海岸砂丘において微地形変化を把握するために植物
指標の利用を検討。主要な種であるハマニンニクを
用いて考察。

pdf

● 22 石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類について 小林英男 jezoensis No.26
108-
110

1999 北海道昆虫同好会 ● ○ ● 石狩湾の海浜地帯で確認された小甲虫類の記録。 書籍

● 23
石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類について（第５
報）

小林英男 jezoensis No.30
133-
136

2004 北海道昆虫同好会 ○ 石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類の記録。 書籍

● 24
石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類について（第６
報）

小林英男 jezoensis No.31
129-
131

2005 北海道昆虫同好会 ○ 石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類の記録。 書籍

● 25
石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類について（第７
報）

小林英男 jezoensis No.32 54-56 2006 北海道昆虫同好会 ○ 石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類の記録。 書籍

● 26
石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類について（第８
報）

小林英男 jezoensis No.33 57-60 2007 北海道昆虫同好会 ○ 石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類の記録。 書籍

● 27
石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類について（第9
報）

小林英男 jezoensis No.34 51-52 2008 北海道昆虫同好会 ● ○ 石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類の記録。 印刷物

● 28
石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類について（第10
報・まとめ）

小林英男 jezoensis No.35 63-68 2009 北海道昆虫同好会 ● ● ○ ●
石狩湾の海浜地帯で得られた小甲虫類の記録とこれ
までの記録のまとめ。

書籍

● 29
石狩砂丘におけるクロコウスバカゲロウ（脈翅目：ウ
スバカゲロウ科）幼虫の巣穴づくり行動-高温下ではど
のような場所を選択して巣穴を作るか-

山口高広,笹井優子
他

いしかり砂丘の風資料館紀要 第4巻 25-30 2014 いしかり砂丘の風資料館 ● ○ ●
砂地に作られるクロコウスバカゲロウの巣穴の場所
と幼虫の年齢、砂の温度との関係について考察。

pdf

30
北海道石狩海岸における車両の走行が植生と土壌に及
ぼす影響

佐々木真二郎,近藤哲
也 他

日本緑化工学会誌 28巻2号 342-352 2002 日本緑化工学会 ● ○ ○ ● ●
車両走行が及ぼす砂浜海岸への影響について、対照
区を設置して植生と土壌環境を比較調査。

pdf

● 31
小樽市銭函で採集された北海道本土部初記録となるリ
シリミドリツヤゴモクムシ（鞘翅目・オサムシ科）の
記録

佐藤諒一,田作勇人 小樽市総合博物館紀要 第35号 17−18 2022 小樽市総合博物館 ● ○ ●
銭函で採集されたリシリミドリツヤゴモクムシにつ
いての報告。

印刷物

32 石狩海岸林における道路等開削後の林縁部の被害
鮫島惇一郎,菅原セツ
子 他

日本林學會北海道支部講演集 第31号 51-53 1983 北方森林学会 ● ● ○ ○ ●
新港建設のために敷設された道路周辺で帯状区を設
け調査。被害状況により、卓越風と風速との関係を
考察。

pdf

● 33
石狩浜における国内外来種アズマヒキガエル
（Bufo japonicus formosus）の防除活動に関する報
告

更科美帆,髙橋惠美
他

いしかり砂丘の風資料館紀要 第11巻 25-36 2021 いしかり砂丘の風資料館 ● ○ ●
海岸林近辺の沼と水路におけるアズマヒキガエルの
捕獲・防除実験の実施。カゴ罠の設置と水路の清掃
作業の有効性について考察。

pdf

● 34 北海道石狩海岸における海浜型チガヤ群落の組成 澤田佳宏,服部保 他
人と自然　Humans and Nature
No.20

107-
112

2009 兵庫県立人と自然の博物館 ● ○ ●
石狩海岸砂丘のチガヤ群落における植生調査の考
察。

pdf

35 キタホウネンエビ 志賀健司 石狩ファイル No.0120-01 - 2010
石狩市教育委員会 いしかり砂丘
の風資料館

● ●
甲殻
類

● キタホウネンエビの概要。雌と卵の写真。 pdf

36
北海道石狩海岸林東部の融雪プールの水量とキタホウ
ネンエビ発生状況の2007年～2020年の変動

志賀健司 いしかり砂丘の風資料館紀要 第10巻 1-8 2020 いしかり砂丘の風資料館 ●
甲殻
類

●
海岸林内に出現する融雪プールの水量とキタホウネ
ンエビの発生状況を観測。水量の増減と個体密度の
関係について考察。

pdf

37 日本海沿岸におけるカシワ芽鱗腋芽数の産地間変異 清水一,菊地健 他 日本林學會北海道支部講演集 第43号
140-
142

1995 日本林学会北海道支部 ● ● ○ ●
芽鱗腋芽数の産地間での違いとカシワとミズナラの
交雑種の可能性の検討。

pdf

38
石狩海岸砂質地における砂質堆積物の環境区分と堆積
環境

太井子宏和
北海道大学地球物理学研究報告 第36
巻

1-15 1977
北海道大学大学院理学研究科地
球惑星科学専攻(地球物理学)

● ● 地形 ● ● ●
砂丘と砂浜の粒径分析により石狩砂丘の形成元や環
境区分を推定。

pdf

● 39
北海道石狩浜におけるスナジホウライタケによるハマ
ニンニクの大量枯死

竹橋誠司,星野保 他 日本菌学会会報 51巻1号 15-21 2010 日本菌学会 ● ○ 菌類 ●
スナジホウライタケの寄生によるハマニンニクの大
量枯死について考察。

pdf

● 40
北海道石狩浜から採集された3 種の日本新産ハラタケ
型きのこ類

竹橋誠司,糟谷大河
他

日本菌学会会報 52巻1号 28-37 2011 日本菌学会 ● 菌類 ●
石狩浜から採集された日本新産ハラタケ型きのこ類
3種についての報告。

pdf

41 札幌市北部の潜在自然植生 恒屋冬彦,伊藤浩司
環境科学 : 北海道大学大学院環境科
学研究科紀要 第6巻1号

95-115 1983
北海道大学大学院環境科学研究
科

● ● ○ ● ●
文献から推測される開拓以前の植生の考察と、植生
調査及び土壌調査から潜在自然植生を推定。

pdf

42
銭函海岸風力発電所建設が生態系に与えた影響の事後
評価

露崎史朗,先崎理之
他

保全生態学研究  26巻2号 33-343 2021 一般社団法人 日本生態学会 ● ○ ○ ○ ● ● ●
風発施設が海浜植生と鳥類に与える影響について風
発建設前と比較調査。改変域における浸食及び外来
種の侵入と鳥類の種数の減少について考察。

pdf

43
北海道の砂質海岸における外来種オニハマダイコンの
出現する群落

鳥居太良,冨士田裕子 植生学会誌 33巻2号 89-97 2016 植生学会 ● ○ ●
オニハマダイコンの現状把握のため石狩浜を含めた
道内各地の砂浜で植生調査を実施。

pdf

● 44
石狩浜定期観察による植物開花状況の記録
（2004/2005）

内藤華子,石岡真子
他

石狩浜海浜植物保護センター調査研
究報告 第4号

- 2006 石狩浜海浜植物保護センター ● ○ ○ ○ ○ ●
春～秋季に石狩川河口地区を踏査して開花状況を記
録。同時に確認された野鳥も記録。

pdf

● 45
石狩浜定期観察による植物開花状況および野鳥の記録
（2006）

内藤華子,渥美法子
他

石狩浜海浜植物保護センター調査研
究報告 第5号

- 2009 石狩浜海浜植物保護センター ● ○ ○ ○ ○ ●
春～秋季に石狩川河口地区を踏査して開花状況を記
録。同時に確認された野鳥と哺乳類、両生類、爬虫
類も記録。

pdf

46
石狩川河口砂嘴におけるイソスミレの1989年と2012-
2013年との分布比較

内藤華子,寒河江洋一
郎

いしかり砂丘の風資料館紀要 第4巻 31-40 2014 いしかり砂丘の風資料館 ● ○ ●
石狩川河口の砂嘴に生育するイソスミレの分布状況
の経年比較調査。砂地の安定化とイソスミレの分布
状況の関連を考察。

pdf
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表2 収集した文献(3) 

 

目録
使用

文献
番号

文献名 著者 誌名 ページ 発行年 発行元 石狩 小樽 植物 鳥類 哺乳 両爬 昆虫 保全
その
他

海岸
林

海岸
草原

砂浜 内容
文献の
形態

備考

47 石狩川河口左岸域におけるヒキガエルの定着について 内藤華子,志賀 健司 いしかり砂丘の風資料館紀要 第6巻 65-70 2016 いしかり砂丘の風資料館 ● ○ ●
石狩川河口左岸域におけるアズマヒキガエルの定着
時期と繁殖地についての報告。

pdf

48
海岸砂丘生態系の保全・再生・利用,グリーン・インフ
ラストラクチャーの可能性～研究集会の報告～

中田康隆,松島肇 他 景観生態学 22巻2号 53-60 2017 日本景観生態学会 ● ● ○ ○ ● ● ●
海岸砂丘の生態系と保全、緩衝帯としての役割につ
いての議論。

pdf

49 石狩海岸林におけるカシワの肥大生長パターン 新村義昭 日本林學會北海道支部講演集 第36号
193-
195

1988 日本林学会北海道支部 ● ○ ●
デンドロメーターを使用してカシワの生長量を調
査。季節と立地環境による影響を考察。

pdf

● 50 石狩浜海岸草原のマルハナバチ類に何が起きているか 西川洋子 北海道の自然 第49号 33-38 2011
一般社団法人 北海道自然保護協
会

● ● ○ ●
セイヨウオオマルハナバチの侵入による在来種のマ
ルハナバチと植物への影響について考察。

pdf

51 天然生海岸林の研究一石狩海岸林の構造と更新一 長谷川榮 日本林學會北海道支部講演集 第23号 84-86 1975 日本林学会北海道支部 ● ○ ●
方形区などの調査地を設置し、樹種と樹高を調査。
汀線からの距離と樹高の変化を考察。

pdf

52 天然生海岸林の研究（IV）一石狩海岸林の構造一 長谷川榮 日本林學會北海道支部講演集 第28号 45-47 1980 日本林学会北海道支部 ● ○ ●
3箇所の調査区を設置し毎木調査を実施。海岸林の
成立と推移について考察。

pdf

53
北海道における天然生海岸林の保全に関する基礎的研
究：石狩海岸におけるカシワ林の構造と更新

長谷川榮
北海道大學農學部 演習林研究報告 第
41巻2号

313-
422

1984
北方生物圏フィールド科学セン
ター森林圏ステーション

● ● ○ ○ ●
北海道各地の天然生海岸林の観察と石狩海岸林に調
査区を設置し樹齢調査等の実施。

pdf

54 石狩海岸のカシワ林 林迪子 石狩ファイル No.0115-01 - 2010
石狩市教育委員会 いしかり砂丘
の風資料館

● ● ○ ●
小樽から石狩市にかけて分布する海岸沿いのカシワ
林ついての概要。

pdf

● 55 石狩のイソコモリグモ 林迪子 石狩ファイルNo.0142-01 - 2015
石狩市教育委員会 いしかり砂丘
の風資料館

●
クモ
類

● イソコモリグモについての概要。巣穴の写真など。 pdf

● 56 石狩海岸の外来植物 林迪子 石狩ファイルNo.0143-01 - 2015
石狩市教育委員会 いしかり砂丘
の風資料館

● ○ ● ● ● 石狩海岸で確認された外来種の一覧表。 pdf

● 57 滅びゆくスーパーコロニー 東正剛 北海道の自然 第49号 39-45 2011
一般社団法人 北海道自然保護協
会

● ● ○ ●
侵略的アリ類との比較対象としてのエゾアカヤマア
リのスーパーコロニーの重要性と巣の急激な縮小に
ついての考察。

pdf

● 58 石狩海浜地域一帯の野鳥 樋ロ孝城 北海道の自然 第49号 65-73 2011
一般社団法人 北海道自然保護協
会

● ○ ● ● ●
石狩川河口から石狩湾新港までの野鳥リストと環境
ごとの鳥類の状況の概説。目録では砂浜と草原で確
認された種のみ使用。

pdf

● 59 石狩湾新港地域に係る環境影響評価書（確定） 北海道 - - 1997 北海道 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
石狩湾新港地域の事業の再評価に伴って作成された
環境影響評価書。

書籍

● 60
石狩湾新港地域浮遊生物(キタホウネンエビ)調査報告
書　平成10～14年度

北海道環境科学研究
センター

- - 2003 北海道環境科学研究センター ● ●
甲殻
類

●
新港地域周辺のキタホウネンエビの生息分布調査及
び生息環境調査と生態調査の実施。

書籍

61
北海道石狩海岸における管理形態の異なる砂浜海岸利
用者の問題認識と利用管理について

松島肇 ランドスケープ研究 72巻5号
825-
828

2009 日本造園学会 ● ○ ● ●
新港東から石狩川河口までの地域の砂浜海岸におけ
て管理形態による利用の仕方の違いについて調査。

pdf

62
海岸砂丘における風力発電施設の建設が海浜植生に与
える影響―北海道銭函海岸を事例に―

松島肇
保全生態学研究 (Japanese Journal
of Conservation Ecology) 17

97-106 2012 一般社団法人 日本生態学会 ● ○ ○ ● ● ●
風発施設が海浜植生に与える影響について調査。改
変域では浸食と外来種の侵入について考察。

pdf

63
石狩海岸における海浜環境の多様性とその保全への取
り組み

松島肇,有田英之 他 景観生態学 19巻1号 41-49 2014 日本景観生態学会 ● ● ○ ● ● ●
石狩海岸の多様性と生態系の保全対策について考
察。

pdf

64 石狩市野鳥生息概況調査報告書 松本正敏,松崎幸恵 - - 1996 石狩市 ● ○ ● ● ●
石狩市内の鳥類について、市街地、河川、海洋、丘
陵地の各地域に分けて記述。

pdf

● 65
小樽市銭函海岸の植物相（1）―新川河口から樽川埠
頭において―

三浦美惠子,佐々木美
香

小樽市総合博物館紀要 第23号 7−15 2010 小樽市総合博物館 ● ○ ● ● ● 新川河口周辺に生育する植物についての記録。 印刷物

● 66 小樽市銭函海岸林の植生（第1報） 持田誠 小樽市総合博物館紀要 第23号 1-6 2010 小樽市総合博物館 ● ○ ●
帯状法による毎木調査を実施。海岸林の断面図と樹
冠投影図あり。

pdf

67
融雪プールの動物プランクトン : 石狩砂丘地帯を例と
して

守屋開
環境科学 : 北海道大学大学院環境科
学研究科紀要 第2巻

23-38 1979
北海道大学大学院環境科学研究
科

●
浮遊
生物

●
融雪プールでの水質と水生生物との関係について調
査。時間経過と生物相の置き換わりについて考察。

pdf

68 希少種キタホウネンエビの生息する融雪プール 守屋開 北海道の自然 第49号 46-54 2011
一般社団法人 北海道自然保護協
会

●
甲殻
類

●
キタホウネンエビの生息環境の融雪プールの状況や
プランクトン、繁殖等について記述。

pdf

● 69
小樽市新川河口地区昆虫相調査報告（1）―調査概要,
および半翅目の記録―

山本亜生 小樽市総合博物館紀要 第21号 1−8 2008 小樽市総合博物館 ● ○ ● ● ●
新川河口周辺で確認されたカメムシ類についての記
録。

印刷物

● 70 小樽市新川河口地区昆虫相調査報告（2）―鞘翅目― 山本亜生 小樽市総合博物館紀要 第22号 1-8 2009 小樽市総合博物館 ● ○ ● ● ● 新川河口周辺で確認された甲虫類についての記録。 印刷物

● 71
小樽市新川河口地区昆虫相調査報告（3）―ナツアカ
ネの記録―

山本亜生 小樽市総合博物館紀要 第23号 17−18 2010 小樽市総合博物館 ● ○ ●
新川河口周辺で確認されたナツアカネについての記
録。

印刷物

● 72 小樽市銭函海岸新川河口地区の昆虫 山本亜生 北海道の自然 第49号 25-32 2011
一般社団法人 北海道自然保護協
会

● ○ ● ● ●
新川河口から新港付近までの海岸砂丘と海岸林で確
認された昆虫相について記述。

pdf

● 73
小樽市新川河口地区昆虫相調査報告（4）―半翅目の
追加記録―

山本亜生 小樽市総合博物館紀要 第24号 1−7 2011 小樽市総合博物館 ● ○ ● ● ●
新川河口周辺で確認されたカメムシ類についての記
録。

印刷物

● 74
小樽市新川河口地区昆虫相調査報告（5）―鞘翅目の
追加記録―

山本亜生 小樽市総合博物館紀要 第25号 1−7 2012 小樽市総合博物館 ● ○ ● ● ● 新川河口周辺で確認された甲虫類についての記録。 印刷物

● 75
小樽市新川河口地区昆虫相調査報告（6）―鞘翅目の
追加記録2―

山本亜生,柏崎昭 小樽市総合博物館紀要 第29号 11−15 2016 小樽市総合博物館 ● ○ ● ● ● 新川河口周辺で確認された甲虫類についての記録。 印刷物
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表2 収集した文献(4) 

 
 

目録
使用

文献
番号

文献名 著者 誌名 ページ 発行年 発行元 石狩 小樽 植物 鳥類 哺乳 両爬 昆虫 保全
その
他

海岸
林

海岸
草原

砂浜 内容
文献の
形態

備考

● 76 小樽市新川河口地区のトンボ相
山本亜生,木野田君
公,横山透,広瀬良宏

小樽市総合博物館紀要 第21号 9−12 2008 小樽市総合博物館 ● ○ ● ●
新川河口周辺で確認されたトンボ類についての記
録。

印刷物

77 自然海浜にすむイソコモリグモ 八幡明彦 自然保護 No.509 40-42 2009 日本自然保護協会
クモ
類

●
イソコモリグモの生態と自然海浜の減少について記
述。

web
日本自然保護協会のHP内のページ
（https://www.nacsj.or.jp/2018/04/1
5416/）2023年9月8日閲覧。

● 78 サイエンスミュージアムネット - - - - 国立科学博物館 ● ● ○ ○ ● ●

国立科学博物館が運営する全国の自然史系博物館の
標本情報サイト。自然史標本情報→「小樽　銭函」
で検索後「詳細地名」で明らかに内陸と思われる
データ（天狗山等）を除く。石狩市側→「石狩　植
物界　北海道」及び「石狩　動物界　北海道」で検
索後「詳細地名」で対象地域周辺のみ抽出。

web
データは2023年8月15～16日にサイエン
スミュージアムネット（http://science-
net.kahaku.go.jp/）より取得。

● 79 石狩市自然環境調査業務委託報告書
特定非営利活動法人
EnVision環境保全事
務所

- - 2021 石狩市 ● ○ ○ ○ 魚 ● ● ●
石狩市における自然環境調査。魚類、昆虫類やアズ
マヒキガエルの生息分布調査等。

word 石狩市から受領

80 石狩浜外来種防除手法の検討業務委託報告書 リンクアス - - 2022 ● ○
石狩市におけるアズマヒキガエルの防除手法の検討
調査。

pdf 石狩市から受領

81 ーアカモズの郷ーいしかり希少種保全事業業務報告書
特定非営利活動法人
EnVision環境保全事
務所

- - 2023 石狩市環境市民部 ● ○
石狩浜におけるアカモズの生息状況に関する調査報
告。

pdf 石狩市から受領

82 重要種植物　位置データ - - - 2023 石狩市 ● ○ ● 石狩市から提供された重要種の位置データ。 shp 石狩市から受領

83  石狩市海浜植物等保護地区　位置データ - - -
2023(
受領年)

石狩市 ● ○ ● ● ● 石狩市から提供された保護地区の位置データ。 shp 石狩市から受領

84 知ってる？石狩海岸　自然の秘密
安田秀司、石川祐美
他

- - 2016 いしかり海辺ファンクラブ ● ○ ○ ○
甲殻
類

● ● ●
石狩浜の特徴的な自然環境の概況について解説した
パンフレット。

pdf

85 石狩浜の昔と今と、これから
海浜植物保護セン
ター20周年実行委員
会

- - 2021
海浜植物保護センター20周年実
行委員会

● ○ ○ ○ ○ ○
甲殻
類

● ● ●
石狩浜に関する自然環境や歴史、現況について概況
を解説したパンフレット。

pdf

86
石狩浜砂丘植物群落における開花フェノロジー,訪花昆
虫,結実率の関係

西川洋子、内藤華子 環境科学研究センター所報 72-80 2006 北海道環境科学研究センター ● ○ ●

46 計 81 - - - - - 59 40 35 18 9 11 30 12 18 42 51 33 - - -
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2.2 生物目録の作成 

収集した文献から石狩浜に生息・生育すると推定される動植物を生物分類群ごとに抽出・整理した。

確認された種数等を分類群別に集計したものを表 3に示す。 

目録は、植物・鳥類・哺乳類・両生類・爬虫類・クモ類・昆虫類・魚類・底生動物について作成した。

各目録は資料編に示す。 

表3 文献調査により確認された分類群別科種数表 

 

 

2.3 地域の特徴を表す種や保全対象とすべき希少な種 

収集した文献から抽出した種について、地域の特徴を表すような種や、希少で保全対象となるような

種を選定して整理した。 

 

2.3.1 希少種・特徴的な種の選定方法 

希少種・特徴的な種については、表 4に示す基準で選定した。 

 

表4 希少種・特徴的な種の選定方法 

 法令・基準等 選定及び抽出する理由等 

希
少
種 

文化財保護法 天然記念物、特別天然記念物 

種の保存法 
「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律

第 75 号）で希少野生動植物種として指定されている種。 

環境省 RL2020 

「環境省レッドリスト 2020 の公表について－別添資料 3 環境省 レッドリス

ト 2020」（令和 2 年、環境省） 掲載種 

（Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域

個体群、N：留意種） 

北海道レッドデータブック 

「北海道の希少野生生物  北海道レッドデータブック 2001」 （平成 13

年、北海道) 掲載種 

（Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域

個体群、N：留意種） 

特
徴
的
な
種 

有識者、市町村による調査対

象種 
文献調査により、有識者や市町村による調査内容、指摘等から選定する。 

石狩浜の自然環境・地理的

特徴を反映した種 
文献調査により、有識者や市町村による調査内容、指摘等から選定する。 

項目 科数 種数

植物 105 653

鳥類 38 114

哺乳類 9 19

両生類 3 3

爬虫類 3 4

クモ類 13 85

昆虫類 233 1783

魚類 7 12

底生動物 4 4

その他特徴的な種 2 2
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2.3.2 石狩浜における希少種・特徴的な種 

表 4に基づき抽出した種を、植物、鳥類、哺乳類、クモ類・昆虫類、魚類、その他の 6つに分けて整

理した（両生類、爬虫類、底生動物については、抽出された種はなかった）。 

表 5～10 に示す。 

 

表5 抽出された植物希少種等 

 

 

 

表6 抽出された鳥類希少種等 

 

 

文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL2020

北
RDB

7 8 9 12 20 34 39 44 45 56 59 65 66 78 86 砂浜
海岸
草原

海岸
林

石狩 小樽

1 ハナヤスリ ハマハナヤスリ R ○ ● ●
2 ヒルムシロ イトモ NT ○ ○ ○ ● ●
3 リュウノヒゲモ NT ○ ○ ● ●
4 ラン クゲヌマラン VU ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
5 ガマ ヒメガマ R ○ ●
6 ミクリ NT R ○ ○ ○ ● ●
7 カヤツリグサ クロミノハリイ CR ○ ● ●
8 ジョウロウスゲ VU R ○ ○ ● ● ●
9 ボタン ベニバナヤマシャクヤク VU En ○ ● ●

10 ヤマシャクヤク NT R ○ ○ ○ ○ ● ● ●
11 バラ ナガボノワレモコウ ○ ○ ● ● ●
12 ウリ ゴキヅル R ○ ●
13 スミレ イソスミレ VU R ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
14 タデ エゾノミズタデ Vu ○ ●
15 タデ ノダイオウ VU ○ ●
16 ホソバツルリンドウ VU ○ ○ ● ● ●
17 タヌキモ イヌタヌキモ NT ○ ○ ● ● ●
18 タヌキモ NT R ○ ● ●
19 シソ エゾナミキ VU ○ ● ●
20 ハマウツボ ミヤマママコナ R ○ ○ ○ ○ ● ● ●
21 キク エゾヨモギギク VU En ○ ● ●

計 15科 21種 0種 0種 15種 12種 3種 15種 2種 6種 1種 0種 0種 3種 3種 0種 2種 8種 0種 1種 2種 0種 11種 3種 19種 12種

注1) 種名及び配列は、基本的に「維管束植物和名チェックリストver.1.10（山之内崇志・首藤光太郎・大澤剛士・米倉浩司・加藤将・志賀隆 2022年）」に従った。

注2) 重要種は以下の区分に従った。

　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）

　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物

　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）

　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種

　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）

　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　・北RDB（北海道RDB）：「北海道の希少野生生物  北海道レッドデータブック 2001」 （平成13年、北海道)

　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種

注3) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

生育環境 地域
No. 科名 種名

重要種 文献

文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL2020

北RDB
2016

4 7 9 12 13 20 44 45 58 59 海岸林
海岸
草原

砂浜 河口 石狩 小樽

1 キジ キジ ウズラ VU Nt ● ● ● ● ● ●
2 カモ カモ ツクシガモ VU Dd ● ● ● ●
3 オシドリ DD Nt ● ● ● ●
4 トモエガモ VU N ● ● ● ●
5 ペリカン サギ ヨシゴイ NT ● ● ● ●
6 オオヨシゴイ CR Dd ○ ○ ● ●
7 チュウサギ NT ● ● ● ●
8 カラシラサギ NT Dd ● ● ● ●
9 ヒクイナ NT Dd ● ● ● ●

10 チドリ シギ ヤマシギ N ● ● ● ● ● ●
11 オオジシギ NT Nt ○ ● ● ● ● ● ●
12 チュウヒ 国内 EN En ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
13 ツミ Dd ○ ● ●
14 ハイタカ NT Nt ○ ● ● ● ● ●
15 オオタカ NT Nt ○ ● ● ● ● ●
16 ハヤブサ 国内 VU Vu ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●
17 アカモズ EN En ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
18 センニュウ マキノセンニュウ NT Nt ● ● ● ● ● ●
19 ホオアカ Nt ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
20 シマアオジ 国内 CR Cr ● ● ● ● ● ●

計 4目 5科 20種 0種 3種 17種 18種 6種 1種 1種 7種 1種 1種 1種 3種 3種 18種 9種 13種 1種 17種 19種 19種

注1) 本リストは、主に海岸林と林縁部の草原及び池を利用または利用する可能性の高い種のみを抽出し、海上、海岸の砂浜、上空を通過するものは除外した。
注2) 種名及び配列は、基本的に「日本鳥学会編 2012 「日本鳥類目録　改定第7版」」に従った。
注3) 重要種は以下の区分に従った。
　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）
　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物
　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）
　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種
　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）
　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
　・北RDB：「北海道レッドリスト【両生類・爬虫類編】改訂版（2015年）」（平成27年、北海道）
　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種
注4) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

地域文献 環境
No. 目名 科名 和名

重要種
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表7 抽出された哺乳類希少種等 

 

 

表8 抽出されたクモ類・昆虫類希少種等 

 

 

表9 抽出された魚類希少種等 

 

1 コウモリ目(翼手目) ヒナコウモリ ウスリドーベントンコウモリ N ○ ● ●

2 ネズミ目(齧歯目) ネズミ カラフトアカネズミ N ○ ● ● ●

3 リス エゾシマリス DD Dd ○ ○ ● ● ●

4 ネコ目(食肉目) イタチ エゾクロテン NT Nt ○ ● ●

計 3目 4科 4種 0種 0種 2種 4種 0種 3種 0種 0種 0種 2種 0種 0種 0種 2種 4種 4種

注1) 種名及び配列は、基本的に「【種・亜種目録】北海道の哺乳類（北海道 2016年）」に従った。

注2) 重要種は以下の区分に従った。

　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）

　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物

　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）

　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種

　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）

　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　・北RDB：「北海道レッドリスト【哺乳類編】改訂版（2016年）」（平成28年、北海道）

　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種

注3) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

地域

12 20

重要種

海岸林及び

海岸草原
小樽石狩44 45 59 砂浜

文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL2020

北RDB
2016

海岸
草原

海岸
林

文献番号 環境
No. 目名 科名 種名

7

文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL2020

北RDB
2001

北RDB
2016

12 14 15 20 22 23 24 25 26 27 28 29 31 50 55 57 59 69 70 71 72 73 74 75 76 78 砂浜
海岸
草原

海岸
林

海岸林及

び

海岸草原
石狩 小樽

1 クモ目 コモリグモ イソコモリグモ VU ○ ● ●
2 トンボ目(蜻蛉目) イトトンボ マンシュウイトトンボ R ○ ○ ●
3 セスジイトトンボ R ○ ○ ○ ○ ● ●
4 オオイトトンボ R ○ ○ ○ ○ ● ● ●
5 ヤンマ マダラヤンマ NT R ○ ○ ○ ○ ● ●
6 トンボ ナツアカネ R ○ ○ ● ●
7 エゾアカネ EN R ○ ● ●
8 ヒメリスアカネ R ○ ○ ○ ● ● ●
9 カメムシ目(半翅目) ウンカ フタスジオオウンカ R ○ ○ ● ● ● ●

10 ヨコバイ スナヨコバイ NT R ○ ○ ○ ● ● ●
11 マキバサシガメ ツマグロマキバサシガメ NT N ○ ○ ●
12 アメンボ ババアメンボ NT N ○ ○ ○ ● ●
13 ミズギワカメムシ オオミズギワカメムシ R ○ ○ ●
14 コオイムシ コオイムシ NT ○ ● ●
15 オオコオイムシ R ○ ○ ○ ○ ● ● ●
16 アミメカゲロウ目(網翅目) ウスバカゲロウ オオウスバカゲロウ R ○ ● ● ●
17 チョウ目(鱗翅目) セセリチョウ ギンイチモンジセセリ NT N Dd ○ ○ ○ ● ● ● ●
18 シジミチョウ カバイロシジミ NT ○ ○ ○ ● ● ● ●
19 キタアカシジミ北日本亜種 VU N ○ ○ ● ● ●
20 ゴマシジミ北海道・東北亜種 NT N N ○ ● ●
21 タテハチョウ ウラギンスジヒョウモン VU ○ ○ ● ● ●
22 ドクガ スゲドクガ NT ○ ● ●
23 ヤガ ヒメシロシタバ NT ○ ○ ● ● ●
24 シロオビヨトウ NT ○ ● ● ●
25 マガリスジコヤガ VU ○ ● ● ●
26 ニセトガリヨトウ NT ○ ● ●
27 ハエ目(双翅目) イエバエ コシアキトゲアシイエバエ R ○ ● ●
28 ニクバエ エダガタニクバエ R ○ ● ●
29 キタシリアカニクバエ R ○ ● ●
30 コウチュウ目(鞘翅目) オサムシ セアカオサムシ NT ○ ● ● ●
31 ツヤキベリアオゴミムシ VU Vu ○ ●
32 モリキバネホソアトキリゴミムシ R Nt ○ ●
33 イグチケブカゴミムシ NT Nt ○ ○ ●
34 ゲンゴロウ ゲンゴロウ 特二国 VU R Nt ○ ○ ○ ○ ● ● ●
35 マルガタゲンゴロウ VU ○ ○ ● ●
36 ケシゲンゴロウ NT ○ ○ ○ ● ● ●
37 キベリクロヒメゲンゴロウ NT ○ ○ ● ●
38 ミズスマシ オオミズスマシ NT ○ ○ ● ●
39 コツブゲンゴロウ ヒゲブトコツブゲンゴロウ R Nt ○ ●
40 ガムシ エゾコガムシ NT N N ○ ● ●
41 ガムシ NT ○ ○ ○ ● ● ●
42 エゾガムシ NT Dd ○ ● ●
43 シジミガムシ EN Dd ○ ● ●
44 ハムシ アオバアシナガハムシ R Nt ○ ○ ● ●
45 コニシケブカハムシ R Nt ○ ● ●
46 ハチ目(膜翅目) アリ ツノアカヤマアリ DD ○ ● ●
47 エゾアカヤマアリ VU ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
48 アミメアリ R ○ ● ●
49 カドムネボソアリ R ○ ● ●
50 スズメバチ モンスズメバチ DD ○ ● ●
51 チャイロスズメバチ R ○ ● ●
52 ドロバチモドキ ニッポンハナダカバチ VU N ○ ○ ● ● ●

計 8目 27科 52種 0種 1種 33種 30種 12種 32種 0種 0種 4種 1種 0種 0種 2種 1種 0種 0種 0種 0種 0種 1種 1種 13種 5種 3種 3種 19種 0種 6種 2種 5種 0種 4種 8種 7種 13種 43種 46種

注1) 種名及び配列は、基本的に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト　令和5年度生物リスト（国土技術政策総合研究所 2023年）」に従った。
注2) 重要種は以下の区分に従った。
　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）
　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物
　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）
　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種
　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）
　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
　・北RDB2001（北海道RDB）：「北海道の希少野生生物  北海道レッドデータブック 2001」 （平成13年、北海道)
　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種
　・北RL2016_2019(チョウ_コウチュウ)：「北海道レッドリスト【昆虫＞チョウ目編】改訂版（2016年）について」　(平成28年　北海道),「北海道レッドリスト【昆虫＞コウチュウ目編】改訂版（2019年）について」　(平成31年　北海道)
　　　Cr：絶滅危惧IA類、En：絶滅危惧IB類、Vu：絶滅危惧II類、Nt：準絶滅危惧、Dd：情報不足、N：留意種、Lp：地域個体群
注3) 北RDB2001について、北RL2016_2019(チョウ_コウチュウ)での改訂でカテゴリ削除された種は重要種として計上していない。
注4） 合計種数の算出にあたっては、種同定に至っていないものについても、同定された種とは別種である可能性が低くないことから計数対象とした。

注5) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

環境 地域重要種 文献番号

No. 目名 科名 種名

文献 環境 地域

文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL2020

北RDB
2018

59 河口 小樽

1 コイ キンブナ Carassius buergeri subsp.2 VU ○ ● ●
2 シラウオ シラウオ Salangichthys microdon Vu ○ ● ●
3 ハゼ ジュズカケハゼ Gymnogobius castaneus NT ○ ● ●

計 3科 3種 0種 0種 2種 1種 3種 3種 3種

注1) 種名及び配列は、基本的に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和4年度版（国土交通省)」に従った。
注2) 重要種は以下の区分に従った。
　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）
　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物
　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）
　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種
　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）
　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　・北RDB：「北海道レッドリスト【魚類編】改訂版（2018年）」（平成30年、北海道）
　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種
注3) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

No. 科名 和名 学名
重要種



11 

表10 抽出されたその他の希少種・特徴的な種等 

 

 

重要種

環境省
RL2020

16 39 40 55 60 12 砂浜
海岸
草原

海岸
林

石狩 小樽

1 菌 担子菌 ハラタケ スッポンタケ スッポンタケ アカダマスッポンタケ EN ○ ● ● ●

2 動物 節足動物 鰓脚 ホウネンエビ ホウネンエビ キタホウネンエビ DD ○ ○ ● ● ●

計 2種 2種 1種 0種 0種 0種 1種 1種 1種 1種 1種 2種 1種

注1) 重要種は以下の区分に従った。

　　 環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）

　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

注2) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

No.

地域環境文献

-

種名科目綱門界
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３．環境（植生）類型の把握 
3.1 方法 

石狩浜の環境類型を把握するために文献調査と現地踏査を行い、石狩川河口海浜植物等保護条例に基

づいて指定された範囲（海浜植物等保護地区）の環境も参考にしながら、環境類型表、植生図及び林況

図を作成した。 

植生図の作成に当たっては、はじめに Google マップ航空写真、地理院地図全国最新写真（シームレ

ス）、地理院地図国土画像情報（第一期、第三期）、地理院地図空中写真（1960年代）、Bing Map等を参

照して植生素図を作成した。 

作成した植生素図を現地に持参した上で各植生の広がりについて再確認し、その結果を植生図に反映

した。 

 

3.2 調査時期 

業務開始時から植生素図の作成に取りかかり、現地での植生確認を 8 月～10 月にかけて随時行った。 

 

3.3 石狩浜の環境類型と注目種区分 

石狩浜における環境類型（植生・地形の性質を考慮して、その地域の環境をグループ分けしたもの）

は砂浜・海岸草原・海岸林に分けられる。各環境類型における注目種区分を表 11にまとめた。 

 

表11 石狩浜 環境類型と注目種 

 

 

環境類型 砂浜 海岸草原 海岸林

注目種区分
新港地域を除いた石狩市か
ら小樽市銭函までの海岸に
成立している自然海浜。

石狩川河口地域から小樽市
銭函地域までの海岸砂丘上
に成立している海浜植物群
落。

石狩市から小樽市にかけて
の海岸砂丘の後背地に成立
しているカシワを中心とした
天然の海岸林。

上位性
対象地域の生態系の中で
主に食物連鎖の上位に位
置する種。

キタキツネ、ハヤブサ、オジロ
ワシ、オオセグロカモメ

キタキツネ、ハヤブサ、オジロ
ワシ

キタキツネ、ハヤブサ

典型性

対象地域の生態系の中で
特に個体数が多い動物種
や被度・群度が高い植物
種、または生態系の特徴
を現す種。

ハマニンニク、ハマボウフウ ススキ、ハマナス カシワ、ミズナラ

特殊性

対象地域の生態系の中で
特定の環境や特定の種に
依存して生息・生育する
種。

イソコモリグモ、
アカダマスッポンタケ

ハヤブサ、アカモズ、シマア
オジ、イソスミレ、エゾアカヤ
マアリ

キタホウネンエビ、キタアカ
シジミ



13 

3.4 植生図と植生自然度図 

石狩浜で確認された環境類型別の植生を各面積とともに表 12 に示す。加えて、石狩浜の各植生の自

然度（環境省で設定されている自然度を基準とした上で、有識者の意見を踏まえ再評価し直した値）も

同表に示す。 

調査対象の国有林及びその周辺 50mの範囲（面積約 944ha）では、カシワ-ミズナラ群落が約 369ha（約

39％）、カシワ群落が約 173ha（約 18％）と広く確認された。 

確認された景観を写真 1に、各植生の状況を写真とともに表 13に示す。 

また、全体植生図を図 3に、詳細植生図を図 4に、植生自然度図を図 5及び 6に示す。 

 

表12 石狩浜 確認された植生とその面積 

 

 

面積(ha) 割合（％） 面積(ha) 割合（％）

1 砂浜 自然裸地 0.00 0.0% 4.99 0.5% 9

2 海岸草原 ハマニンニク群落 0.93 0.1% 2.74 0.3% 10

3 ハマナス群落 5.86 0.8% 7.17 0.8% 10

4 ススキ群落 26.72 3.6% 66.31 7.0% 7

5 ヨシ群落（代償植生） 0.66 0.1% 0.66 0.1% 6

6 チマキザサ群落 15.27 2.0% 18.68 2.0% 7

7 二次草原 2.38 0.3% 51.83 5.5% 5

8 樹林 カシワ群落（風衝型） 35.07 4.7% 36.12 3.8% 10

9 カシワ群落 169.38 22.6% 172.83 18.3% 10

10 カシワ－ミズナラ群落 363.92 48.5% 369.41 39.1% 10

11 ハルニレ－ヤチダモ群落 33.11 4.4% 33.11 3.5% 9

12 ヤナギ群落 9.79 1.3% 9.80 1.0% 8

13 落葉広葉樹二次林 17.47 2.3% 35.84 3.8% 6

14 ヤマナラシ群落 1.37 0.2% 1.37 0.1% 5

15 ニセアカシア群落 56.37 7.5% 60.40 6.4% 3

16 ウラジロハコヤナギ群落 9.67 1.3% 9.98 1.1% 3

17 クロマツ植林 0.77 0.1% 0.77 0.1% 5

18 その他 人工裸地 0.00 0.0% 19.26 2.0% 1

19 人工構造物 0.01 0.0% 7.50 0.8% 1

20 道路 2.14 0.3% 27.19 2.9% 1

21 開放水面 0.00 0.0% 8.02 0.8% -

計 750.88 944.00

No. 環境類型 凡例 自然度
調査対象林班+周辺50m範囲調査対象林班
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写真 1 石狩浜 海岸近くの景観 

 

砂浜と海岸草原 

 

海岸草原と海岸林 

 

砂浜（自然裸地） 

 

砂浜と海岸草原 
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表 13 確認された植生(1) 

No 植生凡例名 写真 解説 

1 自然裸地 

 

【自然度 9】 

自然条件により植生が成立しない地

域である。 

2 
ハマニンニク 

群落 

 

【自然度 10】 

海岸砂丘植生前縁のハマニンニク、

コウボウムギ、ハマエンドウ、ハマニ

ガナ、ウンラン等の優占する自然草

原である。 

3 ハマナス群落 

 

【自然度 10】 

海岸砂丘の頂部から内陸側の後背

地に位置し、砂の移動の少ない比

較的安定した立地に成立する自然

低木群落である。ハマナスが優占

し、ノコギリソウ、ハマエンドウ等の

海浜植物が生育する。ススキ群落、

チマキザサ群落と共にモザイク状に

生育している。 

4 ススキ群落 

 

【自然度 7】 

海岸風衝地にみられるススキが優

占する二次草原である。ナワシロイ

チゴやオオヨモギ等の他、セイヨウタ

ンポポやオオアワダチソウ等の帰化

植物が混生する。 

範囲内の草本群落で最も大きな面

積を占めている。 
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表 13 確認された植生(2) 

No 植生凡例名 写真 解説 

5 
ヨシ群落 

(代償植生) 

 

【自然度 6】 

排水不良なため放棄された牧草地

や畑、土捨場、造成地等に遷移の

初期に出現するヨシ群落。低層湿原

のヨシ群落とは種組成において差異

はないが、成立過程が異なることか

ら二次的なヨシ群落として区分した。 

6 
チマキザサ 

群落 

 

【自然度 7】 

砂丘草本植生と、海岸風衝カシワ群

落との間に主に成立するチマキザ

サの優占するササ群落である。 

7 二次草地 

 

【自然度 5】 

耕作放棄地、造成跡地、水路脇等

に成立する草本群落である。オオヨ

モギやオオイタドリ、ヨシの他、オオ

アワダチソウ、種々の帰化植物等が

生育する。 

8 
カシワ群落 

(風衝型) 

 

【自然度 10】 

カシワを優占種とする海岸林であ

る。潮風の影響を大きく受け、樹高

は 2-4m で風衝樹形となる。林床は

チマキザサが優占し、マユミ、キンギ

ンボク等の低木を交える。 
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表 13 確認された植生(3) 

No 植生凡例名 写真 解説 

9 カシワ群落 

 

【自然度 10】 

カシワ群落（風衝型）の背後に位置

し、潮風の影響が少なくなり、樹高

は 10-15m となる。高木層にはエゾ

イタヤ、ヤマグワ等が混成し、低木

層にはマユミ等を交える。林床はチ

マキザサが優占し、ツルウメモドキ、

ツタウルシ等のつる植物並びにクル

マバソウ等の草本を交える。 

10 
カシワ- 

ミズナラ群落 

 

【自然度 10】 

カシワ群落がより内陸へ入ると潮風

の影響が弱くなるのでカシワが減り

ミズナラが増える。高木層にはエゾ

イタヤ、イヌエンジュ、アズキナシ、

シナノキ等が混成するようになる。

林床はチマキザサが優占し、ツタウ

ルシ等のつる植物並びにコマユミ、

ハイイヌガヤ等の木本を交える。 

石狩湾新港に隣接した林分では潮

風の影響が少なくなるため、カシワ

群落の幅が狭くなる代わりにカシワ

-ミズナラ群落が幅広く生育してい

る。一方で、4182 林班では遮るもの

がなく潮風の影響が大きいため、カ

シワ－ミズナラ群落は見られず、カ

シワ群落（風衝型）、カシワ群落のみ

の構成となっている。 

11 
ハルニレ- 

ヤチダモ群落 

 

【自然度 9】 

海岸台地の谷底となった過湿地に

生育する湿生林である。ハルニレ、

ヤチダモが優占し、ハンノキ等が混

成する。草本層は、トクサ、スゲ類、

チマキザサ等が優占する。 
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表 13 確認された植生(4) 

No 植生凡例名 写真 解説 

12 ヤナギ群落 

 

【自然度 8】 

海岸台地の谷底となった過湿地

に狭く生育する先駆的な湿生林であ

る。オノエヤナギ、ケヤマハンノキが

優占する。草本層は、スゲ類、チマ

キザサ等が優占する。 

13 
落葉広葉樹 

二次林 

 

【自然度 6】 

風倒跡地や伐採跡地に成立した落

葉広葉樹の二次林である。シラカン

バ、ミズナラ、オノエヤナギ、エゾイタ

ヤ、シナノキ等種々の落葉広葉樹が

生育する。林床はチマキザサが優

占し、ツルウメモドキ、ツタウルシ等

を交える。 

14 
ヤマナラシ 

群落 

 

【自然度 5】 

ヤマナラシが優占する落葉広葉樹

二次林である。高木層には他にカシ

ワやエゾイタヤを交える。亜高木層

と低木層は貧弱であり、林床にはチ

マキザサが高い被度で生育してい

る。本種は山火再生林や撹乱地に

おける先駆種の一つであるが、小規

模な林分が確認された。 

15 
ニセアカシア 

群落 

 

【自然度 3】 

北米原産のマメ科植物ニセアカシア

（ハリエンジュ）の植林または逸出に

よる二次的な群落。ニセアカシアは

緑化樹として植栽されたものから逸

出し、河川敷、海岸砂丘、崩壊地、

伐採跡地等に旺盛な生長と繁殖を

続け二次的に生育域を広げている。

67 林班にはあまり見られなかった

が、4100、4182 林班では広い範囲

で見られた。特に 4182 林班は全面

積の 1/3 以上に広がっている。 
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表 13 確認された植生(5) 

No 植生凡例名 写真 解説 

16 
ウラジロハコ

ヤナギ群落 

 

【自然度 3】 

ウラジロハコヤナギ（ギンドロ）が優

占する落葉広葉樹二次林である。ニ

セアカシア同様に植栽等、人為的に

植えられたものが逸出して広がった

ものと思われる。いくつかの箇所で

小規模な林分が確認された。 

17 クロマツ植林 

 

【自然度 5】 

常緑針葉樹であるクロマツの植林で

ある。耐塩性が強いことから海岸砂

丘の砂防林、沿海地の用材林として

沿海地に植栽される。 
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図3 石狩浜 全体植生図 
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図4 石狩浜 詳細植生図(1) 
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図4 石狩浜 詳細植生図(2) 
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図4 石狩浜 詳細植生図(3) 
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図4 石狩浜 詳細植生図(4)
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図5 石狩浜 植生自然度図 
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図6 石狩浜 植生自然度図 詳細版(1) 
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図6 石狩浜 植生自然度図 詳細版(2) 
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図6 石狩浜 植生自然度図 詳細版(3) 
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図6 石狩浜 植生自然度図 詳細版(4) 
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3.5 石狩浜の林況図 

石狩浜の環境類型の繋がりをより把握するため、石狩浜の横断イメージとして林況図を作成した。 

石狩浜では植生図からも分かるように、海岸から内陸に向かうに従い、砂浜、海岸草原、海岸林（カシワ群落(風衝型)、カシワ群落、カシワ-ミズナラ群落）が海岸線に平行かつ帯状に成立している。 

 
図7 石狩浜 林況図 
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４．環境類型の特性及び現況の把握（現地における植生調査） 
石狩浜で確認された環境類型に成立する各植生について、さらなる詳細な情報を得るために、海岸林

及び（隣接）海岸草原について植生調査を行った。 

 

4.1 調査方法 

調査は、保護林・緑の回廊のモニタリング調査林野庁版マニュアル（平成 29年 3月）（以下マニュア

ル）に基づいて実施した。 
調査地では、地形、傾斜等を考慮し、調査（円形）プロットの設定・復元を行った。 
プロット内における調査項目について下記に詳述する。 
 
4.1.1 樹木の生育状況調査（毎木調査） 

プロット内の対象木全てについて、胸高直径を測定し、野帳に記録する。測定方法について、表 14に

示す。その他の詳細事項についてはマニュアルを参照のこと。 
 

表14 胸高直径測定方法 

項目 測定概要 

測
定
対
象 

・小円部：胸高直径 1.0cm 以上の全ての立木 

・中円部：胸高直径 5.0cm 以上の全ての立木 

・大円部：胸高直径 18.0cm 以上の全ての立木 

・枯損木についても測定する。 

・林業樹種、有用樹種でなくても、測定対象とする。 

・マダケ、モウソウチク、ハチクは測定する。その他のササ、タケ類は胸高直径が測定対象に達する場合で

も立木調査の対象とはせず、下層植生調査で記載する。 

・つる性木本は胸高直径が測定対象に達する場合でも立木調査の対象とはせず、下層植生調査で記載す

る。 

胸
高
直
径 

・山側の地際から、幹軸に沿って 1.2m（北海道は 1.3m）の胸高位置で測定する。 

・胸高位置で、幹軸に直角な面の直径を 0.1cm 単位で計測する。 

・原則として直径巻尺を用いる。 

・つるが着生している等、直径巻尺で正確に計測できない場合は輪尺を用いる。 

・胸高位置は測量用ポール等を用いて確認する。 

立
木
番
号 

・胸高直径 18.0cm 以上の立木及び樹高を計測した標準木は、ナンバーテープ等を付す（18.0cm 以上の枯

死木にもナンバーテープを付す）。 

・数字のみで立木が識別できるような番号とし、プロット内で番号が重複しないように注意する。 

・測定の目印とするため、胸高直径計測位置に、下図のように取り付ける。 

 
・次回調査時にも確認できるよう、必要に応じて劣化したナンバーテープを付け替える。 

・野帳（様式 18）に、番号を付した立木位置を記入する。 

※保護林モニタリング野帳様式集より抜粋 
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4.1.2 下層植生調査 

下層植生調査の調査範囲、調査方法について以下に示す。 
 
(1)調査を実施する場所 

  

 
(2)記録方法 

植生調査区内の植被率、優占種及び出現した植物種を野帳に記録する。調査方法について、表 15に示

す。その他の詳細事項についてはマニュアルを参照のこと。本モニタリング調査のうち、主たる項目で

ある森林詳細調査における全体の調査イメージを図 8に示す。 
 

表15 植生調査方法 

項目 内容 留意点 

対
象 

・低木層、草本層における維管束植物（被子植物、裸子植物、シダ植物）、ただ
し、高木層、亜高木層の着生植物、寄生植物、つる植物も含む。 

・マダケ、モウソウチク、ハチクで低木層以上のもの以外のササ、タケ類。 
 

なお、階層は主要な葉群（葉の集まり）の位置から相対的に区分するが、
以下を目安の高さとする。 

階層 目安の高さ 

低木層 0.8m 以上～2.0m 未満 

草本層 0.8m 未満 
 

更新木の有無を確認
するため、高木性樹
種の幼樹、稚樹も対
象とする。 

植
被
率 

・植生調査区ごとに判断する。 
・低木層、草本層ごとに、植生調査区内にかかる樹冠、葉群の投影面積率を
10%単位で目視により判断する。 
なお、5%未満は 0%に区分する。 

－ 

優
占
種 

・低木層、草本層ごとに、最も植被面積が大きい種 1 種を優占種とする。 
個体数ではなく、植被
面積で判断。 

植
物
種 

・植生調査区内に根元が出現した種名を記録する。（優占種を含む。） 
・不明な場合は、写真を撮影する等して持ち帰って調査する。調査時期等によ
り種まで同定できない場合は、●●科sp.または●●属sp.のように記入する。
（同属で不明種が複数：▲▲属 sp.1、▲▲属 sp.2 等） 

・植生調査区間で重複する種も記入する。 

－ 

調
査
区
外
の
特
記
種 

・植生調査区には存在しないが、調査プロット内で確認された希少、調査プロッ
ト内に優占する種を記録する。 

・植生調査区内で出現種として記載した種と重複に記録はしない。 
－ 

※保護林モニタリング野帳様式集より抜粋 

植生調査（下層植生調査） 

細分 調査対象（草本層の全出現種） 

中円の内周と 

外周の間 

（N 区・S 区の 2 箇所） 

低木層（S）及び草本層（H）の植被率 

優占種名とその他出現種名 

調査区以外の 

特記種 
調査区以外の希少種や優占種など 

 

円形プロット 
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図8 毎木調査、下層植生調査 イメージ図（円形調査プロット（全体0.10ha）） 

 
 

4.1.3 海岸草原 植生調査 

海岸草原については、植生方形区プロットを設定して調査を実施した。植生方形区プロット調査の内

容等一覧を表 16に示す。 
 

表16 植生方形区プロット調査の内容 

項目 留意点 

調査野帳 植生方形区プロット調査票 

調査箇所の設定 調査対象植生の典型的な箇所に設定する。 

現地調査写真撮影の位

置等 
プロットの全景写真のほか、前回調査と同様の画角からの写真撮影を行う。 

植生方形区調査の実施

（野帳の記入） 
ブロン－ブランケ法による植生調査を実施し、植生方形区調査票の全項目を記入する。 

現地写真の整理 
現地調査で撮影した写真は、写真整理シート等を用いて調査後に整理を行う。写真に

はコメントを記載する。 

 
 

4.2 調査時期 

調査は令和 5年 8月～9月にかけて実施した。 
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4.3 調査地点 

確認された主要な植生について、計 10箇所の調査地点を設定した。 

各群落における調査地点を表 17 及び図 9に示す。 

 

表17 植生調査地点 

 

 

 

地点名 環境 凡例 実施した調査

P1 カシワ群落(風衝型)

P2 カシワ群落

P3

P4

P5 カシワ-ミズナラ群落

P6

Q1 ハマナス群落

Q2

Q3 ススキ群落

Q4 ハマニンニク群落

海岸草原植生調査

毎木調査、林床植生調査海岸林

海岸草原
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図9 植生調査地点位置図 
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4.4 調査結果 

4.4.1 海岸林調査 

資料調査及び現地踏査により、石狩浜国有林における海岸林の主要群落は、カシワ群落（風

衝型）、カシワ群落、カシワ-ミズナラ群落の 3 群落であることが判明した。 

海岸林調査として、計 6 箇所において毎木調査と林床植生調査を実施した。各調査の現地調

査票は資料編に示す。 

 

(1)カシワ群落(風衝型) 

カシワ群落(風衝型)は石狩浜の樹林の中で最も海岸に近く、海からの風が直接当たる箇所に

成立している。占有面積は約 36ha※で全体の約 4％※とそれほど広くはないが、特殊な環境で成

立している群落であり、自然度は 10 と高い。 

本群落において、1 地点（プロット 1）で毎木調査及び林床植生調査を実施した。 

 

※占有面積とその割合は、調査対象林班+周辺 50m 範囲を示す。以降の記述も同様。 

 

①林相  

カシワの低木が優占する低木林である。 

林相写真を以下にまとめた。 

 

写真 2 プロット 1 林相写真 

 

磁北方向 

 

磁東方向 

 

磁南方向 

 

磁西方向 

 

天頂 

 

中心地点と林床 
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全天球 

 

 

②毎木調査結果  

毎木調査結果として、1ha 当たりの換算生育本数(本/ha)、樹種別本数割合、平均胸高直径、

1ha 当たりの胸高断面積(m2/ha)を算出した。その結果を表 18 と図 10 に示す。 

低木層の大部分をカシワが占め、林床にマユミ等が生育している低木林である。海からの風

を直接受けるため生長は抑えられている（1ha 当たりの胸高断面積が約 18m2 と小さい）が、生

育本数は多く、林床にはカシワの実生などの天然更新も確認された。 

 

表 18 プロット 1 カシワ群落(風衝型) 生育本数と胸高断面積 

 
 

樹種
1ha換算生育
本数(本/ha)

本数割合
平均胸高
直径(cm)

胸高断面積

(m2/ha)

カシワ 2220 11.4% 8.5 17.72

マユミ 16000 82.4% 1.7 4.12

キンギンボク 1200 6.2% 1.3 0.16

3種 19420 100.0% 2.5 22.00
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図 10 プロット 1 カシワ群落(風衝型) 樹種別本数及び胸高断面積 

 
③林床植生調査  

林床植生調査結果を表 19 にまとめた。N 区、S 区ともに植被率は 80～90％程度で、林床はチ

マキザサが優占していた。 

表 19 下層植生調査 確認種 

 

 

 

0

5000

10000

15000

本数(本/ha)

0.0

10.0

20.0

30.0

カ
シ
ワ

マ
ユ
ミ

キ
ン
ギ
ン
ボ
ク

胸高断面積

(m2/ha)

調査区 N区 S区

低木層の植被率（%） 90 90

低木層の優占種 カシワ カシワ

草本層の植被率（%） 80 80

草本層の優占種 チマキザサ チマキザサ

出現種数 7 5

チマキザサ ○ ○
マユミ ○ ○
カシワ ○ ○
キンギンボク ○ ○
ツルウメモドキ ○
ヤマブドウ ○
オオヨモギ ○
エゾイボタ ○
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(2)カシワ群落 

カシワ群落は、海側から見るとカシワ群落(風衝型)の後方に成立している。カシワ群落(風衝

型)の存在により海からの風が弱まることで、カシワ群落(風衝型)よりも樹木が高く生長してい

る。 

占有面積は約 173ha で全体の約 18％であり、石狩浜の樹林における代表的な群落といえる。

自然度は 10 と高い。本群落において、3 地点（プロット 2、3、4）で毎木調査及び林床植生調

査を実施した。 

①林相  

カシワの高木～亜高木が優占する樹林である。林相写真を以下にまとめた。 

写真 3 プロット 2 林相写真 

 

磁北方向 

 

磁東方向 

 

磁南方向 

 

磁西方向 

 

天頂 

 

中心地点と林床 

 

 

全天球 
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写真 4 プロット 3 林相写真 

 

磁北方向 

 

磁東方向 

 

磁南方向 

 

磁西方向 

 

天頂 

 

中心地点と林床 

 

 

全天球 
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写真 5 プロット 4 林相写真 

 

磁北方向 

 

磁東方向 

 

磁南方向 

 

磁西方向 

 

天頂 

 

中心地点と林床 

 

 

全天球 
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②毎木調査結果 
毎木調査結果として、1ha 当たりの換算生育本数(本/ha)、樹種別本数割合、平均胸高直径、1ha当た

りの胸高断面積(m2/ha)を算出した。その結果を表 20～22及び図 11に示す。 

カシワが優占し、胸高断面積にして約 85%以上を占めている。北海道に成立する海岸性のカシワの純

林であり、全国的にみても貴重な植生である。 

 

表 20 プロット 2 カシワ群落 生育本数と胸高断面積 

 

 

表 21 プロット 3 カシワ群落 生育本数と胸高断面積 

 
 

表 22 プロット 4 カシワ群落 生育本数と胸高断面積 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 プロット 2,3,4 カシワ群落 樹種別本数及び胸高断面積 

 

樹種
1ha換算生育
本数(本/ha)

本数割合
平均胸高
直径(cm)

胸高断面積

(m2/ha)

カシワ 1845 67.2% 13.9 29.65

マユミ 900 32.8% 1.4 0.15

2種 2745 100.0% 9.8 29.81

樹種
1ha換算生育
本数(本/ha)

本数割合
平均胸高
直径(cm)

胸高断面積

(m2/ha)

カシワ 700 81.9% 20.4 24.36

エゾイタヤ 145 17.0% 12.7 3.40

イヌエンジュ 10 1.2% 23.7 0.44

3種 855 100.0% 19.2 28.20

樹種
1ha換算生育
本数(本/ha)

本数割合
平均胸高
直径(cm)

胸高断面積

(m2/ha)

カシワ 1090 87.9% 17.3 26.88

ミズナラ 50 4.0% 9.2 0.36

ヤマグワ 75 6.0% 6.0 0.21

エゾヤマザクラ 25 2.0% 14.0 0.38

4種 1240 100.0% 16.2 27.84
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③林床植生調査 
林床植生調査結果を表 23にまとめた。 

N 区、S 区ともに植被率は 80～90％程度で、林床はチマキザサが優占していた。林床植生に関しては

カシワ群落（風衝型）とほぼ同様といえる。 

マユミの確認が多く、カシワの実生も確認された。 

 

表 23 下層植生調査 確認種 

 

 

 

地点

調査区 N区 S区 N区 S区 N区 S区

低木層の植被率（%） 0 10 10 0 0 30

低木層の優占種 - マユミ マユミ - - マユミ

草本層の植被率（%） 90 100 90 80 90 90

草本層の優占種 チマキザサ チマキザサ チマキザサ チマキザサ チマキザサ チマキザサ

出現種数 3 3 5 8 3 4

チマキザサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マユミ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コマユミ ○ ○ ○

カシワ ○ ○

ツルウメモドキ ○ ○

オニツルウメモドキ ○ ○

クルマバソウ ○ ○

ヤマブドウ ○

ハリギリ ○

マイヅルソウ ○

プロット2 プロット3 プロット4
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(3)カシワ-ミズナラ群落 

カシワ-ミズナラ群落はカシワ群落よりも内陸に位置しており、占有面積は約 369ha で全体

の約 39％となっており、石狩浜の樹林の中でも最も大きな面積を占めている。海からの風は海

沿いの樹林によってある程度遮断され、内陸側の平地に自然度の高い（自然度 10）樹林が成立

している。 

本群落において、2 地点（プロット 5 及び 6）で毎木調査及び林床植生調査を実施した。 

①林相  

カシワ、ミズナラ等落葉広葉樹を優占樹種とする高木林である。 

林相写真を以下にまとめた。 

写真 6 プロット 5 林相写真 

 

磁北方向 

 

磁東方向 

 

磁南方向 

 

磁西方向 

 

天頂 

 

中心地点と林床 

 

 
全天球 



45 

写真 7 プロット 6 林相写真 

 

磁北方向 

 

磁東方向 

 

磁南方向 

 

磁西方向 

 

天頂 

 

中心地点と林床 

 

 

全天球 
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②毎木調査結果 
毎木調査結果として、1ha 当たりの換算生育本数(本/ha)、樹種別本数割合、平均胸高直径、1ha当た

りの胸高断面積(m2/ha)を算出した。その結果を表 24、25及び図 12に示す。 

カシワ、ミズナラ、エゾイタヤ等を主要樹種とし、その他の落葉広葉樹林も多く生育しており、多様

度の高さがうかがえる。 

 

表 24 プロット 5 カシワ-ミズナラ群落 生育本数と胸高断面積 

 

 

表 25 プロット 6 カシワ-ミズナラ群落 生育本数と胸高断面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 プロット 5,6 カシワ群落 樹種別本数及び胸高断面積

樹種
1ha換算生育
本数(本/ha)

本数割合
平均胸高
直径(cm)

胸高断面積

(m2/ha)
ミズナラ 560 53.1% 17.0 19.00
エゾイタヤ 335 31.8% 9.5 3.74
ハリギリ 30 2.8% 31.3 2.35
シナノキ 35 3.3% 17.8 1.22
カシワ 10 0.9% 35.8 1.01
アズキナシ 75 7.1% 7.6 0.35
ハルニレ 10 0.9% 19.8 0.31

7種 1055 100.0% 14.5 27.97

樹種
1ha換算生育
本数(本/ha)

本数割合
平均胸高
直径(cm)

胸高断面積

(m2/ha)
カシワ 360 22.2% 21.4 13.81
ミズナラ 690 42.6% 12.9 11.96
エゾイタヤ 410 25.3% 7.1 3.05
シナノキ 30 1.9% 28.2 1.92
イヌエンジュ 45 2.8% 15.3 0.86
アズキナシ 75 4.6% 9.5 0.59
ハリギリ 10 0.6% 26.7 0.56

7種 1620 100.0% 13.6 32.74
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③林床植生調査 
林床植生調査結果を表 26にまとめた。 

N区、S区ともに植被率は 80～90％程度で、林床はチマキザサが優占していた。林床植生に関しては、

カシワ群落（風衝型）、カシワ群落とほぼ同様といえる。 

 

表 26 下層植生調査 確認種 

 

 

地点

調査区 N区 S区 N区 S区

低木層の植被率（%） 0 0 0 0

低木層の優占種 - - - -

草本層の植被率（%） 90 80 90 80

草本層の優占種 チマキザサ チマキザサ チマキザサ チマキザサ

出現種数 3 4 5 3
チマキザサ ○ ○ ○ ○
ツタウルシ ○ ○ ○ ○
コマユミ ○ ○ ○
ハイイヌガヤ ○ ○
ツルウメモドキ ○
ミズナラ ○

プロット5 プロット6
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4.4.2 隣接海岸草原 植生調査 

海岸草原は図 3の植生図に示されているとおり、石狩浜の樹林の海側周辺に細長く分布している。 

海岸草原のうち、主要群落であるハマナス群落において 2箇所、ススキ群落において 1箇所、ハマニ

ンニク群落 1箇所において、植生方形区を設定して群落組成調査を実施した。 

 

(1)海岸草原 植生分布とその外観 
海岸草原のうち、ハマナス群落は約 7.2ha（全体の約 0.8％）成立している。ススキ群落は約 66.3ha

（全体の 7％）成立しており、ハマニンニク群落は 2.7ha（全体の約 0.3％）成立している。これらの自

然草原群落は北海道内だけでなく日本国内全域においてすでにわずかな面積しか残されておらず、非常

に貴重な植生といえることから、ハマニンニク群落及びハマナス群落の自然度は 10となっている。 

各群落の状況を写真 8及び 9にまとめた。 

写真 8 海岸草原の状況（ハマナス群落） 

項
目 Q1 ハマナス群落① Q2 ハマナス群落② 

遠
景
１ 

  

遠
景
２ 

  

近
景 
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写真 9 海岸草原の状況（ススキ群落、ハマニンニク群落） 

項
目 Q3 ススキ群落 Q4 ハマニンニク群落 

遠
景
１ 

  

遠
景
２ 

  

近
景 
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(2)組成表 
植生方形区における群落組成調査の結果を組成表の形式で表 27 にまとめた。また、現地調査票は資

料編に示す。 

ハマナス、ハマニンニク、ススキを優占種とし、その他ウシノケグサ、ツルウメモドキ、ハマヒルガ

オ等、海岸性草本の生育が確認された。 

下表における出現種が石狩浜における海岸草原の種組成であり、在来種を中心とした貴重な海岸植生

といえる。現時点の日本において、この規模の海岸自然草原が残されている地域はごくわずかである。 

 

表 27 植生方形区 Q1,Q2,Q3,Q4 組成表 

 
 

調査区番号 Q1 Q2 Q3 Q4

群落名 ハマナス群落 ハマナス群落 ススキ群落 ハマニンニク群落

調査月日 2023年9月6日 2023年9月7日 2023年9月6日 2023年9月7日

方位 - - - -

傾斜 （゜） 0 0 0 0

調査面積（m×m） 2m×2m 2m×2m 2m×2m 2m×2m

地形 台地 台地 台地 台地

土壌 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫

低木層の高さ（m） - - - -

低木層の植被率（%） - - - -

草本層の高さ（m） 0.7 0.6 1.7 0.7

草本層の植被率（%） 100 100 100 80

出現種数 12 7 7 5

草本層

ハマナス 5・5 5・5 2・2

ウシノケグサ 3・3 3・3 4・4

ハマニンニク 2・2 5・5

ススキ 1・2 5・5

ツルウメモドキ 3・3 +

オオウシノケグサ 2・2 1・2

ハマヒルガオ 2・2 1・2

ナミキソウ 2・2

トクサ 1・2

イネ科の一種 1・1

スゲ属の一種 1・1

チャシバスゲ 1・1

ハマエンドウ + +

エゾノカワラマツバ +

エゾノコンギク +

オオヨモギ +

ノコギリソウ +

ノハナショウブ +

ハマオトコヨモギ +

エゾカワラナデシコ +

ハマニガナ +
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4.5 現地調査総括 

樹林調査、草原調査における調査結果の総括を表 28及び 29に示す。 

現地調査において、石狩浜には「風衝型からやや内陸型への変化をもつカシワ林」という、北海道の

海岸地域の潜在的な植生が広範囲で残っていることが判明した。他の地域においても潜在植生がカシワ

林と推定される環境は存在するが、石狩浜のように大都市近郊においてまとまった規模で残存している

箇所は他に無く（長谷川,1984）、非常に貴重な樹林であるといえる。 

 

表 28 調査結果一覧（海岸林） 

 

 

表 29 調査結果一覧（海岸草原） 

 
 

1 2 3 4 5 6

カシワ群落(風衝型) カシワ群落 カシワ群落 カシワ群落 カシワ-ミズナラ群落 カシワ-ミズナラ群落

2023/9/4 2023/9/4 2023/9/5 2023/9/6 2023/9/7 2023/9/25

斜面方位、傾斜(平均) -、0° -、0° -、0° -、0° -、0° -、0°

局所地形 平坦地 平坦地 平坦地 平坦地 平坦地 平坦地

【高】主要構成樹種 - - - - ミズナラ ミズナラ

【高】植被率 - - - - 90% 90%

【高】樹高 - - - - 12～18m 11～17m

【高】DBH - - - - 10～38cm 18～38cm

【亜】主要構成樹種 - カシワ カシワ カシワ - ミズナラ

【亜】植被率 - 80% 90% 90% - 10%

【亜】樹高 - 8～13m 8～15m 8～15m - 6～7m

【亜】DBH - 10～20cm 5～53cm 10～32cm - 6～7cm

【低】主要構成樹種 カシワ - カシワ カシワ ミズナラ ミズナラ

【低】植被率 20% - 10% 20% 10% 10%

【低】樹高 1.5～8m - 7m 5～7m 2～3m 4m

【低】DBH 1～25cm未満 - 7cm 5～7cm 2～3cm 5cm 

【草】林床優占種 チマキザサ チマキザサ チマキザサ チマキザサ チマキザサ チマキザサ

【草】植被率 80～90% 90～100% 80～90% 90% 80～90% 80～90%

プロット情報

カシワ群落(風衝型)の後方に成立している。カシワ群落(風衝型)により海か

らの風が弱まることにより、カシワ群落(風衝型)よりも樹高が高くなってい

る。カシワが優占し、胸高断面積にして約85%以上を占めている。北海道に

成立する海岸性のカシワの純林であり、全国的にみても貴重な植生であ

る。

カシワ群落よりも内陸に位置しており、占有面積

は全体の●●％と石狩浜の樹林の中でも一番大

きな面積を占めている。海からの風は海沿いの樹

林によってある程度さえぎられ、広大な台地、平

地に自然度の高い（自然度9）樹林が成立してい

る。

プロットNo.
群落名
調査日

林分状況

林分等の状況

ほとんどカシワのみが

生育している低木林で

ある。海からの風を直接

受けるため大きく生長は

出来ないが生育本数は

多い。

林況写真

7 8 9 10
ハマナス群落 ハマナス群落 ススキ群落 ハマニンニク群落

2023/9/6 2023/9/7 2023/9/6 2023/9/7
斜面方位、傾斜(平均) -、0° -、0° -、0° -、0°
局所地形 台地 台地 台地 台地
【草】優占種 ハマナス ハマナス ススキ ハマニンニク
【草】高さ 0.7m 0.6m 1.7m 0.7m
【草】植被率 100% 100% 100% 80%

プロットNo.
群落名
調査日

プロット情報

林況写真

群落状況
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５．希少種・特徴的な動植物の分布・生態の把握（ポテンシャルマップ作成に向けて） 
5.1 分布図化対象希少種の検討 

業務の目的である「石狩浜が地域固有の生物群集を有しているか」検証するため、本項以降で生物群

集ポテンシャルマップを作成する。 

2.3 項において石狩浜における希少種・特徴的な動植物を抽出したが、その図化対象種とその分布（生

育・生息地）について、表 30に示す方針で図化することを検討した。 

 

表30 希少種の分布図化の検討内容 

方針 図化を検討した種 

文献調査等より判明した植物の希少種の生育環境 植物の希少種（イソスミレ、ヤマシャクヤク等） 

文献調査等より判明した鳥類の希少種の生息環境 鳥類の希少種（アカモズ等） 

文献調査等より判明した昆虫類等の希少種の生息環境 
昆虫類、クモ類の希少種 

（エゾアカヤマアリ、イソコモリグモ等） 

文献調査等より判明したその他特徴的な種の生育環境 アカダマスッポンタケ 

地形上、貴重な生物が生息しうる環境 

（波状地形の融雪プール等） 
キタホウネンエビ 

 

 

5.2 分布図化対象種の選定結果 

表 29の希少種等について検討した結果、表 31に示す希少種をポテンシャルマップに反映するために

図化することとした。その詳細な選定理由、方法等は次項以降に記す。 

 

表31 図化する対象 

No 図化対象 選定理由・図化方針等 

1 
文献調査により判明したレッドデータ記載種が生

息・生育している植生 

石狩浜での生息・生育が、下記4種ほど特殊という状

況ではない生物とする。（そのため点数配分は大きく

せず、）植物、鳥類、哺乳類、昆虫類、その他の 5 つ

で各 1 点ずつの配分として図化する。 

2 
希少種・特徴的な種であるアカモズが生息している

植生 

レッドデータ記載種である希少な生物。 

特に、石狩浜は全国の中でも数少ない生息地として

知られている。 

3 
希少種・特徴的な種であるイソコモリグモが生息し

ている植生 

レッドデータ記載種である希少な生物。 

特に、石狩浜は全国の中でも数少ない生息地として

知られている。 

4 
希少種・特徴的な種であるエゾアカヤマアリが生息

している植生 

レッドデータ記載種である希少な生物。 

特に、石狩浜では世界的に貴重なスーパーコロニー

の存在が知られている。 

5 
希少種・特徴的な種であるキタホウネンエビが生息

している植生 

レッドデータ記載種である非常に希少な生物。 

特に、石狩浜は全国の中でも数少ない生息地として

知られている。 

6 
希少種・特徴的な種であるアカダマスッポンタケが

生育している植生 

レッドデータ記載種である非常に希少な生物。 

特に、石狩浜は全国の中でも数少ない生育地として

知られている。 
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5.2.1 図化対象 1 分類群別の希少種 

図化対象 1は、分類群別の希少種とした。 

その選定理由と図化方法を表 32 に示す。 

 

表 32 図化対象 1 分類群別の希少種とその理由 

図化対象 選定理由・図化方法 

文献調査及び現地調査により

判明した希少種（レッドデータ記

載種）が生息・生育している植生 

希少種のうち、石狩浜での生息・生育が下記 4 種ほど特殊という状況では

ない生物について、文献調査（表 2 参照）及び現地調査から判明した生息・

生育植生を図化する。 

分類群ごとに分けずにまとめて図化することとした。点数配分は低めに設

定し、植物、鳥類、哺乳類、昆虫類、その他の 5 つで各 1 点ずつの配分とし

て 0～5 点で図面を色分けする。 

文献及び現地調査により希少種を抽出し、それらの種が確認された植生

を分類項目別に表 33 に、希少種分布植生図を図 13 に示す。 

 

表 33 希少種 分布植生 

 

 

植物 鳥 昆虫 両爬哺 その他 合計点

1 砂浜 自然裸地 ○ ○ ○ ○ 4

2 海岸草原 ハマニンニク群落 ○ ○ ○ ○ 4

3 ハマナス群落 ○ ○ ○ ○ 4

4 ススキ群落 ○ ○ ○ 3

5 ヨシ群落（代償植生） ○ ○ ○ ○ ○ 5

6 チマキザサ群落 ○ ○ 2

7 二次草原 ○ ○ 2

8 樹林 カシワ群落（風衝型） ○ ○ ○ ○ 4

9 カシワ群落 ○ ○ ○ ○ 4

10 カシワ－ミズナラ群落 ○ ○ ○ ○ 4

11 ハルニレ－ヤチダモ群落 ○ ○ ○ 3

12 ヤナギ群落 ○ ○ ○ ○ 4

13 落葉広葉樹二次林 ○ ○ ○ 3

14 ヤマナラシ群落 0

15 ニセアカシア群落 0

16 ウラジロハコヤナギ群落 0

17 クロマツ植林 0

18 その他 人工裸地 ○ 1

19 人工構造物 0

20 道路 0

21 開放水面 0

希少種 生息・生育植生
No. 環境類型 凡例
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図 13 希少種が生息・生育している植生 
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5.2.2 図化対象 2 アカモズ 

図化対象 2は、アカモズとした。 

その選定理由と図化方法を表 34 に示す。アカモズ生息可能性分布図を図 14に示す。 

 

表 34 図化対象 2 アカモズ 

図化対象 選定理由 
生育植生 

点数 

アカモズ 

アカモズは、環境省レッドリスト 2020 では絶滅危惧ⅠB 類に、北海道レッドデータブッ

クでも絶滅危惧ⅠB 種に指定されている。 

モズに比べ生息環境は限定的であり、主に低木のある自然草地で繁殖する。 

繁殖に成功したアカモズは、前年と同じ繁殖地に戻ってくる傾向があり、生息地の環

境破壊による影響を受けやすい種であった（Philopatry and habitat selection in Bull-

headed and Brown shrikes. J. of Field Ornithology, 74(1):45-52 (2003))。 

アカモズの生息環境を把握するため、「-アカモズの郷-いしかり希少種保全事業業務

報告書」に記載されている石狩川河口周辺のアカモズの生息情報を元に、現地で生息

環境の視察を実施した。なお、当文献で、アカモズが確認されている場所の一部は、本

業務の調査対象である国有林に含まれていた。 

現地で確認した結果、アカモズの生息していた環境は海岸のカシワ林に隣接した草

地であることが判明した。草地にはススキ、チマキザサ、ハマナスなどがみられ、カシ

ワ、アキグミ、イタチハギなどの低木が散生していた。植生的には、ハマナス群落、スス

キ群落、チマキザサ群落、カシワ群落（風衝型）となる。 

よって、ポテンシャルマップでは、ハマナス群落、ススキ群落、チマキザサ群落、カシ

ワ群落（風衝型）をアカモズの生息環境として図化することとした。 

 

 
写真の出展：森田,2015,道外で撮影 

1 
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図 14 アカモズ生息可能性分布図 
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5.2.3 図化対象 3 イソコモリグモ 

図化対象 3は、イソコモリグモとした。 

その選定理由と図化方法を表 35 に示す。イソコモリグモ生息可能性分布図を図 15に示す。 

 

表 35 図化対象 3 イソコモリグモ 

図化対象 選定理由 
生育植生 

点数 

イソコモリグモ 

イソコモリグモは、環境省レッドリスト 2020 では絶滅危惧Ⅱ類に指定されている。 

北海道から島根県までの日本海沿岸と茨城県までの太平洋沿岸のごく一部、良

好な自然が維持された砂浜に限り局地的に分布する。 

イソコモリグモが生息するのは自然の砂浜に限られる。波打ち際に並行して、海

浜植物が帯状に分布している海浜植物帯の周辺の砂地に好んで巣をつくる。 

海浜植物群落が成立しない砂浜は、踏みつけやその他の人為圧が強すぎるなど

の理由でイソコモリグモが必要とする自然状態を維持していないと考えられる（八

幡,2009,日本自然保護協会）。 

イソコモリグモの生育する環境は、植生的には、自然裸地、ハマニンニク群落であ

る。よって、ポテンシャルマップでは、自然裸地、ハマニンニク群落をイソコモリグモ

の生息環境として図化することとした。 

 

 

写真の出展：八幡,2009,日本自然保護協会 

1 
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図 15 イソコモリグモ生息可能性分布図 
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5.2.4 図化対象 4 エゾアカヤマアリ 

図化対象 4は、エゾアカヤマアリとした。 

その選定理由と図化方法を表 36 に示す。エゾアカヤマアリ生息可能性分布図を図 16に示す。 

 

表 36 図化対象 4 エゾアカヤマアリ 

図化対象 選定理由 
生育植生 

点数 

エゾアカ 

ヤマアリ 

エゾアカヤマアリは、環境省レッドリスト 2020 で絶滅危惧Ⅱ類に指定されている。 

体長 4.5〜7mm。頭部、胸部、腹柄節、脚などは黄赤褐色。ただし頭部、胸部、脚

の上面はやや暗色。腹部は黒色だが、基部は少し赤みがかる。 

明るくやや乾燥した環境に営巣し、枯草や針葉樹の葉を用いてアリ塚を形成す

る。 

石狩では、全長 10km 以上の海岸沿いに及び分布する巣において敵対関係が見

られないスーパーコロニーの存在が知られており、学術的に重要な現象として 1983

年に IUCN レッドデータブックに登録されている(IUCN, 1983, The IUCN Invertebrate 

Red Data Book)。 

近年では、石狩湾新港開発や札幌市の人口増加に伴う海浜環境の荒廃などによ

り、石狩海岸全域において巣の密度が減少しており、スーパーコロニーの崩壊が懸

念されている。（東,2011,北海道自然保護協会） 

エゾアカヤマアリの主な営巣環境は、海岸砂丘から防風林の林縁である。 

よって、ポテンシャルマップでは、自然裸地、ハマニンニク群落、ハマナス群落、ス

スキ群落、チマキザサ群落、二次草原、カシワ群落（風衝型）をエゾアカヤマアリの

生息環境として図化することとした。 

 

 

写真の出展：前田,2023 

 

写真の出展：前田,2019,道内で撮影 

1 

 

 

アリ塚 
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図 16 エゾアカヤマアリ生息可能性分布図
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5.2.5 図化対象 5 キタホウネンエビ 

図化対象 5は、キタホウネンエビとした。 

その選定理由と図化方法を表 37 に示す。キタホウネンエビ生息可能性分布図を図 17に示す。 

 

表 37 図化対象 5 キタホウネンエビ 

図化対象 選定理由 
生育植生 

点数 

キタホウ 

ネンエビ 

キタホウネンエビは、環境省レッドリスト 2020 で情報不足に指定されている。 

体長が 2.5cm 程度の淡水性甲殻類で、日本の固有種である。生息地は北海道石狩湾

岸と青森県むつ市の山中でのみ知られている。本種は、融雪期に窪地に水がたまってで

きる天然の一時的融雪プールに発生する。融雪直後に孵化しノープリウス幼体を経て生

体になる。雌雄異体であり、交尾、産卵後に死滅する。地表に産み落とされた卵は地表

で夏季の高温・乾燥、冬季の低温・積雪に耐えた後、再度融雪プールが形成された時に

孵化する。 

分布は防風保安林の中に限定されており、今後も永久的に保安林を維持することがキ

タホウネンエビの保全にとって最も重要である。（石狩港新港地域浮遊生物(キタホウネン

エビ),1998-2002,北海道環境科学研究センター） 

よって、ポテンシャルマップでは、保安林にあたるカシワ群落、カシワ-ミズナラ群落、

ハルニレ-ヤチダモ群落、ヤナギ群落、落葉広葉樹二次林をキタホウネンエビの生息環

境として図化することとした。 

 

 

写真の出展：石狩ファイル,2010,石狩市教育委員会 

 

 
写真の出展：石狩港新港地域浮遊生物(キタホウネンエビ), 

1998-2002,北海道環境科学研究センター 

1 

 

 

融雪プール 融雪プール 
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図 17 キタホウネンエビ生息可能性分布図 
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5.2.6 図化対象 6 アカダマスッポンタケ 

図化対象 6は、アカダマスッポンタケとした。 

その選定理由と図化方法を表 38 に示す。アカダマスッポンタケ生育可能性分布図を図 18に示す。 

 

表 38 図化対象 6 アカダマスッポンタケ 

図化対象 選定理由 
生育植生 

点数 

アカダマ 

スッポンダケ 

アカダマスッポンタケは、環境省レッドリスト 2020 で絶滅危惧ⅠA 類に指定され

ている。 

本種は海岸砂地に単生もしくは 2～3 個が合着して発生する。発生時期は夏と秋

の年 2 回である。子実体は約 20cm まで成長する。傘の部分にはグレバと呼ばれ

る粘液状のものが付着し、独特の臭気を放つ。基部から地中深くに菌糸を伸ばし、

コウボウムギやハマニンニクなどの海浜植物の枯葉や枯れた茎、地下茎に絡み付

く（糟谷ほか,2007,日本菌学会）。 

本種の確実な採集記録としては石狩市と斜里町の 2 箇所のみであり、環境省レ

ッドリスト 2020 では絶滅危惧ⅠB 類に指定されている。 

本種は砂地、特に海岸砂丘に好んで発生し、石狩市ではハマニンニクやコウボ

ウムギが優占する海岸砂丘で採集されている（糟谷ほか,2007,日本菌学会）。この

ように本種は海浜植物が繁茂する砂地に依存する種であり、海岸草原の改変によ

る影響が甚大と考えられる。 

よって、ポテンシャルマップでは、ハマニンニク群落とハマナス群落をアカダマス

ッポンタケの生息環境として図化することとした。 

 

 

写真の出展：石狩ファイル 2018,石狩市教育委員会いしかり砂丘の風資料館 

1 
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図 18 アカダマスッポンタケ生育可能性分布図 



65 

６．保全上重要な区域の分析、ポテンシャルマップ及び設定案 
6.1 有識者ヒアリング 

対象地域周辺で自然環境の調査研究等を行っている有識者にヒアリングを行い、保全上重要な動植物、

重要なエリア、保全上の課題などについて、本調査の取りまとめに対するご助言をいただいた。ヒアリ

ングの主な内容を以下に示す。 

 

ヒアリング実施日：2023年 12月 20日（水） 

実施場所：札幌市南区 

ヒアリング対象者：長谷川 榮 農学博士 

 

 

 

・カシワ風衝林、カシワ林、カシワ-ミズナラ林の見分けは難しい。 

・ススキ群落とハマナス群落は、同条件の場所に成立するイメージである。航空写真から境界は引け

ると思うが。 

→（対応）有識者に、航空写真から境界線を引いている旨説明し了承を得た。 

・石狩新港が完成し、その周辺は汀線が遠くなったために、海岸林（海岸草地）の状況に変化があっ

た。一番良い環境であったのだが・・・。 

汀線の後退→立地環境の内陸化→植生の内陸化（ex. ササ草原の海側への張り出し、海岸草原で

のつる性木本類の増加、海岸林の前進は今のところ認められないが）という関係がある。 

・外来種も増加した。人、車、施設の建設などに伴うものである。 

・ハリエンジュであるが、消滅させるのは相当に困難である。手を入れたとしてもその後の変化（拡

大の可能性もある）も怖い。 

・しかし、4100 林班の南西端のハリエンジュ群落に関しては、カシワ林再生の対策を実施するのが

いいかもしれない。 

・海岸林の再生は長い目で見る必要がある。樹林はゆっくりと再生するものである。逆に言えば、そ

れだけ時間をかけて成立したものをなるべくつぶしてはいけない。 

・自然度については、環境省提示のものを参考にしつつも、本業務及び石狩浜に関する文献の情報か

ら検討して設定した数値にした方が適切と考える。 

→（対応）自然度は、環境省提示のものを参考にし、現地調査の結果及び文献情報を加味して設定

した。 

・石狩浜の海岸林の成り立ちを考えると、自然度は非常に高い（長谷川,1984）。 

・石狩浜の海岸林の保護については、海岸草地や砂浜を切り離して考えてはいけない。それらがある

からこそ、この海岸林が成立している。海から離れるに従って、徐々に変化があるというこの海岸

林の価値を大切にしてほしい。 

・海岸という環境は多くの生き物にとっては厳しい環境であるが、汀線からの距離による環境傾度

があり、内陸にゆくにつれてマイルドな環境となっていくものである。この変化に対応して、海岸

林、海岸植生はその組成と構造が変化している。保護林の設定に当たっては，汀線から内陸に向か

って変化するものであり，海岸林だけを保護しても意味はないと考える。 

・海岸周辺は国有林ではないが、管理している関係機関等と連携・協力して護っていく姿勢が必要と

考える。 
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・海岸林は海岸という環境に成立する森林として特異である。カシワからなる天然海岸林は本州北

部も含むエリアの海岸林として広くみられたと推定されるが、現在は大半が消失している。ここ

石狩浜はカシワからなる天然海岸林としては、おそらく唯一残された海岸林と言ってよい。さら

に大都市札幌の近郊に位置していることから人の影響も受けやすいこともあり、その点からもよ

り保護が必要である。 

・北海道の海岸林は、ニシン漁のために伐採されたところが多い。石狩浜は、ニシン漁が盛んになる

前に内陸で農地化が進んだために、防風林の意味もあって残されたのではないか。 

 

以上 
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6.2 保全上重要な区域とその図化（ポテンシャルマップの作成） 

これまでの調査結果及び有識者による助言を受けて、ポテンシャルマップに反映する項目と各植生の

点数配分を決定した（表 39）。 

その配分から計算された石狩浜海岸林の各植生のポテンシャル点数を表 40 に、ポテンシャルマップ

を図 19及び 20に示す。 

表39 ポテンシャルマップ 各植生への反映点数 

No 図化対象 点数 選定理由等 

1 
植生 

（現地調査結果を含む） 

自然度 

（1～10） 

すべての生物の生活基盤となるものである。 

文献調査及び現地調査の結果から、石狩浜における植生が希少

なものであることが判明したため、自然度の数値をそのまま点数と

する。 

2 

希少種・特徴的な種が

生息・生育している植生 

（下記の種を除く） 

1～5 

石狩浜での生息・生育が、下記 4 種ほど特殊という状況でない生物

とする。 

植物、鳥類、哺乳類、昆虫類、その他の 5 つで各 1 点ずつの配分と

して図化する。 

3 アカモズ 1 
レッドリスト記載種である希少な生物。 

特に、石狩浜は全国の中でも数少ない生息地として知られている。 

4 イソコモリグモ 1 
レッドリスト記載種である希少な生物。 

特に、石狩浜は全国の中でも数少ない生息地として知られている。 

5 エゾアカヤマアリ 1 

レッドリスト記載種である希少な生物。 

特に、石狩浜では世界的に稀なスーパーコロニーの存在が知られ

ている。 

6 キタホウネンエビ 1 
レッドリスト記載種である非常に希少な生物。 

特に、石狩浜は全国の中でも数少ない生息地として知られている。 

7 アカダマスッポンタケ 1 
レッドリスト記載種である非常に希少な生物。 

特に、石狩浜は全国の中でも数少ない生育地として知られている。 

 

表40 ポテンシャルマップ 各植生の点数 

 

植物 鳥 昆虫 両爬哺 その他 合計点

1 砂浜 自然裸地 9 ○ ○ ○ ○ 4 1 1 15

2 海岸草原 ハマニンニク群落 10 ○ ○ ○ ○ 4 1 1 1 17

3 ハマナス群落 10 ○ ○ ○ ○ 4 1 1 1 17

4 ススキ群落 7 ○ ○ ○ 3 1 1 12

5 ヨシ群落（代償植生） 6 ○ ○ ○ ○ ○ 5 11

6 チマキザサ群落 7 ○ ○ 2 1 1 11

7 二次草原 5 ○ ○ 2 1 8

8 樹林 カシワ群落（風衝型） 10 ○ ○ ○ ○ 4 1 1 16

9 カシワ群落 10 ○ ○ ○ ○ 4 1 15

10 カシワ－ミズナラ群落 10 ○ ○ ○ ○ 4 1 15

11 ハルニレ－ヤチダモ群落 9 ○ ○ ○ 3 1 13

12 ヤナギ群落 8 ○ ○ ○ ○ 4 1 13

13 落葉広葉樹二次林 6 ○ ○ ○ 3 1 10

14 ヤマナラシ群落 5 0 5

15 ニセアカシア群落 3 0 3

16 ウラジロハコヤナギ群落 3 0 3

17 クロマツ植林 5 0 5

18 その他 人工裸地 1 ○ 1 2

19 人工構造物 1 0 1

20 道路 1 0 1

21 開放水面 - 0 0

注1 緑セルをポテンシャルマップ加点点数とする

注2 紫色セルがポテンシャルマップへ反映する点数

ポテンシャル
点数

No. 環境類型 凡例
希少種 生息・生育植生

自然度
アカダマ

スッポンタケ

キタホウ
ネンエビ

イソコモリ
グモ

アカモズ
エゾアカ
ヤマアリ
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図 19 ポテンシャルマップ（全体） 
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図 20 ポテンシャルマップ（詳細）(1) 
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図 20 ポテンシャルマップ（詳細）(2) 
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図 20 ポテンシャルマップ（詳細）(3)
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図 20 ポテンシャルマップ（詳細）(4) 
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6.3 保護林設定案 

石狩浜は、海岸砂丘地形、大規模な海浜植物群落、日本最大規模のカシワ天然海岸林、これらが織り

なす海岸砂丘特有の生物多様性に富んだ自然が大規模に残された全国的にも貴重な自然海浜であり、北

海道自然環境保全指針で定める「すぐれた自然地域」に指定されている。 

この石狩浜の一部を構成している石狩浜海岸林について調査した結果、一部を除き自然状態が十分保

存された天然林であり、また、海浜植物群落から続く海岸林特有の森林生態系の存在を確認できた。 

以上から、石狩浜海岸林については、生物群集保護林の要件である下記①～③を満たしていると考え

られる。 

①自然状態が十分保存された天然林が主体 

②地域固有の生物群集がまとまりをもって存在する区域 

③原則として 300 ヘクタール以上の規模 

 

保護林としての要件を満たす箇所を図 21に、保護林設定案を図 22に示す。 

保護林設定案については、保護林の要件に必ずしも合致していないニセアカシアなどの群落が多く含

まれる森林を外して作成した。 
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図 21 ポテンシャルマップと林小班界 
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図 22 保護林化を提案する林班 
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石狩浜 文献掲載 植物リスト 1/11

7 8 9 12 20 34 39 44 45 56 59 65 66 78 86 砂浜 海岸草原 海岸林 石狩 小樽

1
シダ植物門
　ヒカゲノカズラ綱

ヒカゲノカズラ ヒメスギラン Huperzia miyoshiana ○ ●

2 　大葉シダ綱 トクサ イヌスギナ Equisetum palustre ○ ● ●
3 スギナ Equisetum arvense ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
4 トクサ Equisetum hyemale subsp. hyemale ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
5 ミズドクサ Equisetum fluviatile ○ ○ ○ ● ● ●
6 ハナヤスリ エゾフユノハナワラビ Botrychium multifidum var. robustum ○ ○ ○ ● ● ●
7 ナツノハナワラビ Botrychium virginianum ○ ○ ● ●
8 ハマハナヤスリ Ophioglossum thermale ● ○ ● ●
9 ゼンマイ ゼンマイ Osmunda japonica ○ ● ●

10 ヤマドリゼンマイ Osmundastrum cinnamomeum var. fokiense ○ ● ●
11 イノモトソウ クジャクシダ Adiantum pedatum ○ ●
12 コバノイシカグマ ワラビ Pteridium aquilinum subsp. japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
13 チャセンシダ トラノオシダ Asplenium incisum ○ ● ●
14 コウヤワラビ クサソテツ Onoclea struthiopteris ○ ○ ○ ● ● ●
15 コウヤワラビ Onoclea sensibilis var. interrupta ○ ○ ○ ○ ● ● ●
16 メシダ ヤマイヌワラビ Athyrium vidalii ○ ● ● ●
17 ヒメシダ ヒメシダ Thelypteris palustris ○ ○ ○ ● ● ●
18 オシダ オシダ Dryopteris crassirhizoma ○ ●
19 シラネワラビ Dryopteris expansa ○ ●
20 ホソバナライシダ Arachniodes borealis ○ ●
21 種子植物門 マツ アカエゾマツ Picea glehnii ○ ○ ● ●
22 　裸子植物亜門 カラマツ Larix kaempferi △ ○ ○ ● ● ●
23 クロマツ Pinus thunbergii ○ ○ ● ●
24 トドマツ Abies sachalinensis var. sachalinensis ○ ●
25 モンタナマツ Pinus montana △ ○ ● ●
26 ヨーロッパクロマツ Pinus nigra △ ○ ●
27 イチイ ハイイヌガヤ Cephalotaxus harringtonia var. nana ○ ○ ○ ● ● ● ●
28 　被子植物亜門 スイレン ヒツジグサ Nymphaea tetragona ○ ○ ● ●
29 　　基部被子植物 マツブサ チョウセンゴミシ Schisandra chinensis ○ ● ● ●
30 ドクダミ ドクダミ Houttuynia cordata △ ○ ●
31 モクレン キタコブシ Magnolia kobus var. borealis ○ ● ●
32 ホオノキ Magnolia obovata ○ ● ●
33 　　単子葉類 サトイモ アオウキクサ Lemna aoukikusa subsp. aoukikusa ○ ●
34 ウキクサ Spirodela polyrhiza ○ ○ ○ ○ ● ● ●
35 コウキクサ Lemna minor ○ ○ ○ ● ●
36 コウライテンナンショウ Arisaema peninsulae ○ ●
37 ザゼンソウ Symplocarpus renifolius ○ ● ●
38 マムシグサ Arisaema japonicum ○ ● ●
39 オモダカ オモダカ Sagittaria trifolia var. trifolia ○ ○ ● ●
40 サジオモダカ Alisma plantago -aquatica var. orientale ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
41 トチカガミ コカナダモ Elodea nuttallii △ ○ ●
42 ヒルムシロ イトモ Potamogeton pusillus ● ○ ○ ○ ● ●
43 オヒルムシロ Potamogeton natans ○ ○ ○ ● ●
44 センニンモ Potamogeton maackianus ○ ●
45 ヒルムシロ Potamogeton distinctus ○ ● ●
46 ホソバミズヒキモ Potamogeton octandrus var. octandrus ○ ○ ○ ● ●
47 リュウノヒゲモ Potamogeton pectinatus ● ○ ○ ● ●
48 ヤマノイモ ナガイモ Dioscorea polystachya △ ○ ● ●
49 シュロソウ エンレイソウ Trillium apetalon ○ ● ● ●
50 オオバナノエンレイソウ Trillium camschatcense var. camschatcense ○ ● ●
51 クロミノエンレイソウ Trillium apetalon f. atropurpureocarpum ○ ● ●
52 シュロソウ Veratrum maackii var. japonicum ○ ● ●
53 ツクバネソウ Paris tetraphylla var. tetraphylla ○ ● ●
54 イヌサフラン チゴユリ Disporum smilacinum ○ ○ ● ● ●
55 ホウチャクソウ Disporum sessile var. sessile ○ ○ ○ ● ● ● ●
56 サルトリイバラ シオデ Smilax riparia var. riparia ○ ● ●
57 ユリ エゾスカシユリ Lilium pensylvanicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
58 オオウバユリ Cardiocrinum cordatum var. glehnii ○ ○ ● ● ●
59 オニユリ Lilium lancifolium var. lancifolium △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
60 クルマユリ Lilium medeoloides var. medeoloides ○ ● ●
61 ラン アオチドリ Dactylorhiza viridis ○ ● ●
62 エゾスズラン Epipactis papillosa var. papillosa ○ ● ●
63 エゾチドリ Platanthera metabifolia ○ ○ ● ●

重要種
外来種

等

生育環境 地域文献
No. 分類群 科名 種名 学名
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石狩浜 文献掲載 植物リスト 2/11

7 8 9 12 20 34 39 44 45 56 59 65 66 78 86 砂浜 海岸草原 海岸林 石狩 小樽
重要種

外来種
等

生育環境 地域文献
No. 分類群 科名 種名 学名

64 オオヤマサギソウ Platanthera sachalinensis ○ ● ●
65 オニノヤガラ Gastrodia elata var. elata ○ ● ●
66 クゲヌマラン Cephalanthera longifolia ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
67 サイハイラン Cremastra appendiculata var. variabilis ○ ●
68 ササバギンラン Cephalanthera longibracteata ○ ○ ● ● ●
69 スズラン Convallaria majalis var. manshurica ○ ●
70 ネジバナ Spiranthes sinensis var. amoena ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
71 アヤメ キショウブ Iris pseudacorus △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
72 ノハナショウブ Iris ensata var. spontanea ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
73 ハナサフラン Crocus vernus △ ○ ● ●
74 ワスレグサ ヤブカンゾウ Hemerocallis fulva var. kwanso △ ○ ○ ● ●
75 ヒガンバナ アサツキ Allium schoenoprasum var. foliosum ○ ●
76 エゾネギ Allium schoenoprasum var. schoenoprasum ○ ●
77 ギョウジャニンニク Allium victorialis subsp. platyphyllum ○ ○ ● ● ●
78 スイセン Narcissus tazetta var. chinensis △ ○ ● ●
79 ニラ Allium tuberosum △ ○ ●
80 ノビル Allium macrostemon ○ ● ● ●
81 クサスギカズラ オオアマドコロ Polygonatum odoratum var. maximowiczii ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
82 オオナルコユリ Polygonatum macranthum ○ ● ●
83 オランダキジカクシ Asparagus officinalis △ ○ ○ ○ ● ●
84 キジカクシ Asparagus schoberioides ○ ○ ● ● ● ●
85 ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus var. japonicus ○ ●
86 タチギボウシ Hosta sieboldii var. rectifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
87 トウギボウシ Hosta sieboldiana var. sieboldiana ○ ● ●
88 ヒメイズイ Polygonatum humile ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
89 マイヅルソウ Maianthemum dilatatum ○ ○ ○ ○ ● ● ●
90 ムスカリ Muscari neglectum △ ○ ●
91 ユキザサ Maianthemum japonicum ○ ● ● ●
92 ルリムスカリ Muscari botryoides △ ○ ● ●
93 ツユクサ ツユクサ Commelina communis var. communis ○ ○ ● ●
94 ガマ ガマ Typha latifolia ○ ○ ○ ○ ● ●
95 ヒメガマ Typha domingensis ● ○ ●
96 ミクリ Sparganium erectum var. erectum ● ○ ○ ○ ● ●
97 モウコガマ Typha laxmannii △ ○ ○ ○ ● ●
98 イグサ アオコウガイゼキショウ Juncus papillosus ○ ● ●
99 イグサ Juncus decipiens ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

100 イヌイ Juncus fauriei ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
101 クサイ Juncus tenuis ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
102 コウガイゼキショウ Juncus prismatocarpus subsp. leschenaultii ○ ○ ●
103 スズメノヤリ Luzula capitata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
104 タチコウガイゼキショウ Juncus krameri ○ ○ ○ ○ ● ● ●
105 ドロイ Juncus gracillimus ○ ●
106 ハリコウガイゼキショウ Juncus wallichianus ○ ○ ○ ○ ● ● ●
107 ヒメコウガイゼキショウ Juncus bufonius ○ ○ ○ ● ●
108 ヒロハノコウガイゼキショウ Juncus diastrophanthus var. diastrophanthus ○ ○ ○ ● ●
109 カヤツリグサ アイバソウ Scirpus wichurai ○ ○ ● ● ●
110 アオスゲ Carex leucochlora var. leucochlora ○ ○ ○ ● ● ●
111 アゼスゲ Carex thunbergii var. thunbergii ○ ○ ● ●
112 アブラガヤ Scirpus wichurai f. concolor ○ ○ ● ●
113 アメリカヤガミスゲ Carex scoparia △ ○ ○ ● ●
114 イトアオスゲ Carex puberula ○ ●
115 ウキヤガラ Bolboschoenus fluviatilis subsp. yagara ○ ●
116 エゾノコウボウムギ Carex macrocephala ○ ○ ● ● ● ●
117 オオイヌノハナヒゲ Rhynchospora fauriei ○ ●
118 オオカサスゲ Carex rhynchophysa ○ ○ ● ● ●
119 オオカワズスゲ Carex stipata ○ ●
120 オニナルコスゲ Carex vesicaria ○ ○ ○ ● ● ●
121 カサスゲ Carex dispalata ○ ○ ○ ○ ● ● ●
122 カミカワスゲ Carex sabynensis var. sabynensis ○ ●
123 カンガレイ Schoenoplectiella triangulata ○ ○ ● ● ●
124 クシロヤガミスゲ Carex crawfordii △ ○ ○ ● ●
125 クロアブラガヤ Scirpus sylvaticus var. maximowiczii ○ ○ ● ●
126 クロハリイ Eleocharis kamtschatica f. reducta ○ ○ ○ ○ ● ● ●
127 クロミノハリイ Eleocharis atropurpurea ● ○ ● ●
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等

生育環境 地域文献
No. 分類群 科名 種名 学名

128 コウキヤガラ Bolboschoenus koshevnikovii ○ ●
129 ゴウソ Carex maximowiczii var. maximowiczii ○ ● ●
130 コウボウシバ Carex pumila ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
131 コウボウムギ Carex kobomugi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
132 サドスゲ Carex sadoensis ○ ●
133 サンカクイ Schoenoplectus triqueter ○ ○ ○ ○ ● ● ●
134 ジョウロウスゲ Carex capricornis ● ○ ○ ● ● ●
135 タマガヤツリ Cyperus difformis ○ ○ ○ ● ●
136 チャシバスゲ Carex microtricha ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
137 ツルスゲ Carex pseudocuraica ○ ● ●
138 ヌマハリイ Eleocharis mamilata var. cyclocarpa ○ ○ ● ●
139 ハリイ Eleocharis congesta var. japonica ○ ○ ●
140 ヒエスゲ Carex longerostrata var. longerostrata ○ ● ● ●
141 ヒカゲシラスゲ Carex planiculmis ○ ●
142 ヒカゲスゲ Carex lanceolata var. lanceolata ○ ● ●
143 ヒメクグ Kyllinga brevifolius var. leiolepis ○ ● ●
144 ヒメヌマハリイ Eleocharis kamtschatica ○ ○ ○ ○ ● ● ●
145 ビロードスゲ Carex miyabei ○ ○ ○ ● ● ●
146 フトイ Schoenoplectus tabernaemontani ○ ○ ○ ○ ● ● ●
147 ホタルイ Schoenoplectiella hotarui ○ ●
148 マルホハリイ Eleocharis ovata ○ ● ●
149 ミズガヤツリ Cyperus serotinus ○ ○ ○ ○ ● ● ●
150 ミノボロスゲ Carex albata var. albata ○ ●
151 ミヤマカンスゲ Carex multifolia var. multifolia ○ ●
152 ミヤマジュズスゲ Carex dissitiflora subsp. dissitiflora ○ ●
153 ヤチカワズスゲ Carex omiana var. omiana ○ ●
154 ヤラメスゲ Carex lyngbyei ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
155 イネ アキメヒシバ Digitaria violascens var. violascens ○ ○ ○ ○ ● ● ●
156 イチゴツナギ Poa sphondylodes var. sphondylodes ○ ●
157 イヌビエ Echinochloa crus -galli var. crus-galli ○ ○ ○ ○ ● ●
158 イブキヌカボ Milium effusum ○ ○ ○ ● ● ● ●
159 イワノガリヤス Calamagrostis purpurea subsp. langsdorfii ○ ○ ○ ● ● ●
160 ウシノケグサ Festuca ovina ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
161 エゾヌカボ Agrostis scabra ○ ● ●
162 エノコログサ Setaria viridis ○ ○ ● ● ●
163 オオアワガエリ Phleum pratense △ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
164 オオウシノケグサ Festuca rubra var. rubra △ ○ ○ ○ ● ● ●
165 オオエノコロ Setaria × pycnocoma ○ ○ ● ●
166 オオクサキビ Panicum dichotomiflorum △ ○ ●
167 オオスズメノカタビラ Poa trivialis subsp. trivialis △ ○ ●
168 オオスズメノテッポウ Alopecurus pratensis △ ○ ●
169 オギ Miscanthus sacchariflorus ○ ○ ○ ● ● ●
170 オクヤマザサ Sasa spiculosa ○ ●
171 オニウシノケグサ Schedonorus phoenix △ ○ ○ ○ ● ● ●
172 カモガヤ Dactylis glomerata △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
173 カラフトイチゴツナギ Poa macrocalyx var. macrocalyx ○ ● ● ●
174 キンエノコロ Setaria pumila ○ ○ ○ ● ● ●
175 クサヨシ Phalaris arundinacea △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
176 クマイザサ Sasa senanensis var. senanensis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
177 ケイヌビエ Echinochloa crus -galli var. aristata ○ ○ ● ●
178 ケナシハルガヤ Anthoxanthum odoratum subsp. glabrescens △ ○ ● ●
179 コウボウ Anthoxanthum nitens var. sachalinense ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
180 コシノネズミガヤ Muhlenbergia curviaristata var. curviaristata ○ ●
181 コスズメガヤ Eragrostis minor △ ○ ●
182 コヌカグサ Agrostis gigantea △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
183 コブナグサ Arthraxon hispidus ○ ○ ● ● ●
184 コメガヤ Melica nutans subsp. nutans ○ ○ ○ ● ● ● ●
185 シバ Zoysia japonica ○ ○ ●
186 シバムギ Elytrigia repens var. repens △ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
187 ススキ Miscanthus sinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
188 スズメノカタビラ Poa annua var. annua ○ ○ ○ ○ ● ● ●
189 スズメノテッポウ Alopecurus aequalis var. amurensis ○ ○ ○ ● ● ●
190 タイヌビエ Echinochloa oryzicola ○ ○ ● ● ●
191 タツノヒゲ Neomolinia japonica ○ ● ● ●
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192 チガヤ Imperata cylindrica var. koenigii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
193 チゴザサ Isachne globosa var. globosa ○ ● ●
194 チマキザサ Sasa palmata var. palmata ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
195 ツルヨシ Phragmites japonicus ○ ● ●
196 テンキグサ Leymus mollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
197 ナガハグサ Poa pratensis subsp. pratensis △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
198 ニワホコリ Eragrostis multicaulis ○ ○ ● ●
199 ヌカキビ Panicum bisulcatum ○ ○ ● ●
200 ヌカボ Agrostis clavata var. nukabo ○ ●
201 ヌマイチゴツナギ Poa palustris △ ○ ○ ○ ● ● ●
202 ヌマガヤ Moliniopsis japonica ○ ● ●
203 ノゲシバムギ Elytrigia repens var. aristata △ ○ ●
204 ハガワリトボシガラ Festuca heterophylla △ ○ ●
205 ハナクサキビ Panicum capillare △ ○ ●
206 ハネガヤ Stipa pekinensis ○ ●
207 ハマエノコロ Setaria viridis var. pachystachys ○ ●
208 ハマチャヒキ Bromus hordeaceus △ ○ ○ ● ●
209 ハマムギ Elymus dahuricus ○ ● ●
210 ハルガヤ Anthoxanthum odoratum subsp. odoratum △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
211 ヒロハノウシノケグサ Lolium pratense △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
212 ホソノゲムギ Hordeum jubatum △ ○ ○ ○ ○ ● ●
213 ホソムギ Lolium perenne △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
214 ホッスガヤ Calamagrostis pseudophragmites ○ ●
215 マコモ Zizania latifolia ○ ○ ○ ○ ● ● ●
216 ミノゴメ Beckmannia syzigachne ○ ●
217 ムラサキエノコロ Setaria viridis f. misera ○ ● ●
218 メヒシバ Digitaria ciliaris ○ ○ ○ ● ● ●
219 ヤクナガイヌムギ Bromus carinatus △ ○ ●
220 ヤマアワ Calamagrostis epigeios ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
221 ヤマカモジグサ Brachypodium sylvaticum var. miserum ○ ○ ● ● ●
222 ヨシ Phragmites australis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
223 　　真正双子葉類 ケシ クサノオウ Chelidonium majus subsp. asiaticum ○ ○ ●
224 アケビ ゴヨウアケビ Akebia × pentaphylla ○ ●
225 ミツバアケビ Akebia trifoliata subsp. trifoliata ○ ●
226 キンポウゲ アキカラマツ Thalictrum minus var. hypoleucum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
227 キツネノボタン Ranunculus silerifolius var. glaber ○ ○ ● ●
228 サラシナショウマ Cimicifuga simplex var. simplex ○ ● ●
229 タガラシ Ranunculus sceleratus ○ ○ ○ ● ●
230 ハイキンポウゲ Ranunculus repens var. major ○ ○ ○ ○ ● ●
231 ルイヨウショウマ Actaea asiatica ○ ○ ○ ● ● ●
232 ボタン ベニバナヤマシャクヤク Paeonia obovata ● ○ ● ●
233 ヤマシャクヤク Paeonia japonica ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●
234 スグリ マルスグリ Ribes uva -crispa △ ○ ●
235 ベンケイソウ ツルマンネングサ Sedum sarmentosum △ ○ ● ●
236 ミツバベンケイソウ Hylotelephium verticillatum var. verticillatum ○ ● ●
237 アリノトウグサ アリノトウグサ Haloragis micrantha ○ ○ ● ●
238 フサモ Myriophyllum verticillatum ○ ○ ● ● ●
239 ホザキノフサモ Myriophyllum spicatum ○ ○ ○ ● ●
240 ブドウ ノブドウ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
241 ヤブカラシ Cayratia japonica △ ○ ●
242 ヤマブドウ Vitis coignetiae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
243 マメ アメリカホド Apios americana △ ○ ●
244 イタチハギ Amorpha fruticosa △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
245 イヌエンジュ Maackia amurensis subsp. buergeri ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
246 エゾノレンリソウ Lathyrus palustris subsp. pilosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
247 エニシダ Cytisus scoparius △ ○ ● ●
248 クサフジ Vicia cracca ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
249 クズ Pueraria lobata ○ ○ ● ● ●
250 クスダマツメクサ Trifolium campestre △ ○ ● ●
251 コメツブウマゴヤシ Medicago lupulina △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
252 コメツブツメクサ Trifolium dubium △ ○ ○ ○ ● ● ●
253 シナガワハギ Melilotus officinalis subsp. suaveolens △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
254 シャグマハギ Trifolium arvense △ ○ ●
255 シロツメクサ Trifolium repens △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
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256 シロバナアカツメクサ Trifolium pratense f. albiflorum △ ○ ●
257 シロバナシナガワハギ Melilotus officinalis subsp. albus △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
258 セイヨウミヤコグサ Lotus corniculatus subsp. corniculatus △ ○ ● ●
259 センダイハギ Thermopsis lupinoides ○ ○ ●
260 タチオランダゲンゲ Trifolium hybridum △ ○ ○ ○ ● ● ●
261 ツルフジバカマ Vicia amoena ○ ● ●
262 テマリツメクサ Trifolium aureum △ ○ ○ ● ●
263 ナンテンハギ Vicia unijuga var. unijuga ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
264 ヌスビトハギ Hylodesmum podocarpum subsp. oxyphyllum var. japonicum ○ ○ ● ● ● ●
265 ハマエンドウ Lathyrus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
266 ハリエンジュ Robinia pseudoacacia △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
267 ヒロハクサフジ Vicia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
268 ミヤコグサ Lotus corniculatus var. japonicus ○ ● ●
269 ムラサキウマゴヤシ Medicago sativa △ ○ ○ ○ ○ ● ●
270 ムラサキツメクサ Trifolium pratense △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
271 メドハギ Lespedeza cuneata var. cuneata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
272 ヤブマメ Amphicarpaea bracteata subsp. edgeworthii ○ ● ●
273 ヤマハギ Lespedeza bicolor var. bicolor ○ ○ ● ● ●
274 バラ アズキナシ Aria alnifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
275 エゾイチゴ Rubus idaeus subsp. melanolasius ○ ○ ● ●
276 エゾノコリンゴ Malus baccata var. mandshurica ○ ●
277 エゾノミツモトソウ Potentilla norvegica △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
278 エゾヘビイチゴ Fragaria vesca △ ○ ●
279 エゾヤマザクラ Prunus sargentii var. sargentii ○ ○ ● ● ●
280 エビガライチゴ Rubus phoenicolasius ○ ● ●
281 オニシモツケ Filipendula camtschatica ○ ○ ● ● ● ●
282 キンミズヒキ Agrimonia pilosa var. japonica ○ ○ ○ ● ● ● ●
283 クロバナロウゲ Comarum palustre ○ ○ ●
284 ズミ Malus toringo ○ ○ ● ●
285 ダイコンソウ Geum japonicum var. japonicum ○ ● ●
286 ナガボノシロワレモコウ Sanguisorba tenuifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
287 ナガボノワレモコウ Sanguisorba tenuifolia var. tenuifolia ● ○ ○ ● ● ●
288 ナナカマド Sorbus commixta var. commixta ○ ● ●
289 ナワシロイチゴ Rubus parvifolius var. parvifolius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
290 ノイバラ Rosa multiflora var. multiflora ○ ● ●
291 ハマナス Rosa rugosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
292 ヒメヘビイチゴ Potentilla centigrana ○ ●
293 ホザキナナカマド Sorbaria sorbifolia var. stellipila ○ ● ●
294 ミツモトソウ Potentilla cryptotaeniae ○ ●
295 ミヤマザクラ Prunus maximowiczii ○ ●
296 ワレモコウ Sanguisorba officinalis ○ ●
297 グミ アキグミ Elaeagnus umbellata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
298 ナツグミ Elaeagnus multiflora var. multiflora ○ ●
299 クロウメモドキ エゾノクロウメモドキ Rhamnus japonica var. japonica ○ ● ●
300 ニレ オヒョウ Ulmus laciniata var. laciniata ○ ●
301 ハルニレ Ulmus davidiana var. japonica ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
302 アサ アサ Cannabis sativa △ ○ ○ ●
303 カラハナソウ Humulus lupulus var. cordifolius ○ ● ●
304 クワ ヤマグワ Morus australis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
305 イラクサ アオミズ Pilea pumila ○ ● ●
306 エゾイラクサ Urtica platyphylla ○ ○ ● ● ● ●
307 ブナ カシワ Quercus dentata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
308 クリ Castanea crenata ○ ●
309 ミズナラ Quercus crispula var. crispula ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
310 クルミ オニグルミ Juglans mandshurica var. sachalinensis ○ ○ ○ ● ● ●
311 カバノキ ウダイカンバ Betula maximowicziana ○ ● ●
312 ケヤマハンノキ Alnus hirsuta ○ ○ ○ ● ● ●
313 シラカンバ Betula platyphylla var. japonica ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
314 ハンノキ Alnus japonica ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
315 ウリ ゴキヅル Actinostemma tenerum ● ○ ●
316 ミヤマニガウリ Schizopepon bryoniifolius ○ ●
317 ニシキギ イヌツルウメモドキ Celastrus orbiculatus var. strigillosus f. papillosus ○ ● ● ● ●
318 エゾツリバナ Euonymus oxyphyllus var. magnus ○ ● ● ●
319 オオツリバナ Euonymus planipes ○ ● ●
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320 オニツルウメモドキ Celastrus orbiculatus var. strigillosus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
321 コマユミ Euonymus alatus var. alatus f. striatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
322 ツリバナ Euonymus oxyphyllus var. oxyphyllus ○ ● ●
323 ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus var. orbiculatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
324 ツルマサキ Euonymus fortunei var. fortunei ○ ● ●
325 ニシキギ Euonymus alatus var. alatus ○ ● ●
326 マユミ Euonymus sieboldianus var. sieboldianus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
327 カタバミ エゾタチカタバミ Oxalis stricta ○ ● ●
328 カタバミ Oxalis corniculata var. corniculata ○ ● ●
329 オトギリソウ オトギリソウ Hypericum erectum var. erectum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
330 コゴメバオトギリ Hypericum perforatum subsp. chinense △ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
331 セイヨウオトギリ Hypericum perforatum subsp. perforatum △ ○ ●
332 ミズオトギリ Triadenum japonicum ○ ○ ● ● ●
333 スミレ イソスミレ Viola grayi ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
334 オオタチツボスミレ Viola kusanoana ○ ○ ○ ● ● ●
335 タチツボスミレ Viola grypoceras var. grypoceras ○ ○ ● ● ●
336 ツボスミレ Viola verecunda var. verecunda ○ ○ ○ ● ● ●
337 ヤナギ イヌコリヤナギ Salix integra ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
338 ウラジロハコヤナギ Populus alba △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
339 ウンリュウヤナギ Salix babylonica 'Tortuosa' △ ○ ● ●
340 エゾノカワヤナギ Salix miyabeana subsp. miyabeana ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
341 エゾノキヌヤナギ Salix schwerinii ○ ○ ● ● ●
342 エゾノバッコヤナギ Salix hultenii var. angustifolia ○ ○ ○ ● ● ● ●
343 オノエヤナギ Salix udensis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
344 カワヤナギ Salix miyabeana subsp. gymnolepis ○ ● ●
345 コリヤナギ Salix koriyanagi △ ○ ● ●
346 シロヤナギ Salix dolichostyla subsp. dolichostyla ○ ● ●
347 セイヨウハコヤナギ Populus nigra var. italica △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
348 タチヤナギ Salix triandra ○ ○ ○ ● ● ●
349 チョウセンヤマナラシ Populus tremula var. davidiana ○ ○ ● ●
350 ドロヤナギ Populus suaveolens ○ ○ ○ ● ●
351 バッコヤナギ Salix caprea ○ ● ● ●
352 ヤマナラシ Populus tremula var. sieboldii ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
353 トウダイグサ エノキグサ Acalypha australis ○ ●
354 コニシキソウ Euphorbia maculata △ ○ ●
355 フウロソウ イチゲフウロ Geranium sibiricum ○ ●
356 ミツバフウロ Geranium wilfordii var. wilfordii ○ ●
357 ミソハギ エゾミソハギ Lythrum salicaria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
358 ヒシ Trapa japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
359 アカバナ アカバナ Epilobium pyrricholophum ○ ○ ○ ● ●
360 エゾアカバナ Epilobium montanum ○ ●
361 オオマツヨイグサ Oenothera glazioviana △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
362 ミズタマソウ Circaea mollis ○ ● ●
363 ミヤマアカバナ Epilobium hornemannii ○ ●
364 メマツヨイグサ Oenothera biennis △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
365 ミツバウツギ ミツバウツギ Staphylea bumalda ○ ●
366 ウルシ ツタウルシ Toxicodendron orientale subsp. orientale ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
367 ヌルデ Rhus javanica var. chinensis ○ ● ●
368 ムクロジ アカイタヤ Acer pictum subsp. mayrii ○ ○ ● ● ●
369 エゾイタヤ Acer pictum subsp. mono ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
370 オオモミジ Acer amoenum var. amoenum ○ ● ●
371 ハウチワカエデ Acer japonicum ○ ○ ○ ● ● ● ●
372 ヤマモミジ Acer amoenum var. matsumurae ○ ● ●
373 ミカン キハダ Phellodendron amurense var. amurense ○ ○ ● ● ●
374 ニガキ シンジュ Ailanthus altissima △ ○ ●
375 ニガキ Picrasma quassioides ○ ● ●
376 アオイ オオバボダイジュ Tilia maximowicziana ○ ● ●
377 シナノキ Tilia japonica var. japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
378 ゼニバアオイ Malva neglecta △ ○ ●
379 ジンチョウゲ ナニワズ Daphne jezoensis ○ ○ ○ ○ ● ● ●
380 アブラナ イヌガラシ Rorippa indica ○ ●
381 オオバタネツケバナ Cardamine regeliana ○ ○ ● ●
382 オニハマダイコン Cakile edentula △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
383 オハツキガラシ Erucastrum gallicum △ ○ ●
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384 キレハイヌガラシ Rorippa sylvestris △ ○ ●
385 スカシタゴボウ Rorippa palustris ○ ○ ● ● ●
386 ナズナ Capsella bursa -pastoris ○ ● ●
387 ハタザオ Turritis glabra ○ ●
388 ハマダイコン Raphanus sativus var. hortensis f. raphanistroides ○ ●
389 ハマハタザオ Arabis stelleri var. japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
390 ハルザキヤマガラシ Barbarea vulgaris △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
391 ヒメグンバイナズナ Lepidium apetalum △ ○ ●
392 ホソミナズナ Capsella bursa -pastoris var. bursa-pastoris △ ○ ●
393 タデ アキノウナギツカミ Persicaria sieboldii ○ ●
394 イシミカワ Persicaria perfoliata ○ ○ ● ●
395 イヌタデ Persicaria longiseta ○ ○ ○ ● ● ●
396 ウナギツカミ Persicaria sagittata var. sibirica ○ ●
397 エゾノギシギシ Rumex obtusifolius △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
398 エゾノミズタデ Persicaria amphibia ● ○ ●
399 オオイタドリ Fallopia sachalinensis ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
400 オオイヌタデ Persicaria lapathifolia var. lapathifolia ○ ○ ○ ● ● ●
401 オオミゾソバ Persicaria thunbergii var. hastatotriloba ○ ●
402 コガネギシギシ Rumex maritimus var. ochotskius ○ ○ ●
403 サナエタデ Persicaria lapathifolia var. incana ○ ● ●
404 シロバナサクラタデ Persicaria japonica ○ ●
405 スイバ Rumex acetosa ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
406 ソバカズラ Fallopia convolvulus △ ○ ●
407 ツルタデ Fallopia dumetorum △ ○ ○ ○ ● ● ●
408 ナガバギシギシ Rumex crispus △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
409 ネバリタデ Persicaria viscofera var. viscofera ○ ● ●
410 ノダイオウ Rumex longifolius ● ○ ●
411 ハイミチヤナギ Polygonum aviculare subsp. depressum △ ○ ○ ○ ● ● ●
412 ハナタデ Persicaria posumbu var. posumbu ○ ●
413 ハルタデ Persicaria maculosa subsp. hirticaulis var. pubescens ○ ●
414 ヒメスイバ Rumex acetosella subsp. pyrenaicus △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
415 ベニイタドリ Fallopia japonica f. elata ○ ●
416 ママコノシリヌグイ Persicaria senticosa ○ ●
417 ミゾソバ Persicaria thunbergii var. thunbergii ○ ○ ○ ○ ● ● ●
418 ミチヤナギ Polygonum aviculare var. aviculare ○ ○ ● ●
419 ヤナギタデ Persicaria hydropiper var. hydropiper ○ ○ ○ ● ● ●
420 モウセンゴケ モウセンゴケ Drosera rotundifolia ○ ● ●
421 ナデシコ アライトツメクサ Sagina procumbens △ ○ ○ ● ●
422 ウシハコベ Stellaria aquatica ○ ●
423 ウスベニツメクサ Spergularia rubra △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
424 エゾカワラナデシコ Dianthus superbus var. superbus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
425 エゾハマツメクサ Sagina maxima f. crassicaulis ○ ●
426 オオツメクサ Spergula arvensis var. sativa △ ○ ●
427 オオヤマフスマ Moehringia lateriflora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
428 カラフトホソバハコベ Stellaria graminea △ ○ ● ●
429 コハコベ Stellaria media △ ○ ○ ○ ● ● ●
430 スイセンノウ Silene coronaria △ ○ ○ ●
431 ナンバンハコベ Silene baccifera var. japonica ○ ○ ● ● ● ●
432 ノハラツメクサ Spergula arvensis var. arvensis △ ○ ● ●
433 ノミノフスマ Stellaria uliginosa var. undulata ○ ●
434 ハマハコベ Honckenya peploides var. major ○ ●
435 マツヨイセンノウ Silene latifolia subsp. alba △ ○ ●
436 ミドリハコベ Stellaria neglecta ○ ●
437 ミミナグサ Cerastium fontanum subsp. vulgare var. angustifolium ○ ○ ● ●
438 ムシトリナデシコ Silene armeria △ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
439 ヒユ アオゲイトウ Amaranthus retroflexus △ ○ ○ ● ●
440 アカザ Chenopodium album var. centrorubrum △ ○ ○ ○ ● ● ●
441 イヌビユ Amaranthus blitum △ ○ ●
442 イノコヅチ Achyranthes bidentata var. japonica ○ ●
443 ウラジロアカザ Oxybasis glauca △ ○ ○ ○ ○ ● ●
444 オカヒジキ Salsola komarovii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
445 カワラアカザ Chenopodium acuminatum var. vachelii ○ ●
446 コアカザ Chenopodium ficifolium △ ○ ○ ● ●
447 シロザ Chenopodium album var. album △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
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448 ハマアカザ Atriplex subcordata ○ ○ ●
449 ハリヒジキ Salsola tragus △ ○ ●
450 ホコガタアカザ Atriplex prostrata △ ○ ○ ○ ● ●
451 スベリヒユ スベリヒユ Portulaca oleracea ○ ○ ● ●
452 アジサイ エゾアジサイ Hydrangea serrata var. yesoensis ○ ● ●
453 ツルアジサイ Hydrangea petiolaris ○ ● ●
454 ノリウツギ Hydrangea paniculata ○ ● ●
455 ミズキ ミズキ Cornus controversa ○ ● ●
456 ツリフネソウ キツリフネ Impatiens noli -tangere ○ ● ●
457 サクラソウ クサレダマ Lysimachia vulgaris var. davurica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
458 コナスビ Lysimachia japonica var. japonica ○ ●
459 コバンコナスビ Lysimachia nummularia △ ○ ●
460 ヤナギトラノオ Lysimachia thyrsiflora ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
461 ハイノキ サワフタギ Symplocos sawafutagi var. sawafutagi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
462 マタタビ サルナシ Actinidia arguta var. arguta ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
463 マタタビ Actinidia polygama ○ ○ ● ● ●
464 ミヤママタタビ Actinidia kolomikta ○ ● ●
465 ツツジ アクシバ Vaccinium japonicum var. japonicum ○ ●
466 イチヤクソウ Pyrola japonica ○ ○ ○ ● ● ●
467 サラサドウダン Enkianthus campanulatus var. campanulatus ○ ●
468 ベニバナイチヤクソウ Pyrola asarifolia subsp. incarnata ○ ○ ● ● ●
469 アカネ アカネムグラ Rubia jesoensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
470 エゾノカワラマツバ Galium verum subsp. asiaticum var. trachycarpum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
471 オオバノヤエムグラ Galium pseudoasprellum var. pseudoasprellum ○ ● ●
472 オククルマムグラ Galium trifloriforme ○ ● ● ●
473 カワラマツバ Galium verum subsp. asiaticum var. asiaticum f. lacteum ○ ● ● ●
474 キクムグラ Galium kikumugura ○ ● ● ●
475 キバナカワラマツバ Galium verum subsp. asiaticum ○ ○ ● ● ● ●
476 クルマバソウ Galium odoratum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
477 チョウセンカワラマツバ Galium verum subsp. asiaticum var. trachycarpum f. album ○ ○ ● ● ●
478 ホソバノヨツバムグラ Galium trifidum var. brevipedunculatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
479 ヤエムグラ Galium spurium var. echinospermon ○ ●
480 ヨツバムグラ Galium trachyspermum var. trachyspermum ○ ● ● ●
481 リンドウ エゾリンドウ Gentiana triflora var. japonica ○ ○ ● ●
482 ツルリンドウ Tripterospermum japonicum var. japonicum ○ ●
483 ホソバツルリンドウ Pterygocalyx volubilis ● ○ ○ ● ● ●
484 キョウチクトウ イケマ Cynanchum caudatum ○ ●
485 ガガイモ Metaplexis japonica ○ ○ ○ ● ●
486 シロバナカモメヅル Vincetoxicum sublanceolatum var. macranthum ○ ○ ○ ● ● ●
487 ヒメツルニチニチソウ Vinca minor △ ○ ○ ● ●
488 ムラサキ スナビキソウ Heliotropium japonicum ○ ○ ●
489 ノハラムラサキ Myosotis arvensis △ ○ ○ ● ●
490 ハマベンケイソウ Mertensia maritima subsp. asiatica ○ ●
491 ヒレハリソウ Symphytum officinale △ ○ ● ●
492 ワスレナグサ Myosotis scorpioides △ ○ ●
493 ヒルガオ アサガオ Ipomoea nil △ ○ ● ●
494 コヒルガオ Calystegia hederacea △ ○ ● ●
495 ネナシカズラ Cuscuta japonica ○ ○ ● ●
496 ハマヒルガオ Calystegia soldanella ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
497 ヒルガオ Calystegia pubescens ○ ○ ○ ○ ● ● ●
498 ヒロハヒルガオ Calystegia sepium subsp. spectabilis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
499 ナス イヌホオズキ Solanum nigrum △ ○ ○ ○ ○ ● ●
500 オオマルバノホロシ Solanum megacarpum ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
501 ケチョウセンアサガオ Datura wrightii △ ○ ● ●
502 ヨウシュチョウセンアサガオ Datura stramonium △ ○ ○ ○ ● ●
503 モクセイ イボタノキ Ligustrum obtusifolium var. obtusifolium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
504 エゾイボタ Ligustrum tschonoskii f. glabrescens ○ ○ ○ ● ● ●
505 ハシドイ Syringa reticulata var. reticulata ○ ● ●
506 ミヤマイボタ Ligustrum tschonoskii var. tschonoskii ○ ○ ○ ● ● ● ●
507 ヤチダモ Fraxinus mandshurica ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
508 オオバコ イソオオバコ Plantago togashii ○ ●
509 ウンラン Linaria japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
510 エゾルリトラノオ Veronica ovata subsp. miyabei ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
511 オオバコ Plantago asiatica var. asiatica ○ ○ ○ ○ ● ● ●
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512 セイヨウオオバコ Plantago major △ ○ ●
513 タチイヌノフグリ Veronica arvensis △ ○ ● ●
514 テリハオオバコ Plantago japonica var. yezomaritima ○ ●
515 トウオオバコ Plantago japonica ○ ●
516 ビロードトラノオ Veronica ovata subsp. miyabei var. villosa ○ ● ● ●
517 ヘラオオバコ Plantago lanceolata △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
518 ゴマノハグサ ビロードモウズイカ Verbascum thapsus △ ○ ○ ○ ○ ● ●
519 アゼナ アゼナ Lindernia procumbens ○ ●
520 タヌキモ イヌタヌキモ Utricularia australis ● ○ ○ ● ● ●
521 コタヌキモ Utricularia intermedia ○ ●
522 タヌキモ Utricularia × japonica ● ○ ● ●
523 シソ イヌゴマ Stachys riederi var. hispidula ○ ○ ○ ○ ● ● ●
524 ウツボグサ Prunella vulgaris subsp. asiatica var. asiatica ○ ○ ●
525 エゾイヌゴマ Stachys riederi var. riederi ○ ○ ● ● ●
526 エゾシロネ Lycopus uniflorus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
527 エゾタツナミソウ Scutellaria pekinensis var. ussuriensis ○ ● ● ●
528 エゾナミキ Scutellaria yezoensis ● ○ ● ●
529 カキドオシ Glechoma hederacea subsp. grandis ○ ●
530 コシロネ Lycopus cavaleriei ○ ○ ● ● ●
531 ジャコウソウ Chelonopsis moschata ○ ●
532 シロネ Lycopus lucidus ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
533 チシマオドリコソウ Galeopsis bifida △ ○ ● ● ●
534 ナガバハッカ Mentha longifolia △ ○ ●
535 ナミキソウ Scutellaria strigillosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
536 ハッカ Mentha canadensis ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
537 ハナハッカ Origanum vulgare △ ○ ●
538 ヒメジソ Mosla dianthera ○ ● ●
539 ヒメシロネ Lycopus maackianus ○ ● ●
540 ヒメナミキ Scutellaria dependens ○ ● ●
541 ミヤマトウバナ Clinopodium micranthum var. sachalinense ○ ●
542 モミジバキセワタ Leonurus cardiaca △ ○ ●
543 ハマウツボ ミヤマママコナ Melampyrum laxum var. nikkoense ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●
544 モチノキ ハイイヌツゲ Ilex crenata var. radicans ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
545 キキョウ サワギキョウ Lobelia sessilifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
546 ツルニンジン Codonopsis lanceolata var. lanceolata ○ ● ● ●
547 キク アカバナエゾノコギリソウ Achillea alpina subsp. pulchra ○ ● ● ●
548 アカミタンポポ Taraxacum laevigatum △ ○ ●
549 アキタブキ Petasites japonicus subsp. giganteus ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
550 アキノキリンソウ Solidago virgaurea subsp. asiatica var. asiatica ○ ●
551 アキノノゲシ Lactuca indica var. indica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
552 アメリカオニアザミ Cirsium vulgare △ ○ ● ●
553 アメリカセンダングサ Bidens frondosa △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
554 イガオナモミ Xanthium orientale subsp. italicum △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
555 イヌカミツレ Tripleurospermum maritimum subsp. inodorum △ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
556 イヌキクイモ Helianthus strumosus △ ○ ○ ○ ● ●
557 イヌヨモギ Artemisia keiskeana ○ ● ●
558 エゾゴマナ Aster glehnii var. glehnii ○ ○ ● ● ●
559 エゾタンポポ Taraxacum venustum ○ ○ ● ● ●
560 エゾノキツネアザミ Cirsium setosum ○ ○ ○ ● ● ●
561 エゾノコギリソウ Achillea ptarmica subsp. macrocephala var. macrocephala ○ ● ● ●
562 エゾノコンギク Aster microcephalus var. yezoensis ○ ● ●
563 エゾヨモギギク Tanacetum vulgare var. boreale ● ○ ● ●
564 オオアキノキリンソウ Solidago virgaurea subsp. gigantea ○ ● ● ●
565 オオアレチノギク Erigeron sumatrensis △ ○ ● ●
566 オオアワダチソウ Solidago gigantea subsp. serotina △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
567 オオハンゴンソウ Rudbeckia laciniata △ ○ ● ●
568 オオブタクサ Ambrosia trifida △ ○ ●
569 オオヨモギ Artemisia montana ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
570 オグルマ Inula britannica subsp. japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
571 オトコヨモギ Artemisia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
572 オニノゲシ Sonchus asper △ ○ ○ ● ● ●
573 カセンソウ Inula salicina var. asiatica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
574 カミツレ Matricaria chamomilla △ ○ ●
575 カワラハハコ Anaphalis margaritacea subsp. yedoensis ○ ● ●
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石狩浜 文献掲載 植物リスト 10/11

7 8 9 12 20 34 39 44 45 56 59 65 66 78 86 砂浜 海岸草原 海岸林 石狩 小樽
重要種

外来種
等

生育環境 地域文献
No. 分類群 科名 種名 学名

576 キクイモ Helianthus tuberosus △ ○ ○ ● ●
577 キバナコウリンタンポポ Pilosella caespitosa △ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
578 ケナシヒメムカシヨモギ Erigeron pusillus △ ○ ● ●
579 コウゾリナ Picris hieracioides subsp. japonica var. japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
580 コウリンタンポポ Pilosella aurantiaca △ ○ ○ ● ● ●
581 コシカギク Matricaria matricarioides △ ○ ○ ● ● ●
582 コスモス Cosmos bipinnatus △ ○ ● ●
583 ゴボウ Arctium lappa △ ○ ●
584 シカギク Tripleurospermum tetragonospermum ○ ● ●
585 シロヨモギ Artemisia stelleriana ○ ○ ○ ● ●
586 セイタカアワダチソウ Solidago altissima △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
587 セイヨウタンポポ Taraxacum officinale △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
588 セイヨウトゲアザミ Cirsium arvense △ ○ ●
589 セイヨウノコギリソウ Achillea millefolium △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
590 タウコギ Bidens tripartita var. tripartita ○ ○ ○ ● ●
591 タカアザミ Cirsium pendulum ○ ● ●
592 チシマアザミ Cirsium kamtschaticum var. kamtschaticum ○ ○ ○ ● ● ● ●
593 テンニンギク Gaillardia pulchella △ ○ ○ ●
594 トゲチシャ Lactuca serriola △ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
595 ナツシロギク Tanacetum parthenium △ ○ ●
596 ニガナ Ixeridium dentatum subsp. dentatum ○ ● ●
597 ネバリノギク Symphyotrichum novae -angliae △ ○ ○ ○ ○ ● ●
598 ノゲシ Sonchus oleraceus ○ ○ ○ ● ● ●
599 ノコギリソウ Achillea alpina var. longiligulata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
600 ノボロギク Senecio vulgaris △ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
601 ハキダメギク Galinsoga quadriradiata △ ○ ●
602 ハチジョウナ Sonchus brachyotus ○ ○ ○ ○ ● ● ●
603 ハナニガナ Ixeridium dentatum subsp. nipponicum var. albiflorum f. amplifolium ○ ● ●
604 ハマオトコヨモギ Artemisia japonica subsp. littoricola ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
605 ハマニガナ Ixeris repens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
606 ハルジオン Erigeron philadelphicus △ ○ ●
607 ハンゴンソウ Senecio cannabifolius var. cannabifolius ○ ○ ○ ○ ● ● ●
608 ヒメジョオン Erigeron annuus △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
609 ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
610 ヒメヨモギ Artemisia lancea △ ○ ●
611 ヒヨドリバナ Eupatorium makinoi var. oppositifolium ○ ○ ● ● ●
612 ブタナ Hypochaeris radicata △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
613 フランスギク Leucanthemum vulgare △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
614 ホソバアキノノゲシ Lactuca indica var. indica f. indivisa ○ ●
615 マルバトゲチシャ Lactuca serriola var. integrifolia △ ○ ●
616 ミヤマアキノキリンソウ Solidago virgaurea subsp. leiocarpa var. leiocarpa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
617 ヤナギタンポポ Hieracium umbellatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
618 ヤネタビラコ Crepis tectorum △ ○ ○ ●
619 ヤマニガナ Lactuca raddeana var. elata ○ ○ ● ● ●
620 ユウゼンギク Symphyotrichum novi -belgii △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
621 ヨツバヒヨドリ Eupatorium glehnii ○ ○ ● ● ●
622 ヨブスマソウ Parasenecio hastatus subsp. orientalis var. orientalis ○ ○ ● ● ● ●
623 ヨモギ Artemisia indica var. maximowiczii △ ○ ○ ● ●
624 ガマズミ エゾニワトコ Sambucus racemosa subsp. kamtschatica ○ ○ ● ● ●
625 ガマズミ Viburnum dilatatum ○ ● ●
626 カンボク Viburnum opulus var. sargentii ○ ● ●
627 ミヤマガマズミ Viburnum wrightii var. wrightii ○ ● ●
628 スイカズラ キンギンボク Lonicera morrowii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
629 ウコギ ウド Aralia cordata ○ ●
630 オオチドメ Hydrocotyle ramiflora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
631 タラノキ Aralia elata ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
632 ハリギリ Kalopanax septemlobus subsp. septemlobus ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
633 セリ アマニュウ Angelica edulis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
634 イワミツバ Aegopodium podagraria △ ○ ○ ● ●
635 ウイキョウ Foeniculum vulgare △ ○ ●
636 エゾニュウ Angelica ursina ○ ● ●
637 エゾノヨロイグサ Angelica sachalinensis var. sachalinensis ○ ● ●
638 オオバセンキュウ Angelica genuflexa ○ ○ ○ ○ ● ● ●
639 オオハナウド Heracleum lanatum subsp. lanatum ○ ○ ○ ● ● ● ●
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石狩浜 文献掲載 植物リスト 11/11

7 8 9 12 20 34 39 44 45 56 59 65 66 78 86 砂浜 海岸草原 海岸林 石狩 小樽
重要種

外来種
等

生育環境 地域文献
No. 分類群 科名 種名 学名

640 カラフトニンジン Conioselinum chinense var. gmelinii ○ ○ ○ ● ● ●
641 カワラボウフウ Peucedanum terebinthaceum ○ ○ ● ● ●
642 シャク Anthriscus sylvestris subsp. sylvestris ○ ● ● ●
643 セリ Oenanthe javanica subsp. javanica ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
644 セントウソウ Chamaele decumbens var. decumbens ○ ● ● ●
645 トウヌマゼリ Sium suave var. suave ○ ○ ●
646 ドクゼリ Cicuta virosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
647 ノラニンジン Daucus carota subsp. carota △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
648 ハマボウフウ Glehnia littoralis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
649 ホタルサイコ Bupleurum longiradiatum var. elatius ○ ● ●
650 マルバトウキ Ligusticum scothicum subsp. hultenii ○ ○ ● ● ●
651 ミツバ Cryptotaenia canadensis subsp. japonica ○ ●
652 ミヤマセンキュウ Conioselinum chinense var. filicinum ○ ●
653 ヤブニンジン Osmorhiza aristata var. aristata ○ ○ ○ ● ● ●

計 - 105科 21種 164種 62種 290種 53種 313種 201種 31種 1種 76種 62種 63種 176種 229種 13種 372種 37種 1種 321種 146種 504種 569種
注1) 種名及び配列は、基本的に「維管束植物和名チェックリストver.1.10（山之内崇志・首藤光太郎・大澤剛士・米倉浩司・加藤将・志賀隆 2022年）」に従った。

注2) 重要種は以下の区分に従った。

　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）

　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物

　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）

　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種

　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）

　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　・北RDB（北海道RDB）：「北海道の希少野生生物  北海道レッドデータブック 2001」 （平成13年、北海道)

　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種

注3) 外来種は以下の区分に従った。

　・外来生物法：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号）

　　　特定：特定外来生物

　・生態系被害：「「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」の公表について」（平成27年、環境省）

　　　※表内は下記項目①～③について「/」で区切りを入れて記載

　　　①由来－国外：国外由来の外来種、国内：国内由来の外来種

　　　②定着段階－総合：総合対策外来種、定着：定着予防外来種、産業：産業管理外来種

　　　③対策優先度－緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、侵入：侵入予防外来種、他：その他の総合対策外来種・その他の定着予防外来種、-：該当なし

　・北海道BL：「北海道の外来種リスト－北海道ブルーリスト2010－」(平成22年、北海道)

　　　国外：原産地が国外である「国外外来種」、国内：原産地が国内(道外)である「国内外来種」、不明：原産地が不明な種

　　　北海道BLランクはカテゴリー区分（対象生物の選定の考え方、A～K）

　・道指定外来：「北海道生物の多様性の保全等に関する条例に基づく指定外来種の指定」(平成27年12月18日施行、北海道)

注4) 亜種、変種及び品種も一種としてカウントした。

注5) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

653種
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石狩浜　文献掲載　鳥類リスト 1/3

4 7 9 12 13 20 44 45 58 59 海岸林
海岸
草原

砂浜 河口 小樽 石狩

1 キジ キジ ウズラ Coturnix japonica ● ● ● ● ● ● ●
2 カモ カモ ツクシガモ Tadorna tadorna ● ● ● ● ●
3 オシドリ Aix galericulata ● ● ● ● ●
4 ヨシガモ Anas falcata ● ● ● ●
5 ヒドリガモ Anas penelope ● ● ● ●
6 マガモ Anas platyrhynchos ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
7 カルガモ Anas zonorhyncha ○ ○ ● ● ● ● ●
8 ハシビロガモ Anas clypeata ○ ● ● ● ● ●
9 オナガガモ Anas acuta ○ ● ● ● ● ●

10 シマアジ Anas querquedula ● ● ● ●
11 トモエガモ Anas formosa ● ● ● ● ●
12 コガモ Anas crecca ○ ○ ● ● ● ● ●
13 ホシハジロ Aythya ferina ○ ● ● ● ● ●
14 キンクロハジロ Aythya fuligula ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
15 スズガモ Aythya marila ○ ● ● ● ● ● ●
16 ホオジロガモ Bucephala clangula ○ ○ ● ● ● ● ● ●
17 ミコアイサ Mergellus albellus ○ ● ● ● ● ●
18 カワアイサ Mergus merganser ○ ○ ● ● ● ● ●
19 カイツブリ カイツブリ カイツブリ Tachybaptus ruficollis ○ ● ● ● ● ●
20 ハト ハト キジバト Streptopelia orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
21 アオバト Treron sieboldii ● ● ● ● ●
22 ペリカン サギ ヨシゴイ Ixobrychus sinensis ● ● ● ● ●
23 オオヨシゴイ Ixobrychus eurhythmus ● ○ ○ ● ●
24 アオサギ Ardea cinerea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●
25 ダイサギ Ardea alba ○ ● ●
26 チュウサギ Egretta intermedia ● ● ● ● ●
27 コサギ Egretta garzetta ● ● ● ●
28 カラシラサギ Egretta eulophotes ● ● ● ● ●
29 ツル クイナ クイナ Rallus aquaticus ● ● ● ●
30 ヒクイナ Porzana fusca ● ● ● ● ●
31 カッコウ カッコウ ツツドリ Cuculus optatus ○ ● ● ● ● ●
32 カッコウ Cuculus canorus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
33 アマツバメ アマツバメ ハリオアマツバメ Hirundapus caudacutus ○ ● ● ● ● ● ●
34 チドリ シギ ヤマシギ Scolopax rusticola ● ● ● ● ● ● ●
35 オオジシギ Gallinago hardwickii ● ○ ● ● ● ● ● ●
36 タシギ Gallinago gallinago ○ ● ● ● ● ●
37 クサシギ Tringa ochropus ● ● ● ●
38 イソシギ Actitis hypoleucos ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●
39 タカ タカ トビ Milvus migrans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●
40 チュウヒ Circus spilonotus ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
41 ハイイロチュウヒ Circus cyaneus ○ ○ ● ●
42 ツミ Accipiter gularis ● ○ ● ●
43 ハイタカ Accipiter nisus ● ○ ● ● ● ● ●
44 オオタカ Accipiter gentilis ● ○ ● ● ● ● ●
45 ノスリ Buteo buteo ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
46 ケアシノスリ Buteo lagopus ○ ○ ○ ● ●
47 フクロウ フクロウ フクロウ Strix uralensis ● ● ● ● ●
48 コミミズク Asio flammeus ○ ○ ● ●
49 ブッポウソウ カワセミ カワセミ Alcedo atthis ● ● ● ● ● ●

環境 地域
No. 目名 科名 和名 学名

文献
重要種

外来種
等
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石狩浜　文献掲載　鳥類リスト 2/3

4 7 9 12 13 20 44 45 58 59 海岸林
海岸
草原

砂浜 河口 小樽 石狩

環境 地域
No. 目名 科名 和名 学名

文献
重要種

外来種
等

50 キツツキ キツツキ アリスイ Jynx torquilla ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
51 コゲラ Dendrocopos kizuki ○ ● ● ● ● ● ●
52 アカゲラ Dendrocopos major ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
53 ヤマゲラ Picus canus ● ● ● ● ●
54 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ Falco tinnunculus ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
55 コチョウゲンボウ Falco columbarius ○ ○ ● ●
56 チゴハヤブサ Falco subbuteo ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
57 ハヤブサ Falco peregrinus ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●
58 スズメ モズ モズ Lanius bucephalus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
59 アカモズ Lanius cristatus ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
60 カラス カケス Garrulus glandarius ○ ○ ● ● ● ● ●
61 ハシボソガラス Corvus corone ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●
62 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●
63 キクイタダキ キクイタダキ Regulus regulus ○ ○ ● ● ● ● ●
64 シジュウカラ ハシブトガラ Poecile palustris ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
65 ヤマガラ Poecile varius ○ ● ● ●
66 ヒガラ Periparus ater ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
67 シジュウカラ Parus minor ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
68 ヒバリ ヒバリ Alauda arvensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
69 ツバメ ツバメ Hirundo rustica ○ ○ ● ● ● ● ● ●
70 ヒヨドリ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
71 ウグイス ウグイス Cettia diphone ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
72 ヤブサメ Urosphena squameiceps ○ ● ● ● ● ●
73 エナガ エナガ Aegithalos caudatus ○ ● ● ● ● ●
74 ムシクイ エゾムシクイ Phylloscopus borealoides ● ● ● ● ●
75 センダイムシクイ Phylloscopus coronatus ○ ● ● ● ●
76 メジロ メジロ Zosterops japonicus ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
77 センニュウ マキノセンニュウ Locustella lanceolata ● ● ● ● ● ● ●
78 シマセンニュウ Locustella ochotensis ● ● ● ● ● ●
79 エゾセンニュウ Locustella fasciolata ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
80 ヨシキリ オオヨシキリ Acrocephalus orientalis ○ ● ● ● ● ● ●
81 コヨシキリ Acrocephalus bistrigiceps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
82 ゴジュウカラ ゴジュウカラ Sitta europaea ○ ○ ○ ● ● ● ●
83 ミソサザイ ミソサザイ Troglodytes troglodytes ○ ○ ● ● ●
84 ムクドリ ムクドリ Spodiopsar cineraceus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
85 コムクドリ Agropsar philippensis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
86 ヒタキ クロツグミ Turdus cardis ○ ● ● ● ● ●
87 マミチャジナイ Turdus obscurus ● ● ● ● ●
88 シロハラ Turdus pallidus ○ ● ●
89 アカハラ Turdus chrysolaus ○ ○ ● ● ● ● ● ●
90 ツグミ Turdus naumanni ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
91 ノゴマ Luscinia calliope ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
92 ジョウビタキ Phoenicurus auroreus ○ ○ ● ● ● ● ●
93 ノビタキ Saxicola torquatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
94 コサメビタキ Muscicapa dauurica ○ ○ ● ● ● ● ●
95 キビタキ Ficedula narcissina ○ ● ● ● ● ●
96 オオルリ Cyanoptila cyanomelana ○ ● ●
97 スズメ ニュウナイスズメ Passer rutilans ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
98 スズメ Passer montanus ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
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石狩浜　文献掲載　鳥類リスト 3/3

4 7 9 12 13 20 44 45 58 59 海岸林
海岸
草原

砂浜 河口 小樽 石狩

環境 地域
No. 目名 科名 和名 学名

文献
重要種

外来種
等

99 セキレイ ハクセキレイ Motacilla alba ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●
100 ビンズイ Anthus hodgsoni ● ● ● ● ●
101 タヒバリ Anthus rubescens ● ● ● ●
102 アトリ カワラヒワ Chloris sinica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
103 マヒワ Carduelis spinus ○ ● ● ● ● ● ●
104 ベニマシコ Uragus sibiricus ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
105 シメ Coccothraustes coccothraustes ○ ○ ● ● ● ● ●
106 ツメナガホオジロ ユキホオジロ Plectrophenax nivalis ○ ○ ○ ● ●
107 ホオジロ ホオジロ Emberiza cioides ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
108 ホオアカ Emberiza fucata ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
109 カシラダカ Emberiza rustica ○ ○ ● ● ● ● ● ●
110 シマアオジ Emberiza aureola ● ● ● ● ● ● ●
111 アオジ Emberiza spodocephala ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
112 オオジュリン Emberiza schoeniclus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
外1 キジ キジ キジ(コウライキジ) Phasianus colchicus △ ○ ○ ● ● ● ● ●
外2 ハト ハト カワラバト(ドバト) Columba livia △ ● ● ● ●
計 17目 38科 114種 20種 2種 52種 16種 46種 65種 1種 35種 19種 22種 30種 101種 76種 96種 8種 82種 105種 111種

注1) 本リストは、主に海岸林と林縁部の草原及び池を利用または利用する可能性の高い種のみを抽出し、海上、海岸の砂浜、上空を通過するものは除外した。
注2) 種名及び配列は、基本的に「日本鳥学会編 2012 「日本鳥類目録　改定第7版」」に従った。
注3) 重要種は以下の区分に従った。
　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）
　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物
　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）
　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種
　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）
　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
　・北RDB：「北海道レッドリスト【鳥類編】改訂版（2017年）」（平成29年、北海道）
　　　Cr：絶滅危惧ⅠA種、En：絶滅危惧ⅠB種、Vu：絶滅危惧Ⅱ種、Nt：準絶滅危惧種、N：留意種、Dd：情報不足、Lp：地域個体群
注4) 外来種は以下の区分に従った。
　・外来生物法：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号）
　　　特定：特定外来生物
　・生態系被害：「「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」の公表について」（平成27年、環境省）
　　　※表内は下記項目①～③について「/」で区切りを入れて記載
　　　①由来－国外：国外由来の外来種、国内：国内由来の外来種
　　　②定着段階－総合：総合対策外来種、定着：定着予防外来種、産業：産業管理外来種
　　　③対策優先度－緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、侵入：侵入予防外来種、他：その他の総合対策外来種・その他の定着予防外来種、-：該当なし
　・北BL2010：「北海道の外来種リスト－北海道ブルーリスト2010－」(平成22年、北海道)
　　　国外：原産地が国外である「国外外来種」、国内：原産地が国内(道外)である「国内外来種」、不明：原産地が不明な種
　　　北海道BLランクはカテゴリー区分（対象生物の選定の考え方、A～K）
　・道指定外来：「北海道生物の多様性の保全等に関する条例に基づく指定外来種の指定」(平成27年12月18日施行、北海道)
注5) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。
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Ⅰ-3.文献掲載 哺乳類リスト 
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石狩浜　文献掲載　哺乳類リスト 1/1

1 モグラ目(食虫目) トガリネズミ バイカルトガリネズミ Sorex caecutiens ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
2 オオアシトガリネズミ Sorex unguiculatus ○ ○ ○ ● ● ● ●
3 コウモリ目(翼手目) ヒナコウモリ ウスリドーベントンコウモリ Myotis petax ussuriensis ● ○ ● ●

- ヒナコウモリ科の一種 Vespertilionidae Gen. et sp. ○ ○ ● ● ● ●
- コウモリ目の一種 Chiroptera Fam. Gen. et sp. ○ ● ● ●
4 ネズミ目(齧歯目) ネズミ エゾヤチネズミ Craseomys rufocanus bedfordiae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
5 ミカドネズミ Myodes rutilus mikado ○ ● ● ●
6 カラフトアカネズミ Apodemus peninsulae giliacus ● ○ ● ● ●
7 エゾアカネズミ Apodemus speciosus ainu ○ ○ ○ ● ● ● ●
8 ヒメネズミ Apodemus argenteus ○ ● ● ●
9 ドブネズミ Rattus norvegicus △ ○ ● ●

- クマネズミ属の一種 Rattus sp. ○ ●
- ネズミ科の一種 Muridae Gen. et sp. ○ ○ ● ● ●
10 リス エゾリス Sciurus vulgaris orientis ○ ○ ● ● ●
11 エゾシマリス Tamias sibiricus lineatus ● ○ ○ ● ● ●
16 ウサギ目(兎目) ウサギ エゾユキウサギ Lepus timidus ainu ○ ○ ○ ● ● ● ●
17 ネコ目(食肉目) イヌ キタキツネ Vulpes vulpes schrencki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
18 エゾタヌキ Nyctereutes procyonoides albus ○ ●
19 イタチ イイズナ Mustela nivalis ○ ● ●
20 エゾクロテン Martes zibellina brachyura ● ○ ● ●
21 ミンク Neovison vison △ ○ ●
- イタチ科の一種 Mustelidae Gen. et sp. ○ ○ ● ● ●
22 アザラシ アザラシ科の一種 Phocidae Gen. et sp. ○ ●
23 ウシ目(偶蹄目) シカ エゾシカ Cervus nippon yesoensis ○ ○ ○ ● ● ● ●
計 6目 9科 19種 4種 2種 3種 12種 11種 6種 2種 11種 16種 16種 1種 12種 1種 11種

注1) 種名及び配列は、基本的に「【種・亜種目録】北海道の哺乳類（北海道 2016年）」に従った。

注2) 重要種は以下の区分に従った。

　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）

　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物

　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）

　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種

　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）

　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　・北RDB：「北海道レッドリスト【哺乳類編】改訂版（2016年）」（平成28年、北海道）

　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種

注3) 外来種は以下の区分に従った。

　・外来生物法：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号）

　　　特定：特定外来生物

　・生態系被害：「「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」の公表について」（平成27年、環境省）

　　　※表内は下記項目①～③について「/」で区切りを入れて記載

　　　①由来－国外：国外由来の外来種、国内：国内由来の外来種

　　　②定着段階－総合：総合対策外来種、定着：定着予防外来種、産業：産業管理外来種

　　　③対策優先度－緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、侵入：侵入予防外来種、他：その他の総合対策外来種・その他の定着予防外来種、-：該当なし

　・北BL2010：「北海道の外来種リスト－北海道ブルーリスト2010－」(平成22年、北海道)

　　　国外：原産地が国外である「国外外来種」、国内：原産地が国内(道外)である「国内外来種」、不明：原産地が不明な種

　　　北海道BLランクはカテゴリー区分（対象生物の選定の考え方、A～K）

　・道指定外来：「北海道生物の多様性の保全等に関する条例に基づく指定外来種の指定」(平成27年12月18日施行、北海道)
注4) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

No.
小樽 砂浜

海岸
草原

海岸林及び
海岸草原59

文献番号

海岸
林

7
外来種

等
重要種

小樽

地域･環境

12 20 44 45
学名目名 科名 種名
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Ⅰ-4.文献掲載 両生類・爬虫類リスト 
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石狩浜　文献掲載　両生類・爬虫類リスト 1/1

1 無尾目 ヒキガエル アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus △ ○ ○ ● ●
2 アマガエル ニホンアマガエル Dryophytes japonicus ○ ○ ○ ○ ● ● ●
3 アカガエル エゾアカガエル Rana pirica ○ ○ ○ ● ● ●
4 有鱗目 トカゲ ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
5 カナヘビ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides ○ ○ ● ● ●
6 ナミヘビ シマヘビ Elaphe quadrivirgata ○ ○ ● ● ●
7 アオダイショウ Elaphe climacophora ○ ● ●

計 2目 6科 7種 7種 0種 1種 1種 6種 4種 1種 3種 2種 3種 0種 5種 1種 7種 6種
注1) 種名及び配列は、基本的に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト　令和5年度生物リスト（国土技術政策総合研究所 2023年）」に従った。

注2) 重要種は以下の区分に従った。

　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）

　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物

　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）

　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種

　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）

　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　・北RDB：「北海道レッドリスト【両生類・爬虫類編】改訂版（2015年）」（平成27年、北海道）

　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種

注3) 外来種は以下の区分に従った。

　・外来生物法：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号）

　　　特定：特定外来生物

　・生態系被害：「「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」の公表について」（平成27年、環境省）

　　　※表内は下記項目①～③について「/」で区切りを入れて記載

　　　①由来－国外：国外由来の外来種、国内：国内由来の外来種

　　　②定着段階－総合：総合対策外来種、定着：定着予防外来種、産業：産業管理外来種

　　　③対策優先度－緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、侵入：侵入予防外来種、他：その他の総合対策外来種・その他の定着予防外来種、-：該当なし

　・北BL2010：「北海道の外来種リスト－北海道ブルーリスト2010－」(平成22年、北海道)

　　　国外：原産地が国外である「国外外来種」、国内：原産地が国内(道外)である「国内外来種」、不明：原産地が不明な種

　　　北海道BLランクはカテゴリー区分（対象生物の選定の考え方、A～K）

　・道指定外来：「北海道生物の多様性の保全等に関する条例に基づく指定外来種の指定」(平成27年12月18日施行、北海道)

注4) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

No.
7 12 20 33 44 45 59

文献番号

石狩 小樽砂浜
海岸
草原

海岸
林

地域生育環境
外来種

等
目名 科名 種名 学名 重要種
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Ⅰ-5.文献掲載 クモ類・昆虫類リスト 
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石狩浜　文献掲載　クモ類・昆虫類リスト 1/24

1 クモ目 ヒメグモ ヤホシヒメグモ Chrysso octomaculata ○ ● ●
2 サラグモ チビクロマルハラカタグモ Ceratinella brevipes ○ ● ●
3 ハナサラグモ Floronia exornata ○ ● ●
4 ズキンヌカグモ Gongylidioides cucullatus ○ ● ●
5 マルコブヌカグモ Okhotigone sounkyoensis ○ ● ●
6 スソグロサラグモ Ostearius melanopygius ○ ● ●
7 サカズキサラグモ Tallusia experta ○ ● ●
8 オオサカアカムネグモ Ummeliata osakaensis ○ ● ●
9 サラグモ科の一種 Linyphiidae Gen. et sp. ○ ● ●

10 アシナガグモ ミドリアシナガグモ Tetragnatha pinicola ○ ● ●
11 コガネグモ ヤエンオニグモ Araneus macacus ○ ● ●
12 アカオニグモ Araneus pinguis ○ ● ●
13 カラオニグモ Araneus tsurusakii ○ ● ●
14 オニグモ Araneus ventricosus ○ ● ●
15 ムツボシオニグモ Araniella yaginumai ○ ● ●
16 ボネコガネグモダマシ Larinia bonneti ○ ● ●
17 ドヨウオニグモ Neoscona adianta ○ ● ●
18 コゲチャオニグモ Neoscona punctigera ○ ● ●
19 コモリグモ ハタチコモリグモ Alopecosa moriutii ○ ● ●
20 スジコモリグモ Alopecosa virgata ○ ● ●
21 カワベコモリグモ Arctosa kawabe ○ ● ●
22 イソコモリグモ Lycosa ishikariana ● ○ ● ●
23 イナダハリゲコモリグモ Pardosa agraria ○ ● ●
24 ウヅキコモリグモ Pardosa astrigera ○ ● ●
25 ヤマハリゲコモリグモ Pardosa brevivulva ○ ● ●
26 ヒメコモリグモ Pardosa herbosa ○ ● ●
27 ハリゲコモリグモ Pardosa laura ○ ● ●
28 キクヅキコモリグモ Pardosa pseudoannulata ○ ● ●
29 キシベコモリグモ Pardosa yaginumai ○ ● ●
30 Pardosa 属の一種 Pardosa sp. ○ ● ●
31 ハテコモリグモ Pirata sp. ○ ● ●
32 クラークコモリグモ Pirata clercki ○ ● ●
33 チビコモリグモ Pirata procurvus ○ ● ●
34 コガタコモリグモ Pirata tanakai ○ ● ●
35 ナミコモリグモ Pirata yaginumai ○ ● ●
36 アシグロコモリグモ Pirata yesoensis ○ ● ●
37 ヒノマルコモリグモ Tricca japonica ○ ● ●
38 タイリクコモリグモ Trochosa robusta ○ ● ●
39 アライトコモリグモ Trochosa ruricola ○ ● ●
40 モリコモリグモ Xerolycosa nemoralis ○ ● ●
41 コモリグモ科の一種 Lycosidae Gen. et sp. ○ ● ●
42 タナグモ コクサグモ Allagelena opulenta ○ ● ●
43 ウエムラグモ イタチグモ Itatsina praticola ○ ● ●
44 タイリクウラシマグモ Phrurolithus festivus ○ ● ●
45 ヤバネウラシマグモ Phrurolithus pennatus ○ ● ●
46 Phrurolithus 属の一種 Phrurolithus sp. ○ ● ●
47 フクログモ アカスジコマチグモ Chiracanthium erraticum ○ ● ●
48 ヤマトコマチグモ Chiracanthium lascivum ○ ● ●
49 エゾフクログモ Clubiona ezoensis ○ ● ●
50 ヤマトフクログモ Clubiona japonica ○ ● ●
51 ハマキフクログモ Clubiona japonicola ○ ● ●
52 ヤハズフクログモ Clubiona jucunda ○ ● ●
53 ヒメフクログモ Clubiona kurilensis ○ ● ●
54 クリイロフクログモ Clubiona riparia ○ ● ●
55 サッポロフクログモ Clubiona sapporensis ○ ● ●
56 ムナアカフクログモ Clubiona vigil ○ ● ●
57 Clubiona 属の一種 Clubiona sp. ○ ● ●
58 ワシグモ マユミテオノグモ Callilepis nocturna ○ ● ●
59 トラフワシグモ Drassodes serratidens ○ ● ●
60 メキリグモ Gnaphosa kompirensis ○ ● ●
61 トカチハイタカグモ Haplodrassus mayumiae ○ ● ●
62 ハイタカグモ Haplodrassus pugnans ○ ● ●
63 ヤマトツヤグモ Micaria japonica ○ ● ●
64 チビケムリグモ Zelotes exiguus ○ ● ●
65 ワシグモ科の一種 Gnaphosidae Gen. et sp. ○ ● ●
66 ミヤマシボグモ シボグモモドキ Zora spinimana ○ ● ●
67 エビグモ コガネエビグモ Philodromus aureolus ○ ● ●
68 スジシャコグモ Tibellus oblongus ○ ● ●
69 カニグモ コハナグモ Diaea subdola ○ ● ●
70 ハナグモ Ebrechtella tricuspidata ○ ● ●
71 ワカバグモ Oxytate striatipes ○ ● ●
72 カニグモ Xysticus audax ○ ● ●
73 ヤミイロカニグモ Xysticus croceus ○ ● ●
74 チュウカカニグモ Xysticus ephippiatus ○ ● ●
75 チシマカニグモ Xysticus kurilensis ○ ● ●
76 ゾウシキカニグモ Xysticus saganus ○ ● ●
77 Xysticus 属の一種 Xysticus sp. ○ ● ●
78 ハエトリグモ ヤマジハエトリ Asianellus festivus ○ ● ●
79 ウスリーハエトリ Heliophanus ussuricus ○ ● ●
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80 ヤハズハエトリ Mendoza elongata ○ ● ●
81 キタヤハズハエトリ Mendoza ibarakiensis ○ ● ●
82 タイリクアリグモ Myrmarachne formicaria ○ ● ●
83 マガネアサヒハエトリ Phintella arenicolor ○ ● ●
84 キレワハエトリ Sibianor pullus ○ ● ●
85 ハエトリグモ科の一種 Salticidae Gen. et sp. ○ ● ●
86 カゲロウ目(蜉蝣目) マダラカゲロウ アカマダラカゲロウ Teloganopsis punctisetae ○ ● ●
87 トンボ目(蜻蛉目) アオイトトンボ エゾアオイトトンボ Lestes dryas ○ ○ ○ ● ● ●
88 アオイトトンボ Lestes sponsa ○ ○ ● ●
89 オツネントンボ Sympecma paedisca ○ ○ ○ ● ●
90 イトトンボ キタイトトンボ Coenagrion ecornutum ○ ○ ○ ● ●
91 エゾイトトンボ Coenagrion lanceolatum ○ ○ ● ●
92 ルリイトトンボ Enallagma circulatum ○ ○ ○ ● ●
93 アジアイトトンボ Ischnura asiatica ○ ○ ○ ○ ● ● ●
94 マンシュウイトトンボ Ischnura elegans elegans ● ○ ○ ●
95 クロイトトンボ Paracercion calamorum calamorum ○ ○ ○ ● ● ●
96 セスジイトトンボ Paracercion hieroglyphicum ● ○ ○ ○ ○ ● ●
97 オオイトトンボ Paracercion sieboldii ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●
98 ヤンマ オオルリボシヤンマ Aeshna crenata ○ ○ ○ ● ● ●
99 マダラヤンマ Aeshna mixta soneharai ● ○ ○ ○ ○ ● ●

100 ギンヤンマ Anax parthenope julius ○ ○ ○ ● ●
101 ヤンマ科の一種 Aeschnidae Gen. et sp. ○ ● ●
102 サナエトンボ ホンサナエ Shaogomphus postocularis ○ ●
103 エゾトンボ オオトラフトンボ Epitheca bimaculata sibirica ○ ○ ●
104 タカネトンボ Somatochlora uchidai ○ ●
105 トンボ ヨツボシトンボ Libellula quadrimaculata asahinai ○ ○ ○ ● ●
106 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ○ ○ ○ ● ● ●
107 シオヤトンボ Orthetrum japonicum ○ ○ ● ●
108 ウスバキトンボ Pantala flavescens ○ ○ ○ ● ● ●
109 コノシメトンボ Sympetrum baccha matutinum ○ ● ●
110 オナガアカネ Sympetrum cordulegaster ○ ●
111 ナツアカネ Sympetrum darwinianum ● ○ ○ ● ●
112 マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum ○ ●
113 エゾアカネ Sympetrum flaveolum flaveolum ● ○ ● ●
114 アキアカネ Sympetrum frequens ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
115 ノシメトンボ Sympetrum infuscatum ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
116 ヒメリスアカネ Sympetrum risi yosico ● ○ ○ ○ ● ● ●
117 タイリクアカネ Sympetrum striolatum imitoides ○ ○ ○ ● ●
118 ハサミムシ目(革翅目) マルムネハサミムシ ハマベハサミムシ Anisolabis maritima ○ ○ ● ● ●
119 クロハサミムシ ミジンハサミムシ Labia minor ○ ● ●
120 クギヌキハサミムシ コブハサミムシ Anechura harmandi ○ ● ●
121 キバネハサミムシ Forficula mikado ○ ○ ● ● ●
122 クギヌキハサミムシ Forficula scudderii ○ ○ ● ● ●
123 オオハサミムシ オオハサミムシ Labidura riparia ○ ○ ○ ● ● ● ●
124 カジリムシ目(咀顎目) ホソチャタテ ホソチャタテ Stenopsocus aphidiformis ○ ● ●
125 チャタテ ムツテンチャタテ Trichadenotecnum sexpunctatum ○ ● ●
126 オオスジチャタテ Psococerastis kurokiana ○ ● ●
127 リンゴチャタテ Psococerastis mali ○ ● ●
128 バッタ目(直翅目) カマドウマ マダラカマドウマ Diestrammena japonica ○ ● ●
129 ツユムシ エゾツユムシ Kuwayamaea sapporensis ○ ○ ● ● ●
130 ツユムシ Phaneroptera falcata ○ ○ ○ ● ● ● ●
131 キリギリス コバネヒメギス Chizuella bonneti ○ ○ ● ● ●
132 ウスイロササキリ Conocephalus chinensis ○ ○ ○ ● ● ● ●
133 キタササキリ Conocephalus fuscus ○ ● ● ●
134 コバネササキリモドキ Cosmetura fenestrata ○ ● ●
135 ハネナガキリギリス Gampsocleis ussuriensis ○ ○ ○ ● ● ● ●
136 ヒメクサキリ Ruspolia dubia ○ ○ ● ● ●
137 ケラ ケラ Gryllotalpa orientalis ○ ○ ● ● ●
138 マツムシ カンタン Oecanthus longicauda ○ ○ ○ ● ● ● ●
139 コオロギ エンマコオロギ Teleogryllus emma ○ ● ●
140 エゾエンマコオロギ北海道亜種 Teleogryllus yezoemma yezoemma ○ ○ ● ● ●
141 ヒバリモドキ マダラスズ Dianemobius nigrofasciatus ○ ○ ● ● ●
142 シバスズ Polionemobius mikado ○ ○ ● ● ●
143 ヤチスズ Pteronemobius ohmachii ○ ○ ● ● ●
144 エゾスズ Pteronemobius yezoensis ○ ○ ● ● ●
145 バッタ ヒナバッタ Glyptobothrus maritimus maritimus ○ ○ ○ ● ● ● ●
146 トノサマバッタ Locusta migratoria ○ ○ ○ ● ● ● ●
147 イナゴモドキ Mecostethus parapleurus ○ ● ●
148 クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis ○ ○ ● ● ●
149 ヒロバネヒナバッタ Stenobothrus fumatus ○ ● ●
150 ツマグロバッタ Stethophyma magister ○ ● ● ●
151 イナゴ ハネナガフキバッタ Ognevia longipennis ○ ● ● ●
152 ミカドフキバッタ Parapodisma mikado ○ ● ●
153 サッポロフキバッタ Podisma sapporensis sapporensis ○ ● ● ●
154 ヒシバッタ ハラヒシバッタ Tetrix japonica ○ ○ ○ ● ● ● ●
155 カメムシ目(半翅目) ヒシウンカ キガシラヒシウンカ Kuvera flaviceps ○ ● ●
156 ヒシウンカ Pentastiridius apicalis ○ ● ● ●
157 ウンカ ヨシウンカ Chloriona japonica ○ ● ●
158 タテヤマヨシウンカ Chloriona tateyamana ○ ○ ●
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159 ヒゲブトウンカ Delphax maritimus ○ ● ●
160 フタスジオオウンカ Epunka bilineata ● ○ ○ ● ● ● ●
161 ナガラガワウンカ Garaga nagaragawana ○ ● ●
162 ヒメトビウンカ Laodelphax stratellus ○ ○ ● ● ●
163 トビイロウンカ Nilaparvata lugens ○ ● ●
164 ホソミドリウンカ Saccharosydne procerus ○ ●
165 セジロウンカ Sogatella furcifera ○ ● ●
166 エゾナガウンカ Stenocranus matsumurai ○ ● ● ●
167 タマガワナガウンカ Stenocranus tamagawanus ○ ○ ● ● ●
168 サッポロトビウンカ Unkanodes sapporonus ○ ●
169 タデキジラミ オビキジラミ Aphalara fasciata ○ ● ●
170 キジラミ グミキジラミ Cacopsylla elaeagni ○ ○ ● ● ●
171 カエデキジラミ Cacopsylla japonica ○ ● ●
172 ハンノキジラミ Psylla alni ○ ○ ● ● ●
173 セミ コエゾゼミ Auritibicen bihamatus ○ ○ ● ● ●
174 エゾゼミ Auritibicen japonicus ○ ○ ○ ● ● ● ●
175 エゾハルゼミ Yezoterpnosia nigricosta ○ ● ●
176 ツノゼミ ツノゼミ Butragulus flavipes ○ ○ ● ● ●
177 トビイロツノゼミ Machaerotypus sibiricus ○ ○ ○ ● ● ●
178 モジツノゼミ Tsunozemia paradoxa ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
179 アワフキムシ トドマツホソアワフキ Aphilaenus abieti ○ ●
180 シロオビアワフキ Aphrophora intermedia ○ ● ●
181 イシダアワフキ Aphrophora ishidae ○ ●
182 モンキアワフキ Aphrophora major ○ ○ ○ ● ● ● ●
183 ハマベアワフキ Aphrophora maritima ○ ○ ○ ● ● ●
184 マエキアワフキ Aphrophora pectoralis ○ ○ ○ ● ● ●
185 クロスジアワフキ Aphrophora vittata ○ ● ●
186 オオアワフキ Aphropsis galloisi ○ ● ●
187 マルアワフキ Lepyronia coleoptrata ○ ○ ○ ● ● ●
188 ホソアワフキ Philaenus spumarius ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
189 クロフアワフキ Sinophora submacula ○ ● ● ●
190 コガシラアワフキムシ コガシラアワフキ Eoscarta assimilis ○ ○ ● ●
191 ヨコバイ トバヨコバイ Alobaldia tobae ○ ● ●
192 フタテンヒメヨコバイ Arboridia apicalis ○ ● ●
193 ミドリヒメヨコバイ族の一種 Empoascini Gen. et sp. ○ ● ●
194 モンキズキンヨコバイ Balcanocerus mali ○ ● ●
195 アオズキンヨコバイ Batracomorphus mundus ○ ● ●
196 オオヨコバイ Cicadella viridis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
197 ヨツモンヨコバイ Cicadula quadrinotata ○ ●
198 オナガトガリヨコバイ Doratulina producta ○ ● ●
199 ブチミャクヨコバイ Drabescus nigrifemoratus ○ ○ ● ●
200 ヒイロヒメヨコバイ Empoa punicea ○ ● ●
201 マエジロイチモンジヨコバイ Handianus limbifer ○ ○ ○ ● ● ●
202 ヒシモンヨコバイ Hishimonus sellatus ○ ○ ● ●
203 カエデズキンヨコバイ Idiocerus ishiyamae ○ ○ ● ● ●
204 イタヤトガリヨコバイ Japananus aceri ○ ● ●
205 ミスジトガリヨコバイ Japananus hyalinus ○ ● ●
206 マエジロオオヨコバイ Kolla atramentaria ○ ●
207 ミドリヒロヨコバイ Laburrus similis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
208 キマダラヒロヨコバイ Limotettix flavopictus ○ ○ ● ● ●
209 イチモンジヨコバイ Limotettix intricans ○ ●
210 ヨツテンウスバヨコバイ Macrosteles quadrimaculatus ○ ● ●
211 ヒメフタテンウスバヨコバイ Macrosteles striifrons ○ ● ●
212 イネマダラヨコバイ Maiestas oryzae ○ ● ●
213 チャイロヨコバイ Matsumurella praesul ○ ○ ○ ● ● ●
214 ムナグロズキンヨコバイ Metidiocerus rutilans ○ ● ●
215 オビヒメヨコバイ Naratettix zonatus ○ ● ●
216 リンゴマダラヨコバイ Orientus ishidae ○ ○ ● ● ●
217 ウスグロクワキヨコバイ Pagaronia aurantia ○ ●
218 ヒトツメヨコバイ Phlogotettix cyclops ○ ○ ● ●
219 クロサジヨコバイ Planaphrodes nigricans ○ ○ ● ● ●
220 クロサジヨコバイ Planaphrodes nigricans ○ ●
221 ズキンヨコバイ Podulmorinus vitticollis ○ ● ●
222 スナヨコバイ Psammotettix kurilensis ● ○ ○ ○ ● ● ●
223 マダラヨコバイ Psammotettix striatus ○ ○ ● ● ●
224 シラホシスカシヨコバイ Scaphoideus festivus ○ ● ●
225 セグロアオズキンヨコバイ Trocnadella suturalis ○ ○ ● ● ●
226 ヨコバイ科の一種 Cicadellidae Gen. et sp. ○ ● ●
227 サシガメ ハネナシサシガメ Coranus dilatatus ○ ○ ○ ● ● ● ●
228 セスジアシナガサシガメ Gardena brevicollis ○ ●
229 クロモンサシガメ Peirates turpis ○ ○ ● ● ●
230 ホソサシガメ Pygolampis bidentata ○ ●
231 グンバイムシ ミヤマグンバイ Derephysia foliacea ○ ●
232 ハナカメムシ ヤサハナカメムシ Amphiareus obscuriceps ○ ○ ● ● ●
233 キモンクロハナカメムシ Anthocoris miyamotoi ○ ●
234 コヒメハナカメムシ Orius minutus ○ ●
235 ツヤヒメハナカメムシ Orius nagaii ○ ●
236 カスミカメムシ ウスモンカスミカメ Adelphocoris demissus ○ ○ ● ●
237 ウスアカカスミカメ Adelphocoris piceosetosus ○ ● ●
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238 キエリフタモンカスミカメ Adelphocoris reichelii ○ ●
239 ナカグロカスミカメ Adelphocoris suturalis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
240 キアシクロカスミカメ Adelphocoris tenebrosus ○ ○ ○ ● ● ●
241 ブチヒゲクロカスミカメ Adelphocoris triannulatus ○ ● ● ●
242 フタモンカスミカメ Adelphocoris variabilis ○ ● ●
243 フタモンアカカスミカメ Apolygus hilaris ○ ● ●
244 コアオカスミカメ Apolygus lucorum ○ ○ ○ ● ● ●
245 モモアカハギカスミカメ Apolygus roseofemoralis ○ ● ●
246 ツマグロアオカスミカメ Apolygus spinolae ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
247 ツマグロハギカスミカメ Apolygus subpulchellus ○ ○ ● ●
248 キアシカラフトカスミカメ Capsus wagneri ○ ●
249 カシワカスミカメ Castanopsides potanini ○ ○ ● ● ●
250 ニレオオホソカスミカメ Cyllecoris nakanishii ○ ● ●
251 ナラオオホソカスミカメ Cyllecoris vicarius ○ ● ●
252 ムモンウスバツヤカスミカメ Deraeocoris pallidicornis ○ ● ●
253 ケブカキベリナガカスミカメ Dryophilocoris miyamotoi ○ ○ ○ ● ● ●
254 シラゲヨモギカスミカメ Europiella artemisiae ○ ○ ○ ● ● ●
255 ウスイロホソカスミカメ Europiella miyamotoi ○ ● ●
256 メンガタカスミカメ Eurystylus coelestialium ○ ● ●
257 ハナアカカスミカメ Lygocorides rubronasutus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
258 Lygocoris idoneus Lygocoris idoneus ○ ● ●
259 ツヤミドリカスミカメ Lygocoris pabulinoides ○ ● ●
260 ナガミドリカスミカメ Lygocoris pabulinus ○ ● ●
261 マキバカスミカメ Lygus rugulipennis ○ ○ ○ ● ● ● ●
262 ミドリホソナガカスミカメ Megaloceroea recticornis ○ ● ●
263 ヒメウスミドリカスミカメ Neolygus hoberlandti ○ ○ ● ●
264 オオチャイロカスミカメ Orientomiris tricolor ○ ○ ● ●
265 クロマルカスミカメ Orthocephalus funestus ○ ○ ○ ● ● ●
266 モンキマキバカスミカメ Orthops scutellatus ○ ● ●
267 オオセダカマルカスミカメ Pachylygus nigrescens ○ ● ●
268 アシアカクロカスミカメ Philostephanus rubripes ○ ● ●
269 トビマダラカスミカメ Phytocoris nowickyi ○ ○ ● ●
270 ウスモンオオマダラカスミカメ Phytocoris pallidicollis ○ ● ●
271 ヨモギヒョウタンカスミカメ Pilophorus okamotoi ○ ●
272 ヒョウタンカスミカメ Pilophorus setulosus ○ ○ ○ ● ● ●
273 キクカスミカメ Plagiognathus chrysanthemi ○ ○ ○ ● ● ●
274 エゾキボシカスミカメ Polymerus brevicornis ○ ○ ○ ● ● ● ●
275 オビカスミカメ Polymerus unifasciatus ○ ○ ○ ● ● ●
276 クロツヤトビカスミカメ Psallus aterrimus ○ ○ ● ● ●
277 アカツヤトビカスミカメ Psallus cinnabarinus ○ ●
278 カシワトビカスミカメ Psallus tonnaichanus ○ ● ●
279 ニレノキトビカスミカメ Psallus ulmi ○ ● ●
280 フタトゲムギカスミカメ Stenodema calcarata ○ ○ ● ● ●
281 フタスジカスミカメ Stenotus binotatus ○ ○ ○ ● ● ●
282 ミドリヨシカスミカメ Teratocoris depressus ○ ○ ●
283 セスジヨシカスミカメ Teratocoris ussuriensis ○ ○ ●
284 イネホソミドリカスミカメ Trigonotylus caelestialium ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
285 ムギカスミカメ族の一種 Stenodemini Gen. et sp. ○ ○ ○ ● ● ● ●
286 マキバサシガメ ハラビロマキバサシガメ Himacerus apterus ○ ○ ○ ● ● ●
287 クロマキバサシガメ Himacerus dauricus ○ ●
288 エゾマキバサシガメ Nabis reuteri ○ ●
289 ハネナガマキバサシガメ Nabis stenoferus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
290 オオナガマキバサシガメ Nabis ussuriensis ○ ○ ●
291 アシブトマキバサシガメ Prostemma hilgendorfii ○ ○ ○ ● ● ●
292 ツマグロマキバサシガメ Stenonabis extremus ● ○ ○ ●
293 ホシカメムシ フタモンホシカメムシ Pyrrhocoris sibiricus ○ ○ ● ●
294 クロホシカメムシ Pyrrhocoris sinuaticollis ○ ○ ● ●
295 ホソヘリカメムシ キベリヘリカメムシ Megalotomus costalis ○ ○ ○ ● ● ● ●
296 ヒメクモヘリカメムシ Paraplesius unicolor ○ ○ ○ ● ● ●
297 ヘリカメムシ ヒメトゲヘリカメムシ Coriomeris scabricornis ○ ○ ○ ● ● ● ●
298 オオツマキヘリカメムシ Hygia lativentris ○ ○ ○ ● ● ●
299 キバラヘリカメムシ Plinachtus bicoloripes ○ ○ ● ● ●
300 ヒメヘリカメムシ ブチヒメヘリカメムシ Stictopleurus punctatonervosus ○ ○ ○ ● ● ●
301 ナガカメムシ オオヒメヒラタナガカメムシ Cymus glandicolor ○ ● ●
302 ニッポンコバネナガカメムシ Dimorphopterus japonicus ○ ● ●
303 コバネナガカメムシ Dimorphopterus pallipes ○ ○ ● ● ●
304 エゾコバネナガカメムシ Dimorphopterus spinolae ○ ○ ● ●
305 クロツヤオオメナガカメムシ Geocoris itonis ○ ● ●
306 ヒメオオメナガカメムシ Geocoris proteus ○ ○ ○ ● ● ● ●
307 オオメナガカメムシ Geocoris varius ○ ● ●
308 キベリヒョウタンナガカメムシ Horridipamera lateralis ○ ○ ● ●
309 ウスイロヒラタナガカメムシ Kleidocerys resedae ○ ○ ○ ● ● ●
310 マダラナガカメムシ Lygaeus equestris ○ ● ●
311 ホソコバネナガカメムシ Macropes obnubilus ○ ●
312 エチゴヒメナガカメムシ Nysius expressus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
313 ヒメナガカメムシ Nysius plebeius ○ ●
314 ヒラタヒョウタンナガカメムシ Pachybrachius luridus ○ ○ ● ● ●
315 ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata ○ ○ ○ ● ● ●
316 シロヘリナガカメムシ Panaorus japonicus ○ ○ ○ ● ● ●
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317 チャモンナガカメムシ Paradieuches dissimilis ○ ○ ● ●
318 チビナガカメムシ Stigmatonotum rufipes ○ ○ ○ ● ● ●
319 コバネヒョウタンナガカメムシ Togo hemipterus ○ ● ●
320 ツノカメムシ セアカツノカメムシ Acanthosoma denticaudum ○ ○ ● ● ●
321 ハサミツノカメムシ Acanthosoma labiduroides ○ ○ ○ ● ● ●
322 ベニモンツノカメムシ Elasmostethus humeralis ○ ● ●
323 セグロベニモンツノカメムシ Elasmostethus interstinctus ○ ●
324 ヒメツノカメムシ Elasmucha putoni ○ ●
325 ツチカメムシ ヒメクロツチカメムシ Geotomus convexus ○ ○ ○ ● ● ●
326 ツチカメムシ Macroscytus japonensis ○ ● ●
327 マルツチカメムシ Microporus nigrita ○ ○ ○ ● ● ●
328 カメムシ ウズラカメムシ Aelia fieberi ○ ○ ● ● ●
329 チャイロクチブトカメムシ Arma custos ○ ○ ● ●
330 ムラサキカメムシ Carpocoris purpureipennis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
331 アオクチブトカメムシ Dinorhynchus dybowskyi ○ ○ ● ●
332 ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
333 ナガメ Eurydema rugosa ○ ●
334 オオトゲシラホシカメムシ Eysarcoris lewisi ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
335 アカスジカメムシ Graphosoma rubrolineatum ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
336 クサギカメムシ Halyomorpha halys ○ ● ●
337 トホシカメムシ Lelia decempunctata ○ ○ ○ ● ● ●
338 スコットカメムシ Menida disjecta ○ ○ ● ● ●
339 エゾアオカメムシ Palomena angulosa ○ ● ●
340 ツノアオカメムシ Pentatoma japonica ○ ● ●
341 アシアカカメムシ Pentatoma rufipes ○ ● ●
342 オオクチブトカメムシ Picromerus bidens ○ ○ ● ● ●
343 クチブトカメムシ Picromerus lewisi ○ ● ●
344 アカアシクチブトカメムシ Pinthaeus sanguinipes ○ ● ●
345 チャバネアオカメムシ Plautia stali ○ ○ ● ●
346 クヌギカメムシ ヨツモンカメムシ Urochela quadrinotata ○ ● ●
347 サジクヌギカメムシ Urostylis striicornis ○ ○ ○ ● ● ●
348 アメンボ アメンボ Aquarius paludum paludum ○ ○ ○ ● ● ●
349 エゾコセアカアメンボ Gerris yezoensis ○ ●
350 ババアメンボ Gerris babai ● ○ ○ ○ ● ●
351 ヒメアメンボ Gerris latiabdominis ○ ○ ● ●
352 ミズカメムシ ムモンミズカメムシ Mesovelia miyamotoi ○ ○ ●
353 カタビロアメンボ マダラケシカタビロアメンボ Microvelia reticulata ○ ●
354 ミズギワカメムシ オオミズギワカメムシ Salda kiritshenkoi ● ○ ○ ●
355 シロヘリミズギワカメムシ Saldula opacula ○ ○ ● ● ●
356 ウスイロミズギワカメムシ Saldula pallipes ○ ●
357 ヒメウスイロミズギワカメムシ Saldula palustris ○ ● ●
358 ミズギワカメムシ Saldula saltatoria ○ ●
359 ミズムシ ミズムシ Hesperocorixa distanti distanti ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
360 アサヒナコミズムシ Sigara maikoensis ○ ●
361 ハラグロコミズムシ Sigara nigroventralis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
362 コミズムシ Sigara substriata ○ ○ ● ● ●
363 コオイムシ コオイムシ Appasus japonicus ● ○ ● ●
364 オオコオイムシ Appasus major ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●
365 タイコウチ ミズカマキリ Ranatra chinensis ○ ○ ● ●
366 ヒメミズカマキリ Ranatra unicolor ○ ○ ○ ○ ● ● ●
367 マツモムシ マツモムシ Notonecta triguttata ○ ○ ● ●
368 アミメカゲロウ目(網翅目) ヒロバカゲロウ ヒロバカゲロウ Lysmus harmandinus ○ ● ● ●
369 ヒメカゲロウ ミヤマヒメカゲロウ Hemerobius humulinus ○ ● ● ●
370 ヤマトヒメカゲロウ Hemerobius japonicus ○ ● ●
371 クサカゲロウ クモンクサカゲロウ Chrysopa formosa ○ ○ ● ● ●
372 クサカゲロウ Chrysopa intima ○ ○ ● ● ●
373 ヨツボシクサカゲロウ Chrysopa pallens ○ ○ ○ ● ● ● ●
374 エゾクサカゲロウ Chrysopa sapporensis ○ ● ●
375 ヤマトクサカゲロウ Chrysoperla nipponensis ○ ○ ● ● ●
376 フタモンクサカゲロウ Pseudomallada formosanus ○ ● ●
377 ムモンクサカゲロウ Chrysotropia ciliata ○ ● ●
378 クサカゲロウ科の一種 Chrysopidae Gen. et sp. ○ ● ●
379 ウスバカゲロウ クロコウスバカゲロウ Myrmeleon bore ○ ● ●
380 コウスバカゲロウ Myrmeleon formicarius ○ ● ● ●
381 オオウスバカゲロウ Synclisis japonica ● ○ ● ● ●
382 シリアゲムシ目(長翅目) シリアゲムシ プライアシリアゲ Panorpa pryeri ○ ○ ● ● ●
383 トビケラ目(毛翅目) ムネカクトビケラ ムネカクトビケラ Ecnomus tenellus ○ ● ●
384 シマトビケラ ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia ○ ● ●
385 ヒゲナガカワトビケラ ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ○ ● ●
386 ヒメトビケラ チャイナヒメトビケラ Hydroptila chinensis ○ ● ●
387 オグラヒメトビケラ Hydroptila oguranis ○ ● ●
388 ニンギョウトビケラ ニンギョウトビケラ Goera japonica ○ ● ●
389 ヒゲナガトビケラ ゴマダラヒゲナガトビケラ Oecetis nigropunctata ○ ○ ● ● ●
390 エグリトビケラ クロズエグリトビケラ Lenarchus fuscostramineus ○ ● ●
391 ニセウスバキトビケラ Limnephilus alienus ○ ● ●
392 セグロトビケラ Limnephilus fuscovittatus ○ ○ ● ● ●
393 ニッポンウスバキトビケラ Limnephilus nipponicus ○ ● ●
394 エグリトビケラ Nemotaulius admorsus ○ ● ● ●
395 トビケラ ウンモントビケラ Agrypnia sordida ○ ● ● ●
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396 ムラサキトビケラ Eubasilissa regina ○ ● ●
397 マルバネトビケラ マルバネトビケラ Phryganopsyche latipennis ○ ● ●
398 チョウ目(鱗翅目) ツヤコガ アジサイツヤコガ Antispila hydrangifoliella ○ ● ● ●
399 マガリガ クロツヤマガリガ Paraclemensia incerta ○ ● ● ●
400 ヒロズコガ コクガ Nemapogon granella ○ ● ● ●
401 アトキヒロズコガ Monopis flavidorsalis ○ ● ● ●
402 クロスジイガ Niditinea striolella ○ ● ● ●
403 ウスグロイガ Niditinea tugurialis ○ ● ● ●
404 イガ Tinea translucens △ ○ ● ● ●
405 コイガ Tineola bisselliella ○ ● ● ●
406 クロスジツマオレガ Erechthias atririvis ○ ● ● ●
407 ウスモンツマオレガ Erechthias sphenoschista ○ ● ● ●
408 モトキメンコガ Opogona thiadelpha ○ ● ● ●
409 スガ ホソスガ Euhyponomeutoides trachydeltus ○ ● ●
410 マンネングサヒメスガ Swammerdamia sedella ○ ● ●
411 ホソバコスガ Xyrosaris lichneuta ○ ● ●
412 モトキスガ Yponomeuta bipunctellus ○ ● ●
413 リンゴスガ Yponomeuta orientalis ○ ○ ● ● ●
414 オオボシオオスガ Yponomeuta polystictus ○ ● ●
415 クチブサガ ギンスジクチブサガ Ypsolopha albistriata ○ ● ●
416 メノコクチブサガ Ypsolopha amoenella ○ ● ●
417 ウスイロクチブサガ Ypsolopha parenthesella ○ ● ●
418 コナガ コナガ Plutella xylostella ○ ● ● ●
419 ホソハマキモドキガ キモンホソハマキモドキ Glyphipterix japonicella ○ ● ●
420 ヒルガオハモグリガ ヒルガオハモグリガ Bedellia somnulentella ○ ● ● ●
421 ヒラタマルハキバガ クロカギヒラタマルハキバガ Agonopterix l -nigrum ○ ● ● ●
422 マエジロヒラタマルハキバガ Depressaria taciturna ○ ● ●
423 ツツミノガ カンバマエジロツツミノガ Coleophora milvipennis ○ ● ● ●
424 カラマツツツミノガ Coleophora obducta △ ○ ● ● ●
425 シモフリツツミノガ Coleophora vestianella ○ ● ● ●
426 ネマルハキバガ シロジネマルハキバガ Hypatopa montivaga ○ ● ● ●
427 ウスオビネマルハキバガ Neoblastobasis decolor ○ ● ● ●
428 カザリバガ サッポロカザリバ Cosmopterix sapporensis ○ ● ● ●
429 キバガ ミツコブキバガ Psoricoptera gibbosella ○ ● ● ●
430 ゴマフキイロキバガ Pseudotelphusa acrobrunella ○ ● ●
431 ナラクロオビキバガ Pseudotelphusa incognitella ○ ● ● ●
432 セジロチビキバガ Agnippe syrictis ○ ● ● ●
433 クルミシントメキバガ Polyhymno trapezoidella ○ ● ● ●
434 ウスヅマスジキバガ Dichomeris japonicella ○ ● ● ●
435 フジフサキバガ Dichomeris oceanis ○ ● ●
436 クロクモシロキバガ Encolapta tegulifera ○ ● ● ●
437 ハイイロマダラノコメキバガ Faristenia furtumella ○ ● ●
438 イモキバガ Helcystogramma triannulella ○ ○ ● ● ●
439 チビガ ナシチビガ Bucculatrix pyrivorella ○ ● ● ●
440 ホソガ ギンスジホソガ Aristaea issikii ○ ● ● ●
441 ヤマハハコホソガ Leucospilapteryx anaphalidis ○ ● ● ●
442 マツノカワホソガ Spulerina corticicola ○ ● ● ●
443 ハマキガ ウンモンキハマキ Acleris aurichalcana ○ ○ ● ● ●
444 ネウスハマキ Acleris conchyloides ○ ● ●
445 トサカハマキ Acleris cristana ○ ● ●
446 ツツジハマキ Acleris laterana ○ ● ● ●
447 ネグロハマキ Acleris nigriradix ○ ● ● ●
448 ギンボシトビハマキ Spatalistis christophana ○ ○ ● ● ●
449 フトハスジホソハマキ Cochylidia contumescens ○ ● ●
450 ハスジチビホソハマキ Cochylidia heydeniana ○ ● ●
451 ナカハスジベニホソハマキ Cochylidia subroseana ○ ● ● ●
452 クサビホソハマキ Cochylimorpha jaculana ○ ○ ● ● ●
453 フタオビホソハマキ Eupoecilia citrinana ○ ○ ● ● ● ●
454 ヨモギオオホソハマキ Phtheochroides clandestina ○ ● ● ●
455 ホソバハイイロハマキ Cnephasia stephensiana stolidana ○ ● ●
456 ギンムジハマキ Eana argentana ○ ● ●
457 ボカシハマキ Eulia ministrana ○ ● ● ●
458 テングハマキ Sparganothis pilleriana ○ ● ● ●
459 コアトキハマキ Archips betulana betulana ○ ● ● ●
460 リンゴモンハマキ Archips breviplicana ○ ○ ○ ● ● ● ●
461 ミダレカクモンハマキ Archips fuscocupreana ○ ○ ● ● ●
462 カクモンハマキ Archips xylosteana ○ ● ●
463 ウスキカクモンハマキ Choristoneura lafauryana ○ ● ●
464 アトボシハマキ Choristoneura longicellana ○ ● ●
465 トビモンコハマキ Diplocalyptis congruentana ○ ● ● ●
466 コホソスジハマキ Neocalyptis angustilineata ○ ● ● ●
467 フタモンコハマキ Neocalyptis liratana ○ ● ● ●
468 ウストビハマキ Pandemis chlorograpta ○ ● ●
469 アカトビハマキ Pandemis cinnamomeana ○ ● ● ●
470 ウスアミメトビハマキ Pandemis corylana ○ ● ●
471 トビハマキ Pandemis heparana ○ ○ ● ● ●
472 アミメキハマキ Ptycholoma imitator ○ ● ●
473 オオギンスジハマキ Ptycholoma lecheana circumclusana ○ ● ●
474 カラマツイトヒキハマキ Ptycholomoides aeriferana △ ○ ● ● ●
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475 イグサヒメハマキ Bactra furfurana ○ ● ●
476 クロマダラシンムシガ Endothenia nigricostana ○ ● ● ●
477 ネホシウスツマヒメハマキ Apotomis basipunctana ○ ● ●
478 ヤナギツマジロヒメハマキ Apotomis capreana ○ ● ● ●
479 ナカグロツマジロヒメハマキ Apotomis jucundana ○ ● ●
480 グミウスツマヒメハマキ Apotomis lacteifascies ○ ● ● ●
481 ウスクリイロヒメハマキ Celypha cespitana ○ ● ●
482 シロモンヒメハマキ Hedya dimidiana ○ ● ●
483 オオサザナミヒメハマキ Hedya inornata ○ ● ● ●
484 シラフオオヒメハマキ Hedya vicinana ○ ○ ● ● ●
485 コケキオビヒメハマキ Olethreutes aurofasciana ○ ● ● ●
486 クローバヒメハマキ Olethreutes doubledayana ○ ● ● ●
487 イヌエンジュヒメハマキ Olethreutes ineptana ○ ● ● ●
488 クワヒメハマキ Olethreutes mori ○ ● ●
489 ツマキオオヒメハマキ Pseudohedya cincinna ○ ● ●
490 ドロヒメハマキ Pseudosciaphila branderiana ○ ● ● ●
491 ヤナギサザナミヒメハマキ Saliciphaga acharis ○ ○ ● ● ● ●
492 オオヤナギサザナミヒメハマキ Saliciphaga caesia ○ ○ ○ ● ● ● ●
493 セモンカギバヒメハマキ Ancylis mandarinana ○ ● ●
494 ギンボシキヒメハマキ Enarmonia major ○ ● ● ●
495 コナミスジキヒメハマキ Tetramoera flammeata ○ ● ● ●
496 ヨモギネムシガ Epiblema foenella ○ ○ ● ● ●
497 プライヤヒメハマキ Epiblema pryerana ○ ● ● ●
498 ギンスジアカチャヒメハマキ北海道亜種 Epiblema quinquefasciana quinquefasciana ○ ● ●
499 ミツシロモンヒメハマキ Epinotia contrariana ○ ● ● ●
500 ハナウドモグリガ Epinotia majorana ○ ●
501 ヤナギメムシガ Epinotia nisella ○ ● ● ●
502 セクロモンヒメハマキ Epinotia rasdolnyana ○ ● ●
503 ニレマダラヒメハマキ Epinotia signatana ○ ○ ● ● ●
504 ハンノメムシガ Epinotia tenerana ussurica ○ ● ●
505 ニレコヒメハマキ Epinotia ulmicola ○ ● ● ●
506 ニセモンシロスソモンヒメハマキ Eucosma campoliliana ○ ● ● ●
507 マエグロスソモンヒメハマキ Eucosma obumbratana ○ ● ●
508 コヤナギヒメハマキ Gypsonoma bifasciata ○ ● ●
509 ネグロヒメハマキ Gypsonoma dealbana ○ ○ ○ ● ● ● ●
510 クロネハイイロヒメハマキ Rhopobota naevana ○ ○ ● ● ●
511 リンゴシロヒメハマキ Spilonota ocellana ○ ● ● ●
512 モトアカヒメハマキ Spilonota semirufana ○ ○ ● ● ●
513 シロヒメシンクイ Spilonota sp. ○ ● ●
514 ノギクメムシガ Thiodia dahurica ○ ● ● ●
515 ハシドイヒメハマキ Zeiraphera corpulentana ○ ● ●
516 シロマルモンヒメハマキ Zeiraphera demutata ○ ● ● ●
517 ミドリモンヒメハマキ Zeiraphera subcorticana ○ ● ●
518 ミドリヒメハマキ Zeiraphera virinea ○ ○ ● ● ●
519 サンカクモンヒメハマキ Cydia glandicolana ○ ● ● ●
520 ハマキガ科の一種 Tortricidae Gen. et sp. ○ ● ●
521 ハマキモドキガ イラクサハマキモドキ Anthophila fabriciana ○ ● ●
522 ボクトウガ ゴマフボクトウ Zeuzera multistrigata leuconota ○ ● ● ●
523 イラガ ムラサキイラガ Austrapoda dentata ○ ● ●
524 ウストビイラガ Ceratonema sericeum ○ ● ●
525 クロフテングイラガ Microleon longipalpis ○ ● ●
526 イラガ Monema flavescens ○ ○ ● ● ● ●
527 ナシイラガ Narosoideus flavidorsalis ○ ● ●
528 セセリチョウ キバネセセリ Burara aquilina aquilina ○ ○ ○ ● ● ●
529 ギンイチモンジセセリ Leptalina unicolor ● ○ ○ ○ ● ● ● ●
530 コキマダラセセリ Ochlodes venatus venatus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
531 イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ○ ● ●
532 オオチャバネセセリ Polytremis pellucida pellucida ○ ○ ● ● ●
533 コチャバネセセリ Praethoressa varia ○ ○ ○ ● ● ●
534 シジミチョウ ミズイロオナガシジミ Antigius attilia attilia ○ ○ ○ ● ● ●
535 ウスイロオナガシジミ Antigius butleri butleri ○ ○ ● ● ●
536 オナガシジミ Araragi enthea enthea ○ ●
537 ウラゴマダラシジミ Artopoetes pryeri pryeri ○ ●
538 コツバメ Callophrys ferrea ferrea ○ ●
539 ルリシジミ Celastrina argiolus ladonides ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
540 スギタニルリシジミ北海道亜種 Celastrina sugitanii ainonica ○ ●
541 アイノミドリシジミ Chrysozephyrus brillantinus ○ ○ ○ ● ● ●
542 メスアカミドリシジミ Chrysozephyrus smaragdinus smaragdinus ○ ○ ● ● ●
543 ツバメシジミ Everes argiades argiades ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
544 エゾミドリシジミ Favonius jezoensis ○ ○ ● ● ●
545 オオミドリシジミ Favonius orientalis ○ ○ ○ ● ● ●
546 ウラジロミドリシジミ Favonius saphirinus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
547 ジョウザンミドリシジミ Favonius taxila taxila ○ ○ ○ ● ● ●
548 ハヤシミドリシジミ Favonius ultramarinus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
549 カラスシジミ Fixsenia w -album fentoni ○ ●
550 カバイロシジミ Glaucopsyche lycormas lycormas ● ○ ○ ○ ● ● ● ●
551 アカシジミ Japonica lutea lutea ○ ● ● ●
552 キタアカシジミ北日本亜種 Japonica onoi onoi ● ○ ○ ● ● ●
553 ベニシジミ Lycaena phlaeas chinensis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
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554 ミドリシジミ Neozephyrus japonicus japonicus ○ ●
555 ゴマシジミ北海道・東北亜種 Phengaris teleius ogumae ● ○ ● ●
556 ヒメシジミ北海道亜種 Plebejus argus pseudaegon ○ ○ ● ● ●
557 トラフシジミ Rapala arata ○ ○ ● ● ●
558 ジョウザンシジミ Scolitantides orion jezoensis ○ ●
559 ムモンアカシジミ Shirozua jonasi ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
560 ゴイシシジミ Taraka hamada hamada ○ ○ ● ● ●
561 ウラミスジシジミ Wagimo signatus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
562 タテハチョウ コムラサキ Apatura metis substituta ○ ○ ○ ● ● ●
563 サカハチチョウ Araschnia burejana burejana ○ ●
564 アカマダラ Araschnia levana obscura ○ ○ ● ● ●
565 ミドリヒョウモン Argynnis paphia tsushimana ○ ○ ○ ● ● ●
566 ウラギンスジヒョウモン Argyronome laodice japonica ● ○ ○ ● ● ●
567 オオウラギンスジヒョウモン Argyronome ruslana ○ ○ ● ● ●
568 コヒョウモン北海道亜種 Brenthis ino mashuensis ○ ●
569 メスグロヒョウモン Damora sagana liane ○ ● ●
570 ウラギンヒョウモン Fabriciana adippe pallescens ○ ● ●
571 クジャクチョウ Inachis io geisha ○ ● ●
572 ルリタテハ本土亜種 Kaniska canace nojaponicum ○ ●
573 クロヒカゲ本土亜種 Lethe diana diana ○ ○ ○ ● ● ●
574 イチモンジチョウ Limenitis camilla japonica ○ ● ● ●
575 ジャノメチョウ Minois dryas bipunctata ○ ○ ○ ● ● ● ●
576 ヤマキマダラヒカゲ本土亜種 Neope niphonica niphonica ○ ○ ● ● ●
577 コミスジ北海道亜種 Neptis sappho yessonensis ○ ● ● ●
578 キベリタテハ Nymphalis antiopa ○ ●
579 ギンボシヒョウモン北海道亜種 Speyeria aglaja basalis ○ ● ● ●
580 ヒメアカタテハ Vanessa cardui ○ ○ ● ● ●
581 アカタテハ Vanessa indica indica ○ ● ● ●
582 ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus argus ○ ○ ○ ● ● ●
583 ヒメキマダラヒカゲ Zophoessa callipteris ○ ○ ● ● ●
584 タテハチョウ科の一種 Nymphalidae Gen. et sp. ○ ● ●
585 アゲハチョウ カラスアゲハ本土亜種 Papilio dehaanii dehaanii ○ ○ ○ ● ● ● ●
586 ミヤマカラスアゲハ Papilio maackii ○ ●
587 キアゲハ Papilio machaon hippocrates ○ ○ ● ● ● ●
588 オナガアゲハ Papilio macilentus macilentus ○ ●
589 アゲハ Papilio xuthus ○ ●
590 ヒメウスバシロチョウ Parnassius stubbendorfii hoenei ○ ●
591 シロチョウ ツマキチョウ本土亜種 Anthocharis scolymus scolymus ○ ●
592 エゾシロチョウ Aporia crataegi adherbal ○ ○ ● ● ●
593 モンキチョウ Colias erate poliographa ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
594 エゾヒメシロチョウ Leptidea morsei morsei ○ ●
595 オオモンシロチョウ Pieris brassicae brassicae △ ○ ○ ● ● ●
596 エゾスジグロシロチョウ Pieris dulcinea tomariana ○ ○ ● ● ● ●
597 スジグロシロチョウ Pieris melete ○ ● ● ●
598 モンシロチョウ Pieris rapae crucivora ○ ○ ○ ● ● ● ●
599 ツトガ ハラナガキマダラノメイガ Analthes maculalis ○ ● ● ●
600 ツトガ Ancylolomia japonica ○ ○ ● ● ●
601 サツマツトガ Calamotropha okanoi ○ ● ● ●
602 シロツトガ Calamotropha paludella purella ○ ● ●
603 ヨシツトガ Chilo luteellus ○ ● ●
604 カバイロツトガ Chilo phragmitellus ○ ● ●
605 ニカメイガ Chilo suppressalis △ ○ ○ ● ● ●
606 ツマスジツトガ Chrysoteuchia culmella ussuriella ○ ○ ● ● ●
607 テンスジツトガ Chrysoteuchia distinctella ○ ○ ○ ● ● ● ●
608 ウスキバネツトガ Chrysoteuchia pseudodiplogramma ○ ● ●
609 キホソノメイガ北海道亜種 Circobotys heterogenalis onumalis ○ ● ● ●
610 カギバノメイガ Circobotys nycterina ○ ● ●
611 コブノメイガ Cnaphalocrocis medinalis ○ ○ ○ ● ● ● ●
612 シロスジツトガ Crambus argyrophorus ○ ● ●
613 ギンスジツトガ Crambus humidellus ○ ● ● ●
614 ウスギンツトガ Crambus perlellus kirinellus ○ ○ ○ ● ● ● ●
615 シロアヤヒメノメイガ Diasemia reticularis ○ ● ●
616 マダラミズメイガ Elophila interruptalis interruptalis ○ ○ ● ● ●
617 ヒメマダラミズメイガ Elophila turbata ○ ● ●
618 ウスベニニセノメイガ Evergestis extimalis ○ ● ●
619 クロスジツトガ Flavocrambus striatellus ○ ● ●
620 スカシノメイガ Glyphodes pryeri ○ ● ● ●
621 トビヘリキノメイガ Goniorhynchus clausalis ○ ● ●
622 モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosale zelleri ○ ● ● ●
623 ミツテンノメイガ Mabra charonialis ○ ● ●
624 マメノメイガ Maruca vitrata ○ ○ ● ● ●
625 チビツトガ Microchilo inouei ○ ● ●
626 シロテンキノメイガ Nacoleia commixta ○ ○ ● ● ●
627 コヨツメノメイガ Nagiella inferior ○ ● ●
628 クロフタオビツトガ Neopediasia mixtalis ○ ○ ○ ● ● ● ●
629 ホシオビホソノメイガ Nomis albopedalis ○ ● ● ●
630 ワモンノメイガ Nomophila noctuella ○ ● ●
631 シロアシクロノメイガ Omiodes tristrialis ○ ○ ● ● ●
632 アワノメイガ Ostrinia furnacalis ○ ● ● ●
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633 フキノメイガ Ostrinia zaguliaevi ○ ● ● ●
634 マエアカスカシノメイガ Palpita nigropunctalis ○ ○ ○ ● ● ● ●
635 ウスオビキノメイガ Paratalanta jessica ○ ● ● ●
636 ナガハマツトガ Platytes ornatella ○ ○ ● ● ●
637 オオキバラノメイガ Pleuroptya harutai ○ ● ●
638 キムジノメイガ Prodasycnemis inornata ○ ● ● ●
639 クロオビノメイガ Pycnarmon pantherata ○ ● ● ●
640 ウチベニキノメイガ Pyrausta tithonialis ○ ● ●
641 クロフキオオメイガ Schoenobius sasakii ○ ● ● ●
642 ムモンシロオオメイガ Scirpophaga praelata ○ ● ●
643 ニセムモンシロオオメイガ Scirpophaga xanthopygata ○ ● ● ●
644 トウホクヤマメイガ Scoparia tohokuensis ○ ● ● ●
645 クロミャクノメイガ Sitochroa verticalis ○ ○ ● ● ●
646 シロオビノメイガ Spoladea recurvalis ○ ○ ○ ● ● ● ●
647 ウスマルモンノメイガ Udea lugubralis ○ ● ●
648 コマルモンノメイガ Udea montensis ○ ● ●
649 チャモンノメイガ Udea stigmatalis stigmatalis ○ ● ●
650 ウドノメイガ Udonomeiga vicinalis ○ ● ● ●
651 キノメイガ Uresiphita flavalis ○ ● ●
652 ウスチャオビキノメイガ Yezobotys dissimilis ○ ● ●
653 ツトガ科の一種 Crambidae Gen. et sp. ○ ● ●
654 メイガ ウスアカマダラメイガ Acrobasis encaustella ○ ● ● ●
655 ヒメトビネマダラメイガ Acrobasis rufilimbalis ○ ● ● ●
656 フタテンツヅリガ Aphomia sapozhnikovi ○ ● ● ●
657 マエジロクロマダラメイガ Assara funerella ○ ● ● ●
658 ウスアカモンクロマダラメイガ Ceroprepes ophthalmicella ○ ● ●
659 ウスアカネマダラメイガ Ceroprepes patriciella ○ ● ● ●
660 マエジロホソメイガ Emmalocera venosella ○ ● ● ●
661 オオウスベニトガリメイガ Endotricha icelusalis ○ ● ● ●
662 キモントガリメイガ Endotricha kuznetzovi ○ ● ●
663 イタヤマダラメイガ Etielloides curvellus ○ ● ●
664 ウススジクロマダラメイガ Euzophera fumatella ○ ● ● ●
665 コフタグロマダラメイガ Furcata pseudodichromella ○ ● ●
666 オオツヅリガ Melissoblaptes zelleri ○ ● ● ●
667 シモフリマダラメイガ Oncocera faecella ○ ● ●
668 アカマダラメイガ Oncocera semirubella ○ ○ ○ ● ● ● ●
669 ネアオフトメイガ Orthaga onerata ○ ● ●
670 フタスジシマメイガ Orthopygia glaucinalis ○ ● ● ●
671 ツマキシマメイガ Orthopygia placens ○ ● ● ●
672 オオマエジロホソメイガ Paraemmalocera gensanalis ○ ● ● ●
673 トビスジマダラメイガ Patagoniodes nipponellus ○ ○ ● ● ●
674 オオクシヒゲシマメイガ Sacada fasciata ○ ● ● ●
675 オオフトメイガ Salma amica ○ ● ● ●
676 ナカアオフトメイガ Salma elegans ○ ● ●
677 ヒメアカマダラメイガ Sciota adelphella ○ ○ ● ● ●
678 マエモンシマメイガ Tegulifera bicoloralis ○ ● ● ●
679 マドガ ハスオビマドガ Pyrinioides aureus ○ ● ● ●
680 カギバガ ムラサキトガリバ Epipsestis ornata ○ ● ●
681 ウスベニアヤトガリバ Habrosyne dieckmanni ○ ● ● ●
682 ギンモントガリバ Parapsestis argenteopicta argenteopicta ○ ● ● ●
683 オオバトガリバ Tethea ampliata ampliata ○ ● ●
684 モントガリバ Thyatira batis ○ ● ● ●
685 シャクガ クロマダラエダシャク Abraxas fulvobasalis ○ ○ ○ ● ● ● ●
686 ヒトスジマダラエダシャク Abraxas latifasciata ○ ● ●
687 ヒメマダラエダシャク Abraxas niphonibia ○ ● ● ●
688 キタマダラエダシャク Abraxas sylvata microtate ○ ● ●
689 チズモンアオシャク Agathia carissima carissima ○ ○ ● ● ●
690 ウスイロオオエダシャク Amraica superans superans ○ ● ●
691 ミスジコナフエダシャク Cabera insulata ○ ● ● ●
692 コスジシロエダシャク Cabera purus ○ ● ● ●
693 ソトシロオビエダシャク Calicha ornataria ○ ● ●
694 ムツテンナミシャク Catarhoe yokohamae ○ ● ● ●
695 アトボシエダシャク Cepphis advenaria ○ ○ ● ● ●
696 ギンスジエダシャク Chariaspilates formosaria ○ ○ ● ● ● ●
697 ヒメアミメエダシャク北海道亜種 Chiasmia clathrata kurilata ○ ○ ○ ● ● ● ●
698 クロスジアオナミシャク Chloroclystis v -ata ○ ● ● ●
699 ルリモンエダシャク Cleora insolita ○ ● ●
700 ウスイロトビスジナミシャク Costaconvexa caespitaria ○ ● ●
701 アカアシアオシャク Culpinia diffusa ○ ● ● ●
702 ソトキナミシャク Ecliptopera pryeri ○ ● ● ●
703 オオハガタナミシャク Ecliptopera umbrosaria umbrosaria ○ ○ ● ● ●
704 フトフタオビエダシャク Ectropis crepuscularia ○ ● ●
705 ツマキリエダシャク Endropiodes abjecta abjecta ○ ● ● ●
706 キリバエダシャク Ennomos nephotropa ○ ● ●
707 フタシロスジナミシャク Epirrhoe supergressa supergressa ○ ○ ● ● ●
708 ヨコジマナミシャク Eulithis convergenata ○ ● ● ●
709 ハコベナミシャク Euphyia cineraria ○ ● ● ●
710 クロテンカバナミシャク Eupithecia emanata ○ ● ●
711 ヤスジカバナミシャク Eupithecia mandschurica japonica ○ ● ● ●
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712 アザミカバナミシャク Eupithecia virgaureata invisa ○ ● ●
713 キベリシロナミシャク Gandaritis placida ○ ● ●
714 ツマキシロナミシャク Gandaritis whitelyi whitelyi ○ ● ● ●
715 カギシロスジアオシャク Geometra dieckmanni ○ ○ ● ● ●
716 シロオビアオシャク Geometra sponsaria ○ ● ● ●
717 キバラヒメアオシャク Hemithea aestivaria ○ ● ● ●
718 チビヒメナミシャク Hydrelia shioyana ○ ● ●
719 フトオビエダシャク Hypomecis crassestrigata ○ ●
720 ヨスジキヒメシャク Idaea auricruda ○ ● ● ●
721 ウスキヒメシャク Idaea biselata ○ ○ ● ● ●
722 クロテントビヒメシャク Idaea foedata ○ ○ ● ● ● ●
723 キヒメシャク Idaea nudaria infuscaria ○ ● ● ●
724 ホソスジキヒメシャク Idaea remissa ○ ● ● ●
725 ヒメアオシャク Idiochlora takahashii ○ ● ●
726 シロオビヒメエダシャク Lomaspilis opis opis ○ ● ●
727 クロズウスキエダシャク Lomographa simplicior simplicior ○ ● ● ●
728 シャンハイオエダシャク Macaria shanghaisaria ○ ○ ○ ● ● ● ●
729 ヒメカバスジナミシャク Martania saxea ○ ● ●
730 ハルタウスクモエダシャク Menophra harutai ○ ● ● ●
731 ウスクモエダシャク Menophra senilis ○ ● ● ●
732 クロミスジシロエダシャク Myrteta angelica angelica ○ ● ●
733 トビスジヒメナミシャク Orthonama obstipata ○ ● ●
734 シロツバメエダシャク Ourapteryx maculicaudaria ○ ● ● ●
735 ウスキオエダシャク Oxymacaria normata proximaria ○ ● ●
736 シダエダシャク Petrophora chlorosata ○ ● ●
737 ネグロウスベニナミシャク Photoscotosia atrostrigata ○ ● ●
738 トビネオオエダシャク Phthonosema invenustaria invenustaria ○ ● ●
739 ウラナミヒメシャク Scopula corrivalaria eccletica ○ ● ● ●
740 ハスジトガリヒメシャク Scopula ichinosawana ichinosawana ○ ● ● ●
741 モントビヒメシャク Scopula modicaria ○ ● ●
742 ウンモンオオシロヒメシャク Somatina indicataria morata ○ ● ● ●
743 ミスジシロエダシャク Taeniophila unio ○ ● ● ●
744 ベニスジヒメシャク Timandra recompta prouti ○ ○ ○ ● ● ● ●
745 ホソバナミシャク Tyloptera bella bella ○ ○ ● ● ● ●
746 ヨスジナミシャク Xanthorhoe quadrifasciata ignobilis ○ ● ●
747 キマダラツマキリエダシャク Zanclidia testacea ○ ●
748 シャクガ科の一種 Geometridae Gen. et sp. ○ ● ●
749 カイコガ クワコ Bombyx mandarina ○ ○ ○ ● ● ● ●
750 オビガ オビガ Apha aequalis ○ ○ ● ● ●
751 カレハガ ツガカレハ Dendrolimus superans ○ ● ● ●
752 ヨシカレハ Euthrix potatoria bergmani ○ ○ ○ ● ● ● ●
753 オビカレハ Malacosoma neustrium testacea ○ ● ●
754 ヤママユガ クスサン本土亜種 Rinaca japonica japonica ○ ● ●
755 スズメガ ハネナガブドウスズメ Acosmeryx naga ○ ● ●
756 エビガラスズメ Agrius convolvuli ○ ○ ● ● ●
757 アジアホソバスズメ Ambulyx sericeipennis ○ ●
758 サザナミスズメ Dolbina tancrei ○ ● ● ●
759 イブキスズメ Hyles gallii ○ ● ●
760 ノコギリスズメ Laothoe amurensis amurensis ○ ● ● ●
761 ホウジャク Macroglossum stellatarum ○ ● ●
762 ウチスズメ Smerinthus planus planus ○ ○ ● ● ● ●
763 コスズメ Theretra japonica ○ ● ● ●
764 シャチホコガ モクメシャチホコ Cerura felina ○ ○ ● ● ●
765 ツマアカシャチホコ Clostera anachoreta anachoreta ○ ● ●
766 セグロシャチホコ Clostera anastomosis ○ ○ ● ● ●
767 ヤスジシャチホコ Epodonta lineata ○ ● ●
768 ホソバシャチホコ Fentonia ocypete ocypete ○ ● ● ●
769 コフタオビシャチホコ Gluphisia crenata crenata ○ ○ ● ● ● ●
770 クワゴモドキシャチホコ Gonoclostera timoniorum ○ ○ ● ● ●
771 スズキシャチホコ Pheosiopsis cinerea cinerea ○ ● ●
772 クビワシャチホコ Shaka atrovittatus atrovittatus ○ ○ ● ● ● ●
773 シャチホコガ北海道亜種 Stauropus fagi fagi ○ ● ● ●
774 ヒトリガ カノコガ Amata fortunei fortunei ○ ● ●
775 ハガタベニコケガ北海道亜種 Barsine aberrans askoldensis ○ ○ ● ● ● ●
776 ゴマダラベニコケガ Barsine pulchra ○ ○ ● ● ● ●
777 スジベニコケガ Barsine striata striata ○ ● ● ●
778 シロヒトリ Chionarctia nivea ○ ● ● ●
779 ウスキシタホソバ Collita griseola submontana ○ ● ●
780 キシタホソバ Collita vetusta aegrota ○ ○ ○ ● ● ● ●
781 ヒメキホソバ Dolgoma cribrata ○ ● ● ●
782 キマエホソバ北海道亜種 Eilema japonica ainonis ○ ● ●
783 キベリネズミホソバ Ghoria gigantea gigantea ○ ● ● ●
784 ムジホソバ Katha deplana pavescens ○ ● ● ●
785 ツマキホソバ Katha laevis ○ ● ● ●
786 ヨツボシホソバ Lithosia quadra ○ ● ● ●
787 ヒメホシキコケガ本土亜種 Lyclene dharma butleri ○ ● ● ●
788 ハガタキコケガ Miltochrista calamina ○ ● ● ●
789 ベニヘリコケガ Miltochrista miniata rosaria ○ ○ ● ● ● ●
790 ニセキマエホソバ Minolea nankingica ○ ● ●
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791 クロスジホソバ Pelosia noctis ○ ● ● ●
792 クロミャクホソバ Pelosia ramosula jezoensis ○ ● ● ●
793 コベニシタヒトリ Rhyparioides metelkana flavida ○ ● ●
794 ベニシタヒトリ Rhyparioides nebulosa ○ ● ●
795 スジモンヒトリ Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata ○ ○ ● ● ● ●
796 キハラゴマダラヒトリ Spilosoma lubricipedum ○ ● ●
797 ドクガ ヒメシロドクガ Arctornis chichibense ○ ● ●
798 ドクガ Artaxa subflava ○ ○ ● ● ● ●
799 キドクガ Kidokuga piperita ○ ● ● ●
800 スゲドクガ Laelia coenosa sangaica ● ○ ● ●
801 ヤナギドクガ Leucoma salicis doii ○ ● ● ●
802 マイマイガ Lymantria dispar japonica ○ ● ● ●
803 ノンネマイマイ Lymantria monacha ○ ● ●
804 ヒメシロモンドクガ Orgyia thyellina ○ ● ● ●
805 ヤガ フタテンヒメヨトウ Acosmetia biguttula ○ ● ●
806 ナシケンモン Acronicta rumicis ○ ● ●
807 ホソアオバヤガ Actebia praecox flavomaculata ○ ● ● ●
808 センモンヤガ Agrotis exclamationis informis ○ ○ ○ ● ● ● ●
809 タマナヤガ Agrotis ipsilon ○ ○ ● ● ● ●
810 フルショウヤガ Agrotis militaris ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
811 カブラヤガ Agrotis segetum ○ ○ ● ● ● ●
812 ミヤマショウブヨトウ Amphipoea burrowsi ○ ● ●
813 キタショウブヨトウ Amphipoea fucosa ○ ● ● ●
814 ショウブヨトウ Amphipoea ussuriensis ○ ○ ○ ● ● ● ●
815 カラスヨトウ Amphipyra livida corvina ○ ○ ● ● ●
816 シマカラスヨトウ Amphipyra pyramidea yama ○ ○ ● ● ●
817 ツマジロカラスヨトウ Amphipyra schrenckii ○ ○ ● ● ●
818 クロテンカバアツバ Anachrostis nigripunctalis ○ ● ● ●
819 アオバヤガ Anaplectoides prasina ○ ● ●
820 タイリクウスイロヨトウ Anarta trifolii ○ ● ● ●
821 アカモクメヨトウ Apamea aquila discrepans ○ ● ● ●
822 ネスジシラクモヨトウ Apamea hampsoni ○ ○ ● ● ●
823 ハガタウスキヨトウ Archanara resoluta ○ ● ●
824 ソトジロツマキリクチバ Arytrura musculus ○ ● ●
825 シロテンウスグロヨトウ Athetis albisignata ○ ○ ● ● ●
826 エゾウスイロヨトウ Athetis correpta ○ ● ●
827 オビウスイロヨトウ Athetis furvula ○ ○ ● ● ● ●
828 コウスイロヨトウ Athetis lepigone ○ ● ● ●
829 ヒメサビスジヨトウ Athetis stellata ○ ○ ● ● ●
830 ギシギシヨトウ Atrachea nitens ○ ● ●
831 ガマキンウワバ Autographa gamma ○ ○ ○ ● ● ● ●
832 ケイギンモンウワバ Autographa mandarina ○ ● ●
833 クロハナコヤガ Aventiola pusilla ○ ○ ● ● ●
834 モクメヤガ Axylia putris ○ ○ ○ ● ● ● ●
835 コウンモンクチバ Blasticorhinus unduligera ○ ● ● ●
836 ウスアオモンコヤガ Bryophilina mollicula ○ ○ ● ● ● ●
837 ムラサキツマキリヨトウ Callopistria juventina ○ ○ ● ● ● ●
838 エゾシロシタバ Catocala dissimilis dissimilis ○ ● ●
839 オニベニシタバ Catocala dula ○ ● ●
840 マメキシタバ Catocala duplicata ○ ● ●
841 ベニシタバ Catocala electa zalmunna ○ ● ● ●
842 ムラサキシタバ Catocala fraxini jezoensis ○ ● ●
843 ハイモンキシタバ Catocala mabella kobayashii ○ ● ● ●
844 オオシロシタバ Catocala lara ○ ● ● ●
845 ヒメシロシタバ Catocala nagioides ● ○ ○ ● ● ●
846 エゾベニシタバ Catocala nupta nozawae ○ ● ●
847 コゴマヨトウ Chandata bella ○ ● ● ●
848 ハルタギンガ Chasminodes albonitens ○ ● ● ●
849 クロハナギンガ Chasminodes sugii ○ ○ ● ● ●
850 ヒメギンガ Chasminodes unipunctus ○ ● ● ●
851 キンスジアツバ Colobochyla salicalis ○ ○ ○ ● ● ● ●
852 テンスジキリガ Conistra fletcheri ○ ● ● ●
853 ニレキリガ Cosmia affinis ○ ● ●
854 シラオビキリガ Cosmia camptostigma ○ ● ● ●
855 シラホシキリガ Cosmia restituta picta ○ ● ●
856 イタヤキリガ Cosmia trapezina exigua ○ ○ ● ● ●
857 ミヤマキリガ Cosmia unicolor ○ ○ ○ ● ● ● ●
858 クロフケンモン Cranionycta jankowskii ○ ● ●
859 イボタケンモン Craniophora ligustri ○ ● ●
860 エゾキノコヨトウ Cryphia bryophasma ○ ○ ● ● ●
861 スジキノコヨトウ Cryphia mediofusca ○ ● ● ●
862 ミツモンキンウワバ Ctenoplusia agnata ○ ● ● ●
863 フタスジコヤガ Deltote bankiana amurula ○ ○ ● ● ●
864 スジコヤガ Deltote uncula ○ ● ● ●
865 ミヤマアカヤガ Diarsia brunnea urupina ○ ○ ● ● ● ●
866 オオバコヤガ Diarsia canescens ○ ○ ○ ● ● ● ●
867 モンキヤガ Diarsia dewitzi ○ ● ● ●
868 ウスイロアカフヤガ Diarsia ruficauda ○ ○ ● ● ● ●
869 マダラキボシキリガ Dimorphicosmia variegata ○ ● ● ●
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870 ムラサキアツバ Diomea cremata ○ ● ● ●
871 シロモンコヤガ Erastroides fentoni ○ ● ●
872 ヒメシマヨトウ Eucarta arctides ○ ● ●
873 ウスムラサキヨトウ Eucarta virgo ○ ● ●
874 ツメクサキシタバ Euclidia dentata consors ○ ● ● ●
875 ムギヤガ Euxoa karschi ○ ○ ● ● ● ●
876 クロヤガ Euxoa nigrata ○ ● ● ●
877 ウスグロヤガ Euxoa sibirica ○ ● ● ●
878 ゴボウトガリヨトウ Gortyna fortis ○ ●
879 シロオビヨトウ Hadena compta ● ○ ● ● ●
880 オオタバコガ Helicoverpa armigera armigera ○ ● ● ●
881 ツメクサガ Heliothis maritima adaucta ○ ○ ○ ● ● ● ●
882 ショウブオオヨトウ Helotropha leucostigma ○ ○ ● ● ● ●
883 ウスキミスジアツバ Herminia arenosa ○ ● ● ●
884 クロスジアツバ Herminia grisealis ○ ● ● ●
885 トビスジアツバ Herminia tarsicrinalis ○ ● ● ●
886 ベニエグリコヤガ Holocryptis nymphula ○ ● ●
887 キタヨトウ Hydraecia ultima ○ ● ● ●
888 ヒロオビウスグロアツバ Hydrillodes morosa ○ ● ●
889 フタオビアツバ Hypena proboscidalis deleta ○ ● ● ●
890 ウラジロアツバ Hypertrocon violacealis ○ ● ● ●
891 タイワンキシタクチバ Hypocala subsatura ○ ● ●
892 マエジロアツバ Hypostrotia cinerea ○ ● ● ●
893 ヤナギキリガ Ipimorpha retusa ○ ○ ● ● ● ●
894 ドロキリガ Ipimorpha subtusa ○ ● ●
895 スジシロコヤガ Koyaga falsa ○ ● ● ●
896 クサビヨトウ Lateroligia ophiogramma ○ ● ● ●
897 ハンノキリガ Lithophane ustulata ○ ● ● ●
898 セアカヨトウ Litoligia fodinae ○ ○ ● ● ●
899 ホソバウスキヨトウ Longalatedes elymi ○ ● ● ●
900 クビグロクチバ Lygephila maxima ○ ○ ○ ● ● ● ●
901 オオキクギンウワバ Macdunnoughia crassisigna ○ ● ●
902 ヨトウガ Mamestra brassicae ○ ○ ● ● ●
903 シラホシヨトウ Melanchra persicariae ○ ● ● ●
904 ユミモンクチバ Melapia electaria ○ ○ ● ● ● ●
905 ホシミミヨトウ Mesapamea concinnata ○ ○ ○ ● ● ● ●
906 ヨコスジヨトウ Mesoligia furuncula ○ ○ ● ● ● ●
907 シロヒシモンコヤガ Micardia argentata ○ ● ●
908 クロテンキヨトウ Mythimna chosenicola ○ ● ●
909 シロテンキヨトウ Mythimna conigera ○ ● ● ●
910 ナカスジキヨトウ Mythimna flammea ○ ○ ● ● ● ●
911 マダラキヨトウ Mythimna flavostigma ○ ● ● ●
912 オオフタオビキヨトウ Mythimna grandis ○ ○ ● ● ● ●
913 ミヤマフタオビキヨトウ Mythimna matsumuriana ○ ● ● ●
914 ノヒラキヨトウ Mythimna obsoleta ○ ○ ○ ● ● ● ●
915 タンポキヨトウ Mythimna pallens ○ ○ ○ ● ● ● ●
916 アカスジキヨトウ Mythimna postica ○ ○ ○ ● ● ● ●
917 ウスベニキヨトウ Mythimna pudorina ○ ○ ● ● ● ●
918 フタテンキヨトウ Mythimna radiata ○ ● ●
919 ツマグロキヨトウ Mythimna simplex japonica ○ ○ ● ● ● ●
920 スジシロキヨトウ Mythimna striata ○ ● ●
921 フタオビキヨトウ Mythimna turca ○ ● ●
922 クロギシギシヤガ Naenia contaminata ○ ● ● ●
923 フタオビコヤガ Naranga aenescens ○ ○ ● ● ● ●
924 マエジロヤガ Ochropleura plecta glaucimacula ○ ● ● ●
925 シロミミチビヨトウ Oligia leuconephra ○ ● ●
926 ベニモンヨトウ Oligonyx vulnerata ○ ● ●
927 ムラサキツマキリアツバ Pangrapta curtalis ○ ● ● ●
928 リンゴツマキリアツバ Pangrapta obscurata ○ ● ● ●
929 ウンモンツマキリアツバ Pangrapta perturbans ○ ● ● ●
930 オビアツバ Paracolax fascialis ○ ● ● ●
931 ミスジアツバ Paracolax trilinealis ○ ○ ● ● ●
932 クルマアツバ Paracolax tristalis ○ ● ● ●
933 モンキアカガネヨトウ Phlogophora aureopuncta ○ ● ●
934 シラオビアカガネヨトウ Phlogophora illustrata ○ ● ● ●
935 ウスキモンヨトウ Photedes fluxa rufata ○ ● ● ●
936 イネキンウワバ Plusia festucae ○ ○ ○ ● ● ● ●
937 ナガキバアツバ Polypogon gryphalis ○ ● ● ●
938 キクビヒメヨトウ Prometopus flavicollis ○ ● ●
939 スジグロウスキヨトウ Protarchanara brevilinea ○ ● ●
940 マガリスジコヤガ Protodeltote wiscotti ● ○ ● ● ●
941 タデキリガ Pseudeustrotia candidula ○ ○ ○ ● ● ● ●
942 マエホシヨトウ Pyrrhidivalva sordida ○ ● ● ●
943 ヨシヨトウ Rhizedra lutosa ○ ○ ● ● ●
944 テンクロアツバ Rivula sericealis ○ ○ ○ ● ● ● ●
945 サッポロチャイロヨトウ Sapporia repetita ○ ● ●
946 シロシタヨトウ Sarcopolia illoba ○ ○ ● ● ●
947 ハガタキリバ Scoliopteryx libatrix ○ ● ● ●
948 テンオビヨトウ Sesamia turpis ○ ● ●
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949 アカマエアツバ Simplicia rectalis ○ ● ● ●
950 ウスイロカバスジヤガ Sineugraphe bipartita ○ ● ● ●
951 カバスジヤガ Sineugraphe exusta ○ ○ ● ● ● ●
952 スジキリヨトウ Spodoptera depravata ○ ○ ○ ● ● ● ●
953 シロイチモジヨトウ Spodoptera exigua ○ ● ●
954 シロスジキノコヨトウ Stenoloba jankowskii ○ ● ● ●
955 ウスシロフコヤガ Sugia stygia ○ ● ●
956 ナマリケンモン Tambana plumbea ○ ● ● ●
957 ノコメトガリキリガ Telorta divergens ○ ● ●
958 シロスジアオヨトウ Trachea atriplicis ○ ○ ○ ● ● ● ●
959 キイロアツバ Treitschkendia helva ○ ● ● ●
960 ヒメコブヒゲアツバ Treitschkendia tarsipennalis ○ ● ●
961 ウスキシタヨトウ Triphaenopsis cinerescens ○ ● ● ●
962 ニセトガリヨトウ Virgo confusa ● ○ ● ●
963 トガリヨトウ Virgo datanidia ○ ○ ● ● ● ●
964 モンキキリガ Xanthia icteritia ○ ● ●
965 キイロキリガ Xanthia togata ○ ● ●
966 オオモンキキリガ Xanthia tunicata ○ ● ●
967 シロモンヤガ Xestia c -nigrum c-nigrum ○ ○ ○ ● ● ● ●
968 キシタミドリヤガ Xestia efflorescens ○ ● ●
969 コブヒゲアツバ Zanclognatha lunalis ○ ● ● ●
970 ヤガ科の一種 Noctuidae Gen. et sp. ○ ● ●
971 コブガ ギンボシリンガ Ariolica argentea ○ ● ● ●
972 アカマエアオリンガ Earias pudicana ○ ○ ● ● ●
973 リンゴコブガ Evonima mandschuriana ○ ● ● ●
974 ハイイロリンガ Gabala argentata ○ ● ● ●
975 トビモンシロコブガ Meganola albula pacifica ○ ● ● ●
976 クロスジコブガ Meganola fumosa ○ ● ● ●
977 エチゴチビコブガ Meganola strigulosa ○ ○ ● ● ● ●
978 カバイロコブガ Nola aerugula atomosa ○ ● ● ●
979 ヒメコブガ Nola confusalis ○ ● ● ●
980 ハエ目(双翅目) ヒメガガンボ ウスバガガンボ Antocha spinifer ○ ● ●
981 ホソバネヒメガガンボ Dicranomyia longipennis ○ ● ●
982 クチナガガガンボ Elephantomyia hokkaidensis ○ ○ ● ● ●
983 ウスナミガタガガンボ Libnotes nohirai ○ ● ●
984 オオキバネヒメガガンボ Metalimnobia bifasciata ○ ● ●
985 オオキマダラヒメガガンボ Epiphragma subfascipenne ○ ● ●
986 ホソヒメガガンボ Pseudolimnophila inconcussa ○ ● ●
987 ハマダラクロヒメガガンボ Rhipidia maculata ○ ● ●
988 セアカヒメガガンボ Rhipidia septentrionis ○ ● ●
989 シリブトガガンボ ホソシリブトガガンボ Diogma glabrata ○ ● ●
990 ガガンボ オオユウレイガガンボ Dolichopeza candidipes ○ ● ●
991 エゾホソガガンボ Nephrotoma cornicina ○ ● ●
992 シリグロホソガガンボ Nephrotoma nigricauda ○ ● ●
993 キイロホソガガンボ Nephrotoma virgata ○ ○ ● ● ●
994 キリウジガガンボ Tipula aino ○ ● ●
995 マダラガガンボ Tipula coquilletti ○ ● ●
996 ヒメキリウジガガンボ Tipula latemarginata latemarginata ○ ○ ● ● ●
997 ドウボソガガンボ Tipula nodicornis longicauda ○ ○ ● ● ●
998 マドガガンボ Tipula nova ○ ● ●
999 クロキリウジガガンボ Tipula patagiata ○ ● ●

1000 カ アカンヤブカ Ochlerotatus excrucians ○ ○ ● ● ●
1001 ミスジシマカ Stegomyia galloisi ○ ● ●
1002 ハマダライエカ Culex orientalis ○ ● ●
1003 ユスリカ オオユスリカ Chironomus plumosus ○ ● ● ●
1004 ユスリカ科の一種 Chironomidae Gen. et sp. ○ ● ●
1005 ケバエ キスネアシボソケバエ Bibio aneuretus ○ ● ●
1006 メスアカケバエ Bibio japonica ○ ● ●
1007 クロトゲケバエ Dilophus aquilonia ○ ● ●
1008 Pleciidae クロトゲナシケバエ Plecia adiastola ○ ● ●
1009 コガシラアブ セダカコガシラアブ Oligoneura nigroaenea ○ ● ●
1010 ミズアブ トゲナシミズアブ Allognosta vagans ○ ● ●
1011 ネグロミズアブ Craspedometopon frontale ○ ● ●
1012 コウカアブ Ptecticus tenebrifer ○ ● ●
1013 ルリミズアブ Sargus niphonensis ○ ● ●
1014 アブ ホルバートアブ Atylotus horvathi ○ ○ ● ● ● ●
1015 ヨスジキンメアブ Chrysops vanderwulpi yamatoensis ○ ● ●
1016 ゴマフアブ Haematopota tristis ○ ● ● ●
1017 ヤマトアブ Tabanus rufidens ○ ● ● ●
1018 ムシヒキアブ カラフトムシヒキ Asilella karafutonis ○ ● ●
1019 トラフムシヒキ Astochia virgatipes ○ ● ● ●
1020 ヒメキンイシアブ Choerades japonicus ○ ● ●
1021 クロスジイシアブ Choerades nigrovittata ○ ● ●
1022 チャイロムシヒキ Eutolmus brevistylus ○ ● ●
1023 サキグロムシヒキ Machimus scutellaris ○ ● ●
1024 ナミマガリケムシヒキ Neoitamus angusticornis ○ ○ ● ● ●
1025 シロズヒメムシヒキ Philonicus albiceps ○ ○ ○ ● ● ● ●
1026 シオヤアブ Promachus yesonicus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1027 ムシヒキアブ科の一種 Asilidae Gen. et sp. ○ ● ●
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1028 ツルギアブ シロツルギアブ Spiriverpa argentata ○ ● ●
1029 ツリアブ トラツリアブ Anastoechus nitidulus ○ ● ●
1030 ニトベハラボソツリアブ Systropus nitobei ○ ● ●
1031 スキバツリアブ Villa limbata ○ ○ ○ ● ● ● ●
1032 アシナガバエ アシナガキンバエ Dolichopus nitidus ○ ● ●
1033 フサナミアシナガバエ Dolichopus plumipes ○ ● ●
1034 マダラアシナガバエ Mesorhaga nebulosus ○ ○ ● ● ●
1035 ハナアブ クロヒラタアブ Betasyrphus serarius ○ ● ●
1036 カバアシハラナガハナアブ Brachypalpoides brunnipes ○ ● ●
1037 クロハラナガハナアブ Chalcosyrphus longus ○ ● ●
1038 ニセジョウザンケイクロハナアブ Cheilosia nuda ○ ● ●
1039 ヤマトヒゲナガハナアブ Chrysotoxum festivum ○ ● ●
1040 サッポロヒゲナガハナアブ Chrysotoxum sapporense ○ ● ●
1041 ヒゲナガハナアブ Chrysotoxum shirakii ○ ○ ● ● ●
1042 ヨコジマオオヒラタアブ Dideoides latus ○ ● ●
1043 ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1044 ホシメハナアブ Eristalinus tarsalis ○ ● ●
1045 シマハナアブ Eristalis cerealis ○ ○ ○ ● ● ● ●
1046 マドヒラタアブ Eumerus japonicus ○ ● ●
1047 ナミホシヒラタアブ Eupeodes bucculatus ○ ● ●
1048 フタホシヒラタアブ Eupeodes corollae ○ ○ ● ● ●
1049 アシブトハナアブ Helophilus eristaloideus ○ ○ ● ● ●
1050 キベリアシブトハナアブ Helophilus sapporensis ○ ○ ● ● ●
1051 キカオアシブトハナアブ Helophilus trivittatus ○ ● ●
1052 ニッポンミケハラブトハナアブ Mallota japonica ○ ● ●
1053 オオモモブトハナアブ Matsumyia jesoensis ○ ● ●
1054 ホソツヤヒラタアブ Melanostoma mellinum ○ ● ●
1055 ツヤヒラタアブ Melanostoma orientale ○ ● ●
1056 ホシツヤヒラタアブ Melanostoma scalare ○ ○ ● ● ●
1057 シマアシブトハナアブ Mesembrius peregrinus ○ ● ●
1058 シママメヒラタアブ Paragus fasciatus ○ ● ●
1059 キアシマメヒラタアブ Paragus haemorrhous ○ ○ ● ● ●
1060 ジョウザンマメヒラタアブ Paragus jozanus ○ ● ●
1061 ナミヒラアシヒラタアブ Platycheirus clypeatus ○ ● ●
1062 ミナミヒメヒラタアブ Sphaerophoria indiana ○ ○ ● ● ●
1063 ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ○ ○ ● ● ●
1064 フデヒメヒラタアブ Sphaerophoria scripta ○ ● ●
1065 Sphaerophoria 属の一種 Sphaerophoria sp. ○ ○ ● ● ● ●
1066 マツムラナガハナアブ Spilomyia permagna ○ ● ●
1067 モモブトチビハナアブ Syritta pipiens ○ ● ●
1068 オオフタホシヒラタアブ Syrphus ribesii ○ ● ●
1069 ケヒラタアブ Syrphus torvus ○ ● ●
1070 キイロナミホシヒラタアブ Syrphus vitripennis ○ ● ●
1071 ニトベベッコウハナアブ Volucella linearis ○ ● ●
1072 シロスジベッコウハナアブ Volucella pellucens tabanoides ○ ● ●
1073 ショウジョウバエ オオショウジョウバエ Drosophila immigrans ○ ● ●
1074 オオホシショウジョウバエ Drosophila nigromaculata ○ ● ●
1075 カクホシショウジョウバエ Drosophila unispina ○ ● ●
1076 マダラメマトイ Phortica okadai ○ ● ●
1077 ショウジョウバエ科の一種 Drosophilidae Gen. et sp. ○ ● ●
1078 ミギワバエ ミギワバエ科の一種 Ephydridae Gen. et sp. ○ ● ●
1079 フンバエ ヒメフンバエ Scathophaga stercoraria ○ ● ●
1080 ハナバエ ハコベヒメハナバエ Delia echinata ○ ● ●
1081 タネバエ Delia platura ○ ○ ● ● ●
1082 ノトツマグロイソハナバエ Fucellia apicalis ○ ● ●
1083 ヒメイエバエ ヒメイエバエ Fannia canicularis ○ ● ●
1084 ヤチバエ ヤマトホソバネヤチバエ Dichetophora japonica ○ ● ●
1085 ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ○ ○ ● ● ●
1086 ヤチバエ科の一種 Sciomyzidae Gen. et sp. ○ ● ●
1087 ツヤホソバエ ヒトテンツヤホソバエ Sepsis monostigma ○ ○ ● ● ● ●
1088 オスアカツヤホソバエ Sepsis thoracica ○ ● ●
1089 ハモグリバエ イネハモグリバエ Agromyza oryzae ○ ● ●
1090 ハモグリバエ科の一種 Agromyzidae Gen. et sp. ○ ● ●
1091 キモグリバエ ムギキキモグリバエ Chlorops mugivorus ○ ● ●
1092 イネキモグリバエ Chlorops oryzae ○ ○ ● ● ●
1093 ムギキモグリバエ Meromyza nigriventris ○ ● ●
1094 トゲハネバエ トゲハネバエ科の一種 Heleomyzidae Gen. et sp. ○ ● ●
1095 ミバエ フキハマダラミバエ Acidia japonica ○ ● ●
1096 ナツササハマダラミバエ Acrotaeniostola scutellaris ○ ● ●
1097 ミズタマケブカミバエ Aliniana longipennis ○ ● ●
1098 チャイロハススジハマダラミバエ Anomoia vulgaris ○ ● ●
1099 メサリナケブカミバエ Campiglossa messalina ○ ● ● ●
1100 クロミスジハマダラミバエ Fusciludia aliquantula ○ ● ●
1101 アザミケブカミバエ Tephritis majuscula ○ ● ●
1102 メバエ ウスグロメバエ Zodion cinereum ○ ● ●
1103 ヒロクチバエ ダイズコンリュウバエ Rivellia apicalis ○ ● ●
1104 シマバエ キイロシマバエ Homoneura extera ○ ● ●
1105 Homoneura 属の一種 Homoneura sp. ○ ● ●
1106 ヤブクロシマバエ Minettia longipennis ○ ○ ● ● ●
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1107 ハマベバエ ハマベバエ Coelopa frigida ○ ○ ● ● ●
1108 クロバエ コガネキンバエ Lucilia ampullacea ○ ● ●
1109 キンバエ Lucilia caesar ○ ○ ● ● ●
1110 ミドリキンバエ Lucilia illustris ○ ○ ● ● ●
1111 ミヤマキンバエ Lucilia papuensis ○ ● ●
1112 ヒロズキンバエ Lucilia sericata ○ ● ●
1113 クロキンバエ Phormia regina ○ ● ● ●
1114 ルリキンバエ Protophormia terraenovae ○ ● ●
1115 イエバエ セスジミドリイエバエ Eudasyphora cyanicolor ○ ● ●
1116 セマダライエバエ Graphomya maculata ○ ● ●
1117 ノサシバエ Haematobia irritans ○ ● ●
1118 セスジホソイエバエ Helina reversio ○ ● ●
1119 Helina 属の一種 Helina sp. ○ ● ●
1120 チャバネヒメクロバエ Hydrotaea chalcogaster ○ ● ●
1121 モモエグリイエバエ Hydrotaea dentipes ○ ● ●
1122 ヒメクロバエ Hydrotaea ignava ○ ● ●
1123 トウヨウカトリバエ Lispe orientalis ○ ● ●
1124 エゾセジロイエバエ Morellia aenescens ○ ● ●
1125 クロイエバエ Musca bezzii ○ ● ●
1126 イエバエ Musca domestica ○ ● ●
1127 モモグロオオイエバエ Muscina angustifrons ○ ● ●
1128 オオセアカクロバエ Muscina pascuorum ○ ● ●
1129 オオイエバエ Muscina stabulans ○ ○ ● ● ●
1130 ウスホシマキバイエバエ Myospila meditabunda ○ ○ ● ● ●
1131 ヤマトトゲアシイエバエ Phaonia japonica ○ ● ●
1132 コシアキトゲアシイエバエ Phaonia luteovittata ● ○ ● ●
1133 イエバエ科の一種 Muscidae Gen. et sp. ○ ● ●
1134 ニクバエ ヒメシリアカニクバエ Ravinia pernix ○ ● ●
1135 イソニクバエ Sarcophaga brevicornis ○ ● ●
1136 トリオニクバエ Sarcophaga crinitula ○ ● ●
1137 モトミセラニクバエ Sarcophaga dux ○ ● ●
1138 クサニクバエ Sarcophaga harpax ○ ● ●
1139 ホリニクバエ Sarcophaga horii ○ ● ●
1140 カガニクバエ Sarcophaga kagaensis ○ ● ●
1141 シリグロニクバエ Sarcophaga melanura ○ ● ●
1142 エダガタニクバエ Sarcophaga pseudoscoparia ● ○ ● ●
1143 シュッツェニクバエ Sarcophaga schuetzei ○ ● ●
1144 ナミニクバエ Sarcophaga similis ○ ○ ● ● ●
1145 タカハシニクバエ Sarcophaga takahasii ○ ● ●
1146 ツシマニクバエ Sarcophaga tsushimae ○ ● ●
1147 キタシリアカニクバエ Sarcophaga vagans ● ○ ● ●
1148 ニクバエ科の一種 Sarcophagidae Gen. et sp. ○ ● ●
1149 ヤドリバエ セスジナガハリバエ Dexia flavipes ○ ● ●
1150 クチナガハリバエ Prosena siberita ○ ● ●
1151 カイコノウジバエ Blepharipa sericariae ○ ● ●
1152 シナヒラタハナバエ Ectophasia rotundiventris ○ ● ●
1153 クロツヤナガハリバエ Zophomyia nitens ○ ○ ● ● ●
1154 - ハエ目の一種 DIPTERA Fam. Gen. et sp. ○ ● ●
1155 コウチュウ目(鞘翅目) オサムシ セグロチビゴモクムシ Acupalpus dorsalis ○ ● ●
1156 イノウエチビゴモクムシ Acupalpus inouyei ○ ● ●
1157 アオグロヒラタゴミムシ Agonum chalcomum ○ ● ●
1158 セスジヒラタゴミムシ Agonum daimio ○ ●
1159 クロヒメヒラタゴミムシ Agonum gracile ○ ●
1160 セボシヒラタゴミムシ Agonum impressum ○ ● ●
1161 チャバネヒメヒラタゴミムシ Agonum jurecekianum ○ ● ●
1162 ヤセヒメヒラタゴミムシ Agonum piceum ○ ●
1163 ジュンサイヒラタゴミムシ Agonum sculptipes ○ ● ●
1164 ヒメセボシヒラタゴミムシ Agonum suavissimum ○ ● ●
1165 アシミゾヒメヒラタゴミムシ Agonum thoreyi nipponicum ○ ○ ○ ● ● ●
1166 エゾヒメヒラタゴミムシ Agonum yezoanum ○ ●
1167 キアシマルガタゴミムシ Amara ampliata ○ ● ●
1168 マルガタゴミムシ Amara chalcites ○ ● ● ●
1169 コアオマルガタゴミムシ Amara chalcophaea ○ ○ ● ●
1170 ニセマルガタゴミムシ Amara congrua ○ ● ●
1171 アカアシマルガタゴミムシ Amara familiaris ○ ● ●
1172 シベリアマルガタゴミムシ Amara majuscula ○ ○ ○ ● ● ● ●
1173 ミツマタマルガタゴミムシ Amara plebeja ○ ● ●
1174 ゴミムシ Anisodactylus signatus ○ ○ ● ●
1175 ヒメゴミムシ Anisodactylus tricuspidatus tricuspidatus ○ ● ●
1176 キベリゴモクムシ Anoplogenius cyanescens ○ ● ●
1177 クロズカタキバゴミムシ Badister nigriceps ○ ● ●
1178 ウスモンケシミズギワゴミムシ Bembidion assimile ○ ●
1179 オオフタモンミズギワゴミムシ Bembidion bandotaro ○ ● ●
1180 ホソトビミズギワゴミムシ Bembidion chloropus ○ ○ ○ ● ●
1181 ヒメマダラミズギワゴミムシ Bembidion fasciatum ○ ●
1182 ヒョウゴミズギワゴミムシ Bembidion hiogoense ○ ● ●
1183 オオアオミズギワゴミムシ Bembidion lissonotum ○ ●
1184 ニッコウミズギワゴミムシ Bembidion misellum ○ ● ●
1185 ヨツボシミズギワゴミムシ Bembidion morawitzi ○ ○ ○ ● ● ● ●
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1186 アトモンミズギワゴミムシ Bembidion niloticum batesi ○ ●
1187 ヨツボシケシミズギワゴミムシ Bembidion paediscum ○ ○ ● ●
1188 ヒメスジミズギワゴミムシ Bembidion pliculatum ○ ● ●
1189 ムナビロツヤミズギワゴミムシ Bembidion pogonoides ○ ● ●
1190 カギモンミズギワゴミムシ Bembidion poppii pohlai ○ ● ●
1191 オオズミズギワゴミムシ Bembidion quadriimpressum ○ ●
1192 キモンナガミズギワゴミムシ Bembidion scopulinum ○ ●
1193 フタモンミズギワゴミムシ Bembidion semilunium ○ ○ ● ●
1194 コマダラミズギワゴミムシ Bembidion semipunctatum ○ ● ●
1195 ドウイロミズギワゴミムシ Bembidion stenoderum ○ ● ●
1196 Bembidion 属の一種 Bembidion sp. ○ ● ●
1197 アオカタビロオサムシ Calosoma inquisitor cyanescens ○ ○ ○ ● ●
1198 クロカタビロオサムシ Calosoma maximowiczi ○ ○ ● ●
1199 エゾカタビロオサムシ Campalita chinense ○ ○ ● ● ●
1200 コクロナガオサムシ Carabus arboreus arboreus ○ ○ ○ ○ ● ● ●
1201 マイマイカブリ北海道亜種 Carabus blaptoides rugipennis ○ ● ● ●
1202 オオルリオサムシ Carabus gehinii gehinii ○ ○ ○ ● ● ●
1203 アカガネオサムシ北海道亜種 Carabus granulatus yezoensis ○ ○ ○ ● ● ●
1204 セスジアカガネオサムシカムチャッカ北海道亜種 Carabus maeander paludis ○ ● ●
1205 セアカオサムシ Carabus tuberculosus ● ○ ● ● ●
1206 アカガネアオゴミムシ Chlaenius abstersus ○ ○ ● ● ●
1207 コキベリアオゴミムシ Chlaenius circumdatus ○ ● ●
1208 キベリアオゴミムシ Chlaenius circumductus ○ ○ ○ ● ● ●
1209 オオアトボシアオゴミムシ Chlaenius micans ○ ● ●
1210 アオゴミムシ Chlaenius pallipes ○ ○ ○ ● ● ●
1211 キボシアオゴミムシ Chlaenius posticalis ○ ○ ○ ● ● ● ●
1212 ツヤキベリアオゴミムシ Chlaenius spoliatus motschulskyi ● ○ ●
1213 カラフトヒメヒョウタンゴミムシ Clivina fossor sachalinica ○ ● ●
1214 オオアオモリヒラタゴミムシ Colpodes buchanani ○ ● ●
1215 ハラアカモリヒラタゴミムシ Colpodes japonicus ○ ○ ○ ● ● ●
1216 オサムシモドキ Craspedonotus tibialis ○ ○ ○ ● ●
1217 セダカオサムシ Cychrus morawitzi morawitzi ○ ○ ● ● ●
1218 カタアカアトキリゴミムシ Cymindis collaris ○ ○ ○ ○ ● ● ●
1219 ダイミョウアトキリゴミムシ Cymindis daimio ○ ● ● ●
1220 ヒメミズギワアトキリゴミムシ Demetrias amurensis ○ ○ ○ ● ● ●
1221 ミズギワアトキリゴミムシ Demetrias marginicollis ○ ○ ● ● ●
1222 セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis ○ ○ ○ ● ● ●
1223 モリキバネホソアトキリゴミムシ Dromius longiceps ● ○ ●
1224 キタホソアトキリゴミムシ Dromius nipponicus ○ ● ●
1225 ホソアトキリゴミムシ Dromius prolixus ○ ○ ○ ● ● ●
1226 イクビホソアトキリゴミムシ Dromius quadraticollis ○ ● ●
1227 アシグロチビヒョウタンゴミムシ Dyschirius glypturus ○ ● ●
1228 オオチビヒョウタンゴミムシ Dyschirius yezoensis ○ ○ ● ●
1229 キイロマルコミズギワゴミムシ Elaphropus latissimus ○ ○ ● ● ●
1230 ヒメハンミョウモドキ Elaphrus comatus ○ ●
1231 マルガタゴモクムシ Harpalus bungii ○ ●
1232 トゲアシゴモクムシ Harpalus calceatus ○ ● ●
1233 オオゴモクムシ Harpalus capito ○ ● ●
1234 ヒロゴモクムシ Harpalus corporosus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1235 オオズケゴモクムシ Harpalus eous ○ ○ ● ● ● ●
1236 ケウスゴモクムシ Harpalus griseus ○ ○ ● ● ●
1237 ヒメケゴモクムシ Harpalus jureceki ○ ○ ○ ● ● ●
1238 クロゴモクムシ Harpalus niigatanus ○ ● ●
1239 ヒラタゴモクムシ Harpalus platynotus ○ ● ●
1240 ニセクロゴモクムシ Harpalus simplicidens ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1241 ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1242 アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus ○ ○ ○ ● ● ●
1243 コゴモクムシ Harpalus tridens ○ ○ ● ● ●
1244 リシリミドリゴモクムシ Harpalus rubripes ○ ● ●
1245 トックリゴミムシ Lachnocrepis prolixa ○ ●
1246 コルリアトキリゴミムシ Lebia viridis △ ○ ● ●
1247 エサキマルキバゴミムシ Licinus yezoensis ○ ● ●
1248 ツノヒゲゴミムシ Loricera pilicornis ○ ● ●
1249 チビアトキリゴミムシ Microlestes minutulus ○ ● ●
1250 ナカグロキバネクビナガゴミムシ Odacantha puziloi ○ ○ ○ ● ● ●
1251 コヨツボシゴミムシ Panagaeus robustus ○ ○ ○ ● ● ●
1252 ウスイロコミズギワゴミムシ Paratachys pallescens ○ ○ ○ ● ● ● ●
1253 ミツアナアトキリゴミムシ Parena tripunctata ○ ● ●
1254 クロズホナシゴミムシ Perigona nigriceps ○ ● ●
1255 ホソチビゴミムシ Perileptus japonicus ○ ● ●
1256 イグチケブカゴミムシ Peronomerus auripilis ● ○ ○ ●
1257 オオヒラタゴミムシ Platynus magnus ○ ○ ○ ● ● ●
1258 コヒラタゴミムシ Platynus protensus ○ ● ●
1259 オオナガゴミムシ Pterostichus fortis ○ ● ●
1260 トックリナガゴミムシ Pterostichus haptoderoides japanensis ○ ● ●
1261 オオクロナガゴミムシ Pterostichus japonicus ○ ●
1262 コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus ○ ○ ● ● ●
1263 ツヤムネナガゴミムシ Pterostichus neglectus ○ ●
1264 エゾホソナガゴミムシ Pterostichus nigrita ○ ●

資
-37



石狩浜　文献掲載　クモ類・昆虫類リスト 17/24
地域

種名 学名 重要種
外来種

等 22 69 70 71 72 小樽砂浜
海岸
草原

海岸
林

海岸林及び
海岸草原

石狩59 76 7826 27 28 29 31 5550

環境
No. 目名 科名

文献番号

12 14 15 20 73 74 7523 24 25 57

1265 アトマルナガゴミムシ Pterostichus orientalis jessoensis ○ ○ ● ● ●
1266 キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis ○ ○ ● ●
1267 ヒメホソナガゴミムシ Pterostichus rotundangulus ○ ○ ● ● ● ●
1268 オオキンナガゴミムシ Pterostichus samurai ○ ○ ● ● ●
1269 ササジホソナガゴミムシ Pterostichus sasajii ○ ●
1270 マルガタナガゴミムシ Pterostichus subovatus ○ ○ ● ●
1271 アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis ○ ○ ● ● ●
1272 ツンベルグナガゴミムシ Pterostichus thunbergi ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1273 マメゴモクムシ Stenolophus fulvicornis ○ ● ●
1274 ツヤマメゴモクムシ Stenolophus iridicolor ○ ○ ● ● ●
1275 ムネアカマメゴモクムシ Stenolophus propinquus ○ ○ ● ●
1276 マルガタツヤヒラタゴミムシ Synuchus arcuaticollis ○ ○ ● ● ●
1277 ヒメクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus congruus ○ ● ●
1278 クロツヤヒラタゴミムシ Synuchus cycloderus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1279 コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho ○ ○ ● ● ●
1280 オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus ○ ○ ● ● ●
1281 ウエノツヤヒラタゴミムシ Synuchus nivalis uenoi ○ ● ●
1282 ヒラタコミズギワゴミムシ Tachyura exarata ○ ● ●
1283 ウスモンコミズギワゴミムシ Tachyura fuscicauda ○ ● ●
1284 ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachyura laetifica ○ ○ ○ ● ● ●
1285 ヒラタキイロチビゴミムシ Trechus ephippiatus ○ ○ ● ● ●
1286 ヒメツヤゴモクムシ Trichotichnus congruus ○ ● ●
1287 ハンミョウ エリザハンミョウ Cylindera elisae elisae ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1288 ゲンゴロウ クロズマメゲンゴロウ Agabus conspicuus ○ ○ ● ●
1289 マメゲンゴロウ Agabus japonicus ○ ●
1290 シマケシゲンゴロウ Coelambus chinensis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1291 ホソセスジゲンゴロウ Copelatus weymarni ○ ● ●
1292 ゲンゴロウ Cybister chinensis ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●
1293 ゲンゴロウモドキ Dytiscus dauricus ○ ●
1294 ハイイロゲンゴロウ Eretes griseus ○ ●
1295 マルガタゲンゴロウ Graphoderus adamsii ● ○ ○ ● ●
1296 チビゲンゴロウ Hydroglyphus japonicus ○ ○ ● ● ●
1297 ウスイロナガケシゲンゴロウ Hydroporus iijimai ○ ○ ● ● ●
1298 ケシゲンゴロウ Hyphydrus japonicus ● ○ ○ ○ ● ● ●
1299 キベリクロヒメゲンゴロウ Ilybius apicalis ● ○ ○ ● ●
1300 ツブゲンゴロウ Laccophilus difficilis ○ ○ ● ● ●
1301 オオヒメゲンゴロウ Rhantus erraticus ○ ● ●
1302 ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1303 ミズスマシ オオミズスマシ Dineutus orientalis ● ○ ○ ● ●
1304 ミヤマミズスマシ Gyrinus sachalinensis ○ ●
1305 コガシラミズムシ ヒメコガシラミズムシ Haliplus ovalis ○ ●
1306 コガシラミズムシ Peltodytes intermedius ○ ○ ○ ● ● ●
1307 コツブゲンゴロウ ヒゲブトコツブゲンゴロウ Noterus angustulus ● ○ ●
1308 コツブゲンゴロウ Noterus japonicus ○ ○ ○ ● ● ●
1309 カワラゴミムシ カワラゴミムシ Omophron aequalis ○ ○ ○ ● ● ●
1310 マルドロムシ マルドロムシ Georissus canalifer ○ ●
1311 セスジガムシ エゾセスジガムシ Helophorus matsumurai ○ ●
1312 クロセスジガムシ Helophorus nigricans ○ ○ ● ● ●
1313 ダルマガムシ ミヤタケダルマガムシ Hydraena miyatakei ○ ●
1314 ガムシ ゴマフガムシ Berosus punctipennis ○ ○ ○ ● ● ●
1315 コケシガムシ Cercyon aptus ○ ●
1316 ナガケシガムシ Cercyon setulosus ○ ●
1317 ヒメセマルガムシ Coelostoma orbiculare ○ ●
1318 キイロヒラタガムシ Enochrus simulans ○ ● ● ●
1319 スジヒメガムシ Hydrobius pauper ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1320 エゾコガムシ Hydrochara libera ● ○ ● ●
1321 ガムシ Hydrophilus acuminatus ● ○ ○ ○ ● ● ●
1322 エゾガムシ Hydrophilus dauricus ● ○ ● ●
1323 シジミガムシ Laccobius bedeli ● ○ ● ●
1324 コモンシジミガムシ Laccobius oscillans ○ ● ●
1325 ガムシ科の一種 Hydrophilidae Gen. et sp. ○ ● ●
1326 エンマムシ オオヒラタエンマムシ Hololepta amurensis ○ ●
1327 カラカネハマベエンマムシ Hypocaccus lewisii ○ ●
1328 ハマベエンマムシ Hypocaccus varians varians ○ ○ ○ ● ● ● ●
1329 オオサワヒメエンマムシ Margarinotus cadavericola ○ ●
1330 コエンマムシ Margarinotus niponicus ○ ●
1331 ヒメエンマムシ Margarinotus weymarni ○ ○ ● ● ●
1332 エンマムシ Merohister jekeli ○ ○ ○ ● ● ● ●
1333 ドウガネエンマムシ Saprinus planiusculus ○ ●
1334 ムクゲキノコムシ ムクゲキノコムシ科の一種 Ptiliidae Gen. et sp. ○ ● ●
1335 タマキノコムシ アカタマキノコムシ Leiodes alpicola ○ ● ●
1336 シデムシ ヨツボシヒラタシデムシ Dendroxena sexcarinata ○ ●
1337 オオモモブトシデムシ Necrodes asiaticus ○ ● ● ●
1338 カラフトマエモンシデムシ Nicrophorus maculiceps ○ ● ● ●
1339 ヨツボシモンシデムシ Nicrophorus quadripunctatus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1340 ビロウドヒラタシデムシ Oiceoptoma thoracicum ○ ○ ○ ● ● ● ●
1341 クロヒラタシデムシ Phosphuga atrata ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1342 ヒラタシデムシ Silpha perforata ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
1343 ヒメヒラタシデムシ Thanatophilus sinuatus ○ ●
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1344 ハネカクシ コケムシ亜科の一種 Scydmaeninae Gen. et sp. ○ ● ●
1345 オオシリグロハネカクシ Astenus suffusus ○ ● ●
1346 チビドウガネツツガタハネカクシ Aulacocypus parvulus ○ ● ●
1347 キベリカワベハネカクシ Bledius curvicornis ○ ● ●
1348 ホソアバタウミベハネカクシ Cafius histrio ○ ○ ● ● ●
1349 マルズハネカクシ Domene crassicornis ○ ● ●
1350 ニセセミゾハネカクシ Drusilla aino ○ ○ ● ● ●
1351 ウスアカバホソハネカクシ Othius medius ○ ● ●
1352 アオバアリガタハネカクシ Paederus fuscipes ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1353 エゾアリガタハネカクシ Paederus parallelus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1354 メダカクサアリハネカクシ Pella spreta ○ ● ●
1355 ツヤケシアカバウミベハネカクシ Phucobius simulator ○ ○ ○ ● ● ●
1356 ホソクロハネカクシ Tachyusa coarctata ○ ● ●
1357 ハネカクシ科の一種 Staphylinidae Gen. et sp. ○ ● ●
1358 マルハナノミ キイロチビマルハナノミ Contacyphon fuscomarginatus ○ ○ ● ● ●
1359 ウスリチビマルハナノミ Contacyphon ussuricus ○ ●
1360 チビマルハナノミ Contacyphon variabilis ○ ● ●
1361 アイヌチビマルハナノミ Nyholmia ainu ○ ○ ● ● ●
1362 ヒメキムネマルハナノミ Sacodes minima ○ ○ ●
1363 トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus ○ ○ ● ● ●
1364 マルハナノミ科の一種 Scirtidae Gen. et sp. ○ ● ●
1365 センチコガネ オオセンチコガネ Phelotrupes auratus auratus ○ ● ● ●
1366 センチコガネ Phelotrupes laevistriatus ○ ○ ○ ● ● ●
1367 クワガタムシ コクワガタ Dorcus rectus rectus ○ ○ ● ● ●
1368 スジクワガタ Dorcus striatipennis striatipennis ○ ○ ○ ● ● ●
1369 アカアシクワガタ Dorcus rubrofemoratus rubrofemoratus ○ ● ●
1370 ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus maculifemoratus ○ ○ ● ● ●
1371 コガネムシ ドウガネブイブイ Anomala cuprea ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1372 サクラコガネ Anomala daimiana ○ ○ ● ● ●
1373 ヒメサクラコガネ Anomala geniculata ○ ○ ● ● ●
1374 ヤマトアオドウガネ Anomala japonica ○ ● ●
1375 ツヤコガネ Anomala lucens ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
1376 ハンノヒメコガネ Anomala multistriata ○ ● ●
1377 ヒメコガネ Anomala rufocuprea ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1378 マグソコガネ Aphodius rectus ○ ○ ● ● ●
1379 ウスイロマグソコガネ Aphodius sublimbatus ○ ● ●
1380 エゾマグソコガネ Aphodius uniformis ○ ● ●
1381 カタモンコガネ Blitopertha conspurcata ○ ○ ○ ○ ● ● ●
1382 セマダラコガネ Exomala orientalis ○ ○ ● ● ●
1383 コアオハナムグリ Gametis jucunda ○ ● ●
1384 ナガチャコガネ Heptophylla picea ○ ○ ● ● ● ●
1385 アカビロウドコガネ Maladera castanea ○ ○ ○ ● ● ●
1386 ヒメビロウドコガネ Maladera orientalis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
1387 ツヤスジコガネ Mimela dificilis ○ ● ●
1388 コガネムシ Mimela splendens ○ ● ●
1389 スジコガネ Mimela testaceipes ○ ● ● ●
1390 ハラゲビロウドコガネ Nipponoserica pubiventris ○ ○ ● ●
1391 アオウスチャコガネ Phyllopertha intermixta ○ ○ ● ●
1392 マメコガネ Popillia japonica ○ ○ ○ ● ● ● ●
1393 セマルケシマグソコガネ Psammodius convexus ○ ● ●
1394 アシマガリビロウドコガネ Serica incurvata ○ ● ●
1395 エゾビロウドコガネ Serica karafutoensis karafutoensis ○ ● ● ●
1396 クロスジチャイロコガネ Sericania fuscolineata fuscolineata ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1397 コブスジコガネ ヘリトゲコブスジコガネ Trox mandli ○ ● ●
1398 チビコブスジコガネ Trox niponensis ○ ● ●
1399 ナガドロムシ タテスジナガドロムシ Heterocerus fenestratus ○ ● ●
1400 Heterocerus 属の一種 Heterocerus sp. ○ ● ●
1401 タマムシ クロナガタマムシ Agrilus cyaneoniger ○ ●
1402 ホソアシナガタマムシ Agrilus ribbei ○ ●
1403 ミドリツヤナガタマムシ Agrilus sibiricus fukushimensis ○ ● ● ●
1404 フチトリヒメヒラタタマムシ Anthaxia primorjensis ○ ○ ● ●
1405 ヒメヒラタタマムシ Anthaxia proteus ○ ● ●
1406 クリタマムシ Toxoscelus auriceps auriceps ○ ○ ○ ● ●
1407 ヤナギチビタマムシ Trachys minutus salicis ○ ● ●
1408 コメツキムシ エゾフトヒラタコメツキ Acteniceromorphus selectus ○ ● ●
1409 トビイロムナボソコメツキ Agriotes subvittatus fuscicollis ○ ○ ○ ● ● ●
1410 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1411 ホソサビキコリ Agrypnus fuliginosus ○ ○ ● ●
1412 アイヌアカコメツキ Ampedus ainu ainu ○ ● ● ●
1413 クロハナコメツキ Cardiophorus pinguis ○ ● ●
1414 ドウガネヒラタコメツキ Corymbitodes gratus ○ ●
1415 オオハナコメツキ Dicronychus nothus ○ ●
1416 キバネホソコメツキ Dolerosomus gracilis ○ ● ●
1417 カバイロコメツキ Ectinus sericeus sericeus ○ ○ ○ ● ● ●
1418 ヨツモンミズギワコメツキ Fleutiauxellus quadrillum ○ ○ ● ●
1419 チャイロコメツキ Haterumelater bicarinatus bicarinatus ○ ● ●
1420 キベリマルヒサゴコメツキ Hypolithus littoralis convexus ○ ○ ● ●
1421 ニセクチブトコメツキ Lanecarus palustris ○ ● ●
1422 クロツヤクシコメツキ Melanotus annosus ○ ● ●
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1423 ハネナガクシコメツキ Melanotus castanipes matsumurai ○ ● ●
1424 ヒラタクロクシコメツキ Melanotus correctus correctus ○ ● ● ●
1425 コガタクシコメツキ Melanotus erythropygus erythropygus ○ ● ●
1426 エゾマルクビクシコメツキ Melanotus fortnumi yezoensis ○ ●
1427 クシコメツキ Melanotus legatus legatus ○ ○ ● ●
1428 クロクシコメツキ Melanotus senilis senilis ○ ○ ○ ● ● ● ●
1429 Melanotus 属の一種 Melanotus sp. ○ ● ●
1430 ヒゲナガコメツキ Mulsanteus junior junior ○ ● ●
1431 クロコハナコメツキ Paracardiophorus opacus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1432 コハナコメツキ Paracardiophorus pullatus pullatus ○ ○ ● ● ●
1433 エゾコハナコメツキ Paracardiophorus pullatus yasudai ○ ● ●
1434 アカアシコハナコメツキ Paracardiophorus sequens sequens ○ ○ ○ ● ● ● ●
1435 コメツキムシ科の一種 Elateridae Gen. et sp. ○ ● ●
1436 マダラチビコメツキ Prodrasterius agnatus ○ ● ●
1437 ムナグロチャイロツヤハダコメツキ Scutellathous porrecticollis ○ ● ●
1438 クチブトコメツキ Silesis musculus musculus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1439 ヒラタクシコメツキ Spheniscosomus koikei ○ ● ●
1440 キバネツヤハダコメツキ Yukara inornata ○ ○ ● ● ● ●
1441 コメツキダマシ オニコメツキダマシ Hylochares harmandi ○ ● ●
1442 ジョウカイボン アイヌニンフジョウカイ Asiopodabrus ainu ○ ● ●
1443 ホッカイジョウカイ Cantharis vulcana ○ ○ ○ ● ● ●
1444 ヒメジョウカイ Lycocerus japonicus ○ ○ ● ● ● ●
1445 ミヤマクビアカジョウカイ Lycocerus nakanei ○ ●
1446 ジョウカイボン Lycocerus suturellus suturellus ○ ○ ○ ● ● ●
1447 クロヒメジョウカイ Rhagonycha latiuscula ○ ● ● ●
1448 ノッポロヒメジョウカイ Rhagonycha nopporensis ○ ● ●
1449 クリイロジョウカイ Stenothemus badius ○ ○ ○ ● ● ●
1450 ホタル オバボタル Lucidina biplagiata ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1451 ベニボタル マエアカクロベニボタル Cautires zahradniki zahradniki ○ ●
1452 カツオブシムシ ヒメマルカツオブシムシ Anthrenus verbasci ○ ● ●
1453 カッコウムシ キオビナガカッコウムシ Opilo carinatus ○ ○ ● ● ●
1454 ジョウカイモドキ クロキオビジョウカイモドキ Intybia niponicus ○ ○ ○ ● ● ●
1455 ツマキアオジョウカイモドキ Malachius prolongatus ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1456 シバンムシ シバンムシ科の一種 Anobiidae Gen. et sp. ○ ● ●
1457 コクヌスト チビコクヌスト Ancyrona japonica ○ ● ●
1458 ムクゲキスイムシ ケマダラムクゲキスイ Biphyllus flexiosus ○ ● ●
1459 ヒゲボソケシキスイ ウンランチビハナケシキスイ Brachypterolus pulicarius ○ ○ ● ●
1460 キスイモドキ キスイモドキ Byturus affinis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1461 テントウムシ ジュウクホシテントウ Anisosticta kobensis ○ ○ ○ ● ●
1462 シロトホシテントウ Calvia decemguttata ○ ○ ● ●
1463 シロジュウシホシテントウ Calvia quatuordecimguttata ○ ○ ○ ● ● ● ●
1464 ヒメアカホシテントウ Chilocorus kuwanae ○ ○ ● ●
1465 アイヌテントウ Coccinella ainu ○ ● ●
1466 ココノホシテントウ Coccinella explanata ○ ○ ● ●
1467 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1468 マクガタテントウ Coccinula crotchi ○ ○ ● ● ●
1469 ナミテントウ Harmonia axyridis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1470 エゾアザミテントウ Henosepilachna pustulosa ○ ●
1471 ジュウサンホシテントウ Hippodamia tredecimpunctata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
1472 セスジヒメテントウ Nephus patagiatus ○ ○ ● ●
1473 ヒメカメノコテントウ Propylea japonica ○ ○ ○ ● ● ●
1474 コカメノコテントウ Propylea quatuordecimpunctata ○ ● ●
1475 クロヘリヒメテントウ Scymnus hoffmanni ○ ●
1476 クロヒメテントウ Scymnus japonicus ○ ● ●
1477 カグヤヒメテントウ Scymnus kaguyahime ○ ● ● ●
1478 オオタヒメテントウ Scymnus ohtai ○ ●
1479 ズグロツヤテントウ Serangium punctum ○ ●
1480 クロテントウ Telsimia nigra ○ ● ●
1481 シロホシテントウ Vibidia duodecimguttata ○ ● ●
1482 キスイムシ ケナガセマルキスイ Atomaria horridula ○ ● ●
1483 キイロセマルキスイ Atomaria lewisi ○ ○ ● ● ●
1484 ナガマルキスイ Atomaria punctatissima ○ ● ●
1485 ヒラムネマルキスイ Serratomaria tarsalis ○ ● ●
1486 キスイムシ科の一種 Cryptophagidae Gen. et sp. ○ ● ●
1487 ヒラタムシ キボシチビヒラタムシ Laemophloeus submonilis ○ ● ●
1488 オオキバチビヒラタムシ Nipponophloeus dorcoides ○ ● ●
1489 テントウムシダマシ カタベニケブカテントウダマシ Ectomychus basalis ○ ● ●
1490 ルリテントウダマシ Endomychus gorhami gorhami ○ ● ●
1491 フチトリツヤテントウダマシ Lycoperdina dux ○ ● ●
1492 セグロツヤテントウダマシ Lycoperdina mandarinea ○ ○ ● ●
1493 オオキノコムシ ヨツボシホソオオキノコムシ Dacne maculata ○ ●
1494 キベリハバビロオオキノコムシ Tritoma pallidicincta ○ ●
1495 ヒメマキムシ ウスチャケシマキムシ Cortinicara gibbosa ○ ○ ● ●
1496 ヒラムネヒメマキムシ Enicmus histrio ○ ●
1497 ムナボソヒメマキムシ Stephostethus angusticollis ○ ●
1498 ケシキスイ クロハナケシキスイ Carpophilus chalybeus ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1499 ナミモンコケシキスイ Cryptarcha strigata ○ ● ●
1500 カクアシヒラタケシキスイ Epuraea bergeri ○ ○ ● ● ●
1501 キムネチビケシキスイ Meligethes denticulatus ○ ● ●
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1502 ドウイロチビケシキスイ Meligethes haroldi ○ ●
1503 クロツヤチビケシキスイ Meligethes nitidicollis ○ ●
1504 キベリチビケシキスイ Meligethes violaceus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1505 キボシヒラタケシキスイ Omosita colon ○ ●
1506 オオキマダラケシキスイ Soronia fracta ○ ● ●
1507 ケシキスイ科の一種 Nitidulidae Gen. et sp. ○ ● ●
1508 ヒメハナムシ フタスジヒメハナムシ Olibrus particeps ○ ● ●
1509 ヒメハナムシ科の一種 Phalacridae Gen. et sp. ○ ● ●
1510 ホソヒラタムシ ヨツモンセマルヒラタムシ Psammoecus scitus ○ ●
1511 ミツモンセマルヒラタムシ Psammoecus trimaculatus ○ ● ●
1512 マルムネホソヒラタムシ Silvanolomus inermis ○ ● ●
1513 アリモドキ ホソアシチビイッカク Mecynotarsus tenuipes ○ ●
1514 Mecynotarsus 属の一種 Mecynotarsus sp. ○ ● ●
1515 ヘリアカイッカク Notoxus haagi hokkaidensis ○ ● ●
1516 クロモンイッカク Notoxus monoceros daimio ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
1517 ムナグロホソアリモドキ Sapintus cohaeres ○ ● ●
1518 ヨツボシホソアリモドキ Stricticomus valgipes ○ ●
1519 クビナガムシ クビカクシナガクチキムシ Scotodes niponicus ○ ○ ○ ● ● ●
1520 ホソカタムシ ツヤナガヒラタホソカタムシ Pycnomerus vilis ○ ● ●
1521 ニセクビボソムシ アシマガリニセクビボソムシ Pseudolotelus distortus ○ ● ●
1522 ヤマトニセクビボソムシ Pseudolotelus japonicus ○ ●
1523 ナガクチキムシ オオクロホソナガクチキ Phloeotrya bellicosa ○ ●
1524 クロホソナガクチキ Phloeotrya rugicollis ○ ○ ○ ● ● ● ●
1525 ツチハンミョウ メノコツチハンミョウ Meloe menoko ○ ● ●
1526 ハナノミ クロハナノミ Mordella brachyura brachyura ○ ● ●
1527 クロヒメハナノミ Mordellistena comes ○ ● ●
1528 コキノコムシ フタモンヒメコキノコムシ Litargus unifasciatus ○ ○ ● ●
1529 コマダラコキノコムシ Mycetophagus pustulosus ○ ○ ● ●
1530 ナミモンコキノコムシ Mycetophagus undulatus ○ ● ●
1531 カミキリモドキ ルリカミキリモドキ Anogcodes coarctata coarctata ○ ● ●
1532 スジカミキリモドキ Chrysanthia geniculata viatica ○ ●
1533 キイロカミキリモドキ Nacerdes hilleri ○ ● ●
1534 キバネカミキリモドキ Nacerdes luteipennis ○ ● ●
1535 ツマグロカミキリモドキ Nacerdes melanura ○ ○ ● ● ●
1536 アオカミキリモドキ Nacerdes waterhousei ○ ● ● ●
1537 モモブトカミキリモドキ Oedemera lucidicollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1538 アカハネムシ ヒメアカハネムシ Pseudopyrochroa rufula ○ ○ ● ● ●
1539 ハナノミダマシ オオクロフナガタハナノミ Anaspis frontalis ○ ○ ○ ● ● ●
1540 クロフナガタハナノミ Anaspis marseuli ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
1541 ホソフナガタハナノミ Ectasiocnemis elongata ○ ● ●
1542 ゴミムシダマシ マルチビゴミムシダマシ Caedius marinus ○ ● ●
1543 ムネビロスナゴミムシダマシ Gonocephalum japanum japanum ○ ○ ○ ● ● ●
1544 ヒメスナゴミムシダマシ Gonocephalum persimile ○ ● ●
1545 カクスナゴミムシダマシ Gonocephalum recticolle ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1546 クロツヤバネクチキムシ Hymenalia unicolor ○ ○ ○ ● ● ● ●
1547 オオメキバネハムシダマシ Lagria rufipennis ○ ○ ○ ● ● ● ●
1548 ヒメホソハマベゴミムシダマシ Micropedinus pallidipennis ○ ● ●
1549 ホソハマベゴミムシダマシ Micropedinus pallulus ○ ●
1550 コホネゴミムシダマシ Phaleromela subhumeralis ○ ○ ○ ● ● ●
1551 Borboresthes 属の一種 Borboresthes sp. ○ ● ●
1552 ホソクビキマワリ Stenophanes mesostena ○ ● ●
1553 カミキリムシ センノキカミキリ Acalolepta luxuriosa luxuriosa ○ ○ ● ● ●
1554 ニセビロウドカミキリ Acalolepta sejuncta sejuncta ○ ●
1555 ウスバカミキリ Aegosoma sinicum sinicum ○ ○ ● ● ● ●
1556 チャバネクロツツカミキリ Anaesthetis confossicollis ○ ● ●
1557 シロヘリトラカミキリ Anaglyptus colobotheoides ○ ●
1558 ゴマダラカミキリ Anoplophora malasiaca ○ ○ ● ● ●
1559 シナノクロフカミキリ Asaperda agapanthina ○ ○ ○ ● ● ●
1560 エグリトラカミキリ Chlorophorus japonicus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1561 シラケトラカミキリ Clytus melaenus ○ ○ ○ ● ● ●
1562 ホソカミキリ Distenia gracilis gracilis ○ ● ● ●
1563 ニイジマチビカミキリ Egesina bifasciana bifasciana ○ ●
1564 クモガタケシカミキリ Exocentrus fasciolatus ○ ● ● ●
1565 シラオビゴマフケシカミキリ Exocentrus guttulatus ○ ● ● ●
1566 アトモンマルケシカミキリ Exocentrus lineatus ○ ● ● ●
1567 シラホシカミキリ Glenea relicta relicta ○ ○ ● ●
1568 ヨツスジハナカミキリ Leptura ochraceofasciata ochraceofasciata ○ ●
1569 カタシロゴマフカミキリ Mesosa hirsuta hirsuta ○ ○ ○ ● ● ●
1570 ナガゴマフカミキリ Mesosa longipennis ○ ● ●
1571 ヘリグロチビコブカミキリ Miccolamia takakuwai ○ ● ●
1572 ヒシカミキリ Microlera ptinoides ○ ● ●
1573 キクスイカミキリ Phytoecia rufiventris ○ ○ ○ ● ● ●
1574 キタセスジヒメハナカミキリ Pidonia kurosawai ○ ○ ● ●
1575 シロオビチビヒラタカミキリ Poecilium albicinctus ○ ● ●
1576 ノコギリカミキリ Prionus insularis insularis ○ ● ● ●
1577 トガリシロオビサビカミキリ Pterolophia caudata caudata ○ ○ ● ●
1578 アトジロサビカミキリ Pterolophia zonata ○ ●
1579 アカハナカミキリ Stictoleptura succedanea ○ ○ ● ● ●
1580 シロオビチビカミキリ Sybra subfasciata subfasciata ○ ● ●
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1581 クリイロチビケブカカミキリ Terinaea atrofusca ○ ○ ● ●
1582 ハムシ ハンノキハムシ Agelastica coerulea ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1583 アカバナカミナリハムシ Altica oleracea ○ ○ ○ ● ● ●
1584 ツブノミハムシ Aphthona perminuta ○ ● ●
1585 ジンガサハムシ Aspidimorpha indica ○ ○ ● ● ●
1586 ウリハムシモドキ Atrachya menetriesi ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1587 アオバネサルハムシ Basilepta fulvipes ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1588 ヒゲナガマメゾウムシ Bruchidius lautus ○ ○ ● ●
1589 Bruchidius 属の一種 Bruchidius sp. ○ ● ●
1590 クロマメゾウムシ Bruchus maculipes ○ ○ ○ ● ● ●
1591 ヒメジンガサハムシ Cassida fuscorufa ○ ○ ● ●
1592 カメノコハムシ Cassida nebulosa ○ ○ ○ ● ● ●
1593 ヒメカメノコハムシ Cassida piperata ○ ● ●
1594 ヒサゴトビハムシ Chaetocnema ingenua ○ ○ ● ● ●
1595 テンサイトビハムシ Chaetocnema picipes ○ ●
1596 ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea ○ ○ ● ● ●
1597 ハッカハムシ Chrysolina exanthematica ○ ○ ○ ● ● ●
1598 ドロノキハムシ Chrysomela populi ○ ○ ● ● ●
1599 ヤナギハムシ Chrysomela vigintipunctata ○ ○ ● ●
1600 ミドリトビハムシ Crepidodera japonica ○ ○ ● ●
1601 アオバミドリトビハムシ Crepidodera pluta ○ ● ●
1602 タテスジキツツハムシ Cryptocephalus nigrofasciatus ○ ● ●
1603 セスジツツハムシ Cryptocephalus parvulus ○ ● ●
1604 ホソネクイハムシ Donacia vulgaris ○ ●
1605 クワハムシ Fleutiauxia armata ○ ○ ○ ● ● ●
1606 ジュンサイハムシ Galerucella nipponensis ○ ○ ○ ● ● ●
1607 アダムスアシナガトビハムシ Longitarsus adamsii ○ ● ● ●
1608 イヌノフグリトビハムシ Longitarsus holsaticus ○ ● ●
1609 ヒヨドリバナアシナガトビハムシ Longitarsus nitidiamiculus ○ ● ●
1610 オオアシナガトビハムシ Longitarsus nitidus ○ ●
1611 トウヨウアシナガトビハムシ Longitarsus orientalis ○ ● ●
1612 オオバコトビハムシ Longitarsus scutellaris ○ ● ●
1613 Longitarsus 属の一種 Longitarsus sp. ○ ● ●
1614 クワノミハムシ Luperomorpha funesta ○ ●
1615 キアシノミハムシ Luperomorpha tenebrosa ○ ○ ● ● ●
1616 コフキケブカサルハムシ Lypesthes ater ○ ● ●
1617 ホタルハムシ Monolepta dichroa ○ ○ ○ ● ● ●
1618 アオバアシナガハムシ Monolepta fulvicollis ● ○ ○ ● ●
1619 イネクビボソハムシ Oulema oryzae ○ ○ ● ● ● ●
1620 ハギツツハムシ Pachybrachis eruditus ○ ●
1621 ヤマナラシハムシ Phratora laticollis ○ ○ ● ● ●
1622 ホソルリハムシ Phratora obtusicollis ○ ● ●
1623 ヤナギルリハムシ Plagiodera versicolora ○ ○ ○ ● ● ● ●
1624 ルリハムシ Plagiosterna aenea ○ ● ● ●
1625 イタヤハムシ Pyrrhalta fuscipennis ○ ●
1626 コニシケブカハムシ Pyrrhalta konishii ● ○ ● ●
1627 ニレハムシ Pyrrhalta maculicollis ○ ○ ● ● ●
1628 キボシルリハムシ Smaragdina aurita ○ ○ ● ●
1629 イクビマメゾウムシ Spermophagus rufiventris ○ ● ●
1630 ルリウスバハムシ Stenoluperus cyaneus ○ ● ●
1631 ヒゲナガウスバハムシ Stenoluperus nipponensis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1632 ワモンナガハムシ Zeugophora annulata ○ ○ ● ●
1633 ヒゲナガゾウムシ クチブトコブヒゲナガゾウムシ Gibber brevirostris ○ ● ●
1634 ホソクチゾウムシ キヒゲホソクチゾウムシ Eutrichapion ervi ○ ●
1635 アカアシホソクチゾウムシ Eutrichapion viciae ○ ○ ○ ● ● ●
1636 フジマメホソクチゾウムシ Oxystoma abruptum ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
1637 イラクサホソクチゾウムシ Taeniapion urticarum ○ ● ●
1638 ハギホソクチゾウムシ Stenopteraion meliloti ○ ● ●
1639 オトシブミ ヌルデケシツブチョッキリ Auletobius fumigatus ○ ● ●
1640 クロケシツブチョッキリ Auletobius uniformis ○ ●
1641 エゾイクビチョッキリ Deporaus affectatus ○ ○ ○ ● ● ●
1642 コナライクビチョッキリ Deporaus unicolor ○ ○ ● ● ●
1643 ナラルリオトシブミ Euops konoi ○ ○ ● ●
1644 ルリオトシブミ Euops punctatostriatus ○ ●
1645 グミチョッキリ Involvulus placidus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1646 ヤナギルリチョッキリ Rhodocyrtus interruptus ○ ● ●
1647 ゾウムシ アトジロカレキゾウムシ Acicnemis dorsonigrita ○ ● ●
1648 ヤドリチビシギゾウムシ Archarius parasiticus ○ ●
1649 エゾヒメゾウムシ Baris ezoana ○ ● ●
1650 ヘリアカナガハナゾウムシ Bradybatus limbatus ○ ●
1651 コゲチャツツゾウムシ Carcilia tenuistriata ○ ○ ● ●
1652 ハイイロヒョウタンゾウムシ Catapionus gracilicornis gracilicornis ○ ● ●
1653 ヤナギシリジロゾウムシ Cryptorhynchus lapathi ○ ○ ● ● ●
1654 コナラシギゾウムシ Curculio dentipes ○ ○ ● ●
1655 Curculio 属の一種 Curculio sp. ○ ● ●
1656 ミドリクチブトゾウムシ Cyphicerus viridulus ○ ● ●
1657 オオタコゾウムシ Donus punctatus △ ○ ●
1658 シロモンイネゾウモドキ Dorytomus leucophyllus ○ ● ●
1659 アカイネゾウモドキ Dorytomus roelofsi ○ ○ ● ● ●
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1660 タデトゲサルゾウムシ Homorosoma asperum ○ ●
1661 シロスジタコゾウムシ Hypera adspersa ○ ● ●
1662 ツメクサタコゾウムシ Hypera nigrirostris ○ ○ ○ ● ● ● ●
1663 ギシギシタコゾウムシ Hypera rumicis ○ ● ●
1664 ベッチタコゾウムシ Hypera viciae ○ ● ● ●
1665 ムモンチビシギゾウムシ Koreoculio antennatus ○ ○ ● ● ●
1666 スゲノハラジロヒメゾウムシ Limnobaris japonica ○ ●
1667 アイノカツオゾウムシ Lixus maculatus ○ ○ ○ ● ● ●
1668 ヘラオオバココバンゾウムシ Mecinus pascuorum ○ ● ●
1669 シラフヒョウタンゾウムシ Meotiorhynchus querendus ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1670 カシワクチブトゾウムシ Nothomyllocerus griseus ○ ○ ○ ● ● ●
1671 ムネスジノミゾウムシ Orchestes amurensis ○ ○ ● ●
1672 カシワノミゾウムシ Orchestes japonicus ○ ○ ● ●
1673 シロモンノミゾウムシ Orchestes jota ○ ● ●
1674 ニレノミゾウムシ Orchestes mutabilis ○ ○ ● ● ●
1675 ツヤケシヒメゾウムシ Pellobaris melancholica ○ ● ●
1676 コブヒゲボソゾウムシ Phyllobius picipes ○ ● ●
1677 リンゴヒゲボソゾウムシ Phyllobius prolongatus ○ ○ ○ ● ● ●
1678 マツキボシゾウムシ Pissodes nitidus ○ ●
1679 キアシチビアオゾウムシ Polydrusus japonicus ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1680 スグリゾウムシ Pseudocneorhinus bifasciatus ○ ○ ● ●
1681 リンゴノミゾウムシ Rhamphus pulicarius ○ ● ●
1682 エゾクチブトサルゾウムシ Rhinoncus bruchoides ○ ● ●
1683 タデノクチブトサルゾウムシ Rhinoncus sibiricus ○ ● ●
1684 サビヒョウタンゾウムシ Scepticus insularis ○ ● ●
1685 クワヒョウタンゾウムシ Scepticus konoi ○ ○ ● ● ● ●
1686 スナムグリヒョウタンゾウムシ Scepticus tigrinus ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1687 ケチビコフキゾウムシ Sitona hispidulus △ ○ ○ ● ● ●
1688 アカアシチビコフキゾウムシ Sitona lineatus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1689 ベッチチビコフキゾウムシ Sitona lineellus ○ ● ●
1690 オオギンスジゾウムシ Tychius iwatensis ○ ●
1691 コギンスジゾウムシ Tychius ovalis ○ ● ●
1692 ゾウムシ科の一種 Curculionidae Gen. et sp. ○ ● ●
1693 チビゾウムシ ホソチビゾウムシ Nanophyes marmoratus ○ ○ ● ● ●
1694 キクイムシ タイコンキクイムシ Scolytoplatypus tycon ○ ● ●
1695 ハチ目(膜翅目) ミフシハバチ チュウレンジハバチ Arge pagana ○ ● ●
1696 ハバチ カブラハバチ Athalia rosae ruficornis ○ ● ●
1697 オカトラノオハバチ Birka carinifrons ○ ● ●
1698 Eutomostethus 属の一種 Eutomostethus sp. ○ ● ●
1699 エゾツマグロハバチ Dolerus armillatus ○ ● ●
1700 ナガスギナハバチ Dolerus gessneri ○ ● ●
1701 セマダラハバチ Rhogogaster nigriventris ○ ● ●
1702 アカバナハバチ Tenthredo colon ○ ● ●
1703 クビナガキバチ アカズクビナガキバチ Euxiphydria potanini ○ ● ●
1704 クビナガキバチ科の一種 Xiphydriidae Gen. et sp. ○ ● ●
1705 コマユバチ カモドキバチモドキ Rogas drymoniae ○ ● ●
1706 クロアブラバチ Ephedrus plagiator ○ ●
1707 ヒメコウラコマユバチ Chelonus pectinophorae ○ ● ● ●
1708 ヒメキイロコウラコマユバチ Phanerotoma planifrons ○ ● ● ●
1709 アオムシサムライコマユバチ Apanteles glomeratus ○ ● ●
1710 ヨトウサムライコマユバチ Apanteles tibialis ○ ● ●
1711 アオモリコマユバチ Microgaster russatus ○ ● ●
1712 モモブトツノコマユバチ Wroughtonia ruspator ○ ● ●
1713 ドクガハラボソコマユバチ Meteorus versicolor ○ ● ●
1714 クロヒゲアカコマユバチ Cremnops desertor ○ ● ●
1715 ヒメバチ クロヒゲフシオナガヒメバチ Acropimpla persimilis ○ ● ●
1716 ホソハラクモヒメバチ Zabrachypus tenuiabdominalis ○ ● ●
1717 シロモンヒラタヒメバチ Coccygomimus alboannulatus ○ ○ ● ● ●
1718 ヒメキアシヒラタヒメバチ Coccygomimus disparis ○ ● ●
1719 マイマイヒラタヒメバチ Coccygomimus luctuosus ○ ● ●
1720 チビキアシヒラタヒメバチ Coccygomimus nipponicus ○ ● ●
1721 アオムシヒラタヒメバチ Itoplectis naranyae ○ ● ●
1722 ヨトウアメバチモドキ Netelia ocellaris ○ ○ ● ● ●
1723 ハラボソトガリヒメバチ Apachia tenuiabdominalis ○ ● ●
1724 ホシクロトガリヒメバチ Nippocryptus vittatorius ○ ● ●
1725 マツムラトガリヒメバチ Picardiella rufa ○ ● ●
1726 ベッコウアメバチモドキ Opheltes glaucopterus apicalis ○ ● ●
1727 スギハラチビアメバチ Campoplex sugiharai sugiharai ○ ● ●
1728 オオアメバチ Ophion luteus ○ ● ●
1729 スジコンボウヒメバチ Acerataspis sinensis ○ ● ●
1730 サッポロチビヒメバチ Phaeogenes sapporensis ○ ● ●
1731 シロスジヒメバチ Achaius oratorius albizonellus ○ ● ●
1732 オオアシブトヒメバチ Eupalamus giganteus ○ ● ●
1733 トワダヒメバチ Protichneumon platycerus ○ ● ●
1734 アカヒゲフシヒメバチ Gregopimpla kuwanae ○ ● ●
1735 ヒメバチ科の一種 Ichneumonidae Gen. et sp. ○ ● ●
1736 クキバチ キベリクキバチ Hartigia viator ○ ● ●
1737 アシブトコバチ キアシブトコバチ Brachymeria lasus ○ ● ●
1738 ハエヤドリアシブトコバチ Brachymeria minuta ○ ● ●
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地域

種名 学名 重要種
外来種
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海岸草原
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環境
No. 目名 科名

文献番号

12 14 15 20 73 74 7523 24 25 57

1739 オナガコバチ バラモンオナガコバチ Megastigmus aculeatus ○ ●
1740 アリガタバチ アリガタバチ科の一種 Bethylidae Gen. et sp. ○ ● ●
1741 セイボウ リンネセイボウ Chrysis ignita ○ ● ● ●
1742 アリ ヤマトアシナガアリ Aphaenogaster japonica ○ ● ●
1743 クロオオアリ Camponotus japonicus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1744 ムネアカオオアリ Camponotus obscuripes ○ ● ●
1745 ヨツボシオオアリ Camponotus quadrinotatus ○ ● ●
1746 ハリブトシリアゲアリ Crematogaster matsumurai ○ ● ●
1747 ツヤシリアゲアリ Crematogaster nawai ○ ● ●
1748 シベリアカタアリ Dolichoderus sibiricus ○ ● ●
1749 ツノアカヤマアリ Formica fukaii ● ○ ● ●
1750 クロヤマアリ Formica japonica (s. l. ) ○ ○ ○ ● ● ● ●
1751 アカヤマアリ Formica sanguinea ○ ○ ● ● ●
1752 エゾアカヤマアリ Formica yessensis ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
1753 トビニセハリアリ Hypoponera bondroiti ○ ● ●
1754 キイロケアリ Lasius flavus ○ ○ ● ● ●
1755 クロクサアリ Lasius fuji (s. l. ) ○ ○ ○ ● ● ● ●
1756 トビイロケアリ Lasius japonicus ○ ○ ○ ● ● ● ●
1757 ヒラアシクサアリ Lasius spathepus ○ ● ●
1758 アメイロケアリ Lasius umbratus ○ ● ● ●
1759 ヒメトビイロケアリ Lasius sp. ○ ● ●
1760 Lasius 属の一種 Lasius sp. ○ ● ●
1761 エゾクシケアリ Myrmica jessensis ○ ○ ○ ● ● ● ●
1762 クロキクシケアリ Myrmica kurokii ○ ● ●
1763 オノヤマクシケアリ Myrmica onoyamai ○ ● ●
1764 ハラクシケアリ Myrmica ruginodis (s. l. ) ○ ○ ● ● ●
1765 アメイロアリ Nylanderia flavipes ○ ○ ● ● ●
1766 アズマオオズアリ Pheidole fervida ○ ○ ○ ● ● ● ●
1767 ヒメハリアリ Ponera japonica ○ ○ ● ● ●
1768 アミメアリ Pristomyrmex punctatus ● ○ ● ●
1769 トフシアリ Solenopsis japonica ○ ● ●
1770 ヒメムネボソアリ Temnothorax arimensis ○ ● ●
1771 ムネボソアリ Temnothorax congruus ○ ○ ● ● ●
1772 カドムネボソアリ Temnothorax koreanus ● ○ ● ●
1773 ハリナガムネボソアリ Temnothorax spinosior ○ ● ●
1774 トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae ○ ○ ● ● ●
1775 アリ科の一種 Formicidae Gen. et sp. ○ ● ●
1776 スズメバチ ケブカスジドロバチ Ancistrocerus densepilosellus ○ ○ ● ● ●
1777 エゾスジドロバチ Ancistrocerus nigricornis ○ ● ●
1778 オオフタオビドロバチ本土亜種 Anterhynchium flavomarginatum micado ○ ● ●
1779 フタスジスズバチ Discoelius zonalis ○ ● ●
1780 ミカドドロバチ本土亜種 Euodynerus nipanicus nipanicus ○ ● ●
1781 スズバチ Oreumenes decoratus ○ ● ●
1782 トガリフタモンアシナガバチ Polistes riparius ○ ○ ● ● ●
1783 キオビチビドロバチ Stenodynerus frauenfeldi ○ ○ ● ● ●
1784 サイジョウハムシドロバチ Symmorphus apiciornatus ○ ● ●
1785 コガタスズメバチ Vespa analis ○ ● ●
1786 モンスズメバチ Vespa crabro ● ○ ● ●
1787 チャイロスズメバチ Vespa dybowskii ● ○ ● ●
1788 キイロスズメバチ Vespa simillima ○ ● ●
1789 クロスズメバチ Vespula flaviceps ○ ○ ○ ● ● ● ●
1790 ツヤクロスズメバチ Vespula rufa ○ ● ●
1791 シダクロスズメバチ Vespula shidai ○ ○ ● ● ●
1792 クモバチ アカゴシクモバチ Anoplius reflexus ○ ○ ● ● ●
1793 Anoplius 属の一種 Anoplius sp. ○ ● ●
1794 ナミヒメクモバチ Auplopus carbonarius (s. l. ) ○ ● ●
1795 ペレエヒゲクモバチ Dipogon conspersus ○ ● ●
1796 オオシロフクモバチ Episyron arrogans ○ ● ●
1797 ヒゲブトクモバチ Evagetes yezoensis ○ ● ● ●
1798 ホソトゲアシクモバチ Priocnemis cyphonota ○ ● ●
1799 クモリトゲアシクモバチ Priocnemis japonica ○ ● ●
1800 アリバチ ホソアリバチ Cystomutilla teranishii ○ ● ●
1801 ミカドアリバチ Mutilla mikado ○ ○ ● ● ●
1802 ルイスヒトホシアリバチ Smicromyrme lewisi ○ ○ ● ● ●
1803 コツチバチ マメコツチバチ Tiphia isolata ○ ● ●
1804 スジコツチバチ Tiphia ordinaria ○ ● ●
1805 Tiphia 属の一種 Tiphia sp. ○ ● ●
1806 ツチバチ コモンツチバチ Scolia decorata ventralis ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1807 ギングチバチ ガガンボギングチ Crossocerus vagabundus esakii ○ ○ ○ ● ● ● ●
1808 ナミギングチ Ectemnius continuus ○ ● ●
1809 ヤマトトゲアナバチ Oxybelus strandi ○ ○ ● ● ● ●
1810 Oxybelus 属の一種 Oxybelus sp. ○ ● ●
1811 エゾギングチ Rhopalum jessonicum ○ ● ● ●
1812 ヒロズハヤバチ Tachytes latifrons ○ ● ●
1813 ドロバチモドキ ニッポンツヤアナバチ Alysson cameroni ○ ● ●
1814 ニッポンハナダカバチ Bembix niponica ● ○ ○ ● ● ●
1815 アリマキバチ ジュズダマイスカバチ Passaloecus monilicornis ○ ● ●
1816 エグレアリマキバチ Pemphredon krombeini ○ ○ ● ● ●
1817 ベットウヨコバイバチ Psen bettoh ○ ● ●
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種名 学名 重要種
外来種

等 22 69 70 71 72 小樽砂浜
海岸
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環境
No. 目名 科名

文献番号

12 14 15 20 73 74 7523 24 25 57

1818 フシダカバチ キスジツチスガリ Cerceris arenaria yanoi ○ ● ● ●
1819 アナバチ ヤマジガバチ Ammophila infesta ○ ● ●
1820 サトジガバチ Ammophila vagabunda ○ ○ ○ ● ● ● ●
1821 Ammophila 属の一種 Ammophila sp. ○ ● ●
1822 ヒメハナバチ アブラナヒメハナバチ Andrena aburana ○ ● ●
1823 アキツシマヒメハナバチ Andrena akitsushimae ○ ● ●
1824 トゲホオヒメハナバチ Andrena dentata ○ ● ●
1825 ハンゴンヒメハナバチ Andrena denticulata seneciorum ○ ○ ● ● ●
1826 エゾヒメハナバチ Andrena ezoensis ○ ● ●
1827 イシハラヒメハナバチ Andrena ishiharai ○ ● ●
1828 ウツギヒメハナバチ Andrena prostomias ○ ● ● ●
1829 モモヒメハナバチ Andrena pruniphora ○ ● ●
1830 ヒロヅキバナヒメハナバチ Andrena valeriana ○ ● ●
1831 ワタセヒメハナバチ Andrena watasei ○ ● ●
1832 ミツバチ ニホンミツバチ Apis cerana japonica ○ ● ●
1833 セイヨウミツバチ Apis mellifera ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1834 ハイイロマルハナバチ北海道亜種 Bombus deuteronymus deuteronymus ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1835 トラマルハナバチ北海道亜種 Bombus diversus tersatus ○ ● ●
1836 オオマルハナバチ北海道亜種 Bombus hypocrita sapporoensis ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
1837 ニセハイイロマルハナバチ Bombus pseudobaicalensis ○ ○ ○ ● ● ●
1838 セイヨウオオマルハナバチ Bombus terrestris △ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
1839 キオビツヤハナバチ Ceratina flavipes ○ ○ ○ ● ● ● ●
1840 ヤマトツヤハナバチ Ceratina japonica ○ ○ ○ ● ● ● ●
1841 ウシヅノキマダラハナバチ Nomada comparata ○ ● ●
1842 ムカシハナバチ オオムカシハナバチ Colletes collaris ○ ● ●
1843 ヤマノメンハナバチ Hylaeus confusus ○ ○ ● ● ●
1844 マツムラメンハナバチ Hylaeus matsumurai ○ ● ●
1845 ヅグロメンハナバチ Hylaeus niger ○ ○ ● ● ● ●
1846 ヒメメンハナバチ Hylaeus paulus ○ ● ●
1847 ツノブトメンハナバチ Hylaeus pfankuchi ○ ● ●
1848 コハナバチ アカガネコハナバチ Halictus aerarius ○ ● ● ●
1849 ニジイロコハナバチ Lasioglossum apristum ○ ● ●
1850 ホクダイコハナバチ Lasioglossum duplex ○ ○ ● ● ●
1851 ハラナガツヤコハナバチ Lasioglossum laeviventre ○ ○ ● ● ●
1852 ニッポンカタコハナバチ Lasioglossum nipponicola ○ ● ●
1853 シロスジカタコハナバチ Lasioglossum occidens ○ ● ●
1854 ズマルツヤコハナバチ Lasioglossum proximatum ○ ● ●
1855 フタモンカタコハナバチ Lasioglossum scitulum ○ ● ●
1856 Lasioglossum 属の一種 Lasioglossum sp. ○ ● ●
1857 コガタシロスジハナバチ Lipotrichus fruhstorferi ○ ○ ● ● ● ●
1858 ミズホヤドリコハナバチ Sphecodes scabricollis ○ ● ●
1859 エサキヤドリコハナバチ Sphecodes simillimus ○ ○ ● ● ● ●
1860 ハキリバチ ホソバトガリハナバチ Coelioxys hosoba ○ ● ●
1861 ヤノトガリハナバチ Coelioxys yanonis ○ ● ●
1862 アルファルファハキリバチ Megachile ainu ○ ● ●
1863 ヤマトハキリバチ Megachile japonica ○ ○ ● ● ●
1864 バラハキリバチ本土亜種 Megachile nipponica nipponica ○ ○ ● ● ●
1865 オオハキリバチ Megachile sculpturalis ○ ● ●
1866 ツルガハキリバチ Megachile tsurugensis ○ ● ● ●
1867 シロオビツツハナバチ Osmia exavata ○ ● ●
1868 ハキリバチ亜科の一種 Megachilinae Gen. et sp. ○ ● ●
計 14目 246科 1868種 52種 9種 ### 1種 1種 ### 6種 ### 3種 ### ### 2種 8種 1種 1種 4種 1種 1種 ### ### ### 3種 ### ### ### ### ### ### 50種 756種 25種 635種 1702種 1462種

注1) 種名及び配列は、基本的に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト　令和5年度生物リスト（国土技術政策総合研究所 2023年）」に従った。

注2) 重要種は以下の区分に従った。

　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）

　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物

　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）

　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種

　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）

　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　・北RDB2001（北海道RDB）：「北海道の希少野生生物  北海道レッドデータブック 2001」 （平成13年、北海道)

　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種

　・北RL2016_2019(チョウ_コウチュウ)：「北海道レッドリスト【昆虫＞チョウ目編】改訂版（2016年）について」　(平成28年　北海道),「北海道レッドリスト【昆虫＞コウチュウ目編】改訂版（2019年）について」　(平成31年　北海道)

　　　Cr：絶滅危惧IA類、En：絶滅危惧IB類、Vu：絶滅危惧II類、Nt：準絶滅危惧、Dd：情報不足、N：留意種、Lp：地域個体群

注3) 北RDB2001について、北RL2016_2019(チョウ_コウチュウ)での改訂でカテゴリ削除された種は重要種として計上していない。

注4) 外来種は以下の区分に従った。

　・外来生物法：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号）

　　　特定：特定外来生物

　・生態系被害：「「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」の公表について」（平成27年、環境省）

　　　※表内は下記項目①～③について「/」で区切りを入れて記載

　　　①由来－国外：国外由来の外来種、国内：国内由来の外来種

　　　②定着段階－総合：総合対策外来種、定着：定着予防外来種、産業：産業管理外来種

　　　③対策優先度－緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、侵入：侵入予防外来種、他：その他の総合対策外来種・その他の定着予防外来種、-：該当なし

　・北BL2010：「北海道の外来種リスト－北海道ブルーリスト2010－」(平成22年、北海道)

　　　国外：原産地が国外である「国外外来種」、国内：原産地が国内(道外)である「国内外来種」、不明：原産地が不明な種

　　　北海道BLランクはカテゴリー区分（対象生物の選定の考え方、A～K）

　・道指定外来：「北海道生物の多様性の保全等に関する条例に基づく指定外来種の指定」(平成27年12月18日施行、北海道)

注5） 合計種数の算出にあたっては、種同定に至っていないものについても、同定された種とは別種である可能性が低くないことから計数対象とした。
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石狩浜　文献掲載　魚類リスト 1/1

文献 環境 地域

59 河口 小樽

1 コイ コイ Cyprinus carpio ○ ● ●
2 キンブナ Carassius buergeri subsp.2 ● ○ ● ●
3 ウグイ Pseudaspius hakonensis ○ ● ●
4 シラウオ シラウオ Salangichthys microdon ● ○ ● ●
5 トゲウオ トミヨ Pungitius sinensis ○ ● ●
6 ボラ ボラ Mugil cephalus cephalus ○ ● ●
7 ハゼ アシシロハゼ Acanthogobius lactipes ○ ● ●
8 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ○ ● ●
9 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia ○ ● ●

10 ジュズカケハゼ Gymnogobius castaneus ● ○ ● ●
11 カレイ ヌマガレイ Platichthys stellatus ○ ● ●
12 キュウリウオ ワカサギ Hypomesus nipponensis ○ ● ●

計 7科 12種 3種 12種 12種 12種

注1) 種名及び配列は、基本的に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和4年度版（国土交通省)」に従った。

注2) 重要種は以下の区分に従った。

　・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）

　　　国天：天然記念物、特天：特別天然記念物

　・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）

　　　国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種

　・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）
　　　CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　・北RDB：「北海道レッドリスト【魚類編】改訂版（2018年）」（平成30年、北海道）

　　　Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種

注3) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

No. 科名 和名 学名 重要種
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石狩浜　文献掲載　底生動物リスト 1/1

文献 環境 地域

59 河口 小樽

1 ゴカイ ゴカイ科 ○ ● ●
2 ミミズ イトミミズ亜科 ○ ● ●
3 軟甲 イサザアミ属 ○ ● ●
4 昆虫 ユスリカ科 ○ ● ●

計 4科 4種 0種 4種 4種 4種

注1) 種名及び配列は、基本的に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和4年度版（国土交通省)」に従った。

注2) 重要種は以下の区分に従った。

・文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）

国天：天然記念物、特天：特別天然記念物

・種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）

国内：国内希少野生動植物種、特一国：特定第一種国内希少野生動植物種、特二国：特定第二種国内希少野生動植物種

・環境省RL：「環境省レッドリスト2020の公表について－別添資料3　環境省 レッドリスト2020」（令和2年、環境省）
CR+EN：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

・北RDB：「北海道レッドリスト【魚類編】改訂版（2018年）」（平成30年、北海道）

Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種

注3) 文献番号は、本編表2の文献番号を参照のこと。

No. 綱 和名 重要種
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Ⅱ.現地における植生調査 現地調査票 

Ⅱ-1.海岸林調査（森林詳細調査）：現地調査票 

※現地調査票は、保護林・緑の回廊のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査林野庁版ﾏﾆｭｱﾙ(H29.3 月 )の様式 14～21 を使用した。

P1 

資-50



森林詳細調査  

様式 14 調査プロット到達経路情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P1 2023 年 9 月 4 日 

現地調査 
実施者 

現地調査を 

実施した全員 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 小笠原 誠  ☑主査・☑植生・□直径・☑樹高 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 赤間 隆 □主査・□植生・☑直径・□樹高

所属     氏名 □主査・□植生・□直径・□樹高

所属     氏名 □主査・□植生・□直径・□樹高

１ プロット位置 

プロット中心座標 
（世界測地系） N:43 度 13 分 08.19 秒 E:141 度 19 分 10.11 秒 

２ 到達情報 写真番号は「様式 16」、留意事項は「様式 15」と一致させる 

留意事項 
様式 15 に図示 

鍵の有無（有の場合は所有者名及び連絡先） 
無 

GPS 機種 Garmin GPSMAP62s 

経路／ 
車道名等 

座標（世界測地系）（分、秒は小数点表記でもよい） / GPS 補正機能 
写真
番号

道路脇に駐車 
N:43 度 13 分 07.41 秒 E:141 度 19 分 09.43 秒 

2 
□なし･□海保ﾋﾞｰｺﾝ・☑MSAS・□GLONASS・□平均化・□後補正

N : 度  分 秒 E : 度 分 秒

□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正

N : 度  分 秒 E : 度 分 秒

□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正

N : 度  分 秒 E : 度 分 秒

□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正

N : 度  分 秒 E : 度 分 秒

□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正

N : 度  分 秒 E : 度 分 秒

□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正

時刻 
24 時式 

1 日目 行駐車 11：00 到着 11：10 調査了 14：40 帰駐車 14：45 

2 日目 行駐車 到着 調査了 帰駐車 

 GPS の補正機能は、実際に使用した機能を選ぶ（ビーコンを受信する機能があっても、計測時に受信できなかった場合は選ばな

い）。複数の機能を組み合わせることが望ましく、使用した全ての機能を記入する。 

 １地点の調査が２日にまたがる場合、２日目の行駐車から帰駐車までの時刻を「２日目」の欄に記入する（必ず１日ごとに行駐車と

帰駐車を記入する）。 

様式 15 調査プロット到達経路情報（地図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P1 2023 年 9 月 4 日 

到達図（駐車位置から調査プロットまで） 
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様式 16 調査プロット到達経路情報（写真） 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 67 い P1 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目
2023 年 9 月 4 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真番号：1 

集合写真          

           

           

           

写真番号：2 

駐車位置          

           

           

           

写真番号：3 

プロット P1 中心杭    

                

           

           

 

様式 17 調査プロット情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P1 2023 年 9 月 4 日 

 

１ 地形概況   

斜面方位 

大 地 形 
- 

斜 面 傾 斜

大 地 形
0 度 

局所地形 
平坦地 ・ 平坦尾根 ・ やせ尾根 ・ 山腹凸斜面 ・ 山腹凹斜面 

山腹平衡斜面 ・ 山脚侵蝕面 ・ 山脚堆積面 ・ 崖錐 

※ 斜面方位は斜面下方の方位を８方位で記載、大地形に基づく斜面方位とする。 
※ 斜面傾斜は斜面方位の方向を計測。前回を書き写さず、毎回計測する。 

 

２ プロットの半径 

最
大
傾
斜 

0 度 

 
※ 最大傾斜に基づき右表の

半径を適応する。（８方位と
も同距離） 

※ 中心杭、円周杭は現杭が５
年後まで保存不可能と判断
されれば更新する。更新す
る際は、槌等で確実に新杭
を打設すること、必ず現杭
を回収廃棄すること。 

 

  

３ 写真撮影確認  

天 頂 磁 北 磁 東 磁 南 磁 西  全天球

✔ ✔ ✔ ✔ ✔  ✔ 

 

 

 

 

 

  

 

半径

円弧部分の膨らみ

様式 18 見取

り図に転記

小円 中円 大円

0 ～ 2 5.64 11.28 17.84 1.36
3 ～ 7 5.65 11.31 17.88 1.36
8 ～ 12 5.69 11.37 17.98 1.37
13 ～ 17 5.74 11.48 18.15 1.38
18 ～ 22 5.82 11.64 18.40 1.40
23 ～ 27 5.93 11.85 18.74 1.43
28 ～ 32 6.06 12.13 19.17 1.46
33 ～ 37 6.23 12.47 19.71 1.50
38 ～ 42 6.45 12.89 20.38 1.55
43 ～ 47 6.71 13.42 21.22 1.62
48 ～ 52 7.04 14.07 22.25 1.69

最大傾斜
（°）

半径【斜距離】（m） 円弧部分
の膨らみ
（m）

中心杭

方位 

N

S

EW

上部が磁北

天頂写真 ４方位写真 周辺杭を写真中心とするよ

うに、林床及び林相が分か

る写真を撮影する。 
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様式 18 調査プロット情報（見取り図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P1 2023 年 9 月 4 日 

 

 

 

 

 

 

 
見取り図へ記載する内容 
1. 「G．林床植生の生育状況調査（森林詳細調査）」を実施した場合、対象とした下層植生調査区を実線で囲う。原則とし

て、対角に位置する２植生調査区（原則 N 区、S 区）を対象とする。 
2. プロット全体が森林であることを前提とするが、林道、作業道、歩道、堰堤等構造物、沢、岩場・崖、地形が急に変化す

る地点等プロット概況の把握に必要な地物を記入する。 
3. 立木調査により立木番号を付した立木（胸高直径 18.0cm 以上、樹高を測定した標準木）のうち標準木については立木

位置を記入する。 

 

円弧部の膨らみ

1.36m

 円周部の立木の見落としが無い
よう、円周部の膨らみに注意。
（様式 17 表を参照） 

 

様式 20 立木調査表 

4枚中/1 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 キンギンボク 1.4 株/根曲 1-3株 ③

2 キンギンボク 1.2 株/根曲 1-3株 ③

3 キンギンボク 1.3 株/根曲 1-3株 ③

4 マユミ 1.0 株/根曲 4-5株 ③

5 マユミ 1.1 株/根曲 4-5株 ③

6 マユミ 1.7 株/根曲 6-8株 ③

7 マユミ 1.8 株/根曲 6-8株 ③

8 マユミ 1.4 株/根曲 6-8株 ③

9 マユミ 1.2 株/根曲 9-10株 ③

10 マユミ 1.4 株/根曲 9-10株 ③

11 613 マユミ 1.7 2.2
株/二又/
根曲

11-13株　11-12二又 ③

12 マユミ 1.5
株/二又/

根曲
11-13株　11-12二又 ③

13 マユミ 1.4 株/根曲 11-13株 ③

14 マユミ 1.3 二又/根曲 14-16二又 ③

15 マユミ 1.4 二又/根曲 14-16二又 ③

16 マユミ 1.6 二又/根曲 14-16二又 ③

17 614 カシワ 17.2 4.2 根曲 ③

18 615 カシワ 14.2 5.1 根曲 ③

19 マユミ 2.8
株/二又/
根曲

19-22株　19-20二又 ③

20 マユミ 2.2
株/二又/

根曲
19-22株　19-20二又 ③

21 マユミ 1.8 株/根曲 19-22株 ③

22 マユミ 2.0 株/根曲 19-22株 ③

23 616 マユミ 1.4 1.7 根曲 ③

24 マユミ 1.5 株/根曲 24-25株 ③

25 マユミ 1.2 株/根曲 24-25株 ③

26 617 マユミ 2.9 1.9 根曲 ③

27 マユミ 1.3 二又/根曲 27-28二又 ④

28 マユミ 1.2 二又/根曲 27-28二又 ④

29 618 マユミ 2.8 2.0 株/根曲 29-6（次頁）株 ④

30 マユミ 1.2 株/根曲 29-6（次頁）株 ④

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧
胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 小（1/4調査実施：E-S） ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P1 2023年9月4日

白

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉
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様式 20 立木調査表 

4枚中/2 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 マユミ 1.2 株/根曲 29（前頁）-6株 ④

2 マユミ 1.7 株/根曲 29（前頁）-6株 ④

3 マユミ 1.1
株/二又/

根曲
29（前頁）-6株　3-4二又 ④

4 マユミ 1.4
株/二又/

根曲
29（前頁）-6株　3-4二又 ④

5 マユミ 2.4 株/根曲 29（前頁）-6株 ④

6 マユミ 1.6 株/根曲 29（前頁）-6株 ④

7 マユミ 1.2 株/根曲 7-8株 ④

8 マユミ 1.4 株/根曲 7-8株 ④

9 619 カシワ 3.2 2.3 根曲 ④

10 マユミ 3.4 株/根曲 10-13株 ④

11 マユミ 2.2 株/根曲 10-13株 ④

12 マユミ 2.5 株/根曲 10-13株 ④

13 マユミ 1.8 株/根曲 10-13株 ④

14 620 カシワ 6.7 2.8 根曲 ④

15 マユミ 2.4 株/根曲 15-17株 ④

16 マユミ 2.2 株/根曲 15-17株 ④

17 マユミ 1.4 株/根曲 15-17株 ④

18 621 カシワ 4.6 1.9 根曲 ④

19 622 カシワ 6.3 2.3 根曲 ⑤

20 623 カシワ 13.7 3.4 根曲 ⑦

21 624 カシワ 6.1 2.4 根曲 ⑦

22 625 カシワ 11.4 2.7 株/根曲 22-23株 ⑧

23 626 カシワ 27.9 幹折れ 株/根曲 22-23株 ⑧

24 627 カシワ 7.2 2.1 根曲 ①

25

26

27

28

29

30

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 小（1/4調査実施：E-S） ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

白

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P1 2023年9月4日

 

様式 20 立木調査表 

4枚中/3 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 628 カシワ 6.2 2.4 根曲 ①

2 629 カシワ 10.4 2.1 根曲 ①

3 カシワ 6.8 枯 根曲 ②

4 630 カシワ 7.4 1.8 根曲 ③

5 631 カシワ 7.2 2.0 根曲 ③

6 632 カシワ 19.1 2.6 二又/根曲 6-9二又 ③

7 カシワ 17.2 二又/根曲 6-9二又 ③

8 カシワ 16.4 二又/根曲 6-9二又 ③

9 カシワ 17.5 二又/根曲 6-9二又 ③

10 633 カシワ 24.2 3.9 根曲 ③

11 カシワ 16.5 根曲 ③

12 カシワ 11.5 根曲 ③

13 カシワ 6.2 根曲 ④

14 634 カシワ 21.5 3.3 根曲 ④

15 カシワ 11.4 根曲 ④

16 635 カシワ 6.7 2.3 根曲 ⑤

17 カシワ 15.5 8.4 幹折れ 根曲 ⑤

18 カシワ 8.5 根曲 ⑥

19 カシワ 7.6 根曲 ⑥

20 カシワ 8.4 根曲 ⑦

21 カシワ 7.9 根曲 ⑦

22 カシワ 8.0 根曲 ⑧

23 カシワ 6.8 ⑧

24 カシワ 5.4 ⑧

25 カシワ 10.2 ⑧

26 カシワ 16.4 ⑧

27

28

29

30

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

白

獣

害

種

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P1 2023年9月4日
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様式 20 立木調査表 

4枚中/4 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 なし

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

胸高直径

cm

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P1 2023年9月4日

樹高

m

20本以上

調査区画 大 ナンバーテープ色等 白

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

 

様式 21 下層植生調査表 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 67 い P1 
☑ E．樹木の生育状況調査と同一地点 

□ 別の地点 

調査年月日 調査者名 

2023 年 9 月 4 日 小笠原 誠 

※ 原則 N 区と S 区のペア、次に E 区と W 区のペア、次にいずれか２箇所。 

※ 林床被覆率：草本層に加えて、根系、植物遺体、コケ類等何らかの植物由来の被覆が 

 地表に占める面積割合。苔むした岩を含む。 

※ 植被率は植生調査区内にかかる投影面積率、出現種は植生調査区内に根元が出現した種名。 

植被率に算定しても種名を記載しない場合もある。 

※ 植生調査区外の植物種を植生調査区の植物種欄に記載しないように。その場合は「植生調査区外の特記種」欄に記載する。 

 

 

林床調査区 N 区 S 区 

 

下

層

植

生

植被率 低木層 90％ 草本層 90％ 低木層 90％ 草本層 80％ 

優占種 低木層 

カシワ 

草本層 

チマキザサ 

低木層 

カシワ 

草本層 

チマキザサ 

植物種 

 

低木層 

草本層 

着生植物

 

植生調査

区内に根

元がある

カシワ カシワ 

チマキザサ チマキザサ 

ヤマブドウ マユミ 

マユミ キンギンボク 

オオヨモギ エゾイボタ 

キンギンボク  

ツルウメモドキ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

※２つの面積割合の合
計が 100％を超えるこ
とはありえない 

対象の植生調査区を「様式 18 調査プロット情報（見取り図）」に記入する。 
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その他の写真 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 67 い P1 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目
2023 年 9 月 4 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真番号：1 

中心杭近景       

           

           

           

写真番号：2 

マユミ シカ食痕      
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森林詳細調査  

様式 14 調査プロット到達経路情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P2 2023 年 9 月 4 日 

現地調査 
実施者 

 
現地調査を 

実施した全員 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 小笠原 誠  ☑主査・☑植生・□直径・☑樹高 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 赤間 隆    □主査・□植生・☑直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 
 

１ プロット位置 

プロット中心座標 
（世界測地系） N:43 度 12 分 47.24 秒 E:141 度 18 分 43.93 秒 

 

２ 到達情報 写真番号は「様式 16」、留意事項は「様式 15」と一致させる 

留意事項 
様式 15 に図示 

鍵の有無（有の場合は所有者名及び連絡先） 
無 

GPS 機種 Garmin GPSMAP62s 

経路／ 
車道名等 

座標（世界測地系）（分、秒は小数点表記でもよい） / GPS 補正機能 
写真
番号

道路脇に駐車 
N:43 度 12 分 45.91 秒 E:141 度 18 分 42.44 秒 

2 
□なし･□海保ﾋﾞｰｺﾝ・☑MSAS・□GLONASS・□平均化・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒

 
□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒

 
□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

時刻 
24 時式 

1 日目 行駐車 8：40 到着 8：50 調査了 10：40 帰駐車 10：45 

2 日目 行駐車 到着 調査了 帰駐車 

 GPS の補正機能は、実際に使用した機能を選ぶ（ビーコンを受信する機能があっても、計測時に受信できなかった場合は選ばな

い）。複数の機能を組み合わせることが望ましく、使用した全ての機能を記入する。 

 １地点の調査が２日にまたがる場合、２日目の行駐車から帰駐車までの時刻を「２日目」の欄に記入する（必ず１日ごとに行駐車と

帰駐車を記入する）。 

 

様式 15 調査プロット到達経路情報（地図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P2 2023 年 9 月 4 日 

到達図（駐車位置から調査プロットまで） 
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様式 16 調査プロット到達経路情報（写真） 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 67 い P2 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目
2023 年 9 月 4 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真番号：1 

集合写真          

           

           

           

写真番号：2 

駐車位置          

           

           

           

写真番号：3 

プロット P2 中心杭    

                

           

           

 

様式 17 調査プロット情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P2 2023 年 9 月 4 日 

 

１ 地形概況   

斜面方位 

大 地 形 
- 

斜 面 傾 斜

大 地 形
0 度 

局所地形 
平坦地 ・ 平坦尾根 ・ やせ尾根 ・ 山腹凸斜面 ・ 山腹凹斜面 

山腹平衡斜面 ・ 山脚侵蝕面 ・ 山脚堆積面 ・ 崖錐 

※ 斜面方位は斜面下方の方位を８方位で記載、大地形に基づく斜面方位とする。 
※ 斜面傾斜は斜面方位の方向を計測。前回を書き写さず、毎回計測する。 

 

２ プロットの半径 

最
大
傾
斜 

0 度 

 
※ 最大傾斜に基づき右表の

半径を適応する。（８方位と
も同距離） 

※ 中心杭、円周杭は現杭が５
年後まで保存不可能と判断
されれば更新する。更新す
る際は、槌等で確実に新杭
を打設すること、必ず現杭
を回収廃棄すること。 

 

  

３ 写真撮影確認  

天 頂 磁 北 磁 東 磁 南 磁 西  全天球

✔ ✔ ✔ ✔ ✔  ✔ 

 

 

 

 

 

  

 

半径

円弧部分の膨らみ

様式 18 見取

り図に転記

小円 中円 大円

0 ～ 2 5.64 11.28 17.84 1.36
3 ～ 7 5.65 11.31 17.88 1.36
8 ～ 12 5.69 11.37 17.98 1.37
13 ～ 17 5.74 11.48 18.15 1.38
18 ～ 22 5.82 11.64 18.40 1.40
23 ～ 27 5.93 11.85 18.74 1.43
28 ～ 32 6.06 12.13 19.17 1.46
33 ～ 37 6.23 12.47 19.71 1.50
38 ～ 42 6.45 12.89 20.38 1.55
43 ～ 47 6.71 13.42 21.22 1.62
48 ～ 52 7.04 14.07 22.25 1.69

最大傾斜
（°）

半径【斜距離】（m） 円弧部分
の膨らみ
（m）

中心杭

方位 

N

S

EW

上部が磁北

天頂写真 ４方位写真 周辺杭を写真中心とするよ

うに、林床及び林相が分か

る写真を撮影する。 
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様式 18 調査プロット情報（見取り図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P2 2023 年 9 月 4 日 

 

 

 

 

 

 

 
見取り図へ記載する内容 
1. 「G．林床植生の生育状況調査（森林詳細調査）」を実施した場合、対象とした下層植生調査区を実線で囲う。原則とし

て、対角に位置する２植生調査区（原則 N 区、S 区）を対象とする。 
2. プロット全体が森林であることを前提とするが、林道、作業道、歩道、堰堤等構造物、沢、岩場・崖、地形が急に変化す

る地点等プロット概況の把握に必要な地物を記入する。 
3. 立木調査により立木番号を付した立木（胸高直径 18.0cm 以上、樹高を測定した標準木）のうち標準木については立木

位置を記入する。 

円弧部の膨らみ

1.36m

 円周部の立木の見落としが無い
よう、円周部の膨らみに注意。
（様式 17 表を参照） 

 

様式 20 立木調査表 

5枚中/1 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 マユミ 1.3 剝皮 シカ 株/根曲 1-3株 ①

2 マユミ 1.8 剝皮 シカ 株/根曲 1-3株 ①

3 マユミ 1.4 剝皮 シカ 株/根曲 1-3株 ①

4 マユミ 1.3 株/根曲 4-8株 ②

5 マユミ 1.4 株/根曲 4-8株 ②

6 マユミ 1.3 株/根曲 4-8株 ②

7 マユミ 2.2 剝皮 シカ 株/根曲 4-8株 ②

8 マユミ 1.2 株/根曲 4-8株 ②

9 720 カシワ 15.5 11.2 株 9-10株 ②

10 カシワ 11.6 株 9-10株 ②

11 721 カシワ 19.4 12.6 ③

12 722 カシワ 22.5 11.8 根曲 ④

13 カシワ 14.7 株/根曲 13-14株 ⑤

14 723 カシワ 12.8 9.8 株 13-14株 ⑤

15 カシワ 12.4 株 15-16株 ⑥

16 カシワ 8.3 株 15-16株 ⑥

17 724 カシワ 17.8 株 17-18株 ⑦

18 カシワ 13.1 10.7 株 17-18株 ⑦

19 カシワ 10.6 株 19-21株 ⑦

20 カシワ 10.4 株 19-21株 ⑦

21 725 カシワ 18.8 10.2 株 19-21株 ⑦

22 カシワ 11.6 株 22-23株 ⑦

23 726 カシワ 16.2 10.4 株 22-23株 ⑦

24 マユミ 1.0 剝皮 シカ 根曲 ⑧

25

26

27

28

29

30

エ

リ

ア

①
～

⑧

黄

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 小 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P2 2023年9月4日
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様式 20 立木調査表 

5枚中/2 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 727 カシワ 15.2 10.1 ①

2 カシワ 12.3 株/斜立 2-4株 ①

3 カシワ 11.7 株 2-4株 ①

4 カシワ 16.2 株 2-4株 ①

5 カシワ 13.2 ①

6 カシワ 9.8 株 6-7株 ①

7 カシワ 13.2 株 6-7株 ①

8 カシワ 12.5 株 8-9株 ①

9 カシワ 12.8 株 8-9株 ①

10 カシワ 15.2 株 10-11株 ①

11 カシワ 12.7 株 10-11株 ①

12 カシワ 7.0 ①

13 カシワ 9.4 株 13-14株 ①

14 カシワ 7.4 枯 株 13-14株 ①

15 カシワ 7.8 枯 株 15-17株 ②

16 カシワ 7.0 株 15-17株 ②

17 カシワ 9.4 枯 株 15-17株 ②

18 カシワ 14.3 株 18-21株 ②

19 カシワ 11.4 株 18-21株 ②

20 カシワ 12.1 株 18-21株 ②

21 728 カシワ 11.3 10.0 株 18-21株 ②

22 カシワ 9.0 株 22-24株 ②

23 カシワ 16.3 株 22-24株 ②

24 カシワ 10.7 株 22-24株 ②

25 カシワ 10.8 ②

26 カシワ 9.5 株 26-29株 ②

27 カシワ 13.0 株 26-29株 ②

28 729 カシワ 18.8 9.8 株 26-29株 ②

29 カシワ 9.8 株 26-29株 ③

30 カシワ 10.9 株/根曲 30-2（次頁）株 ③

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

黄

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P2 2023年9月4日

 

様式 20 立木調査表 

5枚中/3 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 カシワ 12.0 株 30（前頁）-2株 ③

2 カシワ 11.3 株 30（前頁）-2株 ③

3 カシワ 8.6 枯 株 3-6株 ③

4 カシワ 14.1 株 3-6株 ③

5 730 カシワ 15.3 10.7 株 3-6株 ③

6 カシワ 13.3 株 3-6株 ③

7 731 カシワ 18.8 9.8 ③

8 カシワ 14.3 ③

9 カシワ 13.8 株 9-11株 ③

10 732 カシワ 18.6 8.4 株 9-11株 ④

11 カシワ 10.6 株/根曲 9-11株 ④

12 カシワ 13.3 株/根曲 12-14株 ④

13 カシワ 13.5 株/根曲 12-14株 ④

14 カシワ 16.8 株/根曲 12-14株 ④

15 カシワ 15.3 ④

16 733 カシワ 14.3 7.8 ⑤

17 カシワ 13.4 株 17-20株 ⑥

18 734 カシワ 16.5 8.7 株 17-20株 ⑥

19 カシワ 16.6 株 17-20株 ⑥

20 カシワ 13.8 株 17-20株 ⑥

21 カシワ 16.3 株 21-25株 ⑥

22 カシワ 13.8 株 21-25株 ⑥

23 カシワ 8.7 株 21-25株 ⑥

24 カシワ 16.0 株 21-25株 ⑥

25 カシワ 16.6 株 21-25株 ⑥

26 カシワ 16.4 株 26-27株 ⑥

27 カシワ 16.3 株 26-27株 ⑥

28 カシワ 16.3 株 28-29株 ⑦

29 735 カシワ 12.7 10.0 剝皮 ネズミ 株 28-29株 ⑦

30 736 カシワ 19.8 10.4 株 30-1（次頁）株 ⑦

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

黄

獣

害

種

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P2 2023年9月4日
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様式 20 立木調査表 

5枚中/4 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 カシワ 17.7 株 30（前頁）-1株 ⑦

2 カシワ 11.4 枯 ⑧

3 737 カシワ 19.4 株 3-4株 ⑧

4 738 カシワ 25.3 12.3 株 3-4株 ⑧

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P2 2023年9月4日

調査区画 中 ナンバーテープ色等 黄

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧
胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

 

様式 20 立木調査表 

5枚中/5 枚目 

 
 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 739 カシワ 18.8 11.2 ①

2 740 カシワ 18.5 ②

3 741 カシワ 23.3 根曲 ②

4 742 カシワ 20.8 株/根曲 4-6株 ⑤

5 743 カシワ 23.6 10.3 株 4-6株 ⑤

6 744 カシワ 18.2 株 4-6株 ⑤

7 745 カシワ 20.1 ⑤

8 746 カシワ 18.8 ⑤

9 747 カシワ 18.1 ⑥

10 748 カシワ 20.3 ⑥

11 749 カシワ 18.6 株 11-12株 ⑦

12 750 カシワ 18.2 株 11-12株 ⑦

13 751 カシワ 18.5 ⑧

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P2 2023年9月4日

調査区画 大 ナンバーテープ色等 黄

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

エ

リ

ア

①
～

⑧
胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考
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様式 21 下層植生調査表 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 67 い P2 
☑ E．樹木の生育状況調査と同一地点 

□ 別の地点 

調査年月日 調査者名 

2023 年 9 月 4 日 小笠原 誠 

※ 原則 N 区と S 区のペア、次に E 区と W 区のペア、次にいずれか２箇所。 

※ 林床被覆率：草本層に加えて、根系、植物遺体、コケ類等何らかの植物由来の被覆が 

 地表に占める面積割合。苔むした岩を含む。 

※ 植被率は植生調査区内にかかる投影面積率、出現種は植生調査区内に根元が出現した種名。 

植被率に算定しても種名を記載しない場合もある。 

※ 植生調査区外の植物種を植生調査区の植物種欄に記載しないように。その場合は「植生調査区外の特記種」欄に記載する。 

 

 

林床調査区 N 区 S 区 

 

下

層

植

生 

植被率 低木層 0％ 草本層 90％ 低木層 10％ 草本層 100％ 

優占種 低木層 

－ 

草本層 

チマキザサ 

低木層 

マユミ 

草本層 

チマキザサ 

植物種 

 

低木層 

草本層 

着生植物 

 

植生調査

区内に根

元がある 

チマキザサ チマキザサ 

マユミ マユミ 

コマユミ コマユミ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

※２つの面積割合の合
計が 100％を超えるこ
とはありえない 

対象の植生調査区を「様式 18 調査プロット情報（見取り図）」に記入する。 

 

その他の写真 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 67 い P2 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目 
2023 年 9 月 4 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真番号：1 

中心杭 近景    

          

          

          

写真番号：2 

カシワ シカ食痕  

              

          

          

写真番号：3 

.チマキザサ シカ食痕 
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P3 
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森林詳細調査  

様式 14 調査プロット到達経路情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4182 い P3 2023 年 9 月 5 日 

現地調査 
実施者 

 
現地調査を 

実施した全員 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 小笠原 誠  ☑主査・☑植生・□直径・☑樹高 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 赤間 隆    □主査・□植生・☑直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 
 

１ プロット位置 

プロット中心座標 
（世界測地系） N:43 度 09 分 15.51 秒 E:141 度 12 分 27.25 秒 

 

２ 到達情報 写真番号は「様式 16」、留意事項は「様式 15」と一致させる 

留意事項 
様式 15 に図示 

鍵の有無（有の場合は所有者名及び連絡先） 
無 

GPS 機種 Garmin GPSMAP62s 

経路／ 
車道名等 

座標（世界測地系）（分、秒は小数点表記でもよい） / GPS 補正機能 
写真
番号

道路脇に駐車 
N:43 度 09 分 13.82 秒 E:141 度 12 分 27.14 秒 

2 
□なし･□海保ﾋﾞｰｺﾝ・☑MSAS・□GLONASS・□平均化・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒

 
□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒

 
□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

時刻 
24 時式 

1 日目 行駐車 10：00 到着 10：05 調査了 12：20 帰駐車 12：25 

2 日目 行駐車 到着 調査了 帰駐車 

 GPS の補正機能は、実際に使用した機能を選ぶ（ビーコンを受信する機能があっても、計測時に受信できなかった場合は選ばな

い）。複数の機能を組み合わせることが望ましく、使用した全ての機能を記入する。 

 １地点の調査が２日にまたがる場合、２日目の行駐車から帰駐車までの時刻を「２日目」の欄に記入する（必ず１日ごとに行駐車と

帰駐車を記入する）。 

 

様式 15 調査プロット到達経路情報（地図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4182 い P3 2023 年 9 月 5 日 

到達図（駐車位置から調査プロットまで） 
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様式 16 調査プロット到達経路情報（写真） 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4182 い P3 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目
2023 年 9 月 5 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

写真番号：1 

集合写真          

           

           

           

写真番号：2 

駐車位置          

           

           

           

写真番号：3 

プロット P3 中心杭    

                

           

           

 

様式 17 調査プロット情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4182 い P3 2023 年 9 月 5 日 

 

１ 地形概況   

斜面方位 

大 地 形 
- 

斜 面 傾 斜

大 地 形
0 度 

局所地形 
平坦地 ・ 平坦尾根 ・ やせ尾根 ・ 山腹凸斜面 ・ 山腹凹斜面 

山腹平衡斜面 ・ 山脚侵蝕面 ・ 山脚堆積面 ・ 崖錐 

※ 斜面方位は斜面下方の方位を８方位で記載、大地形に基づく斜面方位とする。 
※ 斜面傾斜は斜面方位の方向を計測。前回を書き写さず、毎回計測する。 

 

２ プロットの半径 

最
大
傾
斜 

0 度 

 
※ 最大傾斜に基づき右表の

半径を適応する。（８方位と
も同距離） 

※ 中心杭、円周杭は現杭が５
年後まで保存不可能と判断
されれば更新する。更新す
る際は、槌等で確実に新杭
を打設すること、必ず現杭
を回収廃棄すること。 

 

  

３ 写真撮影確認  

天 頂 磁 北 磁 東 磁 南 磁 西  全天球

✔ ✔ ✔ ✔ ✔  ✔ 

 

 

 

 

 

  

 

半径

円弧部分の膨らみ

様式 18 見取

り図に転記

小円 中円 大円

0 ～ 2 5.64 11.28 17.84 1.36
3 ～ 7 5.65 11.31 17.88 1.36
8 ～ 12 5.69 11.37 17.98 1.37
13 ～ 17 5.74 11.48 18.15 1.38
18 ～ 22 5.82 11.64 18.40 1.40
23 ～ 27 5.93 11.85 18.74 1.43
28 ～ 32 6.06 12.13 19.17 1.46
33 ～ 37 6.23 12.47 19.71 1.50
38 ～ 42 6.45 12.89 20.38 1.55
43 ～ 47 6.71 13.42 21.22 1.62
48 ～ 52 7.04 14.07 22.25 1.69

最大傾斜
（°）

半径【斜距離】（m） 円弧部分
の膨らみ
（m）

中心杭

方位 

N

S

EW

上部が磁北

天頂写真 ４方位写真 周辺杭を写真中心とするよ

うに、林床及び林相が分か

る写真を撮影する。 
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様式 18 調査プロット情報（見取り図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4182 い P3 2023 年 9 月 5 日 

 

 

 

 

 

 

 
見取り図へ記載する内容 
1. 「G．林床植生の生育状況調査（森林詳細調査）」を実施した場合、対象とした下層植生調査区を実線で囲う。原則とし

て、対角に位置する２植生調査区（原則 N 区、S 区）を対象とする。 
2. プロット全体が森林であることを前提とするが、林道、作業道、歩道、堰堤等構造物、沢、岩場・崖、地形が急に変化す

る地点等プロット概況の把握に必要な地物を記入する。 
3. 立木調査により立木番号を付した立木（胸高直径 18.0cm 以上、樹高を測定した標準木）のうち標準木については立木

位置を記入する。 

 

円弧部の膨らみ

1.36m

 円周部の立木の見落としが無い
よう、円周部の膨らみに注意。
（様式 17 表を参照） 

 

様式 20 立木調査表 

5枚中/1 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 636 カシワ 18.4 根曲 ④

2 637 カシワ 20.9 10.5 剝皮 ネズミ ④

3 638 カシワ 21.5 12.0 ⑦

4 カシワ 13.3 枯 ⑧

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4182い P3 2023年9月5日

白

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 小 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧
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様式 20 立木調査表 

5枚中/2 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 639 エゾイタヤ 7.1 8.4 ①

2 カシワ 11.7 枯 株 2-3株 ①

3 640 カシワ 29.7 12.9 株 2-3株 ①

4 カシワ 12.7 枯 キノコ ①

5 エゾイタヤ 6.6 ②

6 カシワ 8.5 ②

7 641 エゾイタヤ 53.3 13.1 剝皮 ネズミ ②

8 642 カシワ 17.3 10.2 ③

9 エゾイタヤ 10.3 ③

10 643 カシワ 24.1 12.0 株 10-11株 ③

11 カシワ 13.1 枯 キノコ 株 10-11株 ③

12 644 カシワ 17.6 8.9 ④

13 カシワ 13.3 枯 ④

14 645 カシワ 22.6 10.5 ④

15 646 カシワ 13.4 9.1 ④

16 647 エゾイタヤ 6.5 6.9 ④

17 648 カシワ 24.0 11.6 ④

18 649 カシワ 21.2 ⑤

19 650 カシワ 19.9 ⑤

20 651 カシワ 11.8 株 20-21株 ⑤

21 カシワ 13.2 9.1 株 20-21株 ⑤

22 652 カシワ 18.8 10.6 ⑤

23 カシワ 15.3 枯 キノコ ⑤

24 カシワ 17.3 ⑥

25 653 カシワ 24.5 ⑥

26 654 カシワ 29.3 13.3 ⑦

27 655 カシワ 20.4 ⑦

28 656 カシワ 19.5 ⑦

29 657 カシワ 27.2 ⑧

30 658 カシワ 20.8 ⑧

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4182い P3 2023年9月5日

白

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

 

様式 20 立木調査表 

5枚中/3 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 エゾイタヤ 21.7 株 1-2株 ⑧

2 エゾイタヤ 12.9 株 1-2株 ⑧

3 658 カシワ 20.7 株 3-4株 ⑧

4 659 カシワ 26.0 13.8 株 3-4株 ⑧

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4182い P3 2023年9月5日

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

白

獣

害

種
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様式 20 立木調査表 

5枚中/4 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 660 カシワ 27.2 14.5 ①

2 661 カシワ 22.2 ①

3 662 カシワ 18.5 ①

4 663 カシワ 26.8 ①

5 664 カシワ 19.7 ①

6 665 カシワ 24.2 13.1 ②

7 666 カシワ 21.3 ②

8 667 カシワ 20.2 根曲 ②

9 668 カシワ 24.6 根曲 ②

10 669 カシワ 24.8 13.9 ③

11 670 カシワ 19.2 ③

12 671 カシワ 22.7 ③

13 672 カシワ 26.9 ③

14 673 カシワ 22.8 根曲 ④

15 674 カシワ 20.6 10.9 ④

16 675 カシワ 24.0 株 16-17株 ④

17 676 カシワ 22.2 株 16-17株 ④

18 677 カシワ 18.5 ④

19 678 カシワ 28.3 ⑤

20 679 カシワ 20.1 ⑤

21 680 カシワ 21.3 ⑤

22 681 カシワ 18.7 ⑤

23 682 カシワ 20.3 ⑤

24 683 イヌエンジュ 23.7 ⑤

25 684 カシワ 28.4 ⑥

26 685 カシワ 20.0 株 26-27株 ⑦

27 686 カシワ 20.1 株 26-27株 ⑦

28 687 カシワ 18.0 ⑦

29 688 カシワ 21.6 ⑦

30 689 カシワ 31.3 根曲 ⑦

樹高

m

20本以上

調査区画 大 ナンバーテープ色等 白

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧
胸高直径

cm

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4182い P3 2023年9月5日

 

様式 20 立木調査表 

5枚中/5 枚目 

 
 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 690 カシワ 23.7 ⑧

2 691 カシワ 20.0 ⑧

3 692 カシワ 30.1 ⑧

4 693 カシワ 18.6 空洞 ⑧

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

エ

リ

ア

①
～

⑧
胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

調査区画 大 ナンバーテープ色等 白

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4182い P3 2023年9月5日
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様式 21 下層植生調査表 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4182 い P3 
☑ E．樹木の生育状況調査と同一地点 

□ 別の地点 

調査年月日 調査者名 

2023 年 9 月 5 日 小笠原 誠 

※ 原則 N 区と S 区のペア、次に E 区と W 区のペア、次にいずれか２箇所。 

※ 林床被覆率：草本層に加えて、根系、植物遺体、コケ類等何らかの植物由来の被覆が 

 地表に占める面積割合。苔むした岩を含む。 

※ 植被率は植生調査区内にかかる投影面積率、出現種は植生調査区内に根元が出現した種名。 

植被率に算定しても種名を記載しない場合もある。 

※ 植生調査区外の植物種を植生調査区の植物種欄に記載しないように。その場合は「植生調査区外の特記種」欄に記載する。 

 

 

林床調査区 N 区 S 区 

 

下

層

植

生 

植被率 低木層 10％ 草本層 90％ 低木層 0％ 草本層 80％ 

優占種 低木層 

マユミ 

草本層 

チマキザサ 

低木層 

－ 

草本層 

チマキザサ 

植物種 

 

低木層 

草本層 

着生植物 

 

植生調査

区内に根

元がある 

チマキザサ チマキザサ 

クルマバソウ コマユミ 

マユミ ヤマブドウ 

ツルウメモドキ クルマバソウ 

カシワ ツルウメモドキ 

 マイヅルソウ 

 マユミ 

 カシワ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

※２つの面積割合の合
計が 100％を超えるこ
とはありえない 

対象の植生調査区を「様式 18 調査プロット情報（見取り図）」に記入する。 

 

その他の写真 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4182 い P3 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目 
2023 年 9 月 5 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真番号：1 

カシワ 実生      

          

          

          

写真番号：2 

カシワ 稚樹 シカ食痕
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森林詳細調査  

様式 14 調査プロット到達経路情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4100 い P4 2023 年 9 月 6 日 

現地調査 
実施者 

 
現地調査を 

実施した全員 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 小笠原 誠  ☑主査・☑植生・□直径・☑樹高 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 赤間 隆    □主査・□植生・☑直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 
 

１ プロット位置 

プロット中心座標 
（世界測地系） N:43 度 09 分 52.53 秒 E:141 度 14 分 01.60 秒 

 

２ 到達情報 写真番号は「様式 16」、留意事項は「様式 15」と一致させる 

留意事項 
様式 15 に図示 

鍵の有無（有の場合は所有者名及び連絡先） 
有：(株)イオスエンジニアリングで番号を聞いておく 

GPS 機種 Garmin GPSMAP62s 

経路／ 
車道名等 

座標（世界測地系）（分、秒は小数点表記でもよい） / GPS 補正機能 
写真
番号

林道入口 
ゲート 

N:43 度 09 分 34.27 秒 E:141 度 14 分 31.99 秒 
2 

□なし･□海保ﾋﾞｰｺﾝ・☑MSAS・□GLONASS・□平均化・□後補正 

ゲート 
N:43 度 09 分 44.63 秒 E:141 度 14 分 17.13 秒 

3 
□なし･□海保ﾋﾞｰｺﾝ・☑MSAS・□GLONASS・□平均化・□後補正 

林道脇に駐車 
N:43 度 09 分 51.86 秒 E:141 度 14 分 00.46 秒 

4 
□なし･□海保ﾋﾞｰｺﾝ・☑MSAS・□GLONASS・□平均化・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒

 
□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

時刻 
24 時式 

1 日目 行駐車 9：00 到着 9：05 調査了 11：20 帰駐車 11：25 

2 日目 行駐車 到着 調査了 帰駐車 

 GPS の補正機能は、実際に使用した機能を選ぶ（ビーコンを受信する機能があっても、計測時に受信できなかった場合は選ばな

い）。複数の機能を組み合わせることが望ましく、使用した全ての機能を記入する。 

 １地点の調査が２日にまたがる場合、２日目の行駐車から帰駐車までの時刻を「２日目」の欄に記入する（必ず１日ごとに行駐車と

帰駐車を記入する）。

 

様式 15 調査プロット到達経路情報（地図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4100 い P4 2023 年 9 月 6 日 

到達図（駐車位置から調査プロットまで） 
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様式 16 調査プロット到達経路情報（写真） 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4100 い P4 

調査年月日  

2 枚中 1 枚目
2023 年 9 月 6 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

写真番号：1 

集合写真          

           

           

           

写真番号：2 

林道入口 ゲート     

           

           

           

写真番号：3 

ゲート            

                

           

           

 

様式 16 調査プロット到達経路情報（写真） 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4100 い P4 

調査年月日  

2 枚中 2 枚目 
2023 年 9 月 6 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

写真番号：4 

駐車位置         

          

          

          

写真番号：5 

プロット P4 中心杭   
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様式 17 調査プロット情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4100 い P4 2023 年 9 月 6 日 

 

１ 地形概況   

斜面方位 

大 地 形 
- 

斜 面 傾 斜 

大 地 形 
0 度 

局所地形 
平坦地 ・ 平坦尾根 ・ やせ尾根 ・ 山腹凸斜面 ・ 山腹凹斜面 

山腹平衡斜面 ・ 山脚侵蝕面 ・ 山脚堆積面 ・ 崖錐 

※ 斜面方位は斜面下方の方位を８方位で記載、大地形に基づく斜面方位とする。 
※ 斜面傾斜は斜面方位の方向を計測。前回を書き写さず、毎回計測する。 

 

２ プロットの半径 

最
大
傾
斜 

0 度 

 
※ 最大傾斜に基づき右表の

半径を適応する。（８方位と
も同距離） 

※ 中心杭、円周杭は現杭が５
年後まで保存不可能と判断
されれば更新する。更新す
る際は、槌等で確実に新杭
を打設すること、必ず現杭
を回収廃棄すること。 

 

  

３ 写真撮影確認  

天 頂 磁 北 磁 東 磁 南 磁 西  全天球

✔ ✔ ✔ ✔ ✔  ✔ 

 

 

 

 

 

  

 

半径

円弧部分の膨らみ 

様式 18 見取

り図に転記 

 

小円 中円 大円

0 ～ 2 5.64 11.28 17.84 1.36
3 ～ 7 5.65 11.31 17.88 1.36
8 ～ 12 5.69 11.37 17.98 1.37
13 ～ 17 5.74 11.48 18.15 1.38
18 ～ 22 5.82 11.64 18.40 1.40
23 ～ 27 5.93 11.85 18.74 1.43
28 ～ 32 6.06 12.13 19.17 1.46
33 ～ 37 6.23 12.47 19.71 1.50
38 ～ 42 6.45 12.89 20.38 1.55
43 ～ 47 6.71 13.42 21.22 1.62
48 ～ 52 7.04 14.07 22.25 1.69

最大傾斜
（°）

半径【斜距離】（m） 円弧部分
の膨らみ
（m）

中心杭 

方位 

N 

S 

EW 

上部が磁北

天頂写真 ４方位写真 周辺杭を写真中心とするよ

うに、林床及び林相が分か

る写真を撮影する。 

 

様式 18 調査プロット情報（見取り図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4100 い P4 2023 年 9 月 6 日 

 

 

 

 

 

 

 
見取り図へ記載する内容 
1. 「G．林床植生の生育状況調査（森林詳細調査）」を実施した場合、対象とした下層植生調査区を実線で囲う。原則とし

て、対角に位置する２植生調査区（原則 N 区、S 区）を対象とする。 
2. プロット全体が森林であることを前提とするが、林道、作業道、歩道、堰堤等構造物、沢、岩場・崖、地形が急に変化す

る地点等プロット概況の把握に必要な地物を記入する。 
3. 立木調査により立木番号を付した立木（胸高直径 18.0cm 以上、樹高を測定した標準木）のうち標準木については立木

位置を記入する。 

円弧部の膨らみ 

1.36m 

円周部の立木の見落としが無い
よう、円周部の膨らみに注意。
（様式 17 表を参照） 
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様式 20 立木調査表 

4枚中/1 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 752 カシワ 19.8 11.5 ①

2 753 カシワ 15.3 10.9 剝皮 ネズミ ②

3 754 カシワ 21.7 12.3 ④

4 755 カシワ 17.8 11.3 ④

5 756 ヤマグワ 5.2 4.6 ④

6 757 カシワ 18.3 10.9 ⑥

7 758 カシワ 16.6 11.5 ⑥

8 759 カシワ 18.5 10.1 ⑦

9 カシワ 9.7 枯 キノコ ⑧

10 760 カシワ 18.8 10.4 株 10-11株 ⑧

11 761 カシワ 12.7 9.8 株 10-11株 ⑧

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧
胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 小 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4100い P4 2023年9月6日

黄

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

 

様式 20 立木調査表 

4枚中/2 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 762 カシワ 17.3 11.8 ①

2 763 カシワ 21.3 株 2-3株 ①

3 764 カシワ 22.1 株 2-3株 ①

4 765 カシワ 11.2 8.9 剝皮 ネズミ ①

5 カシワ 9.1 株 5-7株 ②

6 カシワ 13.2 株 5-7株 ②

7 カシワ 11.6 株 5-7株 ②

8 カシワ 14.2 ②

9 カシワ 16.8 ②

10 カシワ 17.3 ②

11 766 カシワ 13.7 9.6 ③

12 767 カシワ 20.2 ③

13 カシワ 16.6 キノコ 枯れかけ ③

14 768 カシワ 20.9 ③

15 カシワ 15.7 ③

16 769 エゾヤマザクラ 14.0 8.5 ④

17 770 カシワ 19.3 株 17-19株 ④

18 カシワ 13.4 枯 株 17-19株 ④

19 カシワ 14.4 株 17-19株 ④

20 カシワ 16.2 ④

21 カシワ 13.4 ④

22 カシワ 11.0 枯 ⑤

23 771 ミズナラ 6.5 5.6 ⑤

24 カシワ 15.5 ⑤

25 772 カシワ 31.6 13.4 ⑥

26 カシワ 17.3 ⑥

27 カシワ 15.3 ⑥

28 カシワ 16.4 ⑦

29 カシワ 15.2 ⑦

30 ヤマグワ 6.4 剝皮 シカ ⑦

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

黄

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4100い P4 2023年9月6日
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様式 20 立木調査表 

4枚中/3 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 カシワ 19.2 ⑦

2 カシワ 10.3 枯 ⑦

3 774 ミズナラ 11.9 9.0 ⑦

4 775 カシワ 19.9 11.8 ⑧

5 カシワ 14.3 ⑧

6 カシワ 16.7 ⑧

7 ヤマグワ 6.3 剝皮 シカ ⑧

8 カシワ 17.7 ⑧

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

黄

獣

害

種

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4100い P4 2023年9月6日

 

様式 20 立木調査表 

4枚中/4 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 776 カシワ 20.2 14.0 ①

2 777 カシワ 22.3 ①

3 778 カシワ 22.5 ①

4 779 カシワ 32.5 13.9 ②

5 780 カシワ 19.0 ③

6 781 カシワ 23.8 ③

7 782 カシワ 21.7 ④

8 783 カシワ 19.1 ④

9 784 カシワ 19.8 ④

10 785 カシワ 18.2 ④

11 786 カシワ 19.1 ④

12 787 カシワ 21.3 ④

13 788 カシワ 21.7 ⑤

14 789 カシワ 18.0 ⑤

15 790 カシワ 19.9 ⑤

16 791 カシワ 21.9 株 16-17株 ⑤

17 792 カシワ 19.0 株/根曲 16-17株 ⑤

18 793 カシワ 22.8 ⑥

19 794 カシワ 22.7 ⑥

20 795 カシワ 20.6 ⑥

21 796 カシワ 18.8 ⑦

22 797 カシワ 22.8 つるがらみ ⑦

23 798 カシワ 20.7 ⑦

24 799 カシワ 19.2 ⑦

25 800 カシワ 18.0 ⑦

26 801 カシワ 20.3 剝皮 ネズミ ⑧

27 802 カシワ 19.7 ⑧

28 803 カシワ 18.4 ⑧

29

30

胸高直径

cm

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4100い P4 2023年9月6日

樹高

m

20本以上

調査区画 大 ナンバーテープ色等 黄

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧
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様式 21 下層植生調査表 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4100 い P4 
☑ E．樹木の生育状況調査と同一地点 

□ 別の地点 

調査年月日 調査者名 

2023 年 9 月 6 日 小笠原 誠 

※ 原則 N 区と S 区のペア、次に E 区と W 区のペア、次にいずれか２箇所。 

※ 林床被覆率：草本層に加えて、根系、植物遺体、コケ類等何らかの植物由来の被覆が 

 地表に占める面積割合。苔むした岩を含む。 

※ 植被率は植生調査区内にかかる投影面積率、出現種は植生調査区内に根元が出現した種名。 

植被率に算定しても種名を記載しない場合もある。 

※ 植生調査区外の植物種を植生調査区の植物種欄に記載しないように。その場合は「植生調査区外の特記種」欄に記載する。 

 

 

林床調査区 N 区 S 区 

 

下

層

植

生 

植被率 低木層 0％ 草本層 90％ 低木層 30％ 草本層 90％ 

優占種 低木層 

－ 

草本層 

チマキザサ 

低木層 

マユミ 

草本層 

チマキザサ 

植物種 

 

低木層 

草本層 

着生植物 

 

植生調査

区内に根

元がある 

チマキザサ マユミ 

マユミ チマキザサ 

オニツルウメモドキ ハリギリ 

 オニツルウメモドキ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

※２つの面積割合の合
計が 100％を超えるこ
とはありえない 

対象の植生調査区を「様式 18 調査プロット情報（見取り図）」に記入する。 

 

その他の写真 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4100 い P4 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目 
2023 年 9 月 6 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真番号：1 

カシワ ネズミ食痕   

          

          

          

写真番号：2 

カシワ 稚樹 シカ食痕
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森林詳細調査  

様式 14 調査プロット到達経路情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4100 い P5 2023 年 9 月 7 日 

現地調査 
実施者 

 
現地調査を 

実施した全員 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 小笠原 誠  ☑主査・☑植生・□直径・☑樹高 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 赤間 隆    □主査・□植生・☑直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 
 

１ プロット位置 

プロット中心座標 
（世界測地系） N:43 度 11 分 09.88 秒 E:141 度 16 分 57.73 秒 

 

２ 到達情報 写真番号は「様式 16」、留意事項は「様式 15」と一致させる 

留意事項 
様式 15 に図示 

鍵の有無（有の場合は所有者名及び連絡先） 
無 

GPS 機種 Garmin GPSMAP62s 

経路／ 
車道名等 

座標（世界測地系）（分、秒は小数点表記でもよい） / GPS 補正機能 
写真
番号

林道脇に駐車 
N:43 度 11 分 09.10 秒 E:141 度 16 分 58.77 秒 

2 
□なし･□海保ﾋﾞｰｺﾝ・☑MSAS・□GLONASS・□平均化・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒

 
□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒

 
□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

時刻 
24 時式 

1 日目 行駐車 8：45 到着 8：50 調査了 10：50 帰駐車 10：55 

2 日目 行駐車 到着 調査了 帰駐車 

 GPS の補正機能は、実際に使用した機能を選ぶ（ビーコンを受信する機能があっても、計測時に受信できなかった場合は選ばな

い）。複数の機能を組み合わせることが望ましく、使用した全ての機能を記入する。 

 １地点の調査が２日にまたがる場合、２日目の行駐車から帰駐車までの時刻を「２日目」の欄に記入する（必ず１日ごとに行駐車と

帰駐車を記入する）。

 

様式 15 調査プロット到達経路情報（地図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4100 い P5 2023 年 9 月 7 日 

到達図（駐車位置から調査プロットまで） 
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様式 16 調査プロット到達経路情報（写真） 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4100 い P5 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目
2023 年 9 月 7 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

写真番号：1 

集合写真          

           

           

           

写真番号：2 

駐車位置          

           

           

           

写真番号：3 

プロット P5 中心杭    

                

           

           

 

様式 17 調査プロット情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4100 い P5 2023 年 9 月 7 日 

 

１ 地形概況   

斜面方位 

大 地 形 
- 

斜 面 傾 斜

大 地 形
0 度 

局所地形 
平坦地 ・ 平坦尾根 ・ やせ尾根 ・ 山腹凸斜面 ・ 山腹凹斜面 

山腹平衡斜面 ・ 山脚侵蝕面 ・ 山脚堆積面 ・ 崖錐 

※ 斜面方位は斜面下方の方位を８方位で記載、大地形に基づく斜面方位とする。 
※ 斜面傾斜は斜面方位の方向を計測。前回を書き写さず、毎回計測する。 

 

２ プロットの半径 

最
大
傾
斜 

0 度 

 
※ 最大傾斜に基づき右表の

半径を適応する。（８方位と
も同距離） 

※ 中心杭、円周杭は現杭が５
年後まで保存不可能と判断
されれば更新する。更新す
る際は、槌等で確実に新杭
を打設すること、必ず現杭
を回収廃棄すること。 

 

  

３ 写真撮影確認  

天 頂 磁 北 磁 東 磁 南 磁 西  全天球

✔ ✔ ✔ ✔ ✔  ✔ 

 

 

 

 

 

  

 

半径

円弧部分の膨らみ

様式 18 見取

り図に転記

小円 中円 大円

0 ～ 2 5.64 11.28 17.84 1.36
3 ～ 7 5.65 11.31 17.88 1.36
8 ～ 12 5.69 11.37 17.98 1.37
13 ～ 17 5.74 11.48 18.15 1.38
18 ～ 22 5.82 11.64 18.40 1.40
23 ～ 27 5.93 11.85 18.74 1.43
28 ～ 32 6.06 12.13 19.17 1.46
33 ～ 37 6.23 12.47 19.71 1.50
38 ～ 42 6.45 12.89 20.38 1.55
43 ～ 47 6.71 13.42 21.22 1.62
48 ～ 52 7.04 14.07 22.25 1.69

最大傾斜
（°）

半径【斜距離】（m） 円弧部分
の膨らみ
（m）

中心杭

方位 

N

S

EW

上部が磁北

天頂写真 ４方位写真 周辺杭を写真中心とするよ

うに、林床及び林相が分か

る写真を撮影する。 
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様式 18 調査プロット情報（見取り図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 4100 い P5 2023 年 9 月 7 日 

 

 

 

 

 

 

 
見取り図へ記載する内容 
1. 「G．林床植生の生育状況調査（森林詳細調査）」を実施した場合、対象とした下層植生調査区を実線で囲う。原則とし

て、対角に位置する２植生調査区（原則 N 区、S 区）を対象とする。 
2. プロット全体が森林であることを前提とするが、林道、作業道、歩道、堰堤等構造物、沢、岩場・崖、地形が急に変化す

る地点等プロット概況の把握に必要な地物を記入する。 
3. 立木調査により立木番号を付した立木（胸高直径 18.0cm 以上、樹高を測定した標準木）のうち標準木については立木

位置を記入する。 

円弧部の膨らみ

1.36m

 円周部の立木の見落としが無い
よう、円周部の膨らみに注意。
（様式 17 表を参照） 

 

様式 20 立木調査表 

3枚中/1 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 694 ミズナラ 3.3 2.7 株 1-2株 ①

2 695 ミズナラ 23.7 16.2 株 1-2株 ①

3 696 ミズナラ 35.2 16.7 株 3-5株 ③

4 ミズナラ 3.4 株/二又 3-5株　4-5二又 ③

5 ミズナラ 5.7 株/二又 3-5株　4-5二又 ③

6 697 エゾイタヤ 2.7 3.2 ④

7 698 ミズナラ 28.5 13.2 ⑤

8 699 ハリギリ 33.6 15.3 ⑥

9 700 ミズナラ 38.2 14.9 ⑧

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4100い P5 2023年9月7日

白

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 小 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧
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様式 20 立木調査表 

3枚中/2 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 701 ミズナラ 22.6 ①

2 702 ミズナラ 23.3 16.1 ①

3 703 ミズナラ 18.8 14.3 株 3-4株 ②

4 704 ミズナラ 27.2 株 3-4株 ②

5 エゾイタヤ 5.3 株 5-6株 ③

6 705 エゾイタヤ 18.0 15.0 株 5-6株 ③

7 706 エゾイタヤ 24.7 ③

8 エゾイタヤ 16.2 枯 ③

9 エゾイタヤ 6.3 二又 9-10二又 ③

10 エゾイタヤ 6.0 二又 9-10二又 ③

11 707 エゾイタヤ 7.5 6.1 ④

12 エゾイタヤ 15.2 株 12-13株 ⑤

13 エゾイタヤ 20.7 株 12-13株 ⑤

14 アズキナシ 9.3
株/二又/

根曲
14-16株　14-15二又 ⑤

15 アズキナシ 6.0
株/二又/

根曲
14-16株　14-15二又 ⑤

16 709 アズキナシ 7.4 5.5 株 14-16株 ⑤

17 ミズナラ 12.3 ⑤

18 710 ミズナラ 29.9 15.7 ⑤

19 シナノキ 10.7 株 19-20株 ⑥

20 711 シナノキ 35.6 16.4 株 19-20株 ⑥

21 712 エゾイタヤ 19.7 株 21-23株 ⑥

22 エゾイタヤ 6.0 株 21-23株 ⑥

23 エゾイタヤ 19.8 株 21-23株 ⑦

24 713 ミズナラ 27.3 16.5 ⑧

25 ミズナラ 13.4 枯 幹折れ ⑧

26

27

28

29

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4100い P5 2023年9月7日

白

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

 

様式 20 立木調査表 

3枚中/3 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 714 ミズナラ 32.9 17.6 ①

2 715 ミズナラ 23.9 ①

3 716 ミズナラ 18.2 枯 先折れ ①

4 717 ミズナラ 28.3 ①

5 718 ミズナラ 27.3 ①

6 719 ミズナラ 21.8 14.6 ②

7 720 ミズナラ 28.7 ②

8 721 ミズナラ 19.4 ②

9 722 ミズナラ 32.3 ②

10 723 ミズナラ 21.3 株 10-11株 ②

11 724 ミズナラ 28.7 株 10-11株 ②

12 725 ハルニレ 19.8 13.1 ③

13 726 ハリギリ 34.8 先折れ ④

14 727 ハリギリ 25.5 12.8 ④

15 728 エゾイタヤ 19.7 ④

16 729 ミズナラ 22.8 株 16-17株 ④

17 730 ミズナラ 26.9 株 16-17株 ④

18 731 ミズナラ 22.2 ⑤

19 732 カシワ 35.8 15.9 ⑤

20 733 ミズナラ 32.3 ⑤

21 734 ハリギリ 30.8 枯 ⑥

22 735 ミズナラ 21.3 ⑥

23 736 エゾイタヤ 24.7 ⑦

24 737 ミズナラ 20.2 ⑦

25 738 ミズナラ 35.5 株 25-26株 ⑦

26 739 ミズナラ 36.7 14.7 株 25-26株 ⑦

27 740 ミズナラ 27.6 ⑧

28 741 ミズナラ 20.7 ⑧

29 742 ミズナラ 31.8 ⑧

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 4100い P5 2023年9月7日

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 大 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

白

獣

害

種
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様式 21 下層植生調査表 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4100 い P5 
☑ E．樹木の生育状況調査と同一地点 

□ 別の地点 

調査年月日 調査者名 

2023 年 9 月 7 日 小笠原 誠 

※ 原則 N 区と S 区のペア、次に E 区と W 区のペア、次にいずれか２箇所。 

※ 林床被覆率：草本層に加えて、根系、植物遺体、コケ類等何らかの植物由来の被覆が 

 地表に占める面積割合。苔むした岩を含む。 

※ 植被率は植生調査区内にかかる投影面積率、出現種は植生調査区内に根元が出現した種名。 

植被率に算定しても種名を記載しない場合もある。 

※ 植生調査区外の植物種を植生調査区の植物種欄に記載しないように。その場合は「植生調査区外の特記種」欄に記載する。 

 

 

林床調査区 N 区 S 区 

 

下

層

植

生 

植被率 低木層 0％ 草本層 90％ 低木層 0％ 草本層 80％ 

優占種 低木層 

－ 

草本層 

チマキザサ 

低木層 

－ 

草本層 

チマキザサ 

植物種 

 

低木層 

草本層 

着生植物 

 

植生調査

区内に根

元がある 

チマキザサ チマキザサ 

ツタウルシ ツタウルシ 

ハイイヌガヤ ハイイヌガヤ 

 コマユミ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

※２つの面積割合の合
計が 100％を超えるこ
とはありえない 

対象の植生調査区を「様式 18 調査プロット情報（見取り図）」に記入する。 

 

その他の写真 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 4100 い P5 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目 
2023 年 9 月 7 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

写真番号：1 

コマユミ シカ食痕  

          

          

          

写真番号：2 

ミズナラ下枝 シカ食

痕             
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森林詳細調査  

様式 14 調査プロット到達経路情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P6 2023 年 9 月 25 日 

現地調査 
実施者 

 
現地調査を 

実施した全員 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 小笠原 誠  ☑主査・☑植生・□直径・☑樹高 

所属  (株) 環境指標生物  氏名 赤間 隆    □主査・□植生・☑直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 

所属                 氏名         □主査・□植生・□直径・□樹高 
 

１ プロット位置 

プロット中心座標 
（世界測地系） N:43 度 12 分 00.81 秒 E:141 度 17 分 59.71 秒 

 

２ 到達情報 写真番号は「様式 16」、留意事項は「様式 15」と一致させる 

留意事項 
様式 15 に図示 

鍵の有無（有の場合は所有者名及び連絡先） 
無 

GPS 機種 Garmin GPSMAP62s 

経路／ 
車道名等 

座標（世界測地系）（分、秒は小数点表記でもよい） / GPS 補正機能 
写真
番号

林道脇に駐車 
N:43 度 12 分 02.62 秒 E:141 度 18 分 02.78 秒 

2 
□なし･□海保ﾋﾞｰｺﾝ・☑MSAS・□GLONASS・□平均化・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒

 
□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒

 
□なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

 
N :     度     分     秒 E :     度     分     秒  

 □なし ･□海保ﾋﾞｰｺﾝ  ・□MSAS  ・□GLONASS ・ □平均化  ・□後補正 

時刻 
24 時式 

1 日目 行駐車 8：45 到着 9：00 調査了 11：25 帰駐車 11：30 

2 日目 行駐車 到着 調査了 帰駐車 

 GPS の補正機能は、実際に使用した機能を選ぶ（ビーコンを受信する機能があっても、計測時に受信できなかった場合は選ばな

い）。複数の機能を組み合わせることが望ましく、使用した全ての機能を記入する。 

 １地点の調査が２日にまたがる場合、２日目の行駐車から帰駐車までの時刻を「２日目」の欄に記入する（必ず１日ごとに行駐車と

帰駐車を記入する）。

 

様式 15 調査プロット到達経路情報（地図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P6 2023 年 9 月 25 日 

到達図（駐車位置から調査プロットまで） 
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様式 16 調査プロット到達経路情報（写真） 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 67 い P6 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目
2023 年 9 月 25 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

写真番号：1 

集合写真          

           

           

           

写真番号：2 

駐車位置          

           

           

           

写真番号：3 

プロット P6 中心杭    

                

           

           

 

様式 17 調査プロット情報 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P6 2023 年 9 月 25 日 

 

１ 地形概況   

斜面方位 

大 地 形 
- 

斜 面 傾 斜

大 地 形
0 度 

局所地形 
平坦地 ・ 平坦尾根 ・ やせ尾根 ・ 山腹凸斜面 ・ 山腹凹斜面 

山腹平衡斜面 ・ 山脚侵蝕面 ・ 山脚堆積面 ・ 崖錐 

※ 斜面方位は斜面下方の方位を８方位で記載、大地形に基づく斜面方位とする。 
※ 斜面傾斜は斜面方位の方向を計測。前回を書き写さず、毎回計測する。 

 

２ プロットの半径 

最
大
傾
斜 

0 度 

 
※ 最大傾斜に基づき右表の

半径を適応する。（８方位と
も同距離） 

※ 中心杭、円周杭は現杭が５
年後まで保存不可能と判断
されれば更新する。更新す
る際は、槌等で確実に新杭
を打設すること、必ず現杭
を回収廃棄すること。 

 

  

３ 写真撮影確認  

天 頂 磁 北 磁 東 磁 南 磁 西  全天球

✔ ✔ ✔ ✔ ✔  ✔ 

 

 

 

 

 

  

 

半径

円弧部分の膨らみ

様式 18 見取

り図に転記

小円 中円 大円

0 ～ 2 5.64 11.28 17.84 1.36
3 ～ 7 5.65 11.31 17.88 1.36
8 ～ 12 5.69 11.37 17.98 1.37
13 ～ 17 5.74 11.48 18.15 1.38
18 ～ 22 5.82 11.64 18.40 1.40
23 ～ 27 5.93 11.85 18.74 1.43
28 ～ 32 6.06 12.13 19.17 1.46
33 ～ 37 6.23 12.47 19.71 1.50
38 ～ 42 6.45 12.89 20.38 1.55
43 ～ 47 6.71 13.42 21.22 1.62
48 ～ 52 7.04 14.07 22.25 1.69

最大傾斜
（°）

半径【斜距離】（m） 円弧部分
の膨らみ
（m）

中心杭

方位 

N

S

EW

上部が磁北

天頂写真 ４方位写真 周辺杭を写真中心とするよ

うに、林床及び林相が分か

る写真を撮影する。 
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様式 18 調査プロット情報（見取り図） 

地点名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

石狩浜 67 い P6 2023 年 9 月 25 日 

 

 

 

 

 

 

 
見取り図へ記載する内容 
1. 「G．林床植生の生育状況調査（森林詳細調査）」を実施した場合、対象とした下層植生調査区を実線で囲う。原則とし

て、対角に位置する２植生調査区（原則 N 区、S 区）を対象とする。 
2. プロット全体が森林であることを前提とするが、林道、作業道、歩道、堰堤等構造物、沢、岩場・崖、地形が急に変化す

る地点等プロット概況の把握に必要な地物を記入する。 
3. 立木調査により立木番号を付した立木（胸高直径 18.0cm 以上、樹高を測定した標準木）のうち標準木については立木

位置を記入する。 

円弧部の膨らみ

1.36m

 円周部の立木の見落としが無い
よう、円周部の膨らみに注意。
（様式 17 表を参照） 

 

様式 20 立木調査表 

5枚中/1 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 1 カシワ 21.5 12.1 ①

2 ミズナラ 4.4 先折れ ①

3 2 カシワ 20.6 株 3-4株 ①

4 3 カシワ 20.5 株 3-4株 ②

5 4 ミズナラ 19.3 11.7 ②

6 5 イヌエンジュ 18.3 11.3 ③

7 6 ミズナラ 7.1 5.8 ③

8 ミズナラ 5.6 株 8-9株 ③

9 ミズナラ 14.3 株 8-9株 ③

10 7 カシワ 27.4 12.7 ④

11 8 ミズナラ 25.3 13.6 株 11-13株 ④

12 9 ミズナラ 5.1 4.3 株 11-13株 ④

13 ミズナラ 8.1 株 11-13株 ④

14 ミズナラ 13.8 ⑥

15 エゾイタヤ 3.0 根曲 ⑥

16 10 アズキナシ 9.6 6.5 ⑦

17 エゾイタヤ 3.4 根曲 ⑦

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P6 2023年9月25日

青

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 小 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

資
-87



 

様式 20 立木調査表 

5枚中/2 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 ミズナラ 11.8 ①

2 11 ミズナラ 18.7 12.5 株 2-3株 ①

3 ミズナラ 16.2 株 2-3株 ①

4 アズキナシ 5.6 ①

5 12 エゾイタヤ 22.7 13.3 ①

6 ミズナラ 28.5 株 6-7株 ②

7 ミズナラ 16.3 株 6-7株 ②

8 14 ミズナラ 5.1 4.9 ②

9 ミズナラ 6.0 ②

10 15 エゾイタヤ 6.5 6.6 ②

11 エゾイタヤ 5.9 ③

12 カシワ 17.4 ③

13 16 カシワ 24.8 ③

14 17 ミズナラ 19.8 ④

15 ミズナラ 10.6 ④

16 エゾイタヤ 6.2 ④

17 エゾイタヤ 6.1 ④

18 18 ミズナラ 22.0 剝皮 ネズミ ④

19 19 カシワ 23.4 ⑤

20 ミズナラ 13.2 ⑤

21 20 カシワ 23.3 11.7 ⑤

22 21 カシワ 19.3 ⑤

23 カシワ 13.9 ⑤

24 22 カシワ 22.3 ⑥

25 23 カシワ 14.7 13.6 ⑥

26 アズキナシ 13.3 ⑥

27 24 ミズナラ 18.5 株 27-29株 ⑥

28 25 ミズナラ 20.7 株 27-29株 ⑥

29 ミズナラ 8.3 枯 株 27-29株 ⑥

30 エゾイタヤ 6.2 ⑦

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P6 2023年9月25日

青

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

少数第１位まで計測

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

 

様式 20 立木調査表 

5枚中/3 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 26 カシワ 32.8 13.2 剝皮 シカ ⑦

2 ミズナラ 6.4 株 2-3株 ⑧

3 27 ミズナラ 32.3 14.9 株 2-3株 ⑧

4 28 カシワ 25.3 ⑧

5 イヌエンジュ 12.7 ⑧

6 カシワ 13.7 ⑧

7 29 ミズナラ 9.8 8.8 ⑧

8 エゾイタヤ 5.0 ⑧

9 ミズナラ 12.8 ⑧

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P6 2023年9月25日

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

青

獣

害

種
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様式 20 立木調査表 

5枚中/4 枚目 

 

 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 26 カシワ 32.8 13.2 剝皮 シカ ⑦

2 ミズナラ 6.4 株 2-3株 ⑧

3 27 ミズナラ 32.3 14.9 株 2-3株 ⑧

4 28 カシワ 25.3 ⑧

5 イヌエンジュ 12.7 ⑧

6 カシワ 13.7 ⑧

7 29 ミズナラ 9.8 8.8 ⑧

8 エゾイタヤ 5.0 ⑧

9 ミズナラ 12.8 ⑧

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P6 2023年9月25日

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

調査区画 中 ナンバーテープ色等

剥

皮

/

枝

葉

食

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

エ

リ

ア

①
～

⑧

青

獣

害

種

 

様式 20 立木調査表 

5枚中/5 枚目 

 
 

胸高直径：小円1.0cm以上、中円5.0cm以上、大円18.0cm以上

新 旧

1 60 シナノキ 22.3 ⑧

2 61 エゾイタヤ 23.0 ⑧

3 62 ハリギリ 26.7 ⑧

4 63 ミズナラ 24.3 ⑧

5 64 カシワ 20.6 ⑧

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

エ

リ

ア

①
～

⑧
胸高直径

cm

樹高

m

20本以上

幹折れ

キノコ

変色葉
落食葉

剥

皮

/

枝

葉

食

獣

害

種

根

曲

/

斜
立

株

/

二
又

備考

ナンバーテープ等

立木番号
樹種

枯

損

空洞

裂傷

ヤニ
先折れ

調査区画 大 ナンバーテープ色等 青

地点名 林小班名 プロットNo. 調査年月日

石狩浜 67い P6 2023年9月25日

資
-89



 

様式 21 下層植生調査表 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 67 い P6 
☑ E．樹木の生育状況調査と同一地点 

□ 別の地点 

調査年月日 調査者名 

2023 年 9 月 25 日 小笠原 誠 

※ 原則 N 区と S 区のペア、次に E 区と W 区のペア、次にいずれか２箇所。 

※ 林床被覆率：草本層に加えて、根系、植物遺体、コケ類等何らかの植物由来の被覆が 

 地表に占める面積割合。苔むした岩を含む。 

※ 植被率は植生調査区内にかかる投影面積率、出現種は植生調査区内に根元が出現した種名。 

植被率に算定しても種名を記載しない場合もある。 

※ 植生調査区外の植物種を植生調査区の植物種欄に記載しないように。その場合は「植生調査区外の特記種」欄に記載する。 

 

 

林床調査区 N 区 S 区 

 

下

層

植

生 

植被率 低木層 0％ 草本層 90％ 低木層 0％ 草本層 80％ 

優占種 低木層 

－ 

草本層 

チマキザサ 

低木層 

－ 

草本層 

チマキザサ 

植物種 

 

低木層 

草本層 

着生植物 

 

植生調査

区内に根

元がある 

チマキザサ チマキザサ 

ツタウルシ ツタウルシ 

ミズナラ コマユミ 

ツルウメモドキ  

コマユミ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

※２つの面積割合の合
計が 100％を超えるこ
とはありえない 

対象の植生調査区を「様式 18 調査プロット情報（見取り図）」に記入する。 

 

その他の写真 

地点名 林小班名 プロット No. 

石狩浜 67 い P6 

調査年月日  

1 枚中 1 枚目 
2023 年 9 月 25 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真番号：1 

亜高木層の様子   

          

          

          

写真番号：2 

林床の様子       

              

          

          

写真番号：3 

カシワ ネズミ食痕  
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Ⅱ-2.隣接海岸草原 植生調査：植生方形プロット調査票 
 

 

Q1、Q2、Q3、Q4 
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植生方形プロット調査票 Q1 

調査年月日 2023 年 9 月 6 日 天候 晴 

担当者氏名 小笠原誠 

 
 

プロット名 7 群落名 ハマナス群落① 

林小班 67 ハ 斜面方位 － 傾斜 0° 

GPS(世界測地系) 780 写真(遠景,近接,ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸ等)    

座標値(度分秒) 
Ｎ 43°13′36.72″ 

Ｅ 141°19′41.72″ 
標高 12m 

調査ﾌﾟﾛｯﾄ 2ｍ×2ｍ 風当 強 ・ やや強 ・ 中 ・ 弱 日当 陽 ・ 中陰 ・ 陰 

局所地形 
□平坦尾根 □やせ尾根 □山腹凸斜面 □山腹凹斜面 □山腹平衡斜面 □山脚侵蝕面  

□山脚堆積面 □崖錐 □扇状地 □洪涵地□沖積堆積地 □洪積段丘 ☑台地 □湿地 

土壌 

乾 ・ やや乾 ・ 適 ・ やや湿 ・ 湿 

ﾎﾟﾄﾞｿﾞﾙ･褐森･赤･黄･黄褐森･黒ﾎﾞｸ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・沼沢･沖積･高湿草・非固岩屑･固岩屑･ 

砂礫(砂のみ)・水面下･壌土 

 
 

階層 優占種 高さ(m) 植被率(％) 備 考 

高木層 －    

亜高木層 －    

低木層 1 －    

低木層 2 －    

草本層 1 ハマナス 0.7 100  

草本層 2     

コケ層     

その他特記事項  

 
 

階層区分 種 名 被度・群度※ 階層区分 種 名 被度・群度※ 

草本層 1 ハマナス 5・5 草本層 1 イネ科の一種 1・1 

草本層 1 ツルウメモドキ 3・3 草本層 1 ハマオトコヨモギ + 

草本層 1 オオヨモギ +    

草本層 1 ウシノケグサ 3・3    

草本層 1 ススキ 1・2    

草本層 1 ノコギリソウ +    

草本層 1 ハマエンドウ +    

草本層 1 ノハナショウブ +    

草本層 1 エゾノコンギク +    

草本層 1 エゾノカワラマツバ +    
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植生方形プロット調査票 Q2 

調査年月日 2023 年 9 月 7 日 天候 晴 

担当者 小笠原誠 

 
 

プロット名 8 群落名 ハマナス群落② 

林小班 4100チ 斜面方位 － 傾斜 0° 

GPS(世界測地系) 783 写真(遠景,近接,ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸ等)    

座標値(度分秒) 
Ｎ 43°10′44.33″ 

Ｅ 141°15′22.14″ 
標高 3m 

調査ﾌﾟﾛｯﾄ 2ｍ×2ｍ 風当 強 ・ やや強 ・ 中 ・ 弱 日当 陽 ・ 中陰 ・ 陰 

局所地形 
□平坦尾根 □やせ尾根 □山腹凸斜面 □山腹凹斜面 □山腹平衡斜面 □山脚侵蝕面  

□山脚堆積面 □崖錐 □扇状地 □洪涵地□沖積堆積地 □洪積段丘 ☑台地 □湿地 

土壌 

乾 ・ やや乾 ・ 適 ・ やや湿 ・ 湿 

ﾎﾟﾄﾞｿﾞﾙ･褐森･赤･黄･黄褐森･黒ﾎﾞｸ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・沼沢･沖積･高湿草・非固岩屑･固岩屑･ 

砂礫(砂のみ)・水面下･壌土 

 
 

階層 優占種 高さ(m) 植被率(％) 備 考 

高木層 －    

亜高木層 －    

低木層 1 －    

低木層 2 －    

草本層 1 ハマナス 0.6 100  

草本層 2     

コケ層     

その他特記事項  

 
 

階層区分 種 名 被度・群度※ 階層区分 種 名 被度・群度※ 

草本層 1 ハマナス 5・5    

草本層 1 ハマニンニク 2・2    

草本層 1 トクサ 1・2    

草本層 1 ウシノケグサ 3・3    

草本層 1 ナミキソウ 2・2    

草本層 1 スゲ属の一種 1・1    

草本層 1 オオウシノケグサ 2・2    
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植生方形プロット調査票 Q3 

調査年月日 2023 年 9 月 6 日 天候 晴 

担当者 小笠原誠 

 
 

プロット名 9 群落名 ススキ群落① 

林小班 67 ハ 斜面方位 － 傾斜 0° 

GPS(世界測地系) 781 写真(遠景,近接,ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸ等)    

座標値(度分秒) 
Ｎ 43°13′35.77″ 

Ｅ 141°19′40.17″ 
標高 10m 

調査ﾌﾟﾛｯﾄ 2ｍ×2ｍ 風当 強 ・ やや強 ・ 中 ・ 弱 日当 陽 ・ 中陰 ・ 陰 

局所地形 
□平坦尾根 □やせ尾根 □山腹凸斜面 □山腹凹斜面 □山腹平衡斜面 □山脚侵蝕面  

□山脚堆積面 □崖錐 □扇状地 □洪涵地□沖積堆積地 □洪積段丘 ☑台地 □湿地 

土壌 

乾 ・ やや乾 ・ 適 ・ やや湿 ・ 湿 

ﾎﾟﾄﾞｿﾞﾙ･褐森･赤･黄･黄褐森･黒ﾎﾞｸ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・沼沢･沖積･高湿草・非固岩屑･固岩屑･ 

砂礫(砂のみ)・水面下･壌土 

 
 

階層 優占種 高さ(m) 植被率(％) 備 考 

高木層 －    

亜高木層 －    

低木層 1 －    

低木層 2 －    

草本層 1 ススキ 1.7 100  

草本層 2     

コケ層     

その他特記事項  

 
 

階層区分 種 名 被度・群度※ 階層区分 種 名 被度・群度※ 

草本層 1 ススキ 5・5    

草本層 1 ウシノケグサ 4・4    

草本層 1 ハマヒルガオ 2・2    

草本層 1 ハマナス 2・2    

草本層 1 ハマエンドウ +    

草本層 1 ツルウメモドキ +    

草本層 1 エゾカワラナデシコ +    
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植生方形プロット調査票 Q4 

調査年月日 2023 年 9 月 7 日 天候 晴 

担当者 小笠原誠 氏名  

 
 

プロット名 10 群落名 ハマニンニク群落① 

林小班 4100チ 斜面方位 － 傾斜 0° 

GPS(世界測地系) 782 写真(遠景,近接,ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸ等)    

座標値(度分秒) 
Ｎ 43°10′34.42″ 

Ｅ 141°15′00.13″ 
標高 7m 

調査ﾌﾟﾛｯﾄ 2ｍ×2ｍ 風当 強 ・ やや強 ・ 中 ・ 弱 日当 陽 ・ 中陰 ・ 陰 

局所地形 
□平坦尾根 □やせ尾根 □山腹凸斜面 □山腹凹斜面 □山腹平衡斜面 □山脚侵蝕面  

□山脚堆積面 □崖錐 □扇状地 □洪涵地□沖積堆積地 □洪積段丘 ☑台地 □湿地 

土壌 

乾 ・ やや乾 ・ 適 ・ やや湿 ・ 湿 

ﾎﾟﾄﾞｿﾞﾙ･褐森･赤･黄･黄褐森･黒ﾎﾞｸ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・沼沢･沖積･高湿草・非固岩屑･固岩屑･ 

砂礫(砂のみ)・水面下･壌土 

 
 

階層 優占種 高さ(m) 植被率(％) 備 考 

高木層 －    

亜高木層 －    

低木層 1 －    

低木層 2 －    

草本層 1 ハマニンニク 0.7 80  

草本層 2     

コケ層     

その他特記事項  

 
 

階層区分 種 名 被度・群度※ 階層区分 種 名 被度・群度※ 

草本層 1 ハマニンニク 5・5    

草本層 1 オオウシノケグサ 1・2    

草本層 1 ハマヒルガオ 1・2    

草本層 1 ハマニガナ +    

草本層 1 チャシバスゲ 1・1    
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石狩浜海岸林における森林生態系生物多様性調査 
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